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ご挨拶

大原芸術研究所の紀要創刊にあたり一言ご挨拶申し上げます。

大原芸術財団は、芸術研究を通じて世界に、未来に貢献することを目的に大原芸術研究

所を設立しました。この紀要はその成果の一つになります。

私たちは、研究対象や研究分野についての既成概念にとらわれることなく、自由に研究を進

めます。その一方で、設立したこの倉敷という土地にはこだわります。この自由さとこだわりの結

果生まれる、つまり、ここでしか生まれえない知見、価値を創造していきます。

そして、この紀要が、私たちの研究所の研究成果が社会とつながる一つの扉になることを願

います。この扉を通った様 な々知見が社会と出会い、新たな化学反応を起こした先に、未来の

希望がうまれることを信じます。

本紀要の創刊に際し、高階研究所所長の急逝にもかかわらず、高階先生のご遺志を胸に、

三浦研究所副所長と研究員たちが多忙な日常業務の中にいながら、日々研鑽を積み、貴重

な知見を発信してくれたことに感謝します。また、この紀要を発刊することで描くことのできる大

原芸術研究所の未来をともに築こうとしてくれることに感謝します。この紀要を手に取られた方々

もご一緒に未来へ歩み出すことができましたらこれに勝る喜びはありません。

結びに、本紀要の創刊にあたり、ご尽力いただいた全ての方々に深く感謝申し上げます。	

これからも私たちは芸術研究を深め、未来の世界へ貢献して参ります。

2025年4月1日

大原芸術財団代表理事

大原あかね
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Preface

I would like to write a few words on the occasion of the launch of the Bulletin of the Ohara 

Art Institute.

With the aim of contributing to the world and the future through research on art, Ohara 

Art Foundation founded Ohara Art Institute. This bulletin is one of the fruits of such efforts.

We carry out research freely without being bound to established notions of our subjects or 

fields of research. Meanwhile, we do adhere to the locality of Kurashiki, where this institute was 

established. Through such independence and adherence, we wish to create views and values that 

can emerge only here.

We hope this bulletin will serve as a door that will connect the fruit of the research under-

taken at our institute to the society. We believe that the various views which pass through this 

door will encounter the society, trigger new chemical reactions, and lead to hopes for the future.

I wish to thank Miura Atsushi, deputy director of the Institute, and all the researchers, who, 

despite the sudden passing of our director Takashina Shuji, have keenly pursued their studies 

and shared their valuable views cherishing the wishes of the late Professor Takashina. I am also 

grateful that by launching this bulletin, this team is endeavoring to shape the future of Ohara 

Art Institute together. It would be an unsurpassable delight if the readers of this bulletin would 

be able to take a step toward the future together with us.

In closing, I would like to express my heartfelt thanks to all those who put in their efforts 

to launch this bulletin. We shall continue to deepen our studies on art and contribute to the 

future world.

April 1, 2025

Ohara Akane

Chair, Ohara Art Foundation
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創刊の辞

大原芸術研究所紀要創刊の辞を私が書くことになろうとは、夢にも思っていなかった。これ

は本来、昨年10月17日に逝去された高階秀爾大原芸術研究所初代所長が執筆されるはず

のものであった。それが読めないのは無念でならないが、副所長として力を振り絞って書き記

すしか手立てはない。

大原芸術研究所、この日本で最初のアート・インスティチュートの創設は故高階所長の年

来の夢であった。ロンドンのコートールド美術研究所やパリのフランス国立美術史研究所の

ことをよく口にされていた。美術館や美術コレクションを内包し、国内外の研究者と学術交流

ができるような研究所。芸術を中核に据えつつ分野を横断した人間研究を志向するような研

究所。そこでは、将来的に大学とは違った形で美術教育すら可能になるかもしれない。そんな

夢の第一歩を印すのが、この大原芸術研究所紀要と言えよう。というのも、大原芸術研究所

の使命の基底にあるのは、所蔵する作品や資料の地道な研究とその成果の公開にほかなら

ないからだ。言うまでもなく、紀要はその重要な発表媒体である。

本創刊号においても、大原美術館最初期のコレクションを大原孫三郎とともに築き上げた

児島虎次郞の書簡や日記が紹介される。児島研究が芸術研究所の根幹を成すことは、紀

要創刊号とほぼ同時期に児島虎次郞の作品目録をデジタル版で公開することからも理解さ

れよう。さらに、所蔵作品の技法や素材の科学的な調査も報告されるが、こちらは外部の研究

者との共同作業の成果である点も特記しておきたい。他にも、大原美術館と並んで研究所の

中にある倉敷考古館の所蔵品に関する研究ノートも掲載される。これらの論文、資料紹介、

研究ノートなどは、研究員たちによるささやかな貢献かもしれない。しかし、そこからしか芸術研

究所の活動は始まらない。

そして、私たちは他の研究機関やミュージアムとの交流を切に望んでいる。作家や作品やテ

ーマの共同研究、展覧会やシンポジウムや研究会の共同開催などを通じて、単独の機関で

はできない充実した活動が可能となる。そのようなネットワークが倉敷のみならず、日本全国、

さらには世界の各地域に広がっていくようなポテンシャルを信じている。そうした創造的なネッ

トワークを構築するためにも紀要は有効である。

大原芸術研究所のエッセンスと方向性を体現する媒体、そんな紀要でありたい。

2025年4月1日

大原美術館館長

倉敷考古館館長

大原芸術研究所副所長

三浦篤
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Foreword to the Inaugural Issue

I never even dreamed that I would be writing this foreword for the inaugural issue of the Bulletin 
of the Ohara Art Institute. This was originally meant to be written by Takashina Shuji, the first 
director of Ohara Art Institute, who sadly passed away on October 17 last year. I am very sorry 
that we cannot read it, and all I can do is to do my best to substitute Professor Takashina’s words as 
deputy director.

The establishment of Ohara Art Institute, the first art institute in Japan, was the late Director 
Takashina’s long-cherished dream. He often spoke about the Courtauld Institute of Art in London 
and the French National Institute for Art History (INHA) in Paris. An institute comprising an 
art museum and a collection of art. While placing fine art at its core, an institute aiming at human 
studies traversing fields. There, in the future, it might even be possible to provide art education in a 
way different from universities. This Bulletin of the Ohara Art Institute marks the first step toward 
such a dream. The reason is that what lies at the basis of the Ohara Art Institute’s mission is no 
other than steady research on the works and historical materials in its collection and publication of 
the fruit of such studies. Needless to say, the Bulletin is a significant medium through which such 
findings are conveyed.

In this inaugural issue, letters and a diary written by Kojima Torajiro, who built the initial 
Ohara Museum of Art collection together with Ohara Magosaburo, are introduced. The fact 
that studies on Kojima form the basis of the Art Institute is endorsed by the release of a digital 
catalogue raisonné of the works by Kojima Torajiro around the same time as the publication of 
this inaugural issue of the Bulletin. There are also reports on scientific surveys of the techniques 
and mediums of works in our collection. A point worthy of mention is that these reports are the 
fruit of collaboration with outside researchers. In addition, there is also a study on the collection 
of Kurashiki Archaeological Museum, which, together with Ohara Museum of Art, is part of our 
Institute. These dissertations, articles, and studies may be small contributions made by the re-
searchers. However, without them, our function as an art institute will not begin.

It is our sincere wish to interact with other research institutions and museums. Through joint 
research on artists, artworks, and themes or co-organizing of exhibitions, symposiums, and study 
meetings, substantial activities unrealizable by a single institute become possible. I believe in the 
potential for such a network to spread not only within Kurashiki but all over Japan and further 
across the world. This Bulletin is also effective as a means to develop such a creative network.

I hope this Bulletin will prove a medium which embodies the essence and course of action of 
Ohara Art Institute.

April 1, 2025
Miura Atsushi

Director, Ohara Museum of Art
Director, Kurashiki Archaelogical Museum

Deputy Director, Ohara Art Institute
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大原芸術研究所初代所長　高階秀爾
略歴

大原芸術研究所所長である高階秀爾は、2024年10月17日満92歳にて逝去いたしました。

ここに生前のご厚情に感謝いたしますとともに、謹んでお知らせ申し上げます。

主な経歴  

1953年	東京大学教養学部教養学科	卒業

1979年	東京大学文学部教授

1992年	東京大学名誉教授

	 国立西洋美術館長

2000年	西洋美術振興財団理事長

2001年	レジオン・ドヌール勲章シュヴァリエ	受章

2002年	大原美術館館長

2012年	文化勲章	受章

2020年	日本芸術院長

2024年	大原芸術研究所所長

大原美術館における主な活動		

◼コレクションの意義を再考する展覧会を開催

　2006年	「インパクト	東と西の近現代―もう一つの大原美術館」

　2009年	「大原總一郎生誕	100年記念展	大原總一郎の美術館創造」

　2010年	「大原孫三郎生誕	130年記念特別展	大原孫三郎	日本美術への眼差し」

　2011年	「生誕	130年	児島虎次郎展―あなたを知りたい」

　2013年	「大原美術館特別展	Ohara	Contemporary」

◼国内外で大原コレクション展を開催

◼教育普及活動として、2002年よりチルドレンズ・アート・ミュージアム、

　高階秀爾の美術教室、外部講師を交えての大原美術館美術講座を実施

◼現代作家に関する事業として、大原家旧別邸有隣荘で現代作家による特別展を開催、

　2005年より滞在制作事業	ARKO、2007年より	AM倉敷を実施
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表紙デザインの意図

大原芸術研究所紀要の表紙デザインは、初代所長高階秀爾に

よる「時間と地理の十字路にあるのが美術館である」という理念を着

想源として生まれました。

大原美術館と倉敷考古館も例外ではなく、創設以来、時代や地

域の異なる文化や人々が出会う場として使命を果たしてきました。そ

して、今、この活動に大原芸術研究所が加わります。高階は、当研

究所のコンセプトとして「芸術研究は人間研究である」という言葉を

掲げ、芸術という広大な領域に関連するさまざまな分野の研究者が

集い、それによって創造的な研究が生まれることを願いました。この表

紙に掲げられた十字には、そうした理念とともに、当研究所が芸術研

究におけるひとつの結節点となることへの願いが込められています。

さらに、表紙をひらいて裏表紙とあわせて見えるデザインには、倉

敷の伝統的な建築物に見られる「なまこ壁」のイメージが重ねられて

います。大原芸術財団のあらゆる活動は、およそ100年前に、この小

さな町の一角から始まりました。当研究所はこの原点を大切にし、

倉敷から外の世界へとつながる活動を続けていきます。

また、この表紙に使われている緑と橙の色彩は、大原美術館の創

設者である大原孫三郎の別邸兼迎賓館であった有隣荘の特徴的

な屋根瓦を想起させるものです。有隣荘は、平屋建ての洋風建築と

二階建ての和風建築、さらに中国に由来する意匠とが見事に調和し

た住居であり、倉敷を代表する近代建築です。日本、中国、そして

ヨーロッパの、時代を超えた文化の交わりによって生まれたこの美し

い建築物のように、これからの大原芸術研究所がうながす多種多様

な交流によって、豊かな研究成果が生みだされることを願っています。
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研究論文

近代絵画における下層の創造的活用（1）：
松本竣介《都会》（1940年）を中心に
Creative Utilization of the Underlayer in Modern Painting (1): With Focus on City (1940) by Matsumoto Shunsuke

小林俊介（山形大学地域教育文化学部地域教育文化学科教授）
KOBAYASHI Shunsuke (Professor, Department of Education, Art and Science, Faculty of Education, Art and Science, Yamagata University)

大下浩司（吉備国際大学外国語学部外国学科教授）
OSHITA Koji (Professor, Department of Foreign Studies, Faculty of Foreign Languages, Kibi International University)

塚本貴之（公益財団法人大原芸術財団研究部研究員・学芸員）
TSUKAMOTO Takayuki (Conservator, Curator, Research Department, Ohara Art Foundation)

要旨

本研究は、近代絵画における表現技法、とくにその多層的な構造の活用に注目する。具体的には絵
画の下層や旧作の再利用、および引っ掻き、削り、塗り残しといった下層の創造的活用が見られる表現
を精査するとともに、絵画制作の動的な過程を科学的な調査を通じて可視化し、その美術史的な位置づ
けを明らかにすることを目的とする。本稿では西洋の古典絵画にみられる重層的な技法が活用された作
品として松本竣介の《都会》（1940年8月、大原美術館蔵）を取り上げる。今回、この《都会》に対して数種
の科学調査を行った。具体的には、斜光写真、紫外線写真、赤外線写真の撮影と、蛍光X線分析法
（XRF）である。
本研究で行った科学調査の結果は、基本的には松本のメモから推定される重層的な描画工程に対

応している。例えば、紫外線写真におけるワニスを塗布したと思しき形跡や、赤外線写真におけるグレー
ズ（透明な上塗り）層の希薄化ならびに下層のマチエールの可視化、斜光写真における明部の厚塗り、
XRFから推定される使用顔料の種類が少ないことである。これらの照応は、下層を活かしたグレーズな
ど、古典的な重層技法を活用するとともに、色彩を絞って主調色を活かすという松本の制作意図を科学
的に裏付けるものであり、松本の表現が常套的なプリマ画法（一度塗り画法）とは異なる独自の価値を
有することを示唆している。

	

This study focuses on modern painting techniques, especially the utilization of multilayered compositions. To be 
more precise, it makes a close examination of how the underlayer or former works are reused, and of expressions 
making creative use of scratches, scrapes, or parts of the underlayer left unpainted. Furthermore, by visualizing 
the kinetic process through which a painting is produced by means of scientific investigation, it aims to reveal 
the art historic significance of such applications. In this study, City (August 1940, Ohara Museum of Art) by 
Matsumoto Shunsuke is examined as a work in which layering techniques employed in Western old master 
paintings were applied. Several kinds of scientific tests were conducted on City this time, namely diagonal light 
photography, ultraviolet photography, infrared photography, and X-ray fluorescence (XRF) analysis.

The results of the scientific tests undertaken in this study correspond basically to the process of multilayered 
painting inferred from Matsumoto’s memos. For example, ultraviolet photographs show traces of varnish having 
been applied. Infrared photographs reveal dilution of the glaze (transparent overcoat) layer and make the 
matière of the underlayer visible. Diagonal light photographs reveal the thick paint on the bright sections. XRF 
analysis suggests that there were not so many different kinds of pigments employed. Such correspondence pro-
vides scientific evidence that Matsumoto employed classical layering techniques such as making use of the 
underlayer by glazing and enhanced the dominant color by limiting the coloring. This suggests that 
Matsumoto’s method of expression had a value of its own differing from conventional alla prima painting (wet-
on-wet approach).
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はじめに
本研究では、近代絵画における表現技法、とく
にその多層的な構造の活用に注目する。具体的に
は絵画の下層や旧作の再利用、および引っ掻き、
削り、塗り残しといった下層の創造的活用が見ら
れる表現を精査するとともに、絵画制作の動的な
過程を科学的な調査を通じて可視化し、その美術
史的な位置づけを明確にすることを目的とする。
美術史のみならず絵画技法・材料、修復、科学調
査を含む総合的な観点から問題に接近したい。
ここでいう「下層」とは、絵画の表層より下の絵
具層、厳密にいえば表層より下にある絵具層で、
描画を担う絵具層とその基底にある地塗り層
（priming［英］/préparation［仏］）を含む。西洋絵
画、とくに油彩画の場合、絵画は板やキャンバス
といった「支持体」、その上に塗られる目止め層や
地塗り層の上に絵具が重ねられて完成する。作品
を前に私たちが直接目にするのは上層に塗られた
絵具が中心であるが、一般に油彩画は地塗り層か
ら最終的な仕上げ塗りに至るまで、何層かの塗り
重ねによる多層的な構造によって成立している。
本研究で特に注目するのは下層の創造的活用、
すなわち作者が制作の過程で下層を意図的に露出
させ、表現効果として扱おうとする場合である。
具体的な手段としては、表層の絵具を布などで拭
き取ったり、ナイフや針様の鋭利な道具で掻き取
ったり、また削る・引っ掻くなどして除去するこ
とが挙げられる。また、地塗りや下層をあえて塗
り残したり、透明な彩色層を重ねて下層との相乗
効果を狙う場合などが含まれる。
もちろん、絵画における下層の活用は近代絵画
に限ったものではない。例えば「引っ掻き」につい
ていえば、金箔の上に塗られた絵具を引っ掻いて
下層の金箔を露出させ装飾的な模様を描く技法は
「かき落とし」（sgraffito）と呼ばれ、チマブーエ
（Cimabue,	c.	1240‒1302）やジョットー（Giotto	di	
Bondone,	c.	1267‒1337）、シモーネ・マルティーニ
（Simone	Martini,	1284‒1344）らの作品に頻出す
る1。そもそも近代以前の西洋絵画においては下層
が完全に被覆されてしまうことは少なく、下層は

必ずといっていいほど活用されていた。ファン・
アイク兄弟（Hubert	van	Eyck,	c.	1385/90‒1426.	
Jan	van	Eyck,	c.	1395‒1441）に代表される初期の
フランドル派の絵画においては、白色の地塗りの
上に透明な油絵具が慎重に重ねられ、地塗り層の
明るさが画面に光輝をもたらしており、一方、ヴ
ェネチア派以降の油彩画においては明部を厚塗り
するとともに暗部は薄塗りにして下層を活かすの
が原則であった。
このような近代以前の絵画における重層的構造
を絵画技術研究の面から強調したのはマックス・
デルナー（Max	Doerner,	1870‒1939）	である。デ
ルナーによれば、明から暗への移行部で白色を漸
減して下層を露出させ視覚混合によって生ずる灰
色を光学的灰色（optisches	Grau）と呼び、それは
混色による不透明な灰色よりも鮮やかで効果的で
ある。加えて、古典絵画における素描の精確さと
色彩の鮮やかさの両立は、上述のような光学的灰
色を活かしながら行う単色の下層描き（いわゆる
グリザイユ）の上層にグレーズ（glaze:透明な上塗
り）による彩色を行うという、重層的な制作工程
によるものであるという2。
もっとも、西洋古典絵画における上述のような
下層の活用は、基本的には具象的な描写、あるい
は装飾的な効果を得るための手段であり、それ自
体が目的化するような性質のものではなかった。
しかしながら、近代絵画、とくに本研究が注目す
る19世紀後半から20世紀にかけての絵画作品の中
には、その技法自体が前景化し表現効果として下
層の存在を活用するようなものが少なくない。こ
うした作品においては完成作における表層のイメ
ージを検討するだけではその特質を適切に把握す
ることは難しい。本研究ではこうした研究上の問
題を克服するため、近代の絵画表現における下層
の活用に注目する次第である。
本研究は当初、松本竣介（1912‒1948）や須田国
太郎（1891‒1961）、三岸好太郎（1903‒1934）らに
よる、近代日本の絵画作品における多層的な構造
の活用に関する研究として出発したが、自ずと彼
らが参照した西洋近代絵画についても同様な問題

1	 	以下を参照。Daniel	V.	Thompson,	The materials and techniques of medieval painting,	Dover	Publications,	1956,	pp.	225‒226。	田口安男、『黄
金背景テンペラ画の技法』、美術出版社、1978年、pp.	128‒129。

2	 	Max	Doerner,	Malmaterial und seine Verwendung im Bilde: nach den Vorträgen an der Akademie der bildenden Künste in München,	
Muenchen	:	F.	Schmidt	,	1921。以下も参照。小林俊介、「須田国太郎の絵画技術について」、『美学』、75巻1号（264号）、2024年。



11

意識をもって研究を進めることになった。本研究
の対象にピカソ（Pablo	Picasso,	1881‒1973）やルオ
ー（Georges	Rouault,	1871‒1958）ら西洋近代絵画
の作品が含まれるのはこのためである。
本稿では本研究の中でも特別な位置を占める松

本竣介の作品について取り上げる。松本は近代日
本絵画史において下層の創造的活用を試みた典型
的な画家の一人であり、デルナーが定式化した西
洋の古典絵画にみられる重層技法を活用した画家
とみなすことができる3。その松本の重層技法への
関心と独自の成果が顕著に表れている作品として
《都会》（1940年8月、油彩・板、121.0×154.5cm、
大原美術館蔵）【図1】がある。今回、この《都会》
に対して数種の科学調査を行った。具体的には、
斜光写真、紫外線写真、赤外線写真の各種撮影と、
蛍光X線分析法（以下XRF）である。科学調査に
よって肉眼のみでは把握することが困難な絵具層
の構成や、使用されている絵具顔料の同定を試み
ることにより、松本の重層技法やその源である西
洋古典技法への関心の在処を紐解く一助としたい。
なお、本稿は「はじめに」および「1.	作品の技法

的特徴とその背景」、「2.	推定される制作工程」、「4.	
まとめ：科学調査結果との比較検討」を小林が、「3.	
科学調査」を大下・塚本が執筆し、全体の表記な
どを小林が調整した。

1. 作品の技法的特徴とその背景
《都会》は1938年頃から始まる、しばしばモンタ
ージュ的と称される都会風景連作のひとつで、
1940年8月の第27回二科展に出品された大作であ
る。画面右の顔を欠いた人物部分に顕著にみられ
るように、下層のマチエールやイメージを透かす
ように上層のイメージが重ね合わされる箇所があ
る。CG（コンピューターグラフィクス）に喩えれ
ば、様々な透明度を持った層（レイヤー）の重ねに
よって全体のイメージが構成されている。下層の
絵具が常に部分的に透けてみえているような、「透
明」な画面構成と絵具の重層的な構造とが密接な
関係を持つ、松本の典型的な作例のひとつである。
白色の用法からみたとき、当該作はモンタージ

ュ的な構成から白色の多寡によって立体感を描写

する古典的な画風への過渡的な様相を示している。
当該作は連作終盤の作品で、人物や建物の明部に
白色の使用が目立つ。例えば、1938年の《街》（大
川美術館蔵、第25回二科展出品）【図2】において白
色は建物部分を中心に使用されているが、当該作
品では人物にも白の使用が目立つ。1939年の《序
説》（岩手県立美術館蔵、第26回二科展出品）【図3】
において白色は建物のほか左右下部の人物部分に
も認められるが、当該作品ほど大きな部分を占め
ていない。つまり、連作の進行につれて白色の使
用が増大しており、人物の明部や中央部分の建物
を中心に白色が厚塗りされ、また画面左側の建物
や画面中央上の橋梁部などにみられるように、建
築物も白色によって面が強調されているようにみ
える。ちなみに1940年末以降はモンタージュ的な
構成が後退し、《顔（自画像）》（1940年12月、個人
蔵）や《画家の像》（1941年8月、宮城県美術館蔵）
【図4】など、茶褐色を主調とする写実的な人物像
が増えていくが、これらの作品においては白色に
よる明部の厚塗りが当該作よりも更に明確である。

【図2】　松本竣介《街》（1938年8月、大川美術館蔵）

【図3】　松本竣介《序説》（1939年8月、岩手県立美術館蔵）

3	 	以下を参照。小林俊介、「難波田龍起、松本竣介、靉光の油彩技法について」、『美術史』145冊、1998年。小林俊介、「近代日本洋画における
ルオーの受容―技法・表現の側面から―」、『ルオーと日本	響き合う芸術と魂─交流の百年』、	パナソニック汐留美術館、2020年。
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色相対比ではなく明暗対比によって、明部に白
を多く用いて立体感や空間を表現するのは、近代
以前の西洋絵画における基本的な方法である。と
くに白と黒の混色による灰色の階調でモデリング
（肉付け）を行う絵画をグリザイユと呼び、これに
油彩の透明性を活かしながら着彩を行うのが西洋
古典絵画の制作工程であるとされてきた。これは
下層から上層に至る絵具の多層的な構造を活用し
た画法であり、近代以降、とりわけ印象派以降の
絵画がプリマ描き（一度塗り画法）に依拠し、色相
対比によって立体や空間を描写したのとは異なる
システムである。
昭和戦前期における日本の洋画が、安井曾太郎

（1888‒1955）らの作品に典型的にみられるような、
不透明なプリマ描きが基調であったことを鑑みる
とき、松本が絵具の重層による西洋古典絵画の描
法を採用するには何らかの契機が必要であったと
考えられる。ひとつの契機としては1934年2月に開
催された国画会主催福島コレクション展でルオー
の実作を観たことが挙げられる。同展にはルオー
やピカソなど福島繁太郎（1895‒1960）が将来した
海外作品の実物約40点が展示され、松本ら当時の
美術家に絶大な影響を与えた。1935年以降の松本
の作品には、ルオーの影響と思われる太い線によ
る人物や建物がモチーフとして現れるが、本稿の

視点からいえば、ルオーの重層的なマチエールの
影響が見られる点が重要である。ルオーの紹介に
努めた洋画家である伊藤廉（1898‒1983）によれば、
ルオーの技法は不透明色と透明色の重層的な組み
合わせによって成り立っており4、それは古典画法
の近代的な応用と解釈されたのである。
文献としては同年に須田国太郎が「油絵の光輝表
現法に就きて─セガンチーニの手法に及ぶ─」5に
おいて重層的な古典絵画技法を紹介しているのが
注目される。同書で須田は原著にはない部分拡大
写真を挿入して論文の趣旨を視覚的に示しながら、
ティツィアーノ（Tiziano	Vecellio,	c.	1490‒1576）や
グレコ（El	Greco,	1541‒1614）の作品にはテンペラ
の下塗りの上に透明色が上塗りされていることを強
調している。同論文は当時絵画技法研究の権威で
あったデルナーの技法書に依拠したものであった6。

1937年には伊原宇三郎（1894‒1976）によってレ
ンブラントのマチエールの詳細が伝えられている。
伊原が紹介したのは絵画の科学的分析の先駆者で
あるA.	P.ローリー（Arthur	Pillans	Laurie,	1861‒	
1949）によるThe brush-work of Rembrandt and 
his school,	Oxford	university	Press,	1932.	である。
伊原の記事は同書に掲載されたレンブラント作品
の部分拡大写真を転載しており、明部に白色を盛
り上げたマチエールや「運筆の順序もよく分り、後
からかけたグラシ［gracis：グレーズにあたる仏
語］のつけ具合も明白」である7【図5】。さらに伊
原は原著の冒頭からおおむね全体の三分の二部分
の邦訳を「レムブラントとその一派の筆技」として
『造形藝術』誌の1939年9月号から11月号にかけて
紹介している。1940年以降の松本の作品に、写実
性と相まって、白色の
マチエールが強まるの
はこれらの文献に掲載
された拡大写真による
ところが大きいと考え

4	 	伊藤廉、「ルオーについて」、『みづゑ』387号、1937年5月、p.	421。松本竣介におけるルオーの影響およびルオーの技法については註3の小林
論文を参照。

5	 須田国太郎、「油絵の光輝表現法に就きて─セガンチーニの手法に及ぶ─」、『アトリヱ』、11巻1号、1934年1月。
6	 Max	Doerner,	op.	cit.	註2の小林論文も参照。
7	 伊原宇三郎、「レンブラントの筆技」、『みづゑ』、397号、1938年3月、p.	202。

【図4】　松本竣介《画家の像》（1941年8月、宮城県美術館蔵）

【図5】
「“長官達 ”の左側人物の顔」、
『みづゑ』397号（1938年3月）
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られる。また、ローリーの論文はレンブラント作
品における白色のインパスト（impasto：厚塗り）の
下層に暗い下塗りがあることを繰り返し指摘して
おり、同論文における下塗りから上塗りに至る手
順の強調は、後述する松本の制作工程メモに少な
からぬ影響を与えていると推測される。ちなみに
伊原は原著を「三越の洋書部で私は発見した」と書
いており8、松本が原著を見た可能性もある。前述
の須田論文および伊原の文章が掲載された『みづ
ゑ』の当該号は近年調査が進んだ松本の蔵書リス
トには含まれていないが9、これらの情報を松本が
得ていた可能性は否定できないだろう10。

2. 推定される制作工程
松本の制作工程については、画家自身の手帖に

メモが残されている。手帖はちょうど当該作品の
制作時期にあたる1939年から40年にかけて使用さ
れたものと推測されている。その一部は既に紹介
されており11、これを第一の工程メモと呼ぶこと
にしたい【図6】。

下地塗 ,	三度
──────────
　　・下絵塗（明暗）　　
　　線描（1）
　　中絵塗（明暗）
　　線描（2）
　　ハーフトーン
　　明部　暗部
　　線描（3）
　　仕上塗　　ハイライト
　　線描（4）
　　仕上　ハーフトーン

　　セロニス
　　ワニス
　　セロニス
　　磨き

また、同じ手帖の隣のページには以下のような
記述もある。先のメモとほぼ同内容だが微細な相
違もある。これを第二の工程メモと呼ぶことにす
る【図6】。

下塗　三度
────────
下絵塗（明暗）
線描
中絵塗（明暗修正）
ハーフトーン
明部、暗部
仕上トーン
セロニス
ワニス（タブロー）
セロニス
磨き

8	 同前。
9	 	小金沢智・編、「松本竣介・主要蔵書目録」、「生誕100年、松本竣介展」図録、NHKプラネット東北、NHKプロモーション、2012年。および

小金沢智・編、小此木美代子・補、「松本竣介　蔵書リスト」、「松本竣介　読書の時間」展図録、大川美術館、2019年。
10	 	例えば、松本の《水を飲む子ども》（1943年頃、岩手県美術館蔵）における子どものコップを持つ手のポーズは、『造形藝術』誌の1939年12

月号に掲載されたグリューネワルト（Matthias	Grünewald,		1470/75‒1528）のイーゼンハイム祭壇画における聖アントニウスの手のポーズを
踏襲していることが指摘されており、同誌の直近号に掲載された記事を松本が見ていた蓋然性は高い。以下を参照。佐々木一成、「松本竣介
　─永遠のリリシズム─」、『藝術文化雑誌　紫明』、13号、2003年9月、p.	43。

11	 「松本竣介展」図録、東京国立近代美術館、東京新聞、1986年、p.	66。

【図6】松本竣介の工程メモ（1939‒40年頃）。上のページが
これまで紹介されてこなかった「第二の工程メモ」

⎛
⎝

⎛
⎝
⎛
⎝

⎛
⎝

⎫
⎜
⎬四日間
⎜
⎭
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また、同じ手帖には次のような記述もある。こ
れを第三の工程メモとしたい【図7】。

　　色彩を極度に制限する方法 .
　　主調色と白

　　　　中心色　ポイントカラー
────────────────
下地色。
線。　線を生かしながら
大塗り。　　ハーフトーンを
地塗りと同じ色でぬり。
小塗り。

松本に師事した洋画家である中野淳（1925‒

2017）は松本の第一の工程メモに基づいて、その
描画過程が古典絵画のグリザイユ技法であるとし
ている。すなわち松本は「灰色か褐色の単色で、戦
中と戦後の一時期、下絵塗りをして」おり、下絵
塗・中絵塗は「絵具をたっぷり含んでマチエール
は分厚い［中略］仕上げはグラッシで、陰影の暗が

りの調子、ハーフトーンに透明で微妙な階調を響
かせる」12。
中野の分析を参考に以上三種の工程メモを分析
すると、松本の制作工程は以下のように推定され
よう。

1）		下地塗りは三度となっているがその具体的中
身は不明である。中野は「木地の吸収が無く
なるまで、乾燥させながら、油絵具で三回塗
り重ねた」か、「或は初めの一回は、膠水で目
止めをしたかもしれない」と推定している13。
膠による目止め層、あるいは絶縁層を一度
（一層）と数える場合、顔料を含む地塗り層
は二層である。いずれにせよこの工程は目止
め・絶縁層および地塗りの工程であり、以下
に続く描画層（松本の用語では「下絵塗」以
降の工程）と区別しているものと思われる14。

2）		次に白色を中心とした分厚いマチエールを持
つ「下絵塗」・「中絵塗」の過程がくる。単色
の明暗描写による、いわゆるグリザイユであ
る。

3）		「下絵塗・中絵塗」を活用しながら、「主調
色」、当該作品の場合は建物や人物の背景な
どに青系統の色を塗り込んでいく。最初は大
きく色面を塗り込んでいき、次に「ハーフト
ーン」を「地塗りと同じ色」、当該作品の場合
は灰色系統の色で塗っていく。

4）		「仕上塗」。「小塗り」すなわち細かい塗りで仕
上げていく。明部に白色を厚塗りしてハイラ
イトを際立たせ、立体感や空間を強調する。
面的に筆やナイフで塗っていく段階で消えて
しまう線描はその都度描き起こされる。

5）		最終的な「仕上」、ハーフトーンを整える塗
りや最終的な線描、グレーズなどによって画
面の最終的な効果を決定していく。

6）		最後にワニスがけを行う。ワニスがけは三層
で、最後の磨きの工程を含めて四日間かけ
る。一日一層で、最後の一日が「磨き」の工
程となる。一層目と三層目の「セロニス」は
中野が推定するようにルフラン社のVernis	

【図7】松本竣介の「第三の工程メモ」（1939‒40年頃）

12	 中野淳、『青い絵具の匂い　松本竣介と私』、中央公論新社、1999年、pp.	194‒195。
13	 中野淳、同前、p.	194。
14	 	当時の「下地」や「地塗り」の用語法は混乱しており、描画層の下層であるのか、あるいは膠などによる目止め・絶縁層や地塗りであるの

か判別し難い場合がある。岡鹿之助は後者について「絶縁体（第一地塗）」と「絵具を受付ける面（第二地塗）」という区分をしている。以
下を参照。岡鹿之助、『油絵のマティエール』、美術出版社、1954年、p.	115。

⎛
⎝
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Céronis	pour	tableauxであろう15。これは蝋
が中心の艶消しのワニスで、刷毛や布などで
こすると穏やかなつや消しになる。二層目の
「ワニス」は第二のメモに「タブロー」とある
ので、Vernis	a	tableaux、すなわち樹脂を含
む艶のあるワニスである。セロニスは描画後
完全な乾燥を待たずに塗布できるワニスであ
り、第一層目に、おそらく画面が指触乾燥し
た直後に塗られ、二層目を塗るための準備を
成す層となる。一方、第三層目のセロニスは
二層目の保護と艶の調整をはかるためのもの
と思われる。最後の4日目は三層目のセロニ
ス層を布や刷毛で擦って半光沢を得る工程で
ある。すなわちメモにいう「磨き」の工程で、
画面全体が半光沢の状態に整えられる。二日
目のタブローワニスで終了すると画面に光沢
が出るが、おそらく松本は光沢が強すぎる画
面を嫌い、またタブローワニスの黄変を防ぐ
目的で最後にセロニスを塗布するのであろう
16。当該作をはじめとする松本の作品の多く
は画面の艶が均一に整っており、画面の光沢
によって画面が鑑賞しにくかったり、艶引け
によって画面の階調が乱れているということ
はない。

なお、以上の工程の内、下絵塗り以降の段階で
画面を「削る」作業が行われる。舟越保武（1912‒	
2002）や中野らは松本が制作過程で塗っては削る
という過程を繰り返していたと証言している17。直
接にはルオーの影響であるが、絶えず下層を覗か
せて上層との相乗効果を狙うという意味で古典的
な重層技法の応用であると考えられ、須田国太郎
の「削り」技法との共通性を感じさせる18。

3. 科学調査
松本のメモに残されたこれらの記述内容から推

定される制作手順や方法について、科学的なアプ

ローチからより多様な情報を得るべく、以下に示
す各種の撮影及びXRFを実施した。なお、ここで
は紙面の都合もあり、行った調査の結果のみを記
述する。

2022年12月26日～27日にかけて、紫外線写真、
斜光写真および赤外線写真を撮影し、絵画表面の
状態を観察した。さらに、2023年12月25日～29日
には、XRFにより、本作品に使用された絵具の種
類を推定した。可視光線写真（通常写真）、紫外線
写真、斜光写真の撮影にはNikon製デジタル一眼
レフカメラD5100を用い、赤外線写真の撮影には
PENTAX製デジタル一眼レフカメラ645D	IRを使
用した。なお、本稿に掲載した写真はトリミング
を行い、斜光写真では明るさおよびコントラスト
を調整し、赤外線写真ではグレースケールに変換
するなどして視認性を向上させている。また、絵
具の分析には既報のXRF装置を用いた19。絵具の
種類および絵具に含まれる顔料は、『新装版	絵画
材料事典』に記載された内容をもとに推定した20。
以下に、本調査によって得られた結果をまとめた。

3-1　紫外線写真による絵画表面の蛍光観察 
絵画表面における蛍光を観察するために、松本
竣介《都会》の紫外線写真を撮影した【図8a,	8b】。
本作品は寸法が大きいため、紫外線ライトは作品
に向かって左側手前あるいは右側手前から照射し、
それぞれの紫外線写真を撮影した。撮影時には、
調査環境を薄暗くし、室内照明からの可視光線が
紫外線写真に影響を及ぼさないよう配慮した。ま
た、適切なシャッタースピードに調整し、室内照
明等の不要な光の写り込みを防いだ。
撮影した紫外線写真では、濃淡の差はあるもの
の、全体的に青色を呈していた。可視光線写真【図
1】と比較すると、明度の高い白色様の描写部は紫
外線写真においても明るく写り、青色様の描写部
においても、明度の高い部分は明るく、明度の低
い部分は暗く写っていた。これは、本撮影に使用

15	 中野淳、同前、p.	195。
16	 	モロー・ヴォーチェ（1857‒1924）は終了ワニスとして蝋を推奨しており、樹脂質のワニスを使用する場合もその上に蝋を塗ることを推奨し

ている。Ch.	Moreau-Vauthier,	La	peinture:	 les	divers	procédés,	 les	maladies	des	couleurs,	 les	 faux	tableaux,	Librairie	Hachette	et	Cie,	
1913,	pp.	231‒235。モロオ・ヴオチエー、大森啓介訳、『絵画』、春鳥会、1942年、pp.	202‒205。蝋ワニスは岡鹿之助も推奨している。以下を
参照。岡鹿之助、前掲書、pp.	107‒109。

17	 以下を参照。舟越保武、「松本竣介　完成と挫折」、『石の音　石の影』、筑摩書房、1985年6月、pp.	150‒152。中野淳、前掲書、p.	46。
18	 須田国太郎の「削り」については註2の小林論文を参照。
19	 下山進、野田裕子、『分析化学』、49巻12号、pp.	1015‒1021、2000年。
20	 『新装版	絵画材料事典』、R.J.ゲッテンス、G.L.スタウト著、森田恒之訳、初版、美術出版、1999年。
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した紫外線ライトが発光する光には青色の可視光
線が僅かながら含まれることから、これが絵画表
面で反射し、紫外線写真の色調に影響を与えてい
ると考えられる。また、絵画全体が概ね一様な青
色を呈していることから、表面に塗布されたワニ
スが紫外線を吸収し、青色の蛍光を発していると
推測される。一方で、特定の部位から顕著な蛍光
は認められず、青色の蛍光を発する絵具は使用さ
れていない可能性が高い。
さらに、可視光線写真から、青色以外にも赤色
の絵具が使用されていることが確認された。具体
的には、絵画左下に描かれた家の屋根、中央の人
物の頭部、服の襟、左脇、腰、上部に描かれた橋
の橋脚、さらに右側の中段および下段の一部に赤
色の描写が認められる。紫外線写真では、これら
の部位が暗く写っているため、赤色の絵具が紫外
線を吸収しやすい性質をもつことが示唆された。

3-2　斜光写真による絵画表面の微細構造の観察
斜光写真の撮影は、松本竣介《都会》の絵画表面
における微細な凹凸を観察するために行った【図
9a,	9b】。本作品は大型であることから、1枚目は
作品に向かって左側から白色光を照射して撮影し、
2枚目は右側から白色光を照射し撮影した。撮影
は、室内を暗くし、不要な光の影響を極力抑えて
行った。しかし、斜光写真【図9b】には、右側上
部に赤色の撮像が認められる。この赤色は撮影時
の白色光によるものではなく、調査場所に設置さ
れた非常灯などの灯りが写り込んだ可能性が高い。
可視光線写真では、絵画表面に顕著な凹凸は確
認されなかったものの、斜光写真においては微細
な凹凸を明瞭に捉えることができた。例えば、作
品左側上段に描かれた建物左側に広がる青色背景
部には、複数の微細な凹凸が確認された。また、
左側下段では、青色背景部の下層に描かれた黒色
の線描に沿って、3本の線状の凹凸が存在すること
が観察された。作品中央部においても、手前に描
かれた人物の肩から胸元にかけて微細な凹凸が認
められ、その背後に描かれた横向きの人物の腰の
ラインにも線状の凹凸が確認された。さらに、作
品右側では、人物の胸元のラインに沿って線状の
凹凸が分布し、右側の曲線的な描写に沿って弧状
の凹凸が存在することが明らかとなった。加えて、

絵画右上部では筆跡によると推測される凹凸が認
められるなど、全体的に多数の微細な起伏が散見
された。

3-3　赤外線写真による絵画表面および下層の観察
絵画表面および下層の状態を観察するために、
松本竣介《都会》の赤外線写真を撮影した【図10】。
撮影は、作品に対して左右の手前から赤外線を照
射し行った。
可視光線写真と赤外線写真を比較した結果、《都
会》の構図は両者で一致しており、画面下層に目
視とは異なる描写は確認されなかった。ただし、
赤外線写真において、作品周辺の背景部や上段の
橋の下に描かれた水面部が暗く写っていた。これ
は、当該部分において赤外線が吸収されているこ
とを示唆している。
本作品には、白色様および青色様の絵具が多用
されている。赤外線写真の結果、白色の描写部は
明るく写り、赤外線を反射しやすい特性をもつこ
とが示唆された。一方、青色の描写部は濃淡に応
じた暗い撮像となり、赤外線を吸収しやすい性質
を有すると考えられる。また、黒色の線描部も暗
く写っており、赤外線を吸収する特性をもつこと
が確認された。
次に、赤色様の描写について検討した。可視光
線写真では、左下に描かれた家の屋根、中央の人
物の頭部、服の襟、左脇、腰、上段の橋の橋脚部
分および右側の中段・下段の計3か所に赤色様の描
写が認められた。これらの描写を赤外線写真に基
づいて検証したところ、すべての部位において明
るい撮像が得られた。このため、可視光線写真で
確認された筆跡を赤外線写真からは確認できなか
った。さらに、赤色様の描写層の下層に描かれた
線描の構図が赤外線写真に写っていることから、
この赤色様の絵具は赤外線を透過しやすい性質を
もつことが明らかとなった。

3-4　蛍光X線分析法による絵具の推定
松本竣介《都会》に使用された絵具の種類を推定
するため、XRFによる科学調査を行った。測定点
を図示し【図11】、分析結果を表にまとめた【表1】。
キャンバスの描写すなわち絵具層または地塗り
層と推定される白色部分の成分を分析するため、
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測定点1および2においてXRF測定を行った。この
結果、Ti（チタン）およびZn（亜鉛）が検出された
ことから、これらの白色は、それぞれTiを主成分
とするチタニウムホワイト、Znを主成分とするジ
ンクホワイトであると推定された。さらに、Tiお
よびZnは他の測定点においても検出されたことか
ら、本作品ではチタニウムホワイトおよびジンク
ホワイトが表層あるいは下層全体に使用されてい
る、またはキャンバスの地塗りに施されている可
能性が高いと推測される。
次に、表層の絵具層が剥落し、下層の白色描写

が露出している、あるいは目視によれば下層の地
塗り層とも考えられる測定点13を分析した。その
結果、Ti、Fe（鉄）、Znが検出されたことから、前
述の分析と同様に、白色部分はチタニウムホワイ
トおよびジンクホワイトであると考えられる。ま
た、測定点13の周辺には表層の青色描写があるこ
とからこれが検出され、この青色はFeを主成分と
するプルシャンブルーであると推定された。
本作品表面に塗布された青色を特定するため、

測定点3、4、5、6、9、10、12においてXRF測定
した。この結果、測定点9、10、12では、前述の測
定点13と同様にTi、Fe、Znが検出された。この
ことから、これらの測定点に使用された青色は、
Feを主成分とするプルシャンブルーであると推定
された。一方、測定点3および4ではTiおよびZn
が検出されたが、Feは検出されなかった。このた
め、プルシャンブルーや他の重い元素を含む青色
顔料は使用されていないと推測される。つまり、
XRFでは検出されない軽い元素のみを主成分とす
る青色のウルトラマリンブルーであると消去法的
に推定された。また、測定点5および6では、Ti、
Cr（クロム）、Fe、Zn、Pb（鉛）が検出された。Fe
の検出により、これらの測定点における青色はプ
ルシャンブルーであると確認された。さらに、Cr
およびPbが検出されたことから、クロムイエロー
が含まれていることが示唆される。このことから、
測定点5および6においては、青色に対して補色の
関係にあるクロムイエローを混ぜることで、青色
の明度を下げ、目視では黒色に見えるほどの濃い
青色を調製している可能性が高い。
次に、赤色を特定するため、測定点7において

XRF分析を行った。目視では、この部位の赤色は

透明感を有することが確認された。測定の結果、
TiおよびZnが検出されたが、赤色顔料の主要成
分となる元素は検出されなかった。このことから、
この赤色はXRFでは検出されない軽い元素を主成
分とするレーキ顔料であると推定される。レーキ
顔料の具体的な種類を特定するためには、本作品
の制作当時に画家が使用していた絵具の種類に関
する文献調査が必要である。さらに、赤色顔料の
組成をより詳細に調査するため、他の分析手法の
適用も検討する必要がある。
最後に、黒色および灰色を検討した。測定点8の
黒色部においてXRF分析を実施した結果、Tiおよ
びZnが検出された。黒色としてはランプブラック
およびボーンブラックが候補として考えられる。
ランプブラックはXRFで検出されない軽い元素の
みから構成されるため、XRF測定では顔料成分が
検出されない。一方、ボーンブラックはCa（カル
シウム）を含むため、XRF分析によってCaが検出
される。測定点8ではCaが検出されなかったこと
から、この黒色はランプブラックであると消去法
的に推定される。さらに、測定点11の灰色を分析
した結果、測定点8と同様にCaは検出されなかっ
た。このことから、本作品の灰色に使用されてい
る黒色もランプブラックであると推定される。ま
た、白色成分としてTiおよびZnが検出されたこ
とから、チタニウムホワイトやジンクホワイトが
含まれていると考えられる。しかし、キャンバス
全体にこれらの白色が塗布されていることから、
灰色の調整に使用された具体的な白色の特定には
至らなかった。
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【表1】　松本竣介《都会》のXRFによる結果

測定点 色相 検出元素 絵具名（顔料の化学式）1

1 描写orキャンバス地塗りの
白色 Ti、Zn 白色：	チタニウムホワイト（TiO2）	

ジンクホワイト（ZnO）

2 描写orキャンバス地塗りの
白色 Ti、Zn 白色：	チタニウムホワイト（TiO2）	

ジンクホワイト（ZnO）

3 青色 Ti、Zn

青色：ウルトラマリンブルー
（天然：3Na2O･3Al2O3･6SiO2･2Na2S）
（人工：Na8-10Al6Si6O24S2-4）
下層の白色：	チタニウムホワイト（TiO2）	

ジンクホワイト（ZnO）

4 青色 Ti、Zn

青色：ウルトラマリンブルー
（天然:3Na2O･3Al2O3･6SiO2･2Na2S）
（人工:Na8-10Al6Si6O24S2-4）
下層の白色：	チタニウムホワイト（TiO2）	

ジンクホワイト（ZnO）

5 濃い青色or黒色
Ti、Cr、
Fe、Zn、
Pb

青色：プルシャンブルー（Fe4[Fe(CN)6]3）
黄色：クロムイエロー（PbCrO4）
下層の白色：	チタニウムホワイト（TiO2）	

ジンクホワイト（ZnO）

6 濃い青色or黒色
Ti、Cr、
Fe、Zn、
Pb

青色：プルシャンブルー（Fe4[Fe(CN)6]3）
黄色：クロムイエロー（PbCrO4）
下層の白色：	チタニウムホワイト（TiO2）	

ジンクホワイト（ZnO）

7 赤色 Ti、Zn
赤色：レーキ顔料（不明）
下層の白色：	チタニウムホワイト（TiO2）	

ジンクホワイト（ZnO）

8 黒色 Ti、Zn
黒色：ランプブラック〈C〉
周辺and下層の白色：	チタニウムホワイト（TiO2）	

ジンクホワイト（ZnO）

9 淡い青色 Ti、Fe、
Zn

青色：プルシャンブルー（Fe4[Fe(CN)6]3）
下層or混色の白色：	チタニウムホワイト（TiO2）	

ジンクホワイト（ZnO）

10 青色 Ti、Fe、
Zn

青色：プルシャンブルー（Fe4[Fe(CN)6]3）
下層or混色の白色：	チタニウムホワイト（TiO2）	

ジンクホワイト（ZnO）

11 灰色 Ti、Zn
白色：	チタニウムホワイト（TiO2）	

and/orジンクホワイト（ZnO）
黒色：ランプブラック〈C〉

12 青色 Ti、Fe、
Zn

青色：プルシャンブルー（Fe4[Fe(CN)6]3）	
下層or混色の白色：	チタニウムホワイト（TiO2）	

ジンクホワイト（ZnO）

13 表面に露出した下層の白色	
(表層の剥落部)

Ti、Fe、
Zn

白色：	チタニウムホワイト（TiO2）	
ジンクホワイト（ZnO）

周辺の青色：プルシャンブルー（Fe4[Fe(CN)6]3）

1	 	XRFでは、絵具に含まれる顔料の成分元素を検出し、これをもとに顔料を判別して絵具の種類を推定した。表中には、絵具名を示し、	
（　　）内には顔料の化学式を記した。
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4. まとめ：科学調査結果との比較検討
本研究で行った科学調査の結果は、基本的には

推定される描画工程に対応している。例えば、紫
外線写真におけるワニスを塗布したと思しき形跡
や、赤外線写真におけるグレーズ層の希薄化なら
びに下層のマチエールの可視化、斜光写真におけ
る明部の厚塗り、XRFから推定される使用顔料の
種類が少ないことなどである。これらの照応は絵
具の多層的な構造を活用し、また色彩を絞って主
調色を活かした松本の作品作りを科学的に裏付け
ているものと考えられる。
今回の調査ではクロスセクション（絵具断片の

断層写真撮影）を行っておらず、厳密な絵具層の
上下の判断は出来ない。またX線回折法（XRD）
による顔料の同定も行っていない。加えてXRFで
は油や膠、ワニスといったメディウムを同定する
ことはできない。これらの制約・条件付きではあ
るが、全体として、今回の科学調査の結果は推定
される制作工程の妥当性を支持しているものと考
えられる。以下、紫外線写真、斜光写真、赤外線
写真、XRF分析結果と推定した工程とを比較検討
して得られた知見について述べる。
紫外線写真をみると、可視光では判別できない、

青白い痕跡が画面全体に多数認められる。個々の
痕跡は20～30cmほどで、液が垂れたような痕跡も
ある【図12】。これらの痕跡はワニスを塗布した痕
跡ではないかと考えられる。痕跡の垂れの方向が
まちまちであることから、立てかけた画面を回し
ながら塗布したとも考えられる。工程メモの記述
どおり当該作品の最上層に三層のワニスが塗布さ
れているとすれば、そのいずれかのワニス層の痕
跡と考えられる。
斜光写真では画面に凹凸が確認できる。可視光

線写真【図13】では一見平滑にみえるのは、当該作
品は基底材が板であることや、ナイフによる塗り
の多用、また制作の過程で行われていると推測さ
れる「削り」も関係している。下塗りから中塗りの
過程で相当量の絵具が塗り重ねられるが、削りに
よって不要な盛り上げは整理されていると考えら
れる。

3-2にもあるように凸部は建物や人物の輪郭附近
に目立つ。例えば【図14】の斜光写真では左向きの
人物の胴から臀部にかけての輪郭附近に筋状の凸

部が見える。明度は人物の身体より背景の方が明
るい。人物の輪郭にそってその外側から白色が厚
塗りされているためであり、斜光はこの塗りの凸
部を拾っている。身体を際立たせ、また背景に奥
行きを持たせるために身体に対して背景を明るく
していると考えられる。
加えて、人物の明部にも凸部があることに注意
すべきである。【図14】では正面向きの人物の胸部
や頬、鼻頭などが白色で厚塗りされている。これ
は人物のモデリングのためであり、いずれも人物
の立体感を強調し空間を描写することに役だって
いる。【図16】の斜光写真では、同部分の可視光線
写真【図15】と比べ、右側の人物の胸部から下半身
にかけて、衣服の輪郭部分にやはり筋状の凸部が
目立つ。これは輪郭線附近の明部に行われたナイ
フによる白色の描写の凸部を斜光線写真が捉えた
ものである。このナイフによる描写の下層には灰
色様の描写があり、下層の灰色の調子を活かしな
がら仕上げ塗りを行うという、工程2）～4）の過程
がここでも確認できる。
赤外線写真にはおおむね可視光線写真に準じた
構図が見て取れるが、赤色の描写部分については
赤外線写真に写っていない。本研究の趣旨から注
目されるのは、可視光線写真で観察される画面中
央からやや左の左向きの人物の肩部分から右方向
に棒状に伸びる青色の絵具層【図17】が、赤外線写
真ではかなり薄く見え、むしろ下層の白色絵具の
凹凸や粗密が目立つ点である【図18】。この水平方
向に伸びる青色の絵具層は透明性が高くグレーズ
層であると思われるが、同様な絵具層は正面向き
の人物の胸部にも見られ、やはり赤外線写真では
淡色化し下層の白色層の凹凸・粗密が目立つ。表
層の透明な青色層を赤外線が透過、もしくは青色
層が赤外線を吸収して下層にある白色絵具のマチ
エールが見えているものと思われるが、このよう
な赤外線写真と可視光線写真との見え方の相違
は、白色を中心とした分厚いマチエールを持つ「下
絵塗・中絵塗」を活用しながら微細な塗りやグレ
ーズによって仕上げを行うという制作工程を裏付
けているものと考えられる。

XRFによって存在が推定されるのは以下の七種
類の顔料のみで極めて少ない。これは第三のメモ
にいう「色彩を極度に制限」し「主調色と白」（当該
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作では青色系と白色）による画面作りが実施され
ているからであろう。実際、中野は松本の談話と
して以下のように記述している。「色数が少なくて
も、豊かな色相や色調はつくれるものだ。僕は五・
六色あれば充分だ。絵によるけれど、大体色数を
絞って描いてきた。それも高価な絵具ばかり使っ
てはいない。たとえばバーント・シェンナやプル
シャン・ブルーは好きな色だし、緑色にしてもク
ローム・グリーンのような安価な絵具でも耐久性
はあるし、好きな色なので使っている」21。

白色：	チタニウムホワイト〈TiO2〉、	
ジンクホワイト〈ZnO〉

青色：	ウルトラマリンブルー	
〈天然：3Na2O・3Al2O3・6SiO2・2Na2S、

　　　人工：Na8-10Al6Si6O24S2-4〉
青色：	プルシャンブルー〈Fe4[Fe(CN)6]3〉
黄色：クロムイエロー〈PbCrO4〉
赤色：レーキ顔料〈不明〉
黒色：ランプブラック〈C〉

以上のように使用が推定される顔料は白色が二
種、青色が二種、黄色が一種、赤色が一種、黒色
が一種の計七色であり、黄土や朱、またライトレ
ッドやバーントシエンナのような酸化鉄系の赤茶
色など、通常よく使用される顔料は当該作では使
用されていないか、検出されないほどごく微量に
しか用いられていないことになる。加えて、第三
のメモにいう「ポイントカラー」を局所的に用いら
れている赤色と解釈すると、メモの方針に則って
顔料が使用されていることになる。
白色についてはチタニウムホワイト、ジンクホ
ワイトの二種が推定されている。二種の白色顔料
に関係する元素はすべての測定点で検出されてお
り、これらが地塗りとして全面に塗られたものか、
あるいは上層の描画における調色に用いられたも

のかは本調査からは判断できない。メモにみられ
るような秩序だった多層的な画面を構築している
松本ゆえ、二種の白色の使用法にも何らかの法則
性があったとも推測される。
堅牢な白である鉛白（シルバーホワイト）が用い
られていないのは、大正期以降、各種の技法書で
その有害性や、硫化物系の顔料と混色すると変色
することなど鉛白の欠点が強調され、多くの画家
がジンクホワイトを用いるようになったことも関
係しているだろう22。この点ジンクホワイトは混
色制限がなく使いやすいが、塗り重ねると亀裂を
生じやすいことも当時から指摘されており、この
欠点を補うため、当時新しい絵具であったチタニ
ウムホワイトが併用されているのであろう23。
青色の顔料二種（ウルトラマリンブルーとプル
シャンブルー）については、透明な上塗りすなわ
ちグレーズにはウルトラマリン、不透明な描写部
分にはプルシャンブルーと、目的によって使い分
けている。青色系統部分の測定点3、4、5、6、9、
10、12のうち、3、4に用いられていると推定され
るウルトラマリンは赤外線写真の箇所で述べたよ
うに透明な青色であり、下層の白色にニュアンス
を与えるグレーズ様の上塗りである。一方、測定
点5、6の穹窿様の橋梁下の暗部はプルシャンブル
ーとクロムイエローの混色、もしくはプルシャン
ブルーとクロムグリーン（プルシャンブルーとク
ロムイエローの混和色）の混色で調色されている
と推定される。先述のように、松本はクロムグリ
ーンを使っていたという中野の証言があるからで
ある。水面の描写にあたる測定点9と空の描写にあ
たる測定点12の明るい青色はプルシャンブルーと
白色で調色されている。測定点10もやはりプルシ
ャンブルーと白色の混色だが測定点9より彩度が高
く、白色の混和は前者より少量であろう。これら
の青色は白から灰色に至るグリザイユを基本とす
る下層（下絵塗、中絵塗）の上に塗られており、第

21	 中野淳、前掲書、p.	70。
22	 歌田眞介、「キャンバスと溶き油─野見山暁治先生の思い出─」、『近代画説』、33号、2024年、p.	11を参照。
23	 	種倉紀昭の調査によれば、1929年の『文房堂発売品目録』でチタニウムホワイトが発売されているのはルフラン社とモーラン・エ・ジェネ
（アンボール）社である。以下を参照。種倉紀昭、「大正期・昭和初期（1912‒1930）の我国に於ける油彩画材料についての一考察─萬鉄五郎
の油絵具に関連して─」、『岩手大学教育学部研究年報』、46巻2号、1987年2月、p.	26。	また吉村商店の『1935年吉村商店カタログ』によれば、
同社の「ヴェルネ油絵具」にもチタニウムホワイトがある。以下を参照。

	 	https://holbein.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjoyNjgxMiwiY2F0ZWdvcnlOdW0iOjI1NTZ9&pNo=10（最終閲
覧2025年1月2日）。岡鹿之助（1898‒1978）はチタニウムホワイトの長所として亀裂を生じにくいため下塗りとして好適であるとしている。一
方、和田英作（1874‒1959）は当時における油絵具のチタニウムホワイトは練り方が粗く使いにくいと評している。以下を参照。岡鹿之助、
前掲書、p.	12。和田英作、「絵具の変色」、『アトリヱ』、4巻7号、1927年8月、p.	35。
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三メモにいう当該作品の「主調色」を形成してい
る。
測定点11にみえる灰色は建物部分の描写に多用

されているが、黒色成分としては油彩絵具として
一般的なボーンブラックではなくランプブラック
が推定されている。松本はこの顔料と白色によっ
て調色される落ち着いた、青みがかった艶消しの
灰色を好んだのではないだろうか。
測定点8の線描部分の黒色にもランプブラックが

推定されているが、これが油絵具かどうかは一考
を要する。今回の調査ではメディウムの同定はで
きないが、油煙墨すなわち墨汁やインクなど水性
材料によっている可能性は高い。松本は自作のも
のも含む様々なペンで素描をしたといわれており
24、当該作の線質はペン様のものによるとも考え
られる。牛胆汁のような界面活性剤を用いるか、
あるいは下地が適度な吸収性を有していれば界面
活性剤を用いなくても油絵具の上に水性絵具で描
くことは可能である25。この問題もまた白色の問
題と同様、試料を制作して検証する必要があるだ
ろう。

赤色顔料については、当該作とほぼ同時期に制
作された《黒い花》（1940年9月、岩手県立美術館
蔵）にも見られるような透明性の高い赤色系顔料、
おそらくはローズマダーやクリムソンレーキのよ
うな顔料が用いられているものと考えられる。青
系統の「主調色」に対する暖色のアクセント、第三
のメモにいう「ポイントカラー」として用いられて
いると考えられる。

24	 	朝日晃、『松本竣介』、日動出版部、1977年、p.	145。佐田勝、「松本竣介」、匠秀夫編『異端の画家たち』、求龍堂、1983年、p.	235（舟越保武
聞き書き）およびpp.	244‒245（松本栄子聞き書き）。

25	 	小谷野・大川らは藤田嗣治（1886‒1968）の1920年代の作品の地塗りは炭酸カルシウムを含むエマルジョン（半油性地）であり、「墨をはじ
かず、面相筆による美しい線を引くことが可能」と述べている。一方、歌田眞介は松本の《黒い花》の下地層が板地の上に炭酸カルシウム
を膠液で定着させたものであると推定しており、同様な下地塗りなら墨が定着する可能性がある。以下を参照。小谷野匡子、大川美香、「藤
田の1920年代の絵画技法　メゾン＝アトリエ・フジタに残る画材類を手がかりに」、木島康隆・林洋子編『藤田嗣治の絵画技法に迫る：修復
現場からの報告』、東京藝術大学出版会、2010年。歌田眞介、「技法的側面からの試論	「立てる像」をめぐって」、『SAS	NEWS	ʼ78』、28号、す
いどーばた美術学院、1978年2月、ページ付けなし。

［附記］本研究は、日本学術振興会科学研究費助成事業（科研費）	基盤研究（C）（課題番号：21K00125）の支援を受けました。ここに感謝の意を
表します。
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【図1】松本竣介《都会》（1940年8月、大原美術館蔵）

【図8a】松本竣介《都会》の紫外線写真　作品に対して左側手前から紫外線を照射
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【図8b】松本竣介《都会》の紫外線写真　作品に対して右側手前から紫外線を照射

【図9a】松本竣介《都会》の斜光写真　作品に対して左側から白色光を照射
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【図9b】松本竣介《都会》の斜光写真　作品に対して右側から白色光を照射

【図10】松本竣介《都会》の赤外線写真
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【図11】松本竣介《都会》のXRFによる測定点

【図12】紫外線写真の拡大。右側からの紫外線照射（画面右隅部分）
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【図13】可視光線写真（画面左側人物部分）

【図15】可視光線写真（画面右側人物部分）

【図17】可視光線写真（左向きの人物の肩から右横方
向にのびる青色層）

【図14】斜光写真・左側から光源（【図13】と同部分）

【図16】斜光写真・左側から光源（【図15】と同部分）

【図18】赤外線写真（【図17】と同部分）
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研究論文

近代絵画における下層の創造的活用（2）：
パブロ・ピカソ《鳥籠》（1925年）を中心に
Creative Utilization of the Underlayer in Modern Painting (2): With Focus on Bird Cage (1925) by Pablo Picasso

孝岡睦子（公益財団法人大原芸術財団研究部部長）
TAKAOKA Chikako (Chief Curator, Head of Research Department, Ohara Art Foundation)

大下浩司（吉備国際大学外国語学部外国学科教授）
OSHITA Koji (Professor, Department of Foreign Studies, Faculty of Foreign Languages, Kibi International University)

阿部善也（東京電機大学工学部応用化学科助教）
ABE Yoshinari (Assistant Professor, Department of Applied Chemistry, School of Engineering, Tokyo Denki University)

塚本貴之（公益財団法人大原芸術財団研究部研究員・学芸員）
TSUKAMOTO Takayuki (Conservator, Curator, Research Department, Ohara Art Foundation)

要旨

パブロ・ピカソによる油彩画《鳥籠》（1925年、大原美術館蔵）は、画家がキュビスム様式や古典主義的様式
など複数の絵画様式を巧みに共存させていた1920年代半ばの静物画群のひとつである。その表現はヴァリエー
ションとマチエールの豊かさが際立っており、ピカソは引っかきや積層する絵具層を活かした表現を積極的に取
り入れ、絵画は複数の絵具層を有しているという前提がなければ成立し得ない油彩画をいくつも生み出していた。
そこで本稿では、引っかきが多用されている《鳥籠》に焦点を置き、絵画の絵具層における多層構造を活かした	
ピカソの表現について検証するにあたりふたつの方法を試みた。ひとつは、蛍光X線分析をはじめとする非破壊・
非接触による一連の科学調査からのアプローチであり、もうひとつは同時代の日本人画家、とくに伊原宇三郎が
パリで目にしたピカソの作品に関する模写、観察記録や言説からのアプローチである。
結果、科学調査によって、《鳥籠》には下層に表層とは異なるイメージが存在する可能性は低いことが示された

が、下層には表層の描画とは異なる色彩、主に茶色（バーントシエナ）の存在が推定でき、それによって、本作は
多層構造を有する絵画であるという仮定が補強されることとなった。また、引っかきにより表層のみならず、下層にも
あたかも伝統的手法であるケガキのような引っかきを付すことで表層のイメージを形成するという、ピカソの多様
な下層の創造的活用を理解することができたのである。そして、伊原は一連の観察によりキュビスム期のマチエ
ールの実験を、1925年に絵具のみによって再びピカソが試みていることを指摘していた。このようなキュビスム由
来のマチエールの探究という流れは、ピカソによる絵画の多層構造の活用や引っかきの技法の展開と密接に重
なる。そして、それらが1920年代半ばにある高みを見せるということは、複数の様式の共存状態が主題や様式の
みならず、技法にも関わる現象であることを意味するのであった。

	

The oil painting Bird Cage (1925, Ohara Museum of Art) is one of the still lifes by Pablo Picasso dating from the mid-1920s, 
when the artist adroitly combined multiple styles of painting including Cubism and classicism. The rich variations and 
matière of Picasso’s expressions in those still lifes were outstanding. He eagerly employed expressions utilizing scratching 
and layering of paint, and created numerous oil paintings which would never have been realized without the premise that 
a painting is composed of multiple layers of paint.

Consequently, this study focuses on Bird Cage, in which the artist made frequent use of scratching. How Picasso utilized 
the multilayered structure of the paint on his painting was verified in two ways. Firstly, a scientific approach involving a 
series of nondestructive, noncontact tests such as X-ray fluorescence (XRF) analysis. Secondly, an approach from copies, 
observation records, and texts produced by Japanese artists of the time, particularly Ihara Usaburo, who saw works by 
Picasso in Paris. 

As a result, scientific tests indicate that there is not much possibility of an image different from that on the surface layer 
of Bird Cage existing on the underlayer. Nevertheless, it can be assumed that colors different from the painting on the sur-
face layer, particularly brown (burnt sienna), exist on the underlayer, which reinforces the hypothesis that this painting is 
composed of multiple layers. This analysis also enabled us to understand how Picasso applied scratching not only to the 
surface layer but also to the underlayer in what appears to be the traditional scribing method, thus making creative use of 
the underlayer in diverse ways. Through a series of observations, Ihara pointed out that Picasso retried his Cubist-period 
experiments with his matières in 1925 employing paint only. Picasso’s pursuit of matière originating in Cubism overlaps 
closely with the development of his application of the multilayered structure of a painting and his use of the scratching 
technique. The fact that it reached a certain height in the mid-1920s, when Cubism and classicism coexisted, indicates that 
such coexistence was a phenomenon relating not only to Picasso’s subject matters and styles but to his techniques too.
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はじめに
パブロ・ピカソ（1881‒1973）が1925年1月13日に
完成させたと考えられる油彩画《鳥籠》【図1】は、
画家が複数の絵画様式を巧みに共存させていた時
期に制作した静物画群のひとつである。1900年代
の末から手がけたキュビスム様式を展開させるさ
なか、古典主義的様式を手がけるという、いわば
ふたつの様式を併用しつつ、さらにパリで1924年
に宣言された芸術運動シュルレアリスムの存在と
いうアクセントが加わった時期の作品である。《鳥
籠》で描写されるのは、植物模様のある布地が敷
かれた茶色いテーブル、そして、その上に配され
た彫像や鳥籠などのオブジェや果物であり、背景
には窓の開口部が広がっている。このような構図
をもつ「卓上の静物」は、1920年代半ばのピカソの
静物画において、とりわけ1924年から1926年にか
けて南仏ジュアン＝レ＝パンのアトリエやパリの
ボエシー通りのそれと場所を問わず、画家の挑戦
の中核を成していた。当時、「卓上の静物」という
限定されたこの主題は、ピカソにとって「着想と
技術的発見」の試金石であり1、その表現はヴァリ
エーションとマチエールの豊かさが際立っている。
特に後者について、ピカソは引っかきや積層する
絵具層を活かした表現を積極的に取り入れており、
《卓上のマンドリン》（Z.	V:	188）や《ギターと果物
鉢》【図2】のように、絵画は複数の絵具層を有して
いるという前提がなければ成立し得ない創作を行
っていたのであった。
そこで本稿では2、《鳥籠》に焦点を置き、絵画の

絵具層における多層構造を活用したピカソの表現
について検証するにあたり、ふたつの方法を試み
た。ひとつは、科学調査からのアプローチであり、
もうひとつは同時代の日本人画家の観察記録や言
説からのアプローチである。近年、科学調査を起
点にピカソの絵画制作のメカニズムは少しずつ明
らかにされており、それら先行研究を参照しつつ、

《鳥籠》、そして1925年頃のピカソの絵画制作の諸
相を浮き彫りにすることを目的とする3。

1. 《鳥籠》の技法的特徴とその背景
ピカソには画布のリユース、つまり旧作（過去）
の創造的再利用という姿勢が制作の手段のひとつ
として確認されている。これは1900年代初頭の作
品に多く指摘されているものの、その時期に特有
のものであったとは言い難い。例えば、1920年代
前半の作品にもピカソが、自分、あるいは他人の
絵画を再利用することによって新たな作品を制作
していたことが科学調査によって明らかにされて
いる。
シカゴ美術館は、同館が所蔵する1922年作の絵
画《静物》（Z.	XXX:	286）について、2020年に興味
深い結果を科学調査によって明らかにした4。同作
の赤外線写真からは、卓上の水差し、マグカップ、
そして新聞を思わせる長方形と椅子の背のような
表層にある描画とは異なる描画、すなわち完成作
とは異なる別の静物画が、完成作に対して90度角
度を変えた状態でもともと描かれていたことが確
認された5。さらに同作のX線写真と合わせて検証
することで、完成作における中央の白い四角形が、
下層にある旧作の、新聞紙のような長方形の形象
に由来していることが示されたのである。つまり、
完成作のイメージ形成に下層のイメージが影響を
与えた。換言すれば、旧作を活用しながら、現在、
私たちが目視できる《静物》をピカソは完成させた
というわけである。
本稿と関連するこの先行研究の重要な点は、

1920年代においても、ピカソが画布をリユースし
ていたこと、そして、絵具層の下層を創造的に活
かした制作を行っていたことが明らかにされた点
にある。絵具によって密閉された絵画表面を引っ
かく、ないしは削り落とすという行為は、絵画が
複数の層をもつ、多層化された媒体であることが

本稿における略語は次のようである。Z.=	Christian	Zervos,	Pablo Picasso,	Paris,	Cahiers	dʼart,	33	vols.,	1932‒1978.
1	 Roland	Penrose,	Picasso: His Life and Work,	New	York,	Harper,	1959,	p.	226.
2	 	本稿の執筆分担としては、「はじめに」、「	1.	《鳥籠》の技法的特徴とその背景」、「3.	日本人画家による観察：科学調査の結果とともに」およ

び「結びに代えて」を孝岡、「2-3.	紫外線写真、斜光写真および赤外線写真による観察」と「2-4.	第2次蛍光X線分析による絵具の推定」を大
下と塚本、「2-1.	第1次蛍光X線分析」を阿部、「2-2.	X線写真による観察」を塚本が担った。

3	 	本稿は、科学研究費補助金21K00125「引っ掻き、削り、塗り残し―近代日本絵画における多層構造の活用に関する研究」の助成を受けたも
のであり、当研究課題に基づく内容となっている。その主たる目的については、以下の文献参照。小林俊介、大下浩司、塚本貴之「近代絵
画における下層の創造的活用（1）：松本竣介《都会》（1940年）を中心に」『大原芸術研究所紀要』第1号、2025年、9－26頁。

4	 	Allison	Langley,	Kimberley	Muir	and	Ken	Sutherland,	 “Scenes	 from	the	Life	of	Picassoʼs	Still Life	（1922）:	History,	Materials,	 and	
Conservation”,	SN Applied Sciences,	vol.	2,	article	1384,	2020.	URL:	https://doi.org/10.1007/s42452-020-3136-y	（最終閲覧日：2024年12月20日）

5	 	この下層にある表現は、様式的に完成作とほぼ同時代にピカソによって手がけられたものと考えられている。Ibid..
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前提となる。ピカソはその画業の初期にあたる
1900年頃の「青の時代」とそれに続く「バラ色の時
代」へと移行する時期の作品において、頻繁に画
布の再利用を行っていた。そして、それによって
自ずと絵画の層は積み重ねられ、必然的に生まれ
てくるフラットではない独特の質感をもつ絵画表
面のマチエールを画家は表現の中に取り込んでい
ったのである6。このような1900年代初頭における
ピカソによる絵具層の多層化は、得てして、画布
を調達することが経済的に恵まれていなかった時
期のやむを得ない画布の再利用の結果のひとつで
もあったとも言える。一方で、1920年代のピカソ
は十分に裕福であり生活のために画布や旧作を再
利用する必要はなく、また画材が入手できない社
会的環境下にもなかった。それにもかかわらず、
1920年代前半から半ばにかけてのピカソの絵画に
は、修正や描き直しにはとどまらない画布の再利
用がみとめられているのである7。
なかでも着目すべきは、1925年作の《3人の踊り
子たち》（ロンドン、テート	Z.	V:	426）であり、科
学調査から同作の下層には、白色から黒色までの
階調で表現するグリザイユ画法によって古典主義
的様式の3人の踊り子たちが描かれていたことが確
認された8。そして、モチーフは同じであるものの
様式と色彩において下層の描画とは大きく異なる
表現であるにもかかわらず、下層のグリザイユ画
法による色彩が垣間見える《3人の踊り子たち》に
対して、ピカソはその表層の絵具のひび割れから
下層にある別の色彩が見えている状態こそが、作
品の魅力を高めると語っているのであった9。この
ような作例やピカソの語りを鑑みると、絵画の表
層の下に別の作品が存在するか否かにかかわらず、
引っかきや塗り残し、ないしはひび割れによって
下層が露出されているピカソの絵画は、絵画表面

にマチエールの触覚性を付与する効果のみならず、
緻密に練り上げられた絵画の多層構造を芸術表現
のひとつとして取り込んだ結果であると言えるの
ではないだろうか。
《鳥籠》の絵画表面には、鳥籠の金網と鳥の輪郭
線、画面左側に描かれる彫像とその台座の輪郭線、
中央の果物の輪郭線、そして青色の敷布や茶色の
テーブルの輪郭線など、いたるところに引っかき
が使われている。また、描画とは無関係に見える
引っかきもある。ここで引っかきは、大きく分け
て3種類に使い分けられているだろう。筆の柄な
ど、幅5mm程度の道具で表層を削り落として、下
層を露出させることによって線を表現しているパ
ターンと、ニードルのような細く鋭利なもので引
っかいた幅1mm程度の線、そして、針状の道具に
より、1mmにも満たない幅でかすかに絵具層を引
っかいているパターンがみとめられる。引っかき
の技法もまた1900年代初頭からピカソの作品に見
受けられるが、画家がこの技法を積極的に使い始
めたのは1910年代初頭のキュビスム期からであっ
た。その行為は、絵画を絵具が積層するものとと
らえ、そこに物質性や触覚性を見出す感覚、そし
て、絵具層の下層、いわば不可視の領域を現前化
するというピカソの感覚に支えられているのだろ
う。以後、晩年までピカソは繰り返し引っかきを
使用していくことになるが、その頂点は《ギター
と果物鉢》【図2】のような1925年頃の絵画群であっ
たと言える10。
なお、同時期の静物画と比較すると、《鳥籠》に
用いられた色彩の数は多くはないが、同じ色彩で
もその質感に変化がつけられている。例えば、彫
像の台座や影の黒色はマットな質感をもつものの、
一方で、欄干の表現に用いられた黒色ではつやや
かな光沢と表面の凹凸が目に留まる。後者のよう

6	 	Ann	Hoenigswald,	“Works	in	Progress:	Pablo	Picassoʼs	Hidden	Images”,	Marilyn	McCully	ed.,	Picasso: The Early Years, 1892‒1906,	Exh.	
Cat.,	Washington,	D.	C.,	the	National	Gallery	of	Art,	1997,	pp.	304‒306.;	内呂博之「《海辺の母子像》に隠れた絵画」『ピカソ　5つのテーマ』
展覧会図録、ポーラ美術館、2006年、136－140頁。；	Marilyn	McCully,	“Picassoʼs	Artistic	Practice	in	1901”,	Barnaby	Wright	ed.,	Becoming 
Picasso, Paris 1901,	Exh.	Cat.,	London,	the	Courtauld	Gallery,	2013,	pp.	36‒59.;	Susan	Behrends	Frank	and	Kenneth	Brummel	ed.,	Picasso: 
Painting the Blue Period,	Exh.	Cat.,	Art	Gallery	of	Ontario;	Washington,	D.	C.,	The	Phillips	Collection,	2021.;	『ピカソ	青の時代を超えて』図
録、ポーラ美術館、ひろしま美術館、2022年。

7	 	孝岡睦子「パブロ・ピカソの絵画における層と時間」大髙保二郎、永井隆則編著『ピカソと人類の美術―模倣と創造』三元社、2020年、136
－160頁。

8	 	Annette	King,	Joyce	H.	Townsend	and	Bronwyn	Ormsby,	“The Three Dancers	1925	by	Pablo	Picasso”,	Tate Papers,	no.	28,	Autumn	2017.	
URL:	https://www.tate.org.uk/research/publications/tate-papers/28/picasso-three-dancers（最終閲覧日：2024年12月12日）

9	 	Elizabeth	Cowling,	Visiting Picasso: The Notebooks and Letters of Roland Penrose,	London,	Thames	&	Hudson,	2006,	p.	280.
10	 	1920年代のピカソによる絵画の多層構造と引っかきの諸相とその意義については、以下の文献参照。孝岡睦子、前掲書、2020年、136－160

頁。孝岡睦子「近代絵画における引っかきへの試論─パブロ・ピカソの絵画を中心に」高階絵里加・竹内幸絵編『芸術と社会　近代におけ
る創造活動の諸相』森話社、2025年、204－223頁。
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な特質をもつ画材としては、エナメル塗料の一種
であり、ピカソが1912年から使用していた家庭用
工業塗料リポラン（ripolin）が想起される11。リポ
ランという19世紀末に開発された新しい画材は、
色の種類も多彩で絵具にはなかった鮮やかな色も
あり、かつ、その表面に偶発的なシワやたれなど
を比較的起こしやすいという特徴がある。それゆ
え、ピカソをはじめ20世紀初頭の前衛画家たちは
しばしばリポランを採用していた12。実際にピカ
ソが《鳥籠》に対してリポランを使用したかどうか
は現時点では判断しがたいが、ここでは同じ色彩
でも絵画表面のマチエールに変化を与えるピカソ
の工夫を見ることができよう13。
また、画布の側面を観察すると、茶色、そして
わずかに青色や白色の絵具をみとめることができ
る。さらに、画布の生の色がそのまま残されてい
るととらえることが可能な部分もあるため、使用
された画布はピカソ自身によって地塗りが施され
たものとも仮定できよう。なお、本稿では、画布
表面から数えて絵具層の第1層目を「地塗り」と表
記する。また、引っかきによって表層が削り取ら
れた部分からは、白色や茶色、ないしは青色など
が露出しているのであった。
以上のように、《鳥籠》が制作された1925年頃の

ピカソの絵画制作の背景や作品表面の目視観察を
踏まえると、本作にも絵具の層が幾重にも重ねら
れていると推測でき、その様を検証することは、ピ
カソの創作のメカニズムを知る一助となるだろう。
1925年前後のピカソの静物画についてはジュアン
＝レ＝パンでピカソが携帯していた画帳に構想や
下描きが残されているものの、《鳥籠》のためのス
ケッチは確認できていない。そのため、完成作へ
と至るまでの過程を現時点では習作から追うこと
は難しい。したがって、本作の表層下の情報や可
視光線下では得難い情報を得るために、非破壊・
非接触による数種類の科学調査を試みたのである。

2. 科学調査
《鳥籠》に対して、目視での表面観察では掬い取
れない情報と様々な手法の調査を行った上での総
合的な視点を得るべく、2017年から2023年にかけ
てX線写真撮影、斜光写真撮影、紫外線写真撮影、
赤外線写真撮影、そして蛍光X線分析といった非
破壊・非接触による一連の科学調査を実施した。
最初の科学調査は、調査を実施した2017年当時、
東京理科大学に所属していた中井泉氏と阿部善也
を中心に行われた第1次蛍光X線分析であった。
2021年には、東京藝術大学の塚田全彦氏が中心と
なりX線写真の撮影を、そして、2022年には吉備
国際大学の大下浩司が中心となり紫外線写真、斜
光写真と赤外線写真の撮影を実施し、さらに2023
年には同氏が中心となり第2次蛍光X線分析を行
った。適宜、先行調査結果を参照しながら段階的
に各調査を実施したため、ここから調査実施の時
系列に沿って結果を報告する。

2-1. 第1次蛍光X線分析
《鳥籠》を対象とした第1次蛍光X線分析は、阿
部、孝岡、塚本により2017年11月に行われた。こ
の調査は、阿部が当時所属していた東京理科大学
理学部第一部応用化学科の中井泉教授の研究室が
実施した分析調査の一環として行われたものであ
る14。後述する蛍光X線分析装置を含む複数の可
搬型の分析装置が大原美術館の展示室および収蔵
庫に持ち込まれ、同館の所蔵する油彩画や歴史的
なガラス製品を対象とした非破壊かつオンサイト
での理化学的な分析が実施された。《鳥籠》はこの
調査の分析対象のひとつであり、時間的な制約の
ために作品全体を分析することはできなかったが、
当時の問題意識に基づいて作品中の6点（p1から
p6）【図3】を選定し、材質および技法の推定を目
的とした非破壊の蛍光X線分析を実施した。
第1次蛍光X線分析に使用された可搬型蛍光X

11	 	Gertrude	Stein,	The Autobiography of Alice B. Toklas,	New	York,	Harcourt,	Brace	and	Company,	1933,	p.	173.;	Elizabeth	Cowling,	op. cit.,	
2006,	p.	111.

12	 	Marilyn	McCully,	“Picasso	et	Ripolin”,	Michael	Raeburn	et	al.	ed.,	Picasso express,	Antibes,	Musée	Picasso,	2011,	pp.	27‒35.
13	 	一方で、ピカソが絵具によってリポランの見かけを模倣している例もある。Kimberley	Muir,	Allison	Langley,	Aniko	Bezur	and	Francesca	

Casadio,	 “Scientifically	Investigating	Picassoʼs	Suspected	Use	of	Ripolin	House	Paints	 in	Still Life,	1922	and	The Red Armchair,	1931”,	
Journal of the American Institute for Conservation,	vol.	52,	no.	3,	2013,	pp.	156‒172.	なお、果物の描写では、黄色の絵具によるハイライトの
描写を囲むかのようにやや暗く沈んだ橙色に見える部分があり、そこに強い光を当てると光を反射する粒子のようなものを確認できた。1952
年以前に撮影された《鳥籠》のモノクロ写真を見ると果物の暗い橙色の部分に相当する範囲は白く写っている。『みずゑ』第335号、1933年1
月、32頁。;	Christian	Zervos,	Pablo Picasso: vol. 5, œuvre de 1923 à 1925,	Paris,	Cahiers	dʼart,	1952,	p.	183.

14	 	この調査には，当時中井研究室の大学院生であった平山愛里氏、日髙遥香氏、赤城沙紀氏の3名が参加し、《鳥籠》の分析にもご協力いただ
いた。ここに記して謝意を表したい。
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線分析装置は、当時、中井研究室が所有していた
アワーズテック株式会社製の100FAである。この
装置は、文化財応用を目指して中井研究室がアワ
ーズテック株式会社と共同で開発したものであり、
西洋油彩画や日本画を含む多くの文化財の研究で
利用実績がある15。この装置は、X線源として金
属パラジウム（Pd）ターゲットのX線管球（最大出
力50	W）、検出器としてシリコンドリフト検出器
（X線入射窓は金属ベリリウムBe製の薄板）を搭
載している。装置ヘッドの内部を小型の真空ポン
プによって減圧することでアルミニウム（Al）ま
での軽元素の検出を可能としており、測定ヘッド
の先端には窓材としてカプトン製フィルムが取り
付けられている。この装置は、市販されている可
搬型蛍光X線分析装置としては、唯一、「白色X線
励起モード」と「単色X線励起モード」という2種
類の励起モードを切り替えて利用できる。前者は
Pdターゲットから生じた白色X線をコリメータで
直径約2mmに集光してから分析対象に照射し、軽
元素から重元素まで幅広い元素の検出が可能であ
る。一方、後者では装置に内蔵されたモノクロメ
ータによって励起X線をPd-Kα線に単色化してか
ら対象に照射し、エネルギー7から20	keVの範囲
に吸収端を持つ重元素の高感度な検出に適してい
る。調査時には全ての測定点において、これら2種
類の励起モードを切り替えながら測定を実施した
が、本稿は元素の組成に基づいた材質・技法の同
定を目的としたものであるため、より幅広い元素
の情報が得られる白色X線励起モードの測定で得
られた結果のみを報告する。積算時間は実効時間
（live	time）で100秒、管電圧は40	kVとし、管電流
は検出器の不感時間（dead	time）が30	%未満にな
るように自動調整した。装置ヘッドには小型の
CMOSカメラが内蔵されており、測定点を直接観
察できる。測定は非破壊かつ非接触で実施し、装
置ヘッドの先端と作品の距離は約5mmになるよう
調整した。本装置はハンドヘルド型ではないため、
測定時には装置ヘッドをラボジャッキに固定した
状態で使用した。必要に応じてラボジャッキごと

安定な台の上に設置したり、作品の方を適宜回転
したりすることで、測定点に対して装置の位置を
合わせた。
絵具層に塗布された色料の推定を行う前に、作
品の下部側面に露出していた絵具層の下層部分
（p6）で得られた蛍光X線スペクトルを【図A-6】に
示す。なお、本稿で図示するスペクトルでは、検
出された蛍光X線の各ピークに対して元素記号の
みを帰属し、線種（Kα、Lαなど）の記載について
は省略してある。2.3	keVに鉛（Pb）のM線（Mα：
2.3	keV）、9～16	keVの範囲にPbのL線（例、Lα：
10.6	keV、Lβ：12.6	keV、Lγ1：14.8	keV）が明瞭
に検出されており、塩基性炭酸鉛（2PbCO3・Pb
（OH）2）を主成分とする白色顔料であるシルバー
ホワイト（lead	white）が地塗りとして画布に塗布
されていることが確認された。さらに、6.4	keVに
鉄（Fe）のKα線が検出されていることから、地塗
りの茶色い色調は何らかの土性顔料（earth	
pigment）によるものと推定される。また、スペク
トル上にはごく微量ながらカルシウム（Ca）およ
び亜鉛（Zn）が検出されており、これらを含む何
らかの顔料、例えば炭酸カルシウム（CaCO3）から
成る白亜（chalk）や、酸化亜鉛（ZnO）から成るジ
ンクホワイト（zinc	white）が地塗りに含まれてい
る可能性が想定される。他にもAl（Kα：1.4	keV）、
ケイ素（Si,	Kα：1.7	keV）、リン（P,	Kα：2.0	keV）、
クロム（Cr,	Kα：5.4	keV）、ニッケル（Ni,	Kα：7.5	
keV）、銅（Cu,	Kα：8.0	keV）のK線が微弱ながら
検出されているが、これらのうちAl、Cr、Niにつ
いては装置のシャーシに使用された金属等に由来
する信号であると考えられる。19から25	keVの範
囲に検出されているいくつかのピークは、管球の
ターゲット材であるPdのK線のトムソン散乱（Kα：
21.2	keV、Kβ：23.8	keV）およびコンプトン散乱
（Kα：約19.6	keV、Kβ：約21.9	keV）である。散
乱X線以外にも、20	keVを超える高いエネルギー
領域にいくつかのピークが検出されている。これ
らはふたつの蛍光X線信号が同時に検出器に到達
した際に、それらの合計値のエネルギーとして検

15	 	阿部善也、権代紘志、竹内翔吾、白瀧絢子、内田篤呉、中井泉「可搬型X線分析装置を用いる「国宝	紅白梅図屏風」の金地製法解明」『分析
化学』第60号、2011年、477－487頁。;赤城沙紀、阿部善也、和泉亜理沙、平山愛里、村串まどか、中井泉、下山進「可搬型紫外可視吸収/
蛍光分光分析装置の開発および葛飾北斎肉筆画の非破壊オンサイト分析への応用」『分析化学』第68号、2019年、519－525頁。;阿部善也、寺
島海、古山月、村串まどか、谷口陽子、高嶋美穂「非破壊オンサイト分析による国立西洋美術館所蔵2作品の自然科学的調査―カルロ・ドル
チ《悲しみの聖母》およびヤーコプ・ヨルダーンス（に帰属）《ソドムを去るロトとその家族》」『国立西洋美術館研究紀要』第26号、2022年、
25－47頁。



32

出されるサム（sum）ピークであり、地塗りに多く
含まれるPbのL線のサムピークに帰属できる。透
過力の高いX線を用いた分析では、測定点の表面
からの情報だけでなく、少なからず内側からの信
号も同時に検出される。よって、地塗りに含まれ
ていたこれらの元素の蛍光X線、特に比較的高い
エネルギー領域に検出されるPb-L線などは、絵具
層の測定でも下層由来の信号として検出されるこ
とになる。
絵具層に使用された色料の推定として、まず敷
布にある植物模様の緑色部分（p1およびp2）の分
析結果について説明する。黄色味の強い緑色部分
（p1）で得られた蛍光X線スペクトルを【図A-1】
に、青味が強い緑色部分（p2）の蛍光X線スペク
トルを【図A-2】に示した。比較のため、これらの
蛍光X線スペクトルには前述した地塗り（p6）の
スペクトルも破線で表示してあり、各スペクトル
の強度はPd-Kα線のコンプトン散乱により規格化
してある。地塗りに含まれていた元素に加えて、
p1ではバリウム（Ba）のL線（例、Lα：4.5	keV、
Lβ1：4.8	keV、Lβ2：5.1	keV）と、カドミウム（Cd）
のK線（Kα：23.1	keV）が検出された。また、p6
に比べて、p1ではZn-K線の強度が大幅に増加し
た。さらに、p6と比べて2.3	keVのピークの形状が
明らかに鋭くなっており、p1ではPb-M線だけでな
く硫黄（S）のK線（Kα：2.3	keV）も一緒に検出さ
れていると考えるのが妥当である。特徴的な重元
素であるCdは、硫化カドミウム（CdS）を主成分と
する黄色顔料であるカドミウムイエロー（cadmium	
yellow）に由来すると考えられる。カドミウムイ
エローは硫化亜鉛（ZnS）と混合することで白味が
増すとされるため、p1で検出されたZnは黄色顔料
由来である可能性があるものの、前述したような
ジンクホワイトの形のZnが共存している可能性も
十分に考えられる。Baはおそらく白色顔料として
利用された硫酸バリウム（BaSO4）に由来する元素
であろう。ただし、硫酸バリウムと硫化亜鉛が混
合した白色顔料のリトポン（Lithopone）の形で利
用された可能性や、硫化カドミウムとの混合物で

ある黄色顔料のカドモポンイエロー（cadmopone	
yellow）として利用された可能性も考えられる。こ
こまで述べてきた色料はいずれも黄色または白色
の顔料であるが、p1は緑色であり、何らかの青色
の色料を混合する必要がある。当時使用された青
色顔料として、アルミン酸コバルト（CoAl2O4）か
ら成るコバルトブルー（cobalt	blue）のようなコバ
ルト（Co）化合物が代表的であるが、p1ではCoは
検出されていない。あるいは、フェロシアン化鉄
（Fe4［Fe（CN）6］3）から成るプルシアンブルー
（Prussian	blue）も当時利用された代表的な青色顔
料であるが、p1とp6で検出されたFe-K線の強度
に大きな差は見られず、地塗りとして塗布された
土性顔料以外にFe化合物が存在するとは考えづら
い。ここでスペクトルの低エネルギー領域に着目
してみると、p1では微弱ながらSi-K線が検出され
ていることがわかる16。Siを含む青色顔料として、
青金石（lazurite：（Na,	Ca）8（AlSiO4）6（SO4,	S,	Cl）2）
などの方ソーダ石グループの鉱物を主成分とする
半貴石のラピスラズリを粉末化して得られる天然
ウルトラマリン（natural	ultramarine）や、粘土な
どを原料としてこれを模倣した人工物である合成ウ
ルトラマリン（synthetic	ultramarine）が挙げられ
る。本調査の蛍光X線分析ではこれら2種類のウル
トラマリンを識別することはできないが、おそら
くは天然または合成のウルトラマリンをカドミウ
ムイエロー（またはカドモポンイエロー）と混合す
ることで緑色を得たと考えてよいだろう。なお、
油彩画の緑色顔料としてCrあるいはCuを主成分
とする化合物が一般的に利用されたが、p1におい
てこれらの元素はほとんど検出されていない。青
味が強い緑色部分（p2）では、p1に比べてBa-L線
とCd-K線の強度が減少した。黄色顔料の割合を
減らすことで緑色の色調を調整したのであろう。
なお、p2ではp1に比べてPb-L線およびZn-K線の
強度が増加している。Pbはシルバーホワイトに由
来するものと推定されるが、Znはジンクホワイト
に由来する可能性の他に、カドミウムイエローに
含まれる硫化亜鉛の割合がp1とp2で異なる可能性

16	 	【図A-1】に示した蛍光X線スペクトルにおいて、Si-K線はp1だけではなく、比較として示した地塗りのp6からも検出されている。これは、
地塗りに含まれる土性顔料に由来するものであると考えられる。Si-K線はエネルギーが低く、透過力がきわめて弱いため、地塗りに由来す
るSi-K線がp1で検出されているとは考えづらい。したがって、p1で検出されたSi-K線は地塗りではなく絵具層（の比較的表層）に由来する
と判断できる。
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も考えられるだろう。
続いて、窓から覗く青空に描かれた雲の分析結

果として、白色の雲（p4）と黄色がかった雲（p5）
の分析結果について説明する。これら2点の蛍光X
線スペクトルについては、それぞれ【図A-4】およ
び【図A-5】を参照のこと。まず白色部分のp4で
は、地塗り（p6）に比べてZn-K線の強度が大幅に
増加しており、白色顔料としてジンクホワイトが
塗布されているものと判断できる。Ba-L線の強度
は地塗りに比べてほとんど変化していないことか
ら、BaとZnの双方を含む白色顔料であるリトポ
ンが使用された可能性は否定されたと言ってよい
だろう。また、p4では地塗りに比べてCa-K線の
強度も増加しており、白色顔料に白亜などのCa化
合物が少量混合されている可能性が考えられる。
これに対して、黄色がかった雲（p5）では少量な
がらBa-L線とCd-K線が検出されており、これら
は黄色顔料に由来する元素であると判断できる。
前述した緑色部分の2箇所（p1およびp2）のスペク
トルの比較でも同様であったが、この作品内で
Ba-L線とCd-K線の間には強度の増減に対応関係
が見られた。よって、これら2元素は別々の色料で
はなく単一の色料に含まれる可能性が高いと考え
られ、この場合はCdとBaの双方を含む黄色顔料
であるカドモポンイエローの利用が想定される。
カドモポンイエローは、純粋なカドミウムイエロ
ーに比べて定着力は劣るものの、安価で入手しや
すかったとされる。
最後に、バルコニーの欄干の黒色部分（p3）の

分析結果について説明する。蛍光X線スペクトル
は【図A-3】を参照のこと。地塗りに比べ、この点
ではジンクホワイトに由来すると考えられるZnの
K線が増加した他に、CaおよびPのK線が明瞭に
検出され、ハイドロキシアパタイト（Ca10（PO4）6
（OH）2）を主成分とする象牙または動物の骨を燃
やすことで得られる黒色顔料であるアイボリーブ

ラック（ivory	black）、またはボーンブラック（bone	
black）が用いられていると推定される。また、p3
では地塗りに比べてFe-K線の強度が増加してお
り、さらにマンガン（Mn）のK線（Kα：5.9	keV）
が検出されたことから、二酸化マンガン（MnO2）
を含む土性顔料であるバーントアンバー（burnt	
umber）も一緒に利用されているものと考えられ
る。
第1次蛍光X線分析の結果を【表1】にまとめた。
推定された色料をまとめると、まずこの作品の地
塗りはシルバーホワイトを主体とし、少量の土性
顔料を含む。絵具層の色料については、分析した
5点では最大で4種類（シルバーホワイト、ジンク
ホワイト、白亜、硫酸バリウム）の白色顔料と、黄
色顔料としておそらくカドモポンイエロー、青色
顔料として天然または合成のウルトラマリン、黒
色顔料としてアイボリーブラックまたはボーンブ
ラック、さらには赤茶色としてバーントアンバー
を含む土性顔料の利用が推定された。これらの色
料はいずれも《鳥籠》が描かれた1920年代に容易に
入手可能であったと予想され、また本作の前年
（1924年）に制作された1点を含む他作品の理化学
的な研究でも利用が指摘されている17。以上より、
第1次蛍光X線分析によって《鳥籠》の地塗りの組
成と絵具層に使用された各種色料に関する基本的
な知見が得られた。一方で、本調査では測定され
たのは作品上のごく限られた点であり、また透過
力の高い蛍光X線分析を用いた調査のみであった
ため、本稿で主題とする塗り重ねやマチエールな
どの技法に関して考察することは困難であった。

2-2. X線写真による観察
《鳥籠》の下層の情報を得るべく、2021年1月に
東京藝術大学保存科学研究室の塚田全彦氏、小椋
聡子氏、塚本がX線写真【図4】を撮影した18。X
線写真では、質量の小さい元素の顔料を主成分と

17	 	J.	K.	Delaney,	J.	G.	Zeibel,	M.	Thoury,	R.	Littleton,	M.	Palmer,	K.	M.	Morales,	E.	R.	de	la	Rie	and	A.	Hoenigswald,	“Visible	and	Infrared	Imaging	
Spectroscopy	of	Picassoʼs	Harlequin Musician:	Mapping	and	Identification	of	Artist	Materials	in Situ”,	Applied Spectroscopy,	no.	64,	2010,	
pp.	584‒594.;	L.	Fuster-López,	F.	C.	Izzo,	C.	K.	Andersen,	A.	Murray,	A.	Vila,	M.	Picollo,	L.	Stefani,	R.	Jiménez	and	E.	Aguado-Guardiola,	
“Picassoʼs	1917	Paint	Materials	and	Their	Influence	on	the	Condition	of	Four	Paintings”,	SN Applied Sciences,	no.	2,	article	2159,	2020.;	M.	
Ghirardello,	V.	Gonzalez,	L.	Monico,	A.	Nevin,	D.	MacLennan,	C.	S.	Patterson,	M.	Burghammer,	M.	Réfrégiers,	D.	Comelli	and	M.	Cotte,	
“Application	of	Synchrotron	Radiation-based	Micro-analysis	on	Cadmium	Yellows	in	Pablo	Picassoʼs	Femme”,	Microscopy and Microanalysis,	
no.	28,	2022,	pp.	1‒10.

18	 	X線写真撮影に使用したのは、アールテック株式会社製の携帯型X線撮影装置 IPF-21、ならびにGE	Inspection	Technologies製のイメージン
グプレートとイメージングプレートスキャナCRxFlexである。本調査には、当時、東京藝術大学保存科学研究室の教授であった桐野文良氏、
大学院生であった堀口明日馨氏にもご協力いただいた。ここに記して謝意を表したい。
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する絵具が塗られた箇所は、X線を透過するため
黒く写り、反対に質量の大きい元素を主成分とし
た絵具が塗られた箇所は、X線を吸収し白く写る。
なお、質量の小さい元素であっても使用された絵
具の密度が高い（厚塗りなど）と、写真では白く写
る場合がある。
本作では、画面左上部の彫像の影のような黒色
部分は、X線を透過している。一方その上層に描
かれた彫像の顔のうち、耳や目のように見える白
色描写の一部は顕著にX線を吸収している。影と
比較すると顔の造形を思わせる赤茶色の描写もX
線を吸収しているが、耳や目の白色と比較すると
X線の吸収度合は低い。これは、顔の描写に使用
された赤茶色絵具に含まれる顔料元素の質量が大
きいというよりは、影の描写の上層に重ねて赤茶
色の層が描かれたがゆえに、その部分の密度が増
している結果と考えられる。加えて、その右に位
置する欄干模様の黒色、さらには木枠の中央縦の
桟を挟んだ鳥籠の黒色部分も、X線を透過してい
る。対して、これらの背後に位置する空の淡い青
色の描写部分や鳥籠の鳥の黄緑色部分、その周囲
に描かれた若干青味がかった印象の厚塗りの白色
は、その筆跡が顕著に見て取れるほど写真に白く
写っており、X線を吸収する質量の大きい元素を
主成分とする絵具が用いられていることを示して
いる。
また、作品中央付近から下部にかけてやはり赤
茶色で描かれたテーブルと、その上に置かれた果
物の橙色、およびその影の黒色はX線を透過し、
同じくテーブル上に描かれた植物模様の敷布に用
いられた濃薄が異なる2種の緑色や淡い青色は、X
線を吸収している。
これらの情報は、前述の第1次蛍光X線分析の結
果や、後述する第2次蛍光X線分析の情報と照らし
合わせても、使用が推定される絵具の顔料元素の
性質と適応していると言えるだろう。一方で本写
真からは、下層に別の絵が存在することを示すよ
うなイメージはみとめられなかった。

2-3. 紫外線写真、斜光写真および 
 赤外線写真による観察

阿部らが行った第1次蛍光X線分析に基づく調
査報告、および塚田氏らによるX線写真撮影と塚

本の解題を受け、《鳥籠》の絵画表面の状態を観察
するために、紫外線写真、斜光写真および赤外線
写真を撮影した。撮影は、2022年12月に行った。
可視光線写真（通常写真）、紫外線写真および斜光
写真の撮影にはNikon製デジタル一眼レフカメラ	
D5100を使用し、赤外線写真の撮影にはPENTAX
製デジタル一眼レフカメラ	645D	IRを用いた。本
稿に掲載する写真は、視認性を向上させるため、
トリミングを施している。斜光写真では明るさお
よびコントラストを調整し、赤外線写真ではグレ
ースケールに変換している。以下に、本調査の結
果を記す。

2-3-1. 紫外線写真による絵画表面の蛍光観察
本調査では、《鳥籠》の紫外線写真【図5】を撮影
し、絵画表面における蛍光を観察した。撮影は、
作品に向かって右側手前から紫外線を照射して行
った。撮影時には、調査環境を薄暗くし、適切な
シャッタースピードを設定することで、室内照明
などの不要な光の写り込みを防止した。このよう
にして撮影した紫外線写真からは、絵画表面に蛍
光を示す部分と示さない部分が存在することが確
認された。
まず、蛍光を示す部分に関しては、比較的明る
い描写部から青色～青緑色の蛍光が観察され、特
に鳥籠の左下に描かれた橙色の果物は赤色の蛍光
を発していた。可視光線写真【図1】の明るい描写
部において青色～青緑色の蛍光が確認されたこと
から、本作にはワニスが塗布されている可能性が
示唆される。そして、赤色の蛍光を示す部分につ
いては、ワニスが青色～青緑色に蛍光することを
前提とした場合、この赤色の蛍光は絵具由来のも
のである可能性が高い。また、画面下段に描かれ
た青色様および緑色様の敷布にある植物模様から
は、それぞれ異なる蛍光特性が確認され、青色の
蛍光と青色以外の蛍光が観察された。これらの蛍
光特性の違いは、ワニスの塗布状態や絵画技法に
起因していると考えられる。
一方、紫外線写真において蛍光を示さない暗い
撮像部分も認められた。その要因としては、①絵
具が紫外線を吸収して蛍光を発しない、②絵画表
面に塗布されたワニスが蛍光を発しない、③絵具
およびワニスの蛍光が微弱であるため紫外線写真
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にとらえられなかったなどが考えられる。今後、
より詳細な分析を行うことで、これらの現象の解
明が進むと考えられる。

2-3-2. 斜光写真による絵画表面の微細構造の観察
絵画表面の微細な凹凸を観察することを目的と

し、画面右の側面から《鳥籠》に対し白色光を照射
し、斜光写真【図6】を撮影した。
可視光線写真【図1】と斜光写真【図6】を比較し

た結果、可視光線写真では確認できなかった凹凸
が、斜光写真において明瞭にとらえられた。これ
らの凹凸は、絵具の筆致による起伏、経年変化に
伴う画面のシワ・波打ち・折れなどに起因すると
考えられる。ただし、これらの凹凸は極めて微細
であり、調査時に目視では確認することができな
かった。また、斜光写真からは、画面表面に残る
筆跡や絵具の質感もとらえられた。

2-3-3. 赤外線写真による絵画表面および 
 下層の観察

絵画表面および下層の状態を観察するために、
《鳥籠》の赤外線写真【図7】を撮影した。撮影は、
作品に対して左右の手前から赤外線を照射し行っ
た。
赤外線写真において、上層の絵具が赤外線を透

過する場合、下層に白色の地塗りが施され、その
上に赤外線を吸収しやすい木炭などによる素描が
存在すれば、この素描を観察することができる。
しかし、撮影した赤外線写真【図7】と可視光線写
真【図1】を比較した結果、本作においては輪郭お
よび構図が一致していることから、目視で確認で
きる構図と異なる下層の素描は認められなかった。
次に、絵画表面の絵具における赤外線応答を分

析した。赤外線写真において明度が高い部分には
赤外線を反射しやすい絵具が、明度が低い部分に
は赤外線を吸収しやすい絵具が使用されているこ
とが確認された。さらに、同じ色相の絵具間で赤
外線写真に写った明度を比べ、明度が異なる場合、
これらの絵具には異なる色材が含まれていると推
定される。例えば、赤外線写真において、画面下

段の敷布に描かれた植物模様の周辺部は、植物模
様や背景に比べて明度が低く、赤外線を吸収しや
すいことが確認された。可視光線写真では、この
ような描写は明確に認められないことから、当該
部の下層に異なる色材が存在する、または混色に
より赤外線を吸収しやすい絵具が使用されている
可能性が考えられる。

2-4. 第2次蛍光X線分析による絵具の推定
《鳥籠》に使用された絵具を推定するため、2023
年12月、既報のXRF	装置を用いて19、蛍光X線分
析法（XRF）による調査を行った。本法による測
定点を【図8】に示し、分析結果を【表2】にまとめ
た。なお、本稿では絵具層を論ずることから、本
調査により顔料を判別し、絵具の種類を推定した。
絵具の種類および絵具に含まれる顔料については
『新装版	絵画材料事典』に記載された内容をもと
に推定を行った20。この結果を以下に述べる。
画布側面に絵具層の下層が露出しているp17は、
淡い茶色を呈していた。分析の結果、Pb（鉛）の
みが検出されたことから、そこにはPbを主成分と
した白色顔料を含むシルバーホワイトが使用され
ていると推定された。また、この淡い茶色は、シ
ルバーホワイトの経年変色または汚れによる影響
である可能性が考えられる。同様に、画布側面の
p1も淡い茶色を呈しており、分析の結果、Fe（鉄）、
Zn（亜鉛）、Pbが検出された。Pbは前述のp17と
同様に絵具層の下層に塗布されたシルバーホワイ
トに由来すると推測される。一方、FeおよびZn
はPbに比べて微量であることから、側面ではなく
絵画表面に塗られた絵具に由来する可能性が高い。
また、p1の淡い茶色も、p17と同様に変色または
汚れによる影響であると考えられる。他の測定点
についても分析を行ったが、地塗りとしてPbを主
成分とするシルバーホワイトが塗布されているこ
とから、全ての測定点においてPbが検出されたと
推察される。
画布表面の白色に塗られたp8のXRF分析では、

Fe、Zn、Pbが検出された。Pbは地塗りのシルバ
ーホワイトに由来すると推測されるため、絵画表

19	 	下山進、野田裕子「低レベル放射性同位体を線源として用いる簡易携帯型蛍光X線分析装置及び日本古来の絵馬に使用された無機着色料の
非破壊分析への応用」『分析化学』第49巻第12号、2000年、1015－1021頁。

20	 	R.	J.・ゲッテンス、G.	L.・スタウト著、森田恒之訳『新装版	絵画材料事典』美術出版社、1999年（初版）。
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面に塗布された白色はZnを主成分とするジンクホ
ワイトであると推定された。また、調査時の目視
観察により、p8の下層には茶色の層が存在するこ
とが確認された。これに基づき、下層の茶色はFe
を主成分とするバーントシエナであると判別され
る。
次に、本作に使用された茶色の成分を推定する
ため、p2、5、9、10、11において分析を行った。
この結果、Fe、Zn、Pbが検出された。前述の結
果から、地塗りにはシルバーホワイト、絵画表面
にはジンクホワイトが使用されていることが確認
されている。このことから、本測定点で検出され
たPbおよびZnは、それぞれシルバーホワイトお
よびジンクホワイトに由来すると考えられる。ま
た、茶色の顔料成分としてFeが検出されたことか
ら、本作に使用された茶色は、Feを主成分とする
バーントシエナであると同定された。さらに、こ
れらの茶色はバーントシエナとジンクホワイトを
混合して調製された可能性が高いと推測される。
橙色および赤茶色の成分を特定するため、p12

および15の分析を実施した。これらの測定点では、
Fe、Zn、Hg（水銀）、Pbが検出された。Hgが検
出されたことから、赤色はバーミリオンであるこ
とが推定された。また、目視による観察によって、
これらの描写の下層に茶色が存在することが確認
された。このことから、下層の茶色はFeを主成分
とするバーントシエナであると推定された。した
がって、p12および15においては、地塗りのシル
バーホワイトの上にバーントシエナが塗布され、
その上にバーミリオンとジンクホワイトを混ぜて
描写されていると推定される。この層構造は、色
彩の複雑さと豊かな表現を可能にしていることを
示唆している。
さらに、黄色の成分を特定するため、p14の分

析を行った。本測定点では、前述のp12（果物の描
写）と同様に、Fe、Zn、Hg、Pbが検出された。
p14の黄色は、p12と同様の橙色の描写層の表面に
塗布されている。このため、p12で検出された元
素が、p14においても検出されたと考えられる。し
かし、黄色の主要成分となる元素は検出されなか
った。このことから、黄色の顔料は本法の蛍光X
線分析では検出されない軽い元素を主成分とする
レーキ顔料であると推定される。また、p13に見

られる光沢のある粒子状物質についても分析を行
った結果、前述のp12（果物の描写）と同様に、Fe、
Zn、Hg、Pbが検出された。一方で、光沢のある
粒子状物質に特有の元素は検出されなかった。こ
のことから、この粒子状物質もXRF測定では検出
されない軽い元素を主成分とすると推定される。
これらの黄色のレーキ顔料および光沢のある粒子
状物質の特定には、更に詳細な検討を要する。
本作では、茶色と同様に青色も多用されている。
この青色の成分を特定するため、p3、4、6、16を
分析した。p4および16では、ZnおよびPbが検出
されたが、ウルトラマリンブルー以外の青色に含
まれる顔料成分の元素は検出されなかった。ウル
トラマリンブルーは本法では検出されない軽い元
素のみから構成されるため、この青色はウルトラ
マリンブルーであると消去法的に推定される。こ
れにより、これらの青色はウルトラマリンブルー
とジンクホワイトを混合して調製されたと考えら
れる。p3では、Fe、Zn、Pbが検出された。また、
目視により、p3の下層には茶色の層が確認された。
このことから、シルバーホワイトによる地塗りの
上にバーントシエナが塗布され、その上にウルト
ラマリンブルーとジンクホワイトを用いて描写さ
れたと推定される。一方、p6の青色からはCo（コ
バルト）が検出された。これにより、p6に使用さ
れた青色はコバルトブルーであると判別された。
これらの分析結果から、本作にはウルトラマリン
ブルーとコバルトブルーの2種類の青色が使い分け
られていることが明らかとなった。
最後に、灰色の成分を特定するため、p7の分析
を実施した。この結果、Fe、Zn、Pbが検出され
た。黒色としてボーンブラックおよびランプブラ
ックが候補として挙がるが、ボーンブラックに含
まれるCa（カルシウム）は検出されなかった。こ
のことから、本作に使用された灰色の黒色成分は
本法では検出されない軽い元素のみから構成され
るランプブラックであると推定される。さらに、
Znが検出されたことから、白色としてジンクホワ
イトが使用されていると考えられる。したがって、
本作の灰色は、ジンクホワイトとランプブラック
を混ぜ合わせて調製されたものであると推定され
る。また、目視観察により、この灰色の下層には
茶色の描写が施されていることが確認された。こ
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のことから、下層に塗られた茶色はFeを主成分と
するバーントシエナであると同定された。

3. 日本人画家による観察： 
 科学調査の結果とともに

1926年6月15日から7月10日にかけて、パリでピ
カソの大規模な個展が開催された。それは、当時
のピカソの主要な取引相手であったポール・ロー
ザンベール画廊の改装後のお披露目を兼ねたもの
であり、そこに《鳥籠》も出品されている21。その
出品目録では制作年ごとに分けて作品名が掲載さ
れており、同展は、1918年から1926年までに手が
けられた合計58点の出品作のうち、1923年から
1925年作のものが9割を占める近作展であった。
1925年作のものは17点が展示され、作品名からそ
れらのうち12点は静物画であったことが推測でき
る。
パリを拠点に、1925年5月より4年ほど続く滞欧

生活のさなかであった画家	伊原宇三郎（1894‒

1976）もまたこの展覧会を訪れたのだろう。実際、
伊原が所有していたピカソ関係資料（個人蔵）には
同展の出品目録が含まれており、また『滞欧手帳』
（世田谷美術館蔵）には同展についてのメモが残さ
れている。伊原にとって、パリでの活動の中心は
ピカソの作品をできる限りつぶさに観察すること
であり、少しでもパリでピカソの作品が公開され
ているという情報を得るとこまめに足を運んだと
いう22。その一環として、伊原は少なくとも1914
年から1927年にかけてピカソが制作した総合的キ
ュビスムによる静物画やシュルレアリスムの傾向
を見せる人物画の模写を手がけており、模写15点
の現存が確認されている23。それらは大部分がオ

リジナルと比較するとかなり小ぶりであるが、そ
れにもかかわらず、細かな引っかきや絵具の盛り
上げなど絵画の多層構造に関わるピカソの表現技
法が、緻密に写し取られているのであった。
伊原の観察に基づいて再現されたものという前
提を外すことはできないものの、それを押しても
当時のピカソの創作のメカニズムを理解する歴史
的証言として、伊原による一連のピカソ作品の模
写や観察記録を見過ごすことはできないだろう。
特に、模写15点のうち、11点が静物画であること
は注目に値する。また、伊原が所有していた1926
年のピカソ展の出品目録【図9】には、伊原による
と考えられるメモと簡単なスケッチが残されてい
る。それらと伊原による模写とを照らし合わせる
ことによって、少なくとも模写の原作9点が、1926
年のピカソ展に出品されていたと考えられる24。そ
のため、同展の機会に集中してピカソの作品を観
察し、模写に励んだ伊原の姿が想像される25。現
存する模写15点が伊原によるピカソ作品の模写の
全てであったとは言い切れないが、9点という模写
の数そのものもまた、1926年のピカソ展が伊原に
とって重要な出来事であったことを物語ってくれ
るだろう。
伊原は観察したピカソの作品を技法面から分
析・解剖することに専念し、あたかも自分自身が
その絵を描くかのように、ピカソ作品の技法につ
いて活字で表現できる限り具体的に伝えることを
使命ととらえ、それが、依然としてピカソの実作
品を見ることができる機会に乏しかった日本国内
の状況においては、有益になると考えていた26。こ
のような考えに基づき、伊原は古典主義的様式に
よるピカソの1921年の作《泉》【図10】について、技

21	 	出品目録Exposition dʼœuvres récentes de Picasso chez Paul Rosenberg,	juin-juillet	1926,	no.	51.
22	 	伊原宇三郎「ピカソに憑かれる」『美術手帖』第90号、1944年1月、72－73頁。
23	 	江川佳秀「伊原宇三郎作ピカソ作品の模写をめぐって」『徳島県立近代美術館研究紀要』第1号、1993年、3－21頁。
24	 	9点とは、《ピカソ『プリント地のスカーフ』模写》（no.	31）〔Z.	V:	323〕、《ピカソ『胸像、コンポート、マンドリン、赤い敷物』模写》（no.	

25*）〔Z.	V:	364〕、《ピカソ『窓の前のマンドリンとリンゴを盛ったコンポート』模写》（no.	33）〔Z.	V:	376〕、《ピカソ『ギターとオレンジを
盛ったコンポート』模写》（no.	44）〔Z.	V:	446〕、《ピカソ『彫刻家』模写》（no.	50）〔Z.	V:	451〕、《ピカソ『コンポートと窓ガラス』模写》
（no.	42*）〔Z.	V:	380〕、《ピカソ『静物』模写》（no.	49）〔Z.	V:	462〕、《ピカソ『マンドリン、コンポート、石膏の腕』模写》（no.	48）〔Z.	V:	
444〕、そして《ピカソ『ギター、楽譜、メロンの薄切りのあるコンポート、女の胸像』模写》（no.	55）〔Z.	V:	377〕。模写はすべて徳島県立
近代美術館蔵。なお、（　）の数字は1926年のピカソ展の出品目録に記載された作品番号であり、出品目録の個別の作品としては同定し難い
が出品記録のある作品には「*」を付した。また、〔　〕の記号はピカソの原作を特定する略語となる。

25	 	模写9点のうち《ピカソ『ギター、楽譜、メロンの薄切りのあるコンポート、女の胸像』模写》を除き全て裏面に「1925年」の年記がある。
この記載は伊原が模写をした年を示すのか、原作の制作年を示すのかは判断し難い。《ピカソ『プリント地のスカーフ』（模写）》と《ピカソ
『胸像、コンポート、マンドリン、赤い敷物』（模写）》、そして《ピカソ『窓の前のマンドリンとリンゴを盛ったコンポート』の模写》の原
作は1924年作のものであるため、「1925年」という年記が原作の制作年を示すのであれば、齟齬が生じる。一方で、年記が模写した年を示す
のであったとしても、1925年作の原作群を1926年のピカソ展以前に公の場で目にできる機会はほぼなかったはずである。

26	 	伊原宇三郎「ピカソ論を書く迄」『みづゑ』第336号、1933年2月、27頁。
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法、色彩、構図の観点から詳細に分析した記事を
1929年2月に『美術新論』で発表している27。同号
はコレクターである福島繁太郎の収集品に関する
特集号であり、《鳥籠》同様に《泉》もまた福島のパ
リの邸宅で実見することができたのだろう。伊原
はこの記事において、「ピカソの繪具の用法は千變
萬化である。時には『鳥籠』『馬』の様に極度に繪
具を使つて盛上自身と、盛上に表れる筆

ツーシユ

觸の性質
を別殊の要素として扱ふ場合もあれば、此處には
無いが「マダムピカソ」の連作の様に全然おつゆ

0 0 0

の
ものもある。 『母と子』の様に兩者の相織られた
例もあれば、油繪具でないリポランで特殊な盛上
と輝きを作ることもある。砂も依然として使用さ
れてゐる。そして繪具の厚薄に拘らず畫面の觸感
を重大に考へてゐる」や「布で拭ひ取るとか、上層
を引搔いて下の繪具を覗かせるとか、淡くかけて
下を透かせるとか時に應じて必要な手法をとるが」
と述べていることから28、絵具の盛り上げやおつ
ゆ描き、リポランや砂、さらに下層の活用によっ
て、ピカソが絵画の肌理の触覚性を積極的に表現
として取り込んでいたと伊原は理解していたこと
がわかる29。
伊原の『滞欧手帳』にもまた福島のところで見た
ピカソの《泉》について、画家は色彩、筆触、調子
や量感などの項目別に詳細なメモを残している。
前述の『美術新論』に寄せた記事は、このようなメ
モを基に伊原が記したのであろう。例えば、『滞欧
手帳』にある「意識的のもり上げ（地に他の線あ
り）」というような記述が、『美術新論』で仄めかさ
れている《泉》でのピカソによる画布のリユース、
つまり、「トアルは比較的細目のものが選ばれてゐ
るが、多分古い繪を塗りつぶして描いたと思はれ
る繪具の盛り上が此繪に關係なく殘つてゐる」と
いう記述へと結び付いたのだろう30。
さらに、塗り残しによって、表層のイメージ形
成に「地塗」を組み込むというピカソの手法につい

ても伊原は触れている。《泉》が描かれた順序を示
す中で、「先づ、體以外の下半を澁い綠、空の部を
淡いテルドンブル、體の部を明るい灰色のテルド
ンブル、岩と壺とを同じ濃い色で地塗がしてあつ
て、それが隨處に殘されて畫面全體をつゝむ上品
な雰圍氣を作つてゐる。そしてその上を他の主要
な色彩が全然自由に表面で活躍してゐる。・・・（中
略）・・・そして此明暗兩色の界に澁い地塗が殘さ
れて兩色が柔かに連絡している」と複数の「地塗」
の色を挙げ、部分的に「地塗」の層と表層とが調和
することによって作品全体が完成されていると分
析しているのであった31。
一方で伊原による《鳥籠》の模写はなく、かつ、
伊原のピカソ関係資料の中にも本作に直接関係す
る資料を確認することはできず、また、『滞欧手帳』
でも福島のパリの拠点で見ることができたピカソ
作品のメモとして《鳥籠》に相当する作品名が記さ
れているばかりである。しかしながら、1933年に
発表した「ピカソ論」の中で、伊原は1925年のピカ
ソの絵画について次の様に記している。

「 、キュービズム時代に、繪具のマチエールの
違つた性質を、繪畫的要素の一つとする爲に、繪
具の厚薄の上に、砂が混じられ更に紙片、布等が
これに加へられたが、此處では繪具以外のものを
使つてゐない代りに、繪具によるパートの性質に、
實に多種多様な効果を持たせ、特には漆の様なリ
ポラン（エナメルの上等の様なもの）をも併せ用
ゐ、或部分には浮彫的に盛上げを施し等してゐる。
色彩の上で特に注意されることは、黑

ノアール

、白
ブラン

の極端
なるものが異狀な効果を收めてゐること、コバル
ト、ヹール・エムロード、カドミウム・シトロン、
シエンヌ、ブリユーレ・ヹルミヨン、オークル・
ジョン、ルージュ・プッゾールの系統の原色が、
そのまゝ好んで使はれてゐることゝ、今迄の彼に
は想 し難いヸオレやガランスが大膽に用ゐられ

27	 	伊原宇三郎「ピカソのLa	Fontaine」『美術新論』第4巻第2号、1929年2月、44－53頁。なお、これとほぼ同じ内容の文章が別所でも発表され
ている。伊原宇三郎「ピカソのマチエール」外山卯三郎『新洋畵叢書一　パブロ・ピカソ』金星堂、1930年、29－48頁。

28	 	伊原宇三郎、前掲書、『美術新論』1929年2月、49頁＆51頁。
29	 	また、次のようなエピソードも伊原は伝えている。「今一度はモンパルナスのグランド・シヨーミエール繪具屋で、まるで學生でなければ使

はない様な、枠に張つてある安トアルを四五枚買つて、小脇に抱えてぶら
〳 〵
出て行つたのを見た。・・・（中略）・・・其時、一體ピカソは何

故こんな安トアルを使ふのだろうと、一寸不思議に思つたが、其後、さうした安トアルに、オムブル一色のおつゆ
0 0 0

でデツサンし、安トアル
特有のザラ

〳 〵
した面を、一つの素材の性質として生かし、上等のトアルでは何うしても出せない効

エツフエ

果を其處に出してゐるのを見て、私は
宛で、私の有罪を宣告された様に感じたことであつた。」伊原宇三郎「ピカソ論」『みづゑ』第335号、1933年1月、35頁。

30	 	伊原宇三郎、前掲書、『美術新論』1929年2月、46頁。
31	 	なお、伊原は福島コレクションにおける他のピカソの作品についても、「地塗」の層が完成作に活かされていると指摘している。上掲書、46

－47頁。
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る様になつたこととである」32。

興味深いのは、この伊原による言説が、キュビ
スム期に成されたマチエールの実験が、1925年に
絵具のみによって再び試みられていることを指摘
している点である。このようなキュビスム由来の
マチエールの探究という流れは、ピカソによる絵
画の多層構造の活用や引っかきの技法の展開と密
接に重なる。先の伊原による「ピカソ論」が掲載さ
れた『みづゑ』は、ピカソ特集号であった。それ
は、おそらく1932年6月よりパリのジョルジュ・プ
ティ画廊で始まり、チューリッヒ美術館に巡回し
たピカソの大回顧展の開催を受けて組まれた企画
であったのだろう。無論、伊原自身は《鳥籠》も出
品された1932年のピカソ展を見てはないが、パリ
の福島邸で本作を実見していたわけであり、『みづ
ゑ』の同号にはその作品図版も掲載されている。そ
のため、「ピカソ論」における1925年のピカソの作
品の記述の対象には、《鳥籠》も含まれていたとと
らえることは不自然ではないだろう。
それでは、特にマチエールの探究において1920

年代半ばの絵画がキュビスム期のそれと密接に結
び付くとすれば、キュビスム絵画での様々な工夫
は、絵具のみでもってどのように立ち現れていっ
たのだろうか。一連の科学調査の結果を通じて、
《鳥籠》の表層の下に別のイメージが存在する可能
性は低いこと、しかしながら、本作は絵具の質感
や絵具層の下層を活かすことによって構築された
絵画である、という点を確認することができた。
さらに、目視でも表層の隙間や薄塗りからかろう
じてバーントシエナの茶色を見ることができるが、
第2次蛍光X線分析による8か所（p3・6・7・8・12・
13・14・15）の測定結果は、表層に塗布された絵
具とは異なる色であるバーントシエナが下層に存
在することを裏付けた。また、画布の側面を目視
で観察する限り、右側側面の表層には黒色を帯び
た色彩が目をとらえるものの、その下には、暗い
青色、そして茶色を見ることもできる。これらか

らも、本作では白色の層の上に、広範囲でバーン
トシエナの茶色や青色、あるいは両方が重ねて塗
布されている可能性が考えられる。つまり、白色
層とその上にある茶色層の上か、あるいはさらに
塗布された暗い青色層の上に、各モチーフの描写
を行うというピカソの制作工程が推定される。ま
た、各モチーフの描写はあたかも色面を貼り付け
たかのように、線描よりも色面でもって絵具の層
を部分的に重ねながら描いたように見えるが、下
層もまた、ある種の疑似コラージュのごとく茶色
や暗い青色による色面が画面に広がっていた可能
性が考えられる。このような色面でもってイメー
ジを形成するピカソの手法については、福島コレ
クションのひとつであるピカソの1923年作の絵画
《馬》（Z.	V:	147）が1934年に日本で公開された際
に、その作品に対して画家	伊藤廉が同様の点を分
析しているのであった33。
さらに、《鳥籠》の敷布の描写に着目すれば、白
色層の上に茶色層があり、それを引っかいた線を
手掛かりに塗布された暗い青色層を地として植物
模様が描かれ、さらにそれを縁取るかのように明
るい青色が部分的に塗り重ねられたと推定できる。
それによってこの部分は少なくとも3層の絵具層を
有していると考えられるが、このような積層され
る絵具層によるピカソの制作については伊原も理
解していたようである34。また、敷布における暗
い青色の色面の輪郭は、微細な引っかきでとられ
ている。微細な引っかきは表層に散見されるが、
表現のための引っかきというよりは、ケガキ、な
いしは伝統的なフレスコ画の技法を絵画制作に応
用したかのように、引っかき線をあてとして構図
をとるためのものであったと考えられる。このよ
うな手法はまた、輪郭線が不在した色面による《鳥
籠》画面構成を支えるひとつの柱となっていると
言えるだろう。

結びに代えて
1920年代前半のピカソの静物画を語るにローラ

32	 	伊原宇三郎、前掲書、1933年1月、28頁。
33	 	「パートは充分厚く筆で塗り上げられて、馬と背景とは、色面と色面との接觸によつて、物體の輪廓を作り、（この色面と色面とのつながり

の間に、下の輪廓線が見えてゐたり、全くかくされてゐたりする部分を注意せよ）輪廓を說明する線を後からはひいてない」。伊藤廉「ピカ
ソの『馬』」『美術』第9巻第2号、1934年2月、頁数記載なし。

34	 	伊原の『滞欧手帳』には、自身による《ピカソ『ギター、トランプ、ガラスのコップ、新聞』（模写）》（制作年不詳、個人蔵）の原作である
ピカソの絵画に関する観察記録があり、原作は少なくとも5層の絵具層を有していることが図説されている。孝岡睦子、前掲書、2025年、215
－216頁。
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ンド・ペンローズは、ノミにほとんど食べられて
骨組みだけとなったピカソの服の有り様から、X
線写真とキュビスムの初期段階の作品がもつ透明
性について回想している35。この回想は、直にピ
カソの静物画へと結び付くものではないが、あえ
て1920年代前半の静物画について言及する際にペ
ンローズがX線という物体の内部、表層では見え
がたい部分を可視化する科学技術とピカソの作品
が有する特質との共通項を思い出したというエピ
ソードは示唆に富む。本来、作者しか認識し得な
い絵具層の下層を創造的に活用することは、絵画
の透明性に触れる行為でもあるのだろう。
《鳥籠》には、現時点での科学調査によって下層
に表層とは異なるイメージが存在する可能性は低
いことが示された。一方で、下層には表層の描画
とは異なる色彩、主にバーントシエナの茶色の存
在が推定でき、それによって、本作は多層構造を
有する絵画であるという仮定が補強されることと
なった。そして、下層にあると推定される茶色層
に微細な引っかきを施し、表層の描画の手がかり
としながら、ピカソが制作した可能性が考えられ
た。白色層とその上に広がるバーントシエナの茶
色層、そしてその層に引っかき線であたりをつけ、
さらに部分的に面として暗い青色層を置いた上で
モチーフを描く、そして最後には表層をまた引っ

かくという一連の制作プロセスが見えてくる。つ
まり、引っかきにより下層を露出させて表層のマ
チエールに変化を与えつつも、その前段階として
下層にケガキを付すことで表層のイメージを形成
するという、ピカソの多様な下層の創造的活用を
理解することができた。そして、《鳥籠》における
ケガキや《3人の踊り子たち》の下層に適用された
グリザイユ画法といった古典的な技法とキュビス
ム絵画におけるマチエールの探究が、キュビスム
様式と古典主義的様式をピカソが併用していた
1920年代半ばに交差するということは、技法の点
においても同じく複数の形式が共存状態にあった
ということではないだろうか。
伊原が《泉》を色彩、線描、マチエールなど絵画
を構成する諸要素から一通り解説した後に述べた
一文「これ等畫面の諸要素の組織、諧調、按分的
配置（面積、强弱、寒溫、筆觸、明暗等總ての點
で）についてピカソは正

まさ

しく一つの主張を持つて
ゐる。此處にある「鳥籠」及數多い彼の同傾向の作
品は、モテイフの興味を第二にして此主張を强調
したものと思ふ」を鑑みれば36、《鳥籠》と1925年頃
の静物画は視覚的イメージにとどまらない、まさ
にピカソにとっての「着想と技術的発見」の実験場
であったと言える。

35	 	Roland	Penrose,	op. cit.,	1959,	p.	224.
36	 	伊原宇三郎、前掲書、『美術新論』1929年2月、52頁。
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【図1】パブロ・ピカソ《鳥籠》（1925年、油彩/画布、81.5×101.0cm、大原美術館、Z.	V:	456）の可視光線写真
撮影：大下浩司

【図2】パブロ・ピカソ《ギターと果物鉢》1924年末、油彩/画布、77.0×105.0cm、モナコ、ナーマッド・コレクション（Z.	V:	378）
図版出典：Jean	Sutherland	Boggs,	Picasso & Things,	Exh.	Cat.,	The	Cleveland	Museum	of	Art,	The	Philadelphia	Museum	of	Art,	Paris,	Galeries	
nationales	du	Grand	Palais,	1992,	p.	209.
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【図3】パブロ・ピカソ《鳥籠》の第1次蛍光X線分析	測定点画像
制作：阿部善也

*	 測定点p1～p5では、地塗り由来と思われる元素を除く。
**	〈　　〉内には蛍光X線分析で検出された元素との対応を記した。

【表1】第1次蛍光X線分析による結果

p6

p2p1

p3

p5

p4

測定点 色相 主な検出元素* 推定された色材**

p1 黄色味の強い緑色 Si、S、Zn、Cd、Ba

白色：ジンクホワイト〈Zn〉
黄色：カドモポンイエロー〈S、Cd、Ba〉
青色：	おそらくウルトラマリン〈Si〉（消去法

的に推定）

p2 青味が強い緑色部分 Si、S、Zn、Cd、Ba

白色：ジンクホワイト〈Zn〉
黄色：	カドモポンイエロー〈S、Cd、Ba〉（p1

に比べて強度減少）
青色：	おそらくウルトラマリン〈Si〉（消去法

的に推定）

p3 黒色 P、Ca、Mn、Fe、Zn

白色：ジンクホワイト〈Zn〉
黒色：	アイボリーブラックまたはボーンブ

ラック〈P、Ca〉
茶色：おそらくバーントアンバー〈Mn、Fe〉

p4 白色 Ca、Zn 白色：白亜〈Ca〉、ジンクホワイト〈Zn〉

p5 淡黄色 Ca、Zn、Cd、Ba 白色：白亜〈Ca〉、ジンクホワイト〈Zn〉
黄色：カドモポンイエロー〈Cd、Ba〉

p6 茶色（地塗り） Si、Ca、Fe、Zn、Pb
白色：	シルバーホワイト〈Pb〉、白亜〈Ca〉、	

ジンクホワイト〈Zn〉
茶色：土性顔料〈Fe、Si〉
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【図5】パブロ・ピカソ《鳥籠》の紫外線写真
撮影：大下浩司

【図4】パブロ・ピカソ《鳥籠》のX線写真
撮影：塚田全彦
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【図7】パブロ・ピカソ《鳥籠》の赤外線写真
撮影：大下浩司

【図6】パブロ・ピカソ《鳥籠》の斜光写真
撮影：大下浩司
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【図8】パブロ・ピカソ《鳥籠》の第2次蛍光X線分析	測定点画像
制作：大下浩司

p5p17

p4

p3

p13

p1

p12
p11

p14

p10

p15

p9 p7

p8

p6

p2

p16

【表2】第2次蛍光X線分析による結果

測定点 色相 検出元素 推定された絵具名（顔料の化学式）*

p1 地塗りの
淡い茶色 Fe、Zn、Pb 地塗りの白色：シルバーホワイト（2PbCO3･Pb(OH)2）

p2 茶色 Fe、Zn、Pb
茶色：バーントシエナ（Fe2O3）
白色：ジンクホワイト（ZnO）
地塗りの白色：シルバーホワイト（2PbCO3･Pb(OH)2）

p3 淡い青色 Fe、Zn、Pb

青色：ウルトラマリンブルー
（天然：3Na2O･3Al2O3･6SiO2･2Na2S,	人工：Na8-10Al6Si6O24S2-4）
白色：ジンクホワイト（ZnO）
下層の茶色：バーントシエナ（Fe2O3）
地塗りの白色：シルバーホワイト（2PbCO3･Pb(OH)2）

p4 淡い青色 Zn、Pb

青色：ウルトラマリンブルー
（天然：3Na2O･3Al2O3･6SiO2･2Na2S,	人工：Na8-10Al6Si6O24S2-4）
白色：ジンクホワイト（ZnO）
地塗りの白色：シルバーホワイト（2PbCO3･Pb(OH)2）

p5
表面に
露出した
下層の茶色

Fe、Zn、Pb
茶色：バーントシエナ（Fe2O3）
白色：ジンクホワイト（ZnO）
地塗りの白色：シルバーホワイト（2PbCO3･Pb(OH)2）

p6 濃い青色 Fe、Co、Zn、Pb

青色：コバルトブルー（CoO･Al2O3）
白色：ジンクホワイト（ZnO）
下層の茶色：バーントシエナ（Fe2O3）
地塗りの白色：シルバーホワイト（2PbCO3･Pb(OH)2）
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測定点 色相 検出元素 推定された絵具名（顔料の化学式）*

p7 灰色 Fe、Zn、Pb

黒色：ランプブラック（C）
白色：ジンクホワイト（ZnO）
下層の茶色：バーントシエナ（Fe2O3）
地塗りの白色：シルバーホワイト（2PbCO3･Pb(OH)2）

p8 白色 Fe、Zn、Pb
白色：ジンクホワイト（ZnO）
下層の茶色：バーントシエナ（Fe2O3）
地塗りの白色：シルバーホワイト（2PbCO3･Pb(OH)2）

p9 茶色 Fe、Zn、Pb
茶色：バーントシエナ（Fe2O3）
白色：ジンクホワイト（ZnO）
地塗りの白色：シルバーホワイト（2PbCO3･Pb(OH)2）

p10 茶色 Fe、Zn、Pb
茶色：バーントシエナ（Fe2O3）
白色：ジンクホワイト（ZnO）
地塗りの白色：シルバーホワイト（2PbCO3･Pb(OH)2）

p11 茶色（薄塗） Fe、Zn、Pb
茶色：バーントシエナ（Fe2O3）
白色：ジンクホワイト（ZnO）
地塗りの白色：シルバーホワイト（2PbCO3･Pb(OH)2）

p12 橙色 Fe、Zn、Hg、Pb

赤色：バーミリオン（HgS）
白色：ジンクホワイト（ZnO）
下層の茶色：バーントシエナ（Fe2O3）
地塗りの白色：シルバーホワイト（2PbCO3･Pb(OH)2）

p13 光沢のある
粒子状物質 Fe、Zn、Hg、Pb

光沢のある粒子状物質：不明（不明）
赤色：バーミリオン（HgS）
白色：ジンクホワイト（ZnO）
下層の茶色：バーントシエナ（Fe2O3）
地塗りの白色：シルバーホワイト（2PbCO3･Pb(OH)2）

p14 黄色 Fe、Zn、Hg、Pb

黄色：レーキ顔料（不明）
赤色：バーミリオン（HgS）
白色：ジンクホワイト（ZnO）
下層の茶色：バーントシエナ（Fe2O3）
地塗りの白色：シルバーホワイト（2PbCO3･Pb(OH)2）

p15 赤茶色 Fe、Zn、Hg、Pb

赤色：バーミリオン（HgS）
白色：ジンクホワイト（ZnO）
下層の茶色：バーントシエナ（Fe2O3）
地塗りの白色：シルバーホワイト（2PbCO3･Pb(OH)2）

p16
画布側面に
はみ出した
青色

Zn、Pb

青色：ウルトラマリンブルー	
（天然：3Na2O･3Al2O3･6SiO2･2Na2S,	人工：Na8-10Al6Si6O24S2-4）
白色：ジンクホワイト（ZnO）
地塗りの白色：シルバーホワイト（2PbCO3･Pb(OH)2）

p17 地塗りの
淡い茶色 Pb 地塗りの白色：シルバーホワイト（2PbCO3･Pb(OH)2）

*	 	XRFでは、絵具に含まれる顔料の成分元素を検出し、これをもとに顔料を判別して絵具の種類を推定した。表中には、絵
具名を示し、（　　）内には顔料の化学式を記した。
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【図9】「ピカソ近作展」（1926年、パリ、ポール・ローザンベール画廊）出品目録、個人蔵
撮影：孝岡睦子

【図10】パブロ・ピカソ《泉》1921年、油彩/画布、64.0×90.0cm、ストックホルム近代美術館（Z.	IV:	304）
図版出典：Josep	Palau	i	Fabre,	Picasso: des ballets au drame (1917‒1926),	Cologne,	Konemann,	1999,	p.	279,	no.	1047.
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【図A-1】植物模様の緑色部分（p1）と地塗り部分（p6）の蛍光X線スペクトルの比較
制作：阿部善也

【図A-2】植物模様の緑色部分（p2）と地塗り部分（p6）の蛍光X線スペクトルの比較
制作：阿部善也

【図A-3】バルコニーの欄干の黒色部分（p3）と地塗り部分（p6）の蛍光X線スペクトルの比較
制作：阿部善也
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【図A-4】白色の雲（p4）と地塗り部分（p6）の蛍光X線スペクトルの比較
制作：阿部善也

【図A-5】黄色がかった雲（p5）と地塗り部分（p6）の蛍光X線スペクトルの比較
制作：阿部善也

【図A-6】地塗り部分（p6）の蛍光X線スペクトル
制作：阿部善也
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研究ノート

倉敷考古館所蔵の安養寺第三経塚出土瓦経の
整理経過について ―ひかり拓本撮影―
A Report on the Surveying of the Sutra Tiles Excavated from An’yoji Daisan Kyozuka in the Kurashiki Archaeological Museum Collection
—Utilization of the “Hikari Takuhon” App—

伴祐子（公益財団法人大原芸術財団研究部研究員・学芸員）
BAN Yuko (Curator, Research Department, Ohara Art Foundation)

要旨

この整理報告では、倉敷考古館の所蔵資料である安養寺第三経塚出土の瓦経の再整理と画像記
録について、その過程を報告するものである。
安養寺第3瓦経は昭和33年（1958）に安養寺裏山の発掘調査にておいて発見された遺物であり、発
掘後の整理において、水を使用して瓦経を一枚ずつ分離し、文字を読み取り経種同定を行っている。資
料はその後、紙で梱包し、木箱に立てた状態で保管されていたが、包み紙と木箱の経年劣化のため瓦
経が崩壊する恐れが生じた。再整理では破損状況を記録し、個別にトレーに移し替え保管した。瓦経
は劣化が激しく、報告書と照合しながら少量ずつ進める必要があり、記録には通常の写真に加え新たに
ひかり拓本を試みた。
ひかり拓本を用いても、すでに摩滅した文字を読み取る事は難しいが、瓦経表面の調整やスノコ状の
跡、未報告の絵瓦の直線の浮かび上がりが確認できた。ひかり拓本は、撮影を進める中で精度を上げ
ることが課題であるが、拓影は多くの情報を残すことに有効であることがわかった。

	

This is a report on the process of re-sorting and recording images of the sutra tiles excavated from An’yoji Daisan 
Kyozuka (The Third Sutra Mound at An’yoji, a temple in Kurashiki) and kept at Kurashiki Archaeological Museum.

The sutra tiles in the third sutra mound in An’yoji are relics discovered on a hill behind the temple during an 
excavation undertaken in 1958 (Showa 33). After the excavation, using water, each one of the tiles were separated, 
the inscriptions were deciphered, and the sutras were identified. The tiles were then wrapped in paper and stored 
in an upright position in wooden boxes. However, due to deterioration of the wrapping paper and wooden boxes 
over time, there was a danger of the sutra tiles disintegrating. Therefore, in order to re-sort them, the damages 
were recorded, and each tile was transferred into an individual tray. The sutra tiles have deteriorated severely, and 
the re-sorting needs to be carried out little by little checking each one against the report. In addition to normal 
photographs, “Hikari Takuhon,” i.e., optical rubbing, a unique image processing technology, has also been at-
tempted as a new form of recording them.

Even with “Hikari Takuhon” (optical rubbing), it is difficult to decipher the letters which have already worn 
away. However, it has enabled us to confirm how the surface of the sutra tile was adjusted, lattice-shaped traces, 
and the surfacing of hitherto unreported lines on picture tiles. While we do need to improve the precision of 
utilization of the “Hikari Takuhon” app, we have found that it is an effective means to retain a lot of information.
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は
じ
め
に

倉
敷
考
古
館
の
所
蔵
資
料
で
あ
る
安
養
寺
第
三
経
塚
出
土
の
瓦
経
（
以
下 

第
三
瓦
経
）

は
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
安
養
寺
裏
山
の
発
掘
調
査
に
て
発
見
さ
れ
た
資
料
で

あ
る
。
当
時
の
整
理
で
は
一
枚
ず
つ
紙
で
梱
包
し
、
木
箱
に
立
て
た
状
態
で
保
管
さ
れ
て

い
た
が
、
包
み
紙
と
木
箱
の
経
年
劣
化
の
た
め
資
料
に
破
損
の
恐
れ
が
生
じ
た
。
安
養
寺

第
三
瓦
経
の
性
質
上
資
料
そ
の
も
の
の
劣
化
も
免
れ
な
い
た
め
、
状
態
を
確
認
し
な
が
ら

継
続
的
に
整
理
を
行
っ
て
お
り
、
整
理
記
録
の
な
か
に
新
た
に
ひ
か
り
拓
本
を
試
み
た
た

め
報
告
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

経
塚
と
瓦
経

仏
教
経
典
を
後
世
に
残
す
た
め
に
土
中
に
埋
納
し
た
場
所
を
「
経
塚
」
と
呼
び
、
経
塚

の
造
営
は
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
の
藤
原
道
長
の
吉
野
大
峯
山
へ
の
埋
納
例
が
も
っ
と

も
古
く
、
平
安
時
代
後
期
紀
の
藤
原
摂
関
期
か
ら
院
政
期
に
盛
ん
に
な
り
、
目
的
を
変
化

さ
せ
な
が
ら
近
世
ま
で
造
営
さ
れ
て
い
る
。
経
塚
は
、
釈
迦
入
滅
後
に
仏
法
の
教
え
が
失

わ
れ
る
末
法
思
想
を
背
景
に
、
未
来
の
仏
で
あ
る
彌み

勒ろ
く

如
来
が
五
十
六
億
七
千
万
年
後
に

こ
の
世
に
現
れ
、
衆
生
を
救
済
す
る
と
い
う
彌
勒
信
仰
の
も
と
、
彌
勒
下
生
の
際
に
地
中

か
ら
経
典
が
湧
き
出
る
よ
う
、
経
典
を
後
世
に
残
す
目
的
で
聖
な
る
山
へ
の
埋
納
が
行
わ

れ
た
と
さ
れ
る
。

「
瓦が

経き
ょ
う」

と
は
埋
納
さ
れ
る
経
典
の
一
種
で
あ
り
、
粘
土
の
板
に
経
典
を
刻
み
焼
き
上
げ

た
も
の
で
あ
る
。
埋
納
す
る
経
典
は
多
く
の
場
合
は
紙
の
巻
子
で
あ
り
、
金
属
や
陶
製
の

経
筒
に
入
れ
、
さ
ら
に
陶
製
や
石
製
の
外
容
器
に
入
れ
て
埋
納
を
行
う
。
地
上
部
は
盛
土

に
葺
石
や
石
塔
な
ど
の
標
識
を
置
く
場
合
が
あ
る
が
、
後
世
に
上
部
構
造
が
改
変
さ
れ
る

な
ど
、
当
初
か
ら
の
形
状
が
不
明
な
場
合
も
多
い
。
瓦
経
は
紙
本
経
に
比
べ
て
圧
倒
的
に

数
が
少
な
く
、
遺
跡
と
し
て
の
経
塚
が
日
本
国
内
で
二
〇
〇
〇
カ
所
以
上
確
認
さ
れ
て
い

る
な
か
で
、
出
土
地
が
明
確
で
は
な
い
も
の
も
含
め
瓦
経
は
約
五
〇
件
程
度
が
知
ら
れ
て

い
る
。（
注
1
）
そ
の
中
で
紀
年
銘
を
持
つ
瓦
経
は
八
例
あ
り
、
製
作
が
行
わ
れ
て
い
た
時

代
は
伯
耆
大
日
寺
瓦
経
の
延
久
三
年
（
一
〇
五
一
）
か
ら
伊
勢
小
町
塚
瓦
経
の
承
安
四
年

（
一
一
七
四
）、
ま
で
の
お
よ
そ
一
二
〇
年
間
が
主
流
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
天
徳
元
年
（
一

三
二
九
）
の
紀
年
銘
を
も
つ
瓦
経
が
二
点
知
ら
れ
る
。（
注
2
）
こ
れ
ら
は
塔
、
五
輪
塔
を

捺
印
し
た
も
の
で
あ
り
、
安
養
寺
の
毘
沙
門
堂
付
近
か
ら
同
様
の
瓦
片
も
発
見
さ
れ
て
い

る
が
、
年
代
は
不
明
で
あ
る
。（
注
3
）
そ
の
中
で
安
養
寺
第
三
瓦
経
は
應
徳
元
年
（
一
〇

八
六
）
の
紀
年
銘
を
も
っ
て
お
り
、
経
塚
全
体
に
お
い
て
も
、
瓦
経
だ
け
を
見
て
も
古
い

部
類
と
い
え
る
。

安
養
寺
経
塚
の
発
掘
調
査
の
概
要

瓦
経
の
出
土
し
た
安
養
寺
の
経
塚
群
は
、
岡
山
県
倉
敷
市
に
所
在
す
る
朝
原
山
安
養
寺

の
裏
山
か
ら
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
最
初
の
一
基
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

第
一
瓦
経
塚
と
し
て
い
る
。
第
一
経
塚
の
遺
物
は
瓦
経
百
九
十
六
点
、
塔
婆
型
が
八
点
、

土
製
宝
塔
一
基
が
あ
り
、
園
田
敬
男
氏
、
石
田
茂
作
氏
、
梅
原
末
治
氏
に
よ
り
発
見
後
の

調
査
が
な
さ
れ
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

（
注
4
）
現
在
は
安
養
寺
と
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

続
い
て
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
再
び
安
養
寺
裏
山
か
ら
焼
き
物
片
が
発
見
さ

れ
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
石
田
茂
作
氏
と
保
坂
三
郎
氏
の
両
氏
の
指
導
の
も
と
、
瓦
経

塚
の
学
術
的
な
発
掘
調
査
が
初
め
て
実
施
さ
れ
た
。
倉
敷
市
教
育
委
員
会
と
倉
敷
考
古
館

が
携
わ
っ
た
こ
の
発
掘
調
査
は
、
後
の
経
塚
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

続
い
て
石
囲
い
や
経
筒
と
思
わ
れ
る
陶
製
の
筒
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
を
第
二
経
塚
と
し

注
1　

 

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構　

奈
良
文
化
財
研
究
所
「
文
化
財
綜
覧w

eb GIS

」

注
2　

関
秀
夫 『
平
安
遺
文
』
一
九
八
一

注
3　

大
本
琢
寿　

｢

吉
備
考
古
八
十
八

－

九｣

一
九
五
四

注
4　

梅
原
末
治
『
安
養
寺
瓦
経
と
そ
の
他
の
遺
物
』
一
九
五
一
吉
備
考
古
八
十
一
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た
。
陶
製
経
筒
の
下
部
か
ら
金
銅
仏
が
出
土
し
て
い
る
。
経
筒
外
容
器
の
中
に
在
る
は
ず

の
経
筒
は
失
わ
れ
て
い
た
が
、
第
二
経
塚
は
紙
本
経
を
埋
納
し
た
経
塚
と
断
定
で
き
る
。

こ
の
後
、
第
一
経
塚
の
抜
き
取
り
跡
の
確
認
調
査
中
に
第
一
瓦
経
塚
か
ら
わ
ず
か
数
十
セ

ン
チ
の
場
所
か
ら
発
見
さ
れ
た
粘
土
の
塊
が
第
三
瓦
経
塚
で
あ
る
。

第
三
瓦
経
塚
の
粘
土
の
塊
と
な
っ
た
瓦
経
は
、
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
切
断
さ
れ
倉
敷
考

古
館
に
運
び
込
み
、
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
瓦
経
は
未
焼
成
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
軟
質
で

あ
り
、
癒
着
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
現
在
知
ら
れ
る
瓦
経
の
中
で
は
こ
の
よ
う
な
状
態
の

瓦
経
は
他
に
例
を
見
な
い
。
方
形
の
瓦
経
三
〇
二
枚
、
塔
婆
形
瓦
経
三
十
九
枚
、
円
形
板

状
瓦
製
品
十
一
枚
分
、
塔
型
瓦
製
品
一
基
分
、
ほ
か
不
明
品
数
十
点
が
出
土
し
て
い
る
。

当
時
、
粘
土
塊
の
中
か
ら
瓦
経
の
単
位
を
見
極
め
て
丁
寧
に
引
き
剥
が
し
表
面
を
判
読
し

て
い
く
、
こ
の
と
き
に
水
と
筆
で
表
面
を
何
度
も
清
拭
し
て
い
る
た
め
、
後
に
判
読
で
き

な
く
な
る
可
能
性
が
す
で
に
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
経
種
の
照
会
に
は
大
正
新
脩
大
藏
経
を

用
い
て
い
る
。
第
三
瓦
経
に
は
法
華
経
を
は
じ
め
、
仁
王
経
上
下
巻
、
薬
師
経
、
不
動
経
、

阿
弥
陀
経
、
寿
命
経
、
心
経
六
部
、
願
文
、
懺
法
（
行
法
）
な
ど
十
種
が
判
明
し
た
。
特

に
願
文
に
「
應
徳
三
年
」
の
記
年
銘
と
「
安
養
寺
」
の
寺
号
も
記
さ
れ
て
お
り
、
発
掘
に

よ
る
埋
納
状
況
に
加
え
て
年
代
の
特
定
も
さ
れ
た
経
塚
と
し
て
重
要
な
発
見
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
は
「
安
養
寺
瓦
経
の
研
究
」（
以
後
報
告
書
と
記
載
）
に
お
い
て
報
告
さ
れ
て
い

る
。（
注
5
）

遺
物
の
現
状
に
つ
い
て

瓦
経
は
瓦
と
い
う
名
称
で
は
あ
る
が
屋
根
材
と
し
て
の
瓦
を
転
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、

最
初
か
ら
経
典
を
刻
む
た
め
に
特
別
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
素
焼
き
の
焼
き
物
の

板
の
状
態
を
指
し
て
瓦
と
呼
ん
で
い
る
。
未
来
に
残
す
た
め
の
不
朽
性
の
あ
る
素
材
と
し

て
経
典
の
支
持
体
に
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
来
な
ら
第
一
瓦
経
同
様
に
第
三

瓦
経
も
焼
成
し
て
瓦
状
に
仕
上
が
っ
て
い
る
べ
き
物
な
の
で
あ
る
。
現
状
を
み
る
限
り
ほ

ぼ
粘
土
の
板
で
あ
る
。
木
箱
と
新
聞
包
み
か
ら
出
し
た
瓦
経
は
多
く
は
亀
裂
が
入
り
、
分

離
し
て
い
る
個
体
も
多
い
。
円
形
の
瓦
は
大
き
な
歪
み
と
亀
裂
が
見
ら
れ
た
が
、
も
と
も

と
破
損
の
多
い
埋
納
位
置
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
た
め
、
歪
み
は
一
次
整
理
時
か

ら
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態
の
遺
物
で
あ
っ
て
も
水
分
を
含
ま
せ
た
後
の
適
切

な
処
置
や
、
紙
と
木
箱
に
よ
る
保
存
環
境
の
保
持
に
よ
り
、
未
焼
成
の
粘
土
で
あ
っ
て
も

カ
ビ
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
未
焼
成
で
粘
土
状
で
あ
る
こ
と
が
最
も
深
刻
な
の
は
耐
久
性
が

き
わ
め
て
低
い
こ
と
で
あ
る
。
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
瓦
経
の
解
読
さ
れ
た
文
字
は
方
眼
紙

に
写
し
た
と
あ
り
、
報
告
書
に
各
経
典
の
翻
刻
が
一
部
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の

他
の
書
き
写
し
た
資
料
や
実
測
図
な
ど
が
考
古
館
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

経
種
判
定
は
既
に
為
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
翻
刻
を
含
め
、
遺
物
の
調
書

作
成
な
ど
再
整
理
が
必
要
で
あ
る
。

写
真
記
録
に
つ
い
て

安
養
寺
発
掘
調
査
に
関
わ
る
写
真
も
考
古
館
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
発
掘
調

査
に
携
わ
っ
た
当
時
の
考
古
館
主
事 

鎌
木
義
昌
氏
（
岡
山
理
科
大
学
教
授
）
の
ご
遺
族
が

平
成
三
年
に
ガ
ラ
ス
乾
板
を
岡
山
理
科
大
学
に
寄
贈
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
報
告
書
に
使

用
さ
れ
て
い
る
写
真
二
十
八
枚
分
が
ガ
ラ
ス
乾
板
に
残
さ
れ
て
い
た
。
フ
ィ
ル
ム
も
同
時

に
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
岡
山
理
科
大
学
生
に
て
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
出
土
し
た
瓦
経
約
三
百
五
十
五
枚
す
べ
て
の
写
真
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ガ
ラ
ス
乾

板
と
フ
ィ
ル
ム
の
調
査
は
ひ
き
つ
づ
き
継
続
さ
れ
て
い
る
。（
注
6
）

　整
理
の
手
順

昭
和
三
十
六
年
『
安
養
寺
瓦
経
の
研
究
』
刊
行
に
伴
い
整
理
・
調
査
さ
れ
た
瓦
経
の
う

ち
、
一
部
は
倉
敷
考
古
館
に
て
常
設
展
示
し
て
い
る
。
一
枚
ず
つ
紙
製
の
昆
虫
箱
に
入
れ

薄
葉
紙
を
緩
衝
材
と
し
て
お
り
、
ガ
ラ
ス
蓋
の
ま
ま
展
示
し
て
い
た
が
、
紙
箱
部
と
ガ
ラ

注
5　

鎌
木
義
昌
編　

一
九
五
八
『
安
養
寺
瓦
経
の
研
究｣

注
6　

 

岡
山
理
科
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程　

二
〇
二
四
『
備
讃
瀬
戸
地
域
の
先
史
・
古
代
遺
跡
を
写
し
た
ガ
ラ
ス
乾
板
』「
ひ
か
り
拓
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
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ス
の
ゆ
る
み
や
欠
損
な
ど
経
年
に
よ
る
不
具
合
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
現
在
は
蓋
を
取
っ

た
状
態
で
展
示
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
瓦
経
は
、
一
枚
単
位
で
新
聞
紙
に
包
み
、
木
製

リ
ン
ゴ
箱
十
二
箱
に
二
十
〜
三
十
枚
ず
つ
立
て
て
収
納
さ
れ
て
い
た
。
新
聞
紙
の
日
付
が

昭
和
三
十
五
年
、
六
年
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
以
後
開
梱
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

木
箱
の
釘
は
経
年
劣
化
に
よ
り
腐
食
し
、
底
板
や
横
板
が
外
れ
て
い
る
箱
も
あ
り
、
木
箱

の
外
圧
を
失
っ
た
遺
物
は
破
損
し
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
加
え
て
包
み
の
新
聞
紙
も
経

年
劣
化
の
た
め
散
壊
す
る
状
態
で
あ
り
、
内
部
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
出
土
位
置
と
経
種

の
記
さ
れ
た
遺
物
カ
ー
ド
が
分
離
す
る
な
ど
混
乱
が
見
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
は
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
、
就
実
大
学
と
倉
敷
考
古
館
に
よ
り
、
破

損
し
た
木
箱
か
ら
コ
ン
テ
ナ
に
仮
移
動
す
る
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
瓦
経
は
台
紙
と
和
紙

の
包
み
を
用
い
、
経
種
ご
と
に
分
類
し
、
遺
物
カ
ー
ド
を
同
封
し
た
。
記
録
の
た
め
開
封

の
際
に
斜
光
に
よ
る
写
真
撮
影
を
行
っ
て
い
る
が
文
字
は
判
読
不
明
で
あ
っ
た
。
同
様
の

整
理
作
業
を
引
き
続
き
行
う
が
、
コ
ン
テ
ナ
に
移
さ
れ
た
瓦
経
は
観
察
を
行
い
、
台
帳
を

作
成
す
る
。
木
箱
に
残
る
も
の
は
ひ
か
り
拓
本
の
撮
影
の
後
、
和
紙
で
包
み
直
し
て
、
遺

物
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
一
枚
ず
つ
小
型
の
ト
レ
ー
に
移
し
替
え
た
。

瓦
経
の
拓
本
に
つ
い
て

安
養
寺
第
三
瓦
経
の
判
読
を
困
難
に
し
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
未
焼
成
に
よ
る
破
損
で

あ
り
、
も
う
一
つ
の
理
由
が
、
も
と
も
と
文
字
の
刻
み
込
み
が
極
め
て
浅
い
こ
と
で
あ
る
。

第
一
瓦
経
塚
の
瓦
経
は
焼
成
さ
れ
て
お
り
、
文
字
も
は
っ
き
り
と
判
読
で
き
る
が
、
比
較

す
る
と
文
字
の
刻
み
込
み
が
浅
い
。
第
一
瓦
経
、
第
三
瓦
経
と
も
に
錐
の
よ
う
な
細
く
鋭

い
道
具
を
使
用
し
て
文
字
を
書
い
て
お
り
、
第
三
瓦
経
に
お
い
て
は
針
で
書
い
た
と
表
現

し
て
も
良
い
細
さ
で
あ
る
。
通
常
の
瓦
経
で
あ
れ
ば
写
真
の
ほ
か
拓
本
が
用
い
ら
れ
る
が
、

未
焼
成
の
状
態
と
も
い
え
る
軟
質
な
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
拓
本
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

針
書
き
の
よ
う
な
文
字
の
細
さ
、
浅
さ
か
ら
明
瞭
に
拓
影
が
得
ら
れ
る
と
も
限
ら
な
い
。

瓦
経
は
そ
の
発
見
が
江
戸
時
代
に
遡
る
こ
と
も
多
く
、
古
瓦
の
一
種
と
し
て
好
古
家
に

蒐
集
さ
れ
た
り
、
拓
本
が
と
ら
れ
る
な
ど
し
て
い
た
。
と
く
に
播
磨
極
楽
寺
瓦
経
に
お
い

て
は
、
姫
路
藩
主
酒
井
忠
之
が
、
発
見
さ
れ
た
約
五
百
枚
す
べ
て
を
拓
本
に
と
ら
せ
て
い

る
。
極
楽
寺
瓦
経
は
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
贈
答
さ
れ
た
り
、
明
治
維
新
後
に
散
逸
し
て

お
り
、
確
認
さ
れ
て
い
る
瓦
経
は
姫
路
城
の
堀
か
ら
発
見
さ
れ
た
五
十
一
点
と
、
個
人
所

有
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
現
物
が
失
わ
れ
て
い
て
も
瓦
経
の
全
容
を
知
る

こ
と
の
で
き
る
例
で
あ
り
、
拓
影
は
じ
め
記
録
の
重
要
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ひ
か
り
拓
本
に
つ
い
て

現
代
に
お
い
て
は
写
真
が
拓
本
に
変
わ
る
記
録
で
あ
る
が
、
安
養
寺
瓦
経
特
有
の
問
題

と
し
て
写
真
で
も
文
字
の
判
別
が
難
し
い
点
が
あ
る
。
今
後
も
劣
化
の
進
行
が
想
定
さ
れ

る
第
三
瓦
経
の
記
録
と
し
て
は
、
複
数
の
記
録
法
が
必
要
と
考
え
、
ひ
か
り
拓
本
を
試
み

る
こ
と
と
し
た
。

写真1：安養寺第一経塚 瓦経 法華経
倉敷市教育委員会提供
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ひ
か
り
拓
本
は
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構　

奈
良
文
化
財
研
究
所
が
二
〇
二
二

年
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
開
発
を
行
い
、
二
〇
二
三
年
に
一
般
運
用
が

開
始
さ
れ
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
本
来
の
拓
本
と
は
、
水
を
用
い
て
紙
を
石
造

物
な
ど
の
対
象
物
に
貼
り
、
そ
の
上
か
ら
墨
を
乗
せ
て
文
字
や
文
様
を
写
し
取
る
伝
統
的

な
手
法
の
こ
と
で
あ
る
。
対
し
て
ひ
か
り
拓
本
は
、
対
象
物
に
様
々
な
角
度
で
光
を
照
射
・

撮
影
し
、
複
数
方
向
か
ら
で
き
た
影
か
ら
画
像
を
合
成
す
る
技
術
で
あ
る
。（
国
立
文
化
財

機
構　

奈
良
文
化
財
研
究
所
）。
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
一
般
的
な
機
材
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
懐
中
電
灯
の
光
源
で

撮
影
可
能
で
あ
る
。
石
碑
の
研
究
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
金
石
文
や
瓦
な
ど
に
も

応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
対
象
物
に
直
接
接
触
し
な
い
た
め
、
劣
化
の
進
ん
だ
第
三
瓦

経
に
は
有
効
な
手
段
と
考
え
た
。

写
真
2
：
安
養
寺
第
三
瓦
経
の
中
で
最
も
状
態
の
良
い
グ
ル
ー
プ
の
も
の
で
、
経
種
は

般
若
心
経
で
あ
る
。
他
の
瓦
経
と
比
較
す
る
と
や
や
黄
色
み
を
帯
び
て
お
り
、
幾
分
火
を

受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
軟
質
で
あ
る
。
洗
浄
や
剥
離
作
業
時
の
水
分
に
よ
る
縮
み
、

ひ
び
割
れ
は
他
の
個
体
に
比
べ
る
と
少
な
い
が
、
や
は
り
文
字
の
あ
る
面
は
摩
滅
し
て
判

読
不
明
で
あ
る
。

写
真
3
：
は
写
真
2
の
ひ
か
り
拓
本
に
よ
る
画
像
で
あ
る
。
罫
線
が
よ
り
明
瞭
に
確
認

で
き
る
。
ま
っ
す
ぐ
な
定
規
や
刃
物
を
押
し
当
て
た
よ
う
な
線
で
あ
り
、
引
き
搔
い
た
粘

写真2：安養寺第三経塚瓦経 心経
筆者撮影

写真3：安養寺第三経塚 瓦経 心経［ひかり拓本］
筆者撮影
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土
の
塊
は
確
認
で
き
な
い
、
文
字
が
在
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
摩
滅
の
た
め
現
在
判

読
は
難
し
い
状
態
で
あ
る
。
上
下
の
界
線
と
縦
方
向
の
罫
線
が
十
一
本
あ
り
、
線
の
間
に

文
字
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
、
報
告
書
に
よ
れ
ば
心
経
で
あ
り
、
裏
表
両
面

で
完
結
す
る
文
字
数
に
な
る
。
裏
面
は
安
全
確
保
で
き
る
状
態
を
確
保
で
き
て
か
ら
撮
影

す
る
こ
と
に
し
、
今
回
は
見
送
っ
た
。
目
視
や
写
真
よ
り
も
表
面
の
砂
粒
が
確
認
で
き
、

精
緻
な
胎
土
で
は
あ
る
が
水
漉
し
粘
土
の
み
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

写
真
4
：
仁
王
経　
　

通
常
の
写
真
で
も
文
字
が
判
読
で
き
る
個
体
で
あ
る
。

写
真
5
、
6
：
仁
王
経
（
ひ
か
り
拓
本
）　　

通
常
撮
影
で
も
十
分
に
文
字
が
明
確
で
あ

る
た
め
ひ
か
り
拓
本
に
も
文
字
が
確
認
で
き
る
が
、
ひ
か
り
拓
本
で
は
肉
眼
で
は
確
認
で

写真4：安養寺第三経塚 瓦経 仁王経
筆者撮影

写真5：安養寺第三経塚 仁王経［ひかり拓本］
筆者撮影

写真6：5の拡大 布目か［ひかり拓本］
筆者撮影

➡
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き
な
い
ス
ノ
コ
痕
の
よ
う
な
横
方
向
の
単
位
と
、
布
目
も
確
認
で
き
る
。

写
真
7
：
円
形
瓦　
　

安
養
寺
第
三
瓦
経
に
は
十
一
枚
の
円
形
の
瓦
が
み
ら
れ
、
六
点

に
つ
い
て
は
仏
像
な
ど
が
描
か
れ
た
絵
瓦
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ひ
ず
み
が
非
常
に

大
き
く
、
崩
壊
の
度
合
い
が
最
も
激
し
い
。
石
膏
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
発
掘
当

初
か
ら
状
態
が
よ
く
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
包
み
の
メ
モ
に
は
「
丸
１０
（
4
）」

と
あ
っ
た
が
、
報
告
書
図
面
の
１０.
の
ほ
か
、
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
形
状
が
一
致
し

な
い
。

写
真
8
：
円
形
瓦
（
ひ
か
り
拓
本
）　　

通
常
光
で
も
曲
線
が
多
く
見
え
て
い
た
た
め
図

像
が
あ
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
個
体
に
は
直
線
が
い
く
つ
も
確
認
で
き
る
。
仏

像
を
描
い
た
針
描
よ
り
若
干
太
い
線
で
あ
る
た
め
整
理
時
に
つ
い
た
傷
の
可
能
性
は
無
視

で
き
な
い
が
、
直
線
を
描
い
た
絵
瓦
と
し
て
形
状
は
方
形
で
あ
る
が
伊
勢
山
田
旦
過
経
瓦

に
曼
荼
羅
の
例
が
あ
る
た
め
、
円
形
瓦
の
直
線
が
図
像
に
関
係
な
い
と
は
言
い
が
た
い
。

お
わ
り
に

安
養
寺
瓦
経
の
再
整
理
、
ひ
か
り
拓
本
に
よ
る
記
録
は
着
手
し
た
ば
か
り
で
途
中
経
過

で
あ
る
。
確
実
に
今
後
も
劣
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
瓦
経
に
対
し
て
、
通

常
行
わ
れ
る
実
測
は
資
料
の
状
況
を
見
る
と
難
し
い
。
瓦
経
が
基
本
的
に
規
格
品
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
計
測
さ
れ
て
い
る
数
値
は
報
告
さ
れ
て
い
る
た
め
新
た
に
実
測
は
行
わ
な
い
。

よ
り
多
く
の
情
報
を
残
す
手
段
と
し
て
は
写
真
と
ひ
か
り
拓
本
が
適
切
で
あ
る
。
今
回
の

ひ
か
り
拓
本
撮
影
で
は
、
曲
線
よ
り
直
線
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
報
告
書
に

お
い
て
は
円
形
瓦
経
の
曲
線
に
つ
い
て
の
み
触
れ
、
図
像
の
意
味
づ
け
を
見
送
っ
て
い
る

た
め
今
後
円
形
瓦
の
図
像
復
元
を
重
点
的
に
行
う
。
図
像
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
、
安

養
寺
第
三
瓦
経
塚
の
持
つ
性
格
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
五
十
六
億
七
千
万
年
を
待

た
ず
し
て
偶
然
発
見
さ
れ
、
経
塚
か
ら
地
上
に
姿
を
現
し
た
瓦
経
、
目
的
は
変
わ
れ
ど
も
、

こ
れ
ら
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
重
要
な
役
目
で
あ
る
。
ひ
か
り
拓

本
を
は
じ
め
、
新
し
い
技
術
で
記
録
を
残
す
こ
と
が
今
後
の
瓦
経
研
究
の
発
展
に
つ
な
が

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

写真7：円形瓦 10（4）
筆者撮影

写真8：円形瓦 10（4）［ひかり拓本］
筆者撮影
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資料紹介

大原孫三郎宛児島虎次郎書簡について
On the Letters from Kojima Torajiro to Ohara Magosaburo

水島博（公益財団法人有隣会研究員）
MIZUSHIMA Hiroshi (Researcher, Yurinkai Foundation)

柳沢秀行（公益財団法人大原芸術財団シニアアドバイザー）
YANAGISAWA Hideyuki (Senior Advisor, Ohara Art Foundation)

要旨

児島虎次郎（1881–1929）が、東京美術学校入学当初から生涯にわたって経済的支援を受けていた
大原孫三郎（1880–1943）へと、同校在校時に宛てた書簡40通を紹介する。
これらの書簡は、岡山県倉敷市の大原家本邸に残されたもので、同邸を「語らい座　大原本邸」とし
て運営する公益財団法人有隣会の水島博研究員の調査により現存が確認された。
その内容は、児島虎次郎の足跡を明らかにするのみならず、日本近代美術史研究にとっても貴重な資
料と考え、水島による全文の翻刻を掲載すると共に、公益財団法人大原芸術財団の柳沢秀行による各
書簡の意義と全体への解説を付して紹介する。
主なポイントとしては、児島虎次郎が東京府勧業博覧会美術展へ入選を果たした《なさけの庭》、《里

の水車》の制作過程と、その後、渡欧するまでの児島の動向が把握できることが挙げられる。特に、この
展覧会での成功を契機として5年間の滞欧が実現したと考えられてきたが、その渡欧についてはすでに
児島が強く望んでいたことが明らかとなった。
また、東京美術学校における指導者であり、東京府勧業博覧会美術展審査員でもあった黒田清輝
が、どのような形で、それらの作品制作と同展への出品に関わっていたことも伝える内容であり、このことは、
同展へ《わだつみのいろこの宮》（アーティゾン美術館）を出品しながら、三等末席という低評価を受けた
青木繁との対比を考えるためのきっかけともなるだろう。

	

Kojima Torajiro (1881–1929) received financial support from Ohara Magosaburo (1880–1943) from when he 
entered Tokyo Bijutsu Gakko (Tokyo Fine Arts School) throughout his lifetime. Introduced here are forty letters 
which Kojima wrote to Ohara while he was a student at the art school.

These letters remained at the Oharas’ principal residence in Kurashiki-shi, Okayama, and their existence was 
confirmed through a survey undertaken by Mizushima Hiroshi, a researcher at Yurinkai Foundation, which runs 
the former residence as OHARA HOUSE KATALYZER.

The contents of these letters not only reveal the course Kojima Torajiro followed but are considered as precious 
documents for research on modern Japanese art history. Besides a reprint of the entire contents of Kojima’s letters 
transcribed by Mizushima, Yanagisawa Hideyuki of Ohara Art Foundation explains the significance of each letter 
and provides commentaries on the overall content.

The main points that can be grasped through these letters are the process of the production of Kojima Torajiro’s 
Garden of Sympathy and Watermill in the Village, which were accepted for the art exhibition at Tokyo Industrial 
Exposition, and his activities until he went to Europe. It has hitherto been assumed that Kojima’s five-year-long 
stay in Europe was realized as a result of his success at the Industrial Exposition. However, these letters reveal that 
Kojima had already harbored a fervent desire to go to Europe before that.

There are also descriptions of how Kuroda Seiki, who was Kojima’s teacher at Tokyo Fine Arts School and also 
a judge for the art exhibition at Tokyo Industrial Exposition, was involved in the production of those works and 
the submission of them to the Exposition. This could also lead to a comparison with Aoki Shigeru, whose 
Paradise under the Sea (Artizon Museum) was submitted to the same exhibition but received low marks, the 
lowest third prize.
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大
原
孫
三
郎
宛
児
島
虎
次
郎
書
簡
の
翻
刻
は
、
水
島
博
が
行
っ
た
。
水
島
に
よ
る
【
凡
例
】
も
参
照
の
こ
と
。

柳
沢
秀
行
は
、
各
書
簡
に
、
※
以
下
に
字
体
を
変
え
て
、
内
容
と
注
意
点
を
示
し
た
う
え
、
解
説
を
執
筆
し
た
。

【
凡
例
】

一
、�

史
料
の
体
裁
は
で
き
る
だ
け
原
本
に
従
っ
た
が
、
改
行
は
い
ち
い
ち
指
摘
し
て
い
な
い
。

一
、�

異
体
字
・
俗
字
な
ど
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
除
き
、
常
用
漢
字
・
正
字
へ
改
め
た
。

一
、�

繰
り
返
し
記
号
は
、「
々
」（
漢
字
）・「
ゝ
」（
ひ
ら
が
な
）・「
ヽ
」（
カ
タ
カ
ナ
）
で
表
記
し
、
二
文
字
以
上

の
繰
り
返
し
は
、「
〳
〵
」
で
示
し
た
。

一
、�

史
料
の
判
読
を
考
慮
し
、
適
宜
、「
、
」（
読
み
点
）・「
・
」（
並
列
点
）
を
挿
入
し
た
。

一
、�

誤
字
や
脱
字
・
衍
字
に
つ
い
て
は
、
該
当
箇
所
に
「（
　
　
カ
）」・「（
　
　
脱
カ
）」・「（
衍
カ
）」
と
記
し
た
。

ま
た
、
意
味
不
明
な
箇
所
に
は
「（
マ
マ
）」
を
付
け
た
。
但
し
、
助
詞
や
濁
音
な
ど
の
軽
微
な
誤
り
や
多
数

の
誤
記
が
連
続
す
る
な
ど
、
煩
瑣
に
過
ぎ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
訂
正
を
省
略
し
た
場
合
が
あ
る
。

一
、�

本
文
の
訂
正
抹
消
は
、
二
重
取
り
消
し
線
で
示
し
、
訂
正
文
字
を
右
行
間
に
記
し
た
。
抹
消
な
ど
で
文
字
が

判
読
で
き
な
い
場
合
は
、
■
で
示
し
た
。
ま
た
、
行
間
等
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
文
字
は
可
能
な
限
り
行
間
に

記
し
、
必
要
に
応
じ
て
「
　
」
で
括
り
右
肩
に
（
後
筆
）・（
挿
入
）
な
ど
と
示
し
た
。

一
、
判
読
に
疑
念
の
残
る
文
字
に
つ
い
て
は
、
右
行
間
に
（
カ
）
と
記
し
た
。

一
、�
封
筒
の
表
・
裏
書
に
つ
い
て
は
、
改
行
を
「
／
」
で
示
し
た
。
な
お
、
書
簡
の
日
付
と
、
封
筒
の
消
印
に
時

間
差
が
大
き
い
書
簡
に
つ
い
て
は
、
柳
沢
解
説
内
で
そ
の
旨
を
注
記
す
る
。

一
、�

書
簡
の
年
月
日
に
つ
い
て
は
、
本
文
・
封
筒
裏
書
・
消
印
等
か
ら
特
定
を
行
っ
て
い
る
が
、
疑
問
の
残
る
年

月
日
は
、（
　
）
で
示
し
て
い
る
。

一
、�

各
書
簡
は
、
冒
頭
に
通
し
番
号
を
付
し
、
以
下
、「
F
」
で
始
ま
る
大
原
家
史
料
番
号
と
、
書
簡
の
日
付
を
記

し
た
。
な
お
今
回
記
し
て
い
る
「
F
」
で
始
ま
る
史
料
番
号
は
、
飽
く
迄
も
仮
番
号
で
あ
り
、
今
後
大
原
家

文
書
整
理
が
進
ん
だ
場
合
、
番
号
が
変
更
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
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（
1
）大
原
家
文
書
F-

1
9
9
　
明
治
三
六
年
六
月
三
十
日

「（
封
筒
上
書
）

都
窪
郡
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
侍
史
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

川
上
郡
成
羽
町
／
六
月
卅
日　

児
島
虎
次
郎
」

謹
啓
、

御
高
堂
愈
々
御
多
祥
之
段
奉
賀
候
、

昨
日
、
東
京
な
る
保
証
人
よ
り
、
本
学
年
試
業
成
績
平
均
点
壱
百
点
、
進
級
内
規
に
依
り
、

撰
科
三
年
級
へ
編
入
之
旨
通
知
有
之
候
間
、
不
取
敢
御
報
知
申
上
候
、
先
ハ
当
用
迄
如
斯

に
御
座
候
、
頓
首

　

六
月
卅
日 

児
島
虎
次
郎　
　

大
原
孫
三
郎
様　

台
下

※
「
東
京
な
る
保
証
人
」
は
、
大
原
家
の
奨
学
金
を
提
供
す
る
会
へ
児
島
を
推
薦
し

た
桜
井
熊
太
郎
の
こ
と
。
児
島
の
故
郷
に
近
い
高
梁
出
身
の
弁
護
士
。

　

東
京
美
術
学
校
で
の
、
一
度
目
の
飛
び
級
（
在
学
二
年
目
な
が
ら
三
年
次
に
進
級
）

を
伝
え
る
。

（
2
）大
原
家
文
書
F-

3
0
8
　
明
治（
三
七
）年
九
月
十
四
日

「（
封
筒
上
書
）

播
磨
国
明
石
町
／
相
生
町
中
崎
交
中
館
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
府
南
葛
飾
郡
／
隅
田
村
三
在
百
十
一
長
尾
方
／
九
月
十
四
日　

児
島
虎
次
郎
」

先
日
は
立
寄
り
御
役
介
様
に
相
成
り
候
段
、
深
く
奉
謝
候
、

其
節
御
話
し
被
下
候
儀
、
早
速
其
場
に
て
御
相
談
致
度
存
候
へ
共
、
一
応
考
へ
て
の
上
と

今
日
迄
差
控
へ
、
不
明
了
な
か
ら
手
紙
に
て
申
述
べ
く
候
、
桜
井
氏
は
訪
問
致
し
候
へ
共
、

不
在
な
る
ま
ゝ
別
に
相
談
す
る
必
要
無
之
事
と
存
候
、
余
は
世
界
の
上
に
美
術
国
と
自
惚

す
る
此
日
本
が
、
世
界
芸
術
の
上
に
於
て
何
れ
程
の
実
力
か
あ
る
か
を
思
ひ
考
へ
れ
は
考

へ
る
程
、
実
に
寒
心
の
至
り
に
不
堪
す
（
衍
カ
）候

、
活
き
ん
と
し
て
務
め
候
、
務
め
ん
と
し
て
活

き
ん
と
す
る
理
想
の
下
に
芸
術
の
た
め
に
尽
さ
ん
と
す
る
余
は
、
此
の
幼
な
き
我
芸
園
に

我
一
生
を
終
る
を
恨
む
も
の
に
候
、
世
界
の
上
に
尚
光
あ
る
芸
園
の
存
す
る
を
知
れ
は
な

ら
ん
か
、
余
は
一
度
身
を
芸術界
に
献
し
て
よ
り
神
に
趣
知
ざ
る

は
真
の
誠
の
芸
術
家
た
ら
ん
と
欲
す
る
も

の
に
候
、
神
の
与
へ
ら
れ
た
る
天
職
を
誠
実
に
務
め
ん
と
す
る
も
の
に
候
、
金
を
以
て
本

位
と
さ
れ
た
る
此
の
世
に
芸
術
家
な
る
も
の
は
、
財
あ
る
外
向
上
す
る
の
道
な
き
を
如
何

せ
ん
、
即
ち
研
究
と
は
早
く
云
へ
は
財
を
費
す
の
云
な
り
と
す
れ
は
、
資
な
く
て
はとて
も充

分

思
ふ
ま
ゝ
の
研
究
出
来
ぬ
は
当
然
の
事
な
ら
ん
か
、
余
は
足
下
が
先
日
余
に
話
れ
し
言
を

以
て
、
余
は
大
に
我
神
に
感
謝
す
る
所
に
候
、
芸
術
の
発
達
は
全
く其社
界
保
護
如
何
に
よ

る
の
み
と
は
、
明
に
世
に
歴
史
の
示
す
所
に
候
、
世
に
保
護
者
あ
り
て
こ
そ
、
芸
術
家
な

る
も
の
家
を
忘
れ
、
欲
を
去
り
、
身
を
尽
し
て
斯
道
の
発
達
を
計
る
も
の
と
存
候
、
仏
は

何
か
故
に
美
術
の
旺
盛
を
極
め
し
や
、
全
く
是
に
外
な
ら
さ
る
事
に
候
、
余
は
此
の
仏
に

於
け
る
ル
イ
十
四
世
を
、
此
の我小
な
る
国
の
中
に
神
の
我
等
に
授
け
ら
れ
た
る
事
を
、
神

に
謝
ざ
る
べ
か
ら
さ
る
所
に
候
、
余
を
し
て
資
を
忘
れ
て
専
心
斯
道
の
研
究
に
務
め
さ
せ

ん
と
尽
さ
る
ゝ
足
下
の
高
意
に
対
し
、
謝
す
る
に
辞
な
き
所
に
候
、
余
は
此
の
光
栄
あ
る

生
涯
に
相
遇
し
、
何
を
以
て
此
に
報
ゐ
ん
、
只
後
日
の
大
成
を
期
し
撓
す
屈
せ
す
芸
術
界



（14）14

に
尽
さ
ん
と
す
る
決
心
に
候
、

足
下
の
御
意
見
少
し
の
服
せ
ざ
る
所
無
之
、
嘸
国
に
在
る
老
た
る
家
人
共
の
嬉
し
く
涙
と

共
に
悦
ふ
事
と
存
候
、
余
ハ
足
下
の
恵
ま
れ
た
る
学
資
に
よ
り
、
日
々
研
究
し
た
る
成
績

品
は
、
足
下
の
笑
留
に
供
す
べ
く
候
、
さ
れ
ど
見
る
べ
き
も
の
は
、
と
て
も
今
の
中
出
来

ぬ
事
と
御
断承
知念

致
さ
れ
度
候
、
出
来
る
丈
け
骨
折
り
た
る
も
の
数
少
な
く
共
差
送
り
可
申

候
、
学
資
の
方
は
如
何
な
り
と
も
足
下
の
御
考
へ
に
ま
か
せ
可
申
候
、

尚
、
渡
航
等
の
事
は
何
れ
拝
眉
の
節
に
譲
る
べ
く
、
今
の
中
一
弐
年
間
は
学
校
に
学
ふ
べ

く
候
、

今
度
か
ら
の
小
生
の
研
究
の
仕
方
に
就
て
の
考
へ
は
、
午
前
は
学
校
に
通
ひ
、
午
後
は
教

師
の
内
へ
通
ひ
、
又
は
モ
デ
ル
を
雇
ふ
て
教
師
の
画
師室
で
勉
強
す
る
か
、
又
郊
外
に
学
ふ

考
へ
に
候
、
学
資
も
か
く
す
れ
は
今
迄
よ
り
自
然
嵩
む
事
と
閉
口
致
居
り
た
る
次
第
に
候
、

実
に
御
は
づ
か
し
き
次
第
に
候
、

先
ハ
勝
手
な
る
事
の
み
御
依
頼
仕
り
申
訳
な
き
事
に
御
座
候
、
何
卒
不
悪
御
取
計
被
下
度
、

伏
し
て
貴
報
待
入
候
、
頓
首

　

九
月
十
四
日 
虎
次
郎　
　

大
原
先
生　

台
下

福
田
君
は
元
よ
り
一
層
病
気
快
復
し
て
健
康
の
姿
に
候
、

九
月
の
白
馬
会
展
覧
会
へ
先
日
小
女
の
習
作
画
、
人
の
勧
む
る
ま
ゝ
出
品
す
る
や
も
知
れ

ず
候
、
其
後
に
て
宜
敷
候
ヘ
バ
差
送
り
可
申
候
、

※
「
桜
井
氏
」
は
前
出
の
桜
井
熊
太
郎
こ
と
。
福
田
君
は
不
明
。

　

芸
術
の
重
要
性
と
自
身
の
覚
悟
を
語
る
が
、「
学
資
も
か
く
す
れ
ば
今
迄
よ
り
自
然

嵩
む
事
」
と
さ
ら
な
る
支
援
の
要
請
を
願
う
様
子
で
あ
る
が
、
文
面
か
ら
は
、
児
島

の
制
作
品
の
大
原
へ
の
提
供
に
つ
い
て
も
直
接
に
話
が
成
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。

　

ま
た
「
渡
航
等
の
事
は
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
す
で
に
虎
次
郎
の
渡
欧
に
つ
い

て
の
相
談
も
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
3
）大
原
家
文
書
F-

2
2
3
　
明
治
三
八
年
一
月
二
六
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
／
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
御
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
千
駄
木
／
林
町
二
二
四
中
川
方
／
一
月
廿
六
日　

児
島
虎
次
郎
」

春
未
た
寒
さ
烈
し
き
頃
に
ハ
候
へ
共
、
御
変
り
も
な
く
御
健
祥
の
事
と
奉
大
賀
候
、

今
朝
、
小
包
に
て
油
絵
風
景
画
弐
枚
差
送
り
候
間
、
御
落
手
被
下
度
候
、
御
高
覧
之
上
、

何
と
か
御
批
評
之
程
願
上
置
候
、

大
き
方
ハ
綾
瀬
の
記
念
、
余
か
庭
前
之
秋
景
色
に
候
、
緑
な
る
は
丸
葉
の
河
端
柳
、
紅
な

る
ハ
雁
来
紅
、
コ
ス
モ
ス
も
あ
れ
バ野菊
も
あ
り
、
調
た
る
花
た
で
も
あ
り
、
遠
き
ハ
稲
田

の
色
つ
き
た
る
積
り
に
候
、

去
年
の
暮
、
仕
方
な
し
に
綾
瀬
を
去
る
の
時
、
描
残
し
て
か
つ
て
あ
り
し
む
か
し
を
忍
ば

ん
も
の
と
止
置
き
候
、

小
な
る
ハ
同
じ
く
綾
瀬
之
秋
月
の
夜
に
御
座
候
、
枠
へ
張
れ
バ
嵩
み
て
郵
送
不
便
な
る
ま
ゝ

出
は
づ
し
置
き
候
間
、
御
落
手
の
上
ハ
、
枠
へ
御
張
り
被
下
度
願
上
候
、
枠
の
見
本
、
先

日
差
送
り
し
分
に
て
、
分
明
之
事
と
奉
存
候
、
競
技
も
前
週
に
て
相
済
み
申
候
、



（15）15

此
頃
、
午
後
藤
島
先
生
の
所
に
て
勉
強
致
居
り
候
、
小
石
川
の

植
物
園
か
新
宿
の
植
物
御
苑
か
の美し
き温

室
内
之
草
花
を
写
生
致
度
、
黒
田
先
生
に
許
可
の
手
続
願
置
き
候
、
許
可
さ
れ
た
る
上
ハ
、

少
し
費
用
と
時
間
を
費
し
て
、
大
き
な
物
に
描
き
度
考
へ
に
御
座
候
、

博
物
館
へ
陳
列
の
欧
州
名
家
の
油
絵
之
模
写
の
志
望
も
黒
田
先
生
に
願
置
候
、
右
之
許
可

を
希
望
致
居
り
候
、
真
面
目
な
る
御
陰
で
、
先
生
之
信
用
を
得
、
勉
強
上
・
研
究
上
に
便

利
を
得
る
事
を
幸
福
と
存
居
り
候
、
是
も
全
く
閣
下
之
愛
情
よ
り
出
づ
る
事
と
感
謝
之
涙

に
た
へ
ず
候
、

何
れ
今
夏
休
暇
帰
省
之
節
、
委
し
く
ハ
御
話
致
す
べ
き
考
に
候
へ
共
、
前
途
遠
大
な
る
余

か
希
望
否
天
職
に
就
而
色
々
と
此
頃
考
へ
計
り
居
り
候
、
仏
国
留
学
ハ
余
が
第
一
に
必
要

と
す
る
所
に
御
座
候
、
如
何
に
し
て
も
近
き
間
に
彼
地
に渡航
し
て
、
充
分
の
研
究
を
積
ま

ざ
る
べ
か
ら
さ
る
事
に
候
、
先
日
、
昨巴
里
よ
り

年
帰
朝
さ
れ
た
る
先
輩
に
就
て
、
彼
地
の
模
様
承

り
候
処
、
こ
ゝ
に
閣
下
の
大
な
る
同
情
を
得
バ
、
我
目
的
も
達
し
得
ら
る
べ
く
と
信
じ
申

候
、
如
何
な
る
事
情
あ
ら
む
と
も
、
是
非
共
閣
下
の
御
尽
力
に
よ
り
て
、
此
の
計
企
実
行

致
度
、
嘆
願
し
て
止
ま
さ
る
次
第
に
御
座
候
、
余
ハ
只
神
の
誠
の
心
に
よ
り
、
限8

な
き

8

8

生8

命8

を8

以8

て8

、
限8

な
き

8

8

天
職

8

8

に8

従8

ハ
ん

8

8

と
す
る
外
、
無
一
物
に
御
座
候
、
余
ハ
閣
下
の
あ
た
ゝ

か
き
同
情
に
よ
り
て
、
此
の
高
き
計
企
之
実
行
さ
れ
む
事
を
信
じ
居
り
候
、
其
の
委
し
き

事
共
ハ
、
拝
顔
の
上
御
話
し
可
致
候
、
何
卒
誠
あ
る
馬
鹿
物
と
御
愛
し
被
下
度
願
上
候
、

其
れ
か
ら
、
此
の
冬
の
休
に
ハ
、
都
合
悪
し
く
て
志
を
得
ず
候
へ
共
、
何
時
で
も

休
暇
を
利
用
し
て

旅
行
写
生
を
志
望
致
居
り
候
、
此
の
夏
ど
も
ハ
、
支
那
の
風
景
・
風
俗
を
画
布
に
上
せ
ん

か
と
野
心
を
懐
き
居
り
候
、
日
本
内
地
之
面
白
き
所
に
て
も
可
な
ら
む
、
又
離
れ
の
小
島

等
の
生
活
も
面
白
き
事
と
存
居
り
候
、

其
れ
か
ら
、
甚
だ
我
ま
ゝ
千
万
に
ハ
候
へ
共
、
小
生
の差送
り
候
絵
、
反
古
ハ
取
ま
と
め
て

保
存
致
置
被
下
度
、
余
が
描
き
た
る
も
の
に
ハ
、
如
何
な
も
の
を
撰
ず
、
全
く
余
が
暖
き

愛
を
こ
め
た
る
製
作
物
に
候
、
自
然
は
余
が
妻
に
し
て
、
製
作
物
ハ
皆
余
が
慈
愛
の
幼
児

共
に
候
、

余
が
愛
児
ハ
誠
の
情
あ
る
人
に
捧
る
の
外
、
決
し
て
奴
隷
之
其
れ
の
如
き
金
銭
之
交
換
物

と
は
な
さ
ぬ
考
へ
に
御
座
候
、

勝
手
ケ
間
敷
候
へ
共
、
本
月
分
之
研
究
費
と
し
て
、
前
月
之
通
り
御
貸
与
願
上
度
、
其
積

り
に
て
研
究
致
居
り
候
た
め
、
大
に
差
支
を
来
し
候
間
、
御
高
察
之
上
、
御
承
諾
被
下
度

願
上
候
、
来
月
も
差
送
り
可
申
候
間
、
例
月
の
如
く
御
送
り
被
下
度
御
依
頼
申
上
候
、

何
時
も
何
た
が
訳
の
わ
か
ら
ぬ
事
の
み
申
上
失
敬
の
段
、
御
高
免
被
下
度
候
、
是
で
も
極真面

目
な
る
考
へ
に
候
、
右
御
返
報
待
居
り
候
、

　

一
月
廿
六
日 

虎
次
郎　
　

大
原
先
生　

台
下

※
冒
頭
に
、
二
点
の
風
景
画
の
記
述
が
あ
り
、
東
京
美
術
学
校
在
学
中
か
ら
、
大
原

孫
三
郎
へ
研
鑽
の
証
と
し
て
作
品
を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

博
物
館
で
の
西
洋
画
家
の
作
品
を
模
写
す
る
願
い
に
関
わ
り
「
真
面
目
な
る
御
陰

で
、
先
生
之
信
用
を
得
、
勉
強
上
・
研
究
上
に
便
利
を
得
る
事
を
幸
福
と
存
居
り
候
」

と
あ
る
の
は
、
黒
田
と
の
関
係
を
、
児
島
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
が
う
か

が
え
る
。

　

ま
た
「
室
内
の
草
花
」
の
写
生
に
基
づ
く
制
作
を
検
討
す
る
こ
と
を
伝
え
、
黒
田

清
輝
か
ら
「
許
可
さ
れ
た
る
上
ハ
、
少
し
費
用
と
時
間
を
費
し
て
、
大
き
な
物
に
描

き
度
」
の
一
文
は
、
そ
の
場
合
の
費
用
負
担
を
願
い
出
る
伏
線
か
と
考
え
ら
れ
る
。

大
原
孫
三
郎
か
ら
児
島
虎
次
郎
へ
の
支
援
は
、
定
額
継
続
の
み
な
ら
ず
、
発
生
ベ
ー

ス
で
の
追
加
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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な
に
よ
り
注
目
す
べ
き
は
、
児
島
よ
り
、
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
希
望
を
伝
え

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
4
）大
原
家
文
書
F-

3
1
1
　
明
治（
三
八
）年
一
月
二
八
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
林
町
／
二
二
四
中
川
方
／
三
月
廿
八
日　

児
島
虎
次
郎
」

「（
後
筆
）

一
度
読
返
し
候
処
、
文
意
不
明
、
筆
乱
誠
に
失
敬
之
段
不
悪
御
推
演
之
程
願
上
候
、

　
　
　

三
月
廿
八
日 

虎
次
郎
拝　
　

　

大
原
先
生
台
下

　

 

追
啓
、
御
送
り
可
申
絵
画
少
し
延
引
致
す
か
も
知
れ
不
申
候
間
、
其
辺
不
悪
御
承
了
被

下
度
候
」

先
日
来
競
技
引
続
き
居
り
候
ま
ゝ
、
不
本
意
な
が
ら
御
無
沙
汰
致
候
段
、
不
悪
御
海
容
被

下
度
候
、

競
技
も
や
つ
と
昨
日
終
了
仕
候
、
就
而
ハ
今
度
学
校
よ
り
学
術
研
究
之
為
め
京
都
地
方
へ

出
張
を
命
せ
ら
れ
、
昨
日
命
令
書
と
旅
費
を
受
取
申
候
、
今
度
の
競
技
と
此
の
旅
行
と
に

関
し
、
小
生
が
非
常
に
嬉
し
き
感
を
得
た
る
事
、
我
が
理
想
の
実
現
せ
ら
れ
た
る
事
に
付

き
、
少
し
御
話
し
申
上
べ
く
候
、

斯
様
な
る
話
し
は
或
は
閣
下
に
御
不
快
の
感
を
与
ふ
べ
く
も
計
ら
れ
ず
候
へ
共
、
小
生
は

決
し
て
自
慢
な
ど
の
意
味
に
て
語
る
も
の
に
て
ハ
候
ハ
ず
、
我
信
仰
之
あ
る
処
と
芸
術
に

対
す
る
余
が
誠
実
な
る
処
を
、
閣
下
の
美
し
き
御
心
の
内
に
告
け
む
と
す
る
の
み
に
御
座

候
、

本
年
一
月
第
一
回
の
競
技
は
開
か
れ
候
、
研
究
科
は
西
洋
画
の
み
に
て
十
名
計
、
此
時
競技に

加
り
し
も
の
七
名
、
其
成
績
と
し
て
余
は
首
席
に
撰
バ
る
ゝ
の
本
分
を
得
候
、

其
後
の
競
技
は
静
物
と
コ
ン
ポ
ジ
シ
ヨ
ン
の
二
通
に
て
、
各
自
宅
製
作
、
提
出
期
限
は
本

月
の
十
六
日
と
云
ふ
事
で
候
ゐ
し
も
、
何
分
割
合
に
日
数
之
不
足
な
る
故
、
静
物
ハ
描
き

終
へ
居
り
候
へ
共
、
組
立
之
方
は
出
来
る
な
れ
ば
尚
一
日
程
要
し
度
き
事
と
相
成
り居
り候

、

大（抵
カ
）

低
競
技
の
時
、
小
生
は
期
日
を
正
し
く
守
り
学
校
に
差
出
し
、
今
迄
遅
延
等
之
事
御
座

な
く
候
へ
共
、
其
度
ご
と
に
他
の
人
々
之
分
の
出
揃
と
云
ふ
事
無
之
、
又
教
師
も
芸
術
之

事
故
、
然
程
期
限
等
も
八
ケ
間
敷
は
申
さ
れ
ず
居
り
候
、

今
度
も
大
低
そ
ん
な
事
故
、
十
六
日
に
持
行
く
べ
き
を
、
十
七
日
に
描
き
終
て
持
行
く
べ

く
考
へ
居
り
候
、
然
し
十
六
日
に
持
行
き
て
も
競
技
の
も
の
（
即
ち
日
数
を
限
り
て
描
く

事
）
と
し
て
は
別
に
差
支
之
あ
る
程
に
て
も
御
座
な
く
候
ゐ
し
な
り
、

第此
の二

回
の
競
技
に
加
り
し
も
の
は
僅
か
四
人
と
相
成
り
候
、

十
六
日に製
作
品
を
持
た
ず
に
登
校
致
し
候
処
、
四
人
の
内
一
人
の
み
提
出
致
居
り
候
、
他

の
二
人
は
余
と
同
じ
く
提
出
致
さ
ず
、
余
に
語
る
様
甲
も
乙
も
共
に
提
出
す
る
程
出
来
居

ら
ず
候
ま
ゝ
今
日
教
師
に
依
頼
し
て
延
期
を
乞
ふ
積
り
で
あ
る
と
、

時
間
に
於
て
黒
田
教
授
は
来
ら
れ
た
り
、
余
は
此
時
両
人
に
先
ち
代
て
一
週
間
の
延
期
を

乞
ひ
申
候
、
黒
田
先
生
の
告
げ
ら
る
ゝ
様
、
此
度
の
競
技
は
研
究
科
奨
励
之
一
法
と
し
て

優
等
者
に
官
費
製
作
を
命
ず
る
事
と
な
り
居
る
事
に
て
、
其
経
費
の
支
出
の
都
合
に
て
期

日を延
ば
す
事
は
六
ツ
ケ
敷
、
期
限
に
提
出
出
来
ざ
る
も
の
は
致
方
な
く
不
合
格
者
と
見
な

し
、
提
出
あ
る
分
を
以
て
合
格
者
と
な
す
よ
り
致
方
な
き
故
、
君
（
余
）
し
も
今
出
来
居
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る
ま
ゝ
に
て
直
に
持
来
る
べ
し
と
、
余
は
此
時
他
の
二
人
の
未
た
出
来
上
り
居
ら
ざ
る
と

共
に
、
余
の
も
の
も
未
だ
日
数
を
要
す
る
事
を
告
げ
、
奨
励
金
云
々
の
事
に
就
而
ハ
別
に

少
し
の
望
み
も
無
之
、
右
奨
励
金
は製作
品提

出
済
の
前
者
に
授
け
ら
る
ゝ
と
も
何
の
言
ふ
所
も

無
之
、
誠
に
正
し
き
事
と
存
す
れ
ば
、
其
奨
励
法
の
外
と
し
て
、
四
名
の
も
の
ゝ
悉
く
製

作
済
の
上
に
て
公
平
な
る
審
査
を
乞
ふ
事
こ
そ
、
今
延
期
請
願
之
由
な
る
事
を
誠
の
心
を

以
て
告
げ
ぬ
、
此
時
甲
乙
の
友
は
君
（
余
）
之
静
物
絵
な
ど
は
早
や
已
に
出
来
上
り
居
る

事
な
れ
バ
、
余
等
に
対
し
て
遠
慮
す
る
事
な
く
早
速
持
来
ら
る
べ
し
と
、
又
黒
田
先
生へも

余
の
絵
の
出
来
上
り
居
る
事
を
告
げ
ら
れ
候
、
然
し
此
時
余
は
余
が
よ
し
製
作
品
の
出
来

上
り
居
る
に
も
せ
よ
、
此
時
持
来
る
べ
く
余
を
学
校
よ
り
帰
ら
す
べ
く
余
が
本
心
に
命
せ

ざ
り
し
、
黒
田
先
生
も
持
来
る
べ
く
余
に
勧
め
ら
れ
ぬ
、
余
ハ
何
が
故
に
此
の
光
栄
あ
る

奨
励
に
接
せ
ん
と
ハ
な
さ
ゞ
り
き
、
此
所
に
即
ち
信
仰
の
大
な
力
が
よ
く
我
が
心
の
中
に

宿
り
存
せ
し
ば
な
り
、
我
友
甲
乙
の
二
人
の
分
ハ
実
に
此
の
期
限
迄
に
は
見
る
程
も
出
来

居
ら
ず
、
全
く
競
技
に
加
は
る
べ
く
の
資
格
を
存
せ
さ
り
し
事
は
、
余
が
目
に
も
明
か
な

る
所
に
候
、
或
は
此
時
早
速
友
を
思
ふ
之
念
を
止
め
て
持
来
り
し
な
れ
バ
、
或
は
其
の
光

栄
な
る
首
席
を
し
む
る
な
り
し
か
も
計
ら
れ
ず
候
、

さ
れ
共
余
が
本
心
ハ
、
此
の
時
よ
く
も
友
を
思
ふ
の
念
を
断
ざ
り
し
な
り
、
ゐ
か
で
友
を

捨
て
ゝ
我
の
み
此
の
光
栄
を
受
く
る
事
を
快
よ
し
と
せ
ん
や
、
光
栄
は
望
ま
さ
る
処
に
あ

ら
さ
れ
共
、
願
は
く
は
親
し
き
友
と
共
に
均
し
き
光
栄
に
接
し
度
き
の
同
情
的
観
念
の
存

す
る
あ
れ
ば
な
り
、

斯
く
し
■て
遂
に
延
期
は
許
可
さ
れ
ぬ
、
友
は
喜
び
語
し
ぬ
、
官
費
製
作
云
々
之
分
は
提
出

済
の
友
に
決
し
た
り
、
此
の
作
品
に
就
而
余
を
し
て
不
遠
慮
に
語
ら
し
む
る
な
れ
は
、
余

は
其
の
提
出
済
の
作
品
を
以
て
、
よ
く
研
究
科
を
代
表
す
る
程
の
も
の
と
は
思
れ
さ
り

し彼
友
ハ

、
第
一
回
の
競
技
に
も
あ
ま
り
よ
き
成
績
に
て
ハ
無
か
り
し
な
り
、

其
後
余
は
静
物
絵
の
方方
は
描
き
加
ふ
る
事
を
自
分
禁
し
候
、
其
れ
ハ
提
出
済
の
友
に
対

し
、又余
が
製
作
の

出
来
上
り
た
り
と
云
ふ
友
に
対
し
、
よ
く
其
義
務
を
全
ふ
せ
ん
事
を
期
せ
ん
為
め
に

候
、
組
立
絵
の
方
も
一
両
日
を
経
て
描
き
終
へ
候
、
昨
日
友
と
共
に
打
揃
て
学
校
に
製
作

品
を
持
行
き
重
荷
を
お
ろ
し
候
、
今
度
の
競
技
は
か
ゝ
る
始
末
に
て
終
候
、

然
る
に
去
る
廿
四
日
の
夕
、
教
師
よ
り
使
参
り
態
寒々
寓
を訪

問
な
さ
れ
候
ゐ
し
も
、
折
悪
し
く

小
生
不
在
、
何
の
事
か
と
教
師
の
宅
へ
訪
れ
候
処
、
本
夕
君
の
宅
へ
行
たた
の
だ

の
た
、
実
は
今

度
の
競
技
に
就
而
各
科
（
日
本
画
・
西
洋
画
・
彫
刻
）
よ
り
各
一
名
を
撰
抜
し
て
、
学
術

研
究
之
為
出
張
を
命
す
る
事
と
な
つ
て
居
る
の
だ
が
、
此
の
競
技
の
成
績
と
し
て
第
一
回

の
競
技
に
て
撰
定
す
る
考
へ
で
あ
つ
た
の
た
が
、
其
れ
で
或
ハ
不
公
平
な
事
が
あ
つ
て
ハ

と
思
ゐ
、
別
に
第
二
回
を
執
行
し
た
の
で
、
其
結
果実力
の
競
技
が
出
来
な
か
つ
た
の
は
残

念
で
あ
る
所
で
、
君（余
）は

第
一
回
の
時
首
席
で
あ
つ
た
の
と
、
第
二
回
も
出
来
て
居
て
友
に

同
情
し
て
差
し
出
さ
な
む
だ
と
云
ふ
、
其
美
し
ゐ
志
に
感
動
さ
れ
て
、
黒
田
教
授
が
特
に

校
長
に
乞
ふ
て
、
他
科
よ
り
例
外
に
尚
一
人
分
の
経
費
を
願
ふ
て
、
君
（
余
）
を
撰
抜
さ

れ
た
の
で
、
君
は
此
の
光
栄
を
謹
で
受
け
る
べ
き
事
で
あ
る
、
是
そ
れ
か
ら

れ
は
内
端
之
話
で
あ
る

が
、
君
が
製
作
済
に
な
つ
て
居
る
と
告
け
た
友
の
優
し
き
志
に
対
し
て
、
君
が
受
け
る
旅

行
費
の
幾
分
を
割
き
て
、
友
に
謝
し
て
は
ど
う
と
の
黒
田
先
生
の
意
見
で
あ
る
が
と
、

其
翌
ク
日
、
余
ハ
友
の
下
を
訪
れ
、
昨
夜
の
委
細
を
話
し
、
此
の
教
師
よ
り
君
が優し
き美

し
き

志
を
賞
せ
ら
る
ゝ
事
を
心
よ
く
受
け
ら
る
ゝ
な
れ
バ
、
余
ハ
同
し
く
教
師
の
命
に
従
ひ
、

此
度
の
光
栄
あ
る

命
に
従
ふ
考
へ
な
る
故
物
語
り
候
処
、
友
ハ
自
ら
賛
し
余
に
も
其
の
命
に
従
ふ
可

く
勧
め
ら
れ
候
、

昨
日
学
校
に
行
き
、
校
長
よ
り
命
令
書
をと
辞
令
書
を
受
取
り
候
、

私
は
此
時
実
に
嬉
し
く
感
し
ま
し
た
、
私
ハ
誠
に
不
肖
な
も
の
で
ハ
あ
り
ま
す
が
、
自
分

を
忘
れ
て
友
を
思
ひ
、
芸
術
の
真
聖
を
守
た
の
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
か
く
迄
身
に
あ
ま
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り
た
る
此
の
大
な
る
光
栄
を
受
け
た
る
事
を
、
余
ハ
教
師
が
師
弟
の
間
に
此
の
形
式
的
の

規
立
を
無
視
し
、
其
の
芸
術
上
に
於
け
る
感
操
（
マ
マ
）に

対
し
、
か
く
迄
大
な
る
賞
賛
を
与
へ
ら

れ
し
事
を
、
余
一
個
の
外
芸
術
界
の
為
め
に
深
く
感
謝
し
て
止
ま
ざ
る
所
に
候
、

如
何
に
し
て
小
な
る
此
の
余
ハ
、
此
の
身
に
あ
ま
り
た
る
重
任
（
余
の
身
に
ハ
重
任
）
を

全
く
尽
く
し
終
す
る
事
の
出
来
得
べ
き
か
に
就
き
、
深
く
心
に
苦
し
み
居
り
候
、
さ
れ
共

〳
〵
余
は
余
の
外
に
余
の
尤
も
救
れ
つ
ゝ
あ
る
大
な
る
力
の
存
す
る
を
以
て
、
よ
く
余
が

誠
と
の
真
心
の
務
め
に
対
し
、
大
な
る
保
護
の
あ
ら
む
事
を
信
じ
居
り
候
ま
ゝ
、
此
の
不

当
の
責
任
を
全
ふ
せ
ん
事
を
期
し
居
り
候
、

余
は
此
の
情
あ
る
黒
田
教
授
に
精
神
的
先
生
の
高
き
志
に
謝
せ
ん
た
め
、
昨
日
先
生
を
麹

町
の
黒
田
邸
画
室
に
訪
れ
、
厚
く
其
高
意
に
謝
し
、
併
而
真
面
目
な
る
余
が
務
め
に
於
て
、

此
度
の
模
範
的
奨
励
之
任
を
全
ふ
せ
ん
事
を
断
言
致
置
き
候
、

余
ハ
此
の
間
の
事
に
就
き
、
つ
ら
〳
〵
思
ひ
考
へ
ま
す
、
今
度
の
如
き
実
に
理
想的な
旅
行

に
接
す
事
の
出
来
る
原
因
は
、
そ
も
何
所
に
あ
る
か
と
云
ふ
事
を
、

余
に
し
て
若
し
閣
下
を
通
じ
て
受
け
し
美
し
き
信
抑
（
仰
カ
）と

感
操
が
無
か
つ
た
な
れ
ば
、
何
か

で
此
の
心
の
底
か
ら
の
快
■味
を
感
ず
る
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
か
と
、
余
ハ
謹
而
此
所
に

閣
下
に
感
謝
致
し
ま
す
、
閣
下
の
大
な
る
力
と
同
情
の
深
き
事
に
於
て
、
余
ハ
人
間
的
行

を
な
し
、
芸
術
の
真
味
を
守
る
事
が
出
来
ま
し
た
事
を
、
噫
つ
み
深
き
余
、
小
な
る
余
は

閣
下
の
高き恵
み
に
於
て
神
の
子
達
の
救
に
加
へ
ら
れ
た
る
事
を
感
謝
致
し
ま
す
、
前
途
次
々

た
る
余
が
目
的
に
対
、
此
上
な
が
ら
の
力
を
与
へ
ら
れ
む
事
を
嘆
願
致
し
ま
す
、
小
さ
き

余
は
誠
の
一
塊
と
な
ら
む
事
を
期
し
置
き
候
、

余
が
今
度
の
旅
行
に
就
而
ハ
、
他
科
へ
対
す
る
面
目
も
有
之
候
ヘ
バ
、
学
校
よ
り
与
へ
ら

る
僅
な
る
旅
費
を
的
に
せ
ず
、
出
来
る
丈
け
の
閣
下
よ
り
の
保
助
を
も
乞
ふ
て
、
西
洋
画

を
代
表
し
て
大
に
面
目
を
施
さ
ん
と
す
る
決
心
に
御
座
候
ヘ
バ
、
其
辺
何
卒
宜
敷
御
承
引

被
下
度
候
、

か
く
も
書
き
続
け
る
に
、
目
に
涙
の
浮
び
出
で
て
、
筆
持
つ
手
に
も
力
な
く
、
頭
は
ぼ
ん

や
り
致
候
、
余
が
閣
下
に
感謝せ
ん
と
す
る
言
は
、
と
て
も
筆
や
文
字
や
言
葉
な
と
に
で
告

け
ら
れ
得
さ
る
事
に
候
、
若
し
閣
下
、
余
が
前
に
在
り
せ
バ
、
今
余
の
目
に
浮
ふ所
の満

眼
の

熱
涙
は
よ
く
閣
下
に
感
謝
之
真
意
を
告
げ
る
事
の
出
来
得
べ
き
事
を
信
し
候
、

料
紙
も
已
に
つ
き
終
へ
候
ま
ゝ
失
敬
可
致
候
、
旅
行
先
は
京
都
と
学
校
よ
り
の
命
令
に
候

へ
共
、
自
分
の
勝
手
之
地
方
へ
行
き
て
宜
敷
事
に
候
、
旅
行先未
定
に
御
座
候
、
来
月
一
日

頃
出
発
す
る
考
へ
に
候
、
何
れ
其
節
御
報
知
可
致
候
、

子
供
の
絵はか
き
其
後
所
々
尋
ね
候
へ
共
、
別
に
変
り
た
る
も
の
無
之
候
ま
ゝ
、
其
内
出
版

出
来
候
節
御
郵
送
可
致
候
、

※
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
は
研
究
科
一
年
。

　

東
京
美
術
学
校
よ
り
の
命
で
、
学
術
研
究
目
的
で
京
都
方
面
へ
の
出
張
が
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
研
究
機
会
の
提
供
は
、
学
内
競
技
会
で
の
成
績

と
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。

　

児
島
は
一
次
競
技
会
で
は
主
席
で
あ
っ
た
こ
と
を
告
げ
る
が
、
二
次
の
競
技
会
に

関
わ
り
、
締
め
切
り
が
ル
ー
ズ
な
こ
と
な
ど
当
時
の
美
校
の
内
実
が
わ
か
る
記
述
と

共
に
、
そ
の
後
の
顛
末
は
、
黒
田
と
の
関
係
が
語
ら
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

　

競
技
に
際
し
て
与
え
ら
れ
た
主
題
は
、「
静
物
と
コ
ン
ポ
ジ
シ
ヨ
ン
の
二
通
」
と
す

る
が
、
そ
の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
「
組
立
之
方
」
と
の
記
述
さ
れ
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
構
想
画
が
そ
う
し
た
言
葉
で
語
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
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明
治
三
八
年
七
月
十
四
日

「（
封
筒
上
書
）

都
窪
郡
倉
敷
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

川
上
郡
成
羽
新
町
／
七
月
十
四
日　

児
島
虎
次
郎
」

謹
啓
、

先
日
ハ
ま
か
り
出
で
御
厄
介
に
相
成
候
段
奉
深
謝
候
、
其
後
御
病
人
様
ハ
如
何
に
御
座
候

哉
、
少
し
ハ
御
快
方
に
向
ひ
候
哉
、
不
及
な
が
ら
案
じ
居
り
候
、
先
日
ハ
う
れ
し
く
御
目

に
か
ゝ
り
、
色
々
と
楽
し
き
御
話
と
も
御
伺
致
し
度
く
望
み
居
候
も
、
御
母
堂
様
の
御
不

快
中
に
て
、
本
意
を
得
す
誠
に
心
残
之
事
に
御
座
候
、
御
相
談
申
上
度
き
事
も
山
々
重
り

居
り
候
も
、
致
方
な
く
杉
君
の
す
ゝ
め
ら
る
ゝ
ま
ゝ
只
ぼ
ん
や
り
と
倉
敷
を
去
り
申
候
、

九
州
行
も
何
と
な
く
進
み
不
申
、
直
に
帰
郷
仕
候
、

な
つ
か
し
く
慕
居
り
候
に
、
ろ
く
〳
〵
拝
顔
も
出
来
す
は
な
は
だ
か
な
し
き
処
に
候
、
先

日
参
堂
の
節
、
御
願
致
度
き
事
共
拙
な
き
筆
に
て
申
述
べ
度
き
事
に
御
座
候
、
小
生
如
き

心
の
中
に
な
み
だ
も
ろ
き
も
の
ハ
人
の
前
に
て
ハ
と
て
も
思
ふ
ま
ゝ
の
事
述
ふ
る
事
困
難

の
事
に
候
、
其
に
此
迄
不
相
応
な
る
御
尽
力
に
預
り
居
り
候
処
へ
、
一
層
の
御
力
を
願
ふ

と
云
ふ
勝
手
か
ま
し
き
事
に
候
ヘ
ハ
、
私
の
口
よ
り
ハ
と
て
も
言
葉
出
る
事
六
つ
ケ
敷
事

と
存
候
、

さ
れ
と
余
ハ
己
が
天
職
の
為
め
献
身
的
之
研
究
に
進
ま
ん
と
す
る
処
に
候
ヘ
バ
、
余
に
同

情
よ
せ
ら
る
ゝ
閣
下
の
前
に
口
ふ
さ
ぐ
時
に
あ
ら
さ
る
事
を
思
ひ
候
、

余
を
愛
せ
ら
る
ゝ
閣
下
、
幸
に
余
を
し
て
此
の
世
に
働
き
得
る
丈
け
の
力
を
得
せ
し
め
給

へ
、
余
を
し
て
社
界
の
為
め
に
勉
め
得
る
に
必
要
な
る
だ
け
の
研
究
を
積
ま
し
め
給
へ
、

余
の
望
む
所
只
修
養
的
研
究
あ
る
の
み
に
候
、
余
ハ
如
何
に
し
て
も
世
界
の
芸
術
家
た
ら

す
ん
バ
止
ま
さ
る
所
に
候
、
余
に
覚
悟
あ
り
、
余
に
誠
と
愛
あ
り
、
余
に
大
な
る
意
志
あ

る
を
信
す
、
余
ハ
余
を
し
て
余
が
志
す
道
に
導
び
き
給
ふ
神
の
大
な
る
力
あ
る
を
信
じ
居

り
候
、
閣
下
の
大
な
る
力
に
よ
り
、
余
ハ
数
年
間
仏
国
留
学
を
許
さ
れ
ん
事
を
切
望
し
て

止
ま
ざ
る
所
に
候
、
余
ハ
他
の
総
て
の
事
情
を
忘
れ
て
、
斯
く
嘆
願
し
て
止
ま
さ
る
次
第

に
御
座
候
、
今
迄
希
望
の
み
ハ
烈
し
か
り
し
も
、
閣
下
に
相
語
り
申
す
べ
き
事
の
何
と
な

く
き
ま
り
悪
し
く
口
を
ふ
さ
ぎ
居
り
候
、
今
年
の
休
暇
に
ハ
是
非
留
学
之
御
相
談
を
致
さ

ん
も
の
と
東
京
に
て
黒
田
・
和
田
先
生
其
他
岩
村
教
授
な
り
新
帰
朝
者
之
其
れ
ら
の
人
々

に
学
資
等
の
事
な
と
承
り
置
き
候
、
人
々
に
よ
り
学
資
な
と
の
点
ハ
少
々
相
違
有
之
候
へ

共
、
年
限
な
と
ハ
大
低
（
抵
カ
）五

ケ
年
位
な
れ
ハ
通
常
な
ら
ん
と
の
説
に
候
、

学
資
ハ
普
通
百
一
ケ
月フ

ラ
ン
よ
り
百
二
十
フ
ラ
ン
、
即
ち
日
本
の
金
に
て
八
十
円
よ
り
百
円
位

に
候
由
、
官
費
留
学
生
ハ
殆
ん
と
百
五
十
円
位
の
由
に
候
、
然
し
無
理
の
勉
強
を
す
れ
バ
、

七
十
円
位
に
て
も
出
来
得
べ
く
候
へ
共
、
少
し
書
籍
な
ど
読
ま
ん
と
す
れ
バ
、
先
づ
百
円

は
入
用
な
ら
ん
と
の
事
に
候
、
岩
村
教
授
の
説
に
よ
れ
バ
、
百
円
な
れ
ハ
出
ず
入
ら
ず
真

面
目
の
勉
強
す
る
に
適
当
な
る
所
な
ら
ん
と
の
事
に
候
、
先
づ
日
本
の
学
資
の
四
・
五
倍

と
思
へ
ハ
大
差
な
き
事
と
存
居
り
候
、
然
し
も
と
よ
り
被
服
料
な
と
ハ
支
出
出
来
ざ
る
所

に
候
由
、
旅
費
ハ
巴
里
へ
着
す
る
ま
で
総
て
の
費
用
三
等
に
て
六
百
円
斗
り
に
候
由
、
然

し
凡
て
費
用
の
点
ハ
閣
下
よ
り
心
当
り
の
方
へ
取
し
ら
へ
給
ら
ん
事
と
望
み
居
り
候
、
岩

村
教
授
の
説
ハ
学
資
百
円
に
旅
費
六
百
円
と
の
事
に
候
へ
共
、
小
生
ハ
勉
強
出
来
得
べ
く

候
ヘ
バ
、
費
用
の
多
少
ハ
少
し
も
望
ま
さ
る
所
に
御
座
候
、

岩
村
教
授
ハ
今
秋
直
に
先
方
へ
計
り
て
出
発
す
る
様
に
せ
よ
と
、
呉
々
も
語
ら
れ
候
、
黒

田
先
生
な
ど
ヘ
ハ
未
だ
留
学
云
々
の
事
ハ
許
可
さ
れ
居
ら
さ
る
事
に
候
ヘ
バ
、
相
談
も
致

し
居
ら
ず
候
、
若
し
幸
に
し
て
留
学
許
可
被
下
候
上
、
委
し
く
相
語
り
候
ヘ
ハ
、
満
足
さ
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る
ゝ
事
と
存
居
り
、
只
何
事
も
神
の
命
せ
ら
る
ゝ
所
に
ま
か
せ
置
く
事
に
候
、

小
生
も
今
秋
出
発
出
来
得
る
様
な
れれ
バ
、
誠
に
う
れ
し
き
事
に
候
へ
共
、
左
程
急
ぎ
申
さ

す
候
、
其
れ
か
と
云
へ
あ
ま
り
延
引
す
る
も
勉
強
不
得
策
と
存
居
候
、
今
秋
出
発
出
来
さ

れ
バ
、
明
年
ハ
出
発
致
度
き
事
に
御
座
候
、
要
ハ
只
早
く
行
て
よ
く
勉
強
す
る
事
に
候
、

九
月
よ
り
の
勉
強
の
方
法
も
有
之
候
に
付
、
是
非
御
承
諾
願
上
度
、
懇
願
の
次
第
に
御
座

候
、
希
望
通
り
留
学
許
可
さ
る
ゝ
の
暁
に
ハ
、
余
ハ
己
が
理
想
を
社
界
に
伝
ふ
る
未
来
に

大
な
る
光
明
を
見
と
め
居
り
候
、
余
が
気
に
か
ゝ
る
も
の
ハ
、
只
今
の
所
に
て
留
学
云
々

あ
る
の
み
に
候
、
即
余
が
飛
躍
向
上
せ
ん
と
す
る
事
に
候
、
新
な
る
大
な
る
発
展
を
望
む

所
に
御
座
候
、
閣
下
重
ね
て
乞
ふ
所
、
余
が
心
を
愛
し
給
ハ
ヽ
、
此
の
望
み
を
得
さ
せ
給

へ
、
噫
此
の
天
地
の
間
何
望
む
所
無
之
事
に
候
、
留
学
中
の
事
ハ
面
談
も
致
す
べ
く
候
へ

共
、
今
迄
と
同
じ
く
製
作
ハ
御
送
り
可
申
、
又
名
画
の
模
写
も
甚
小
生
の
力
に
も
相
成
り
、

又
閣
下
の
修
養
と
も
相
成
る
事
に
候
ヘ
バ
、
出
来
得
る
丈
務
む
べ
く
考
へ
居
り
候
、
兎
に

角
右
御
許
可
如
何
を
承
ハ
ら
さ
る
上
ハ
、
何
事
も
手
に
つ
か
さ
る
所
に
候
、

何
卒
御
多
忙
中
ハ
万
々
承
知
致
居
り
候
へ
共
、
御
返
信
願
上
度
、
一
日
も
早
か
ら
ん
事
謹

而
待
居
り
候
、

先
日
御
目
に
懸
け
候
修
作
仕
る
べ
く
持
帰
り
居
候
間
、
然
様
御
承
引
被
下
、
出
来
上
れ
バ

御
送
り
可
申
候
、

絵
葉
書
と
日
曜
講
演
表
紙
図
案
、
近
日
御
送
り
可
申
候
、
尚
用
事
も
有
之
候
へ
共
、
あ
ま

り
な
が
〳
〵
と
か
き
つ
ゝ
け
候
間
、
後
便
に
ゆ
る
（
つ
カ
）り

可
申
候
、

末
筆
に
ハ
候
へ
共
、
御
病
人
様
之
御
快
方
あ
ら
ん
事
奉
祈
候
、
拙
宅
一
同
よ
り
も
宜
敷
御

見
舞
之
由
伝
言
致
居
り
候
、
敬
白

　

七
月
十
四
日 

虎
次
郎　
　

大
原
先
生　

梧
右

※
郷
里
成
羽
に
夏
季
帰
省
中
の
手
紙
。
終
わ
り
近
く
に
「
絵
葉
書
と
日
曜
講
演
表
紙

図
案
」
と
あ
る
記
述
か
ら
、
児
島
は
こ
の
頃
か
ら
大
原
関
係
の
デ
ザ
イ
ン
仕
事
を
引

き
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
に
よ
り
注
目
す
べ
き
は
、
滞
欧
経
験
の
あ
る
教
員
か
ら
、
具
体
的
な
経
費
や
滞

在
年
数
な
ど
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
児
島
よ
り
具
体
的
か
つ
強
く
渡
欧
希
望
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
6
）大
原
家
文
書
F-

3
0
9
　
明
治
三
九
年
一
月
二
九
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
千
駄
木
林
町
／
二
二
四
中
川
方
／
一
月
卅
日　

児
島
虎
次
郎
」

酷
寒
の
候
如
何
遊
さ
れ
候
哉
、
伺
上
候
、

先
日
黒
田
先
生
を
訪
れ
、
色
々
留
学
の
事
に
つ
き
先
生
の
説
を
承
り
候
、
小
生
よ
り
自
分

の
境
涯
、
今
後
の
方
針
及
ひ
閣
下
に
厚
き
同
情
を
受
け
つ
ゝ
あ
る
事
と
も
委
し
く
物
語
り

候
、
何
時
し
か
先
生
の
眼
に
ハ
涙
あ
ら
は
れ
、
顔
に
ハ
笑
浮
ひ
候
、
先
生
の
よ
ろ
こ
び
ハ

一
方
な
ら
す
、
己
の
子
弟
が
愈
々
進
む
で
研
究
の
途
に
就
か
む
と
す
る
を
誠
に
子
弟
を
愛

さ
る
ゝ
師
な
り
せ
バ
な
ど
て
嬉
し
さ
の
覚
へ
ら
れ
さ
る
、
然
し
て
後
閣
下
の
高
き
人
格
と

大
な
る
働
き
を
賞
せ
ら
れ
候
、

世
に
も
感
す
べ
き
人
あ
る
哉
と
、
余
ハ
此
時
感
謝
の
念
と
う
れ
し
さ
と
に
堪
さ
り
し
事
に

御
座
候
、
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先
生
も
出
来
る
た
け
の
尽
力
致
し
給
る
由
、
小
生
に
対
し
て
よ
り
も
閣
下
の
厚
き
志
に
対

し
て
致
さ
る
ゝ
事
と
覚
へ
候
、
黒
田
先
生
のよりあ
ま
り
差
出
ケ
間
敷
か
な
れ
と
も
、
自
分
の

経
験
と
理
想
と
を
大
原
氏
に
伝
へ
る
様
に
と
て
永
き
物
語
に
時
を
う
つ
さ
れ
候
、

先
ツ
画
家
と
し
て
ハ
世
界
の
芸
術
を
一
覧
す
る
事
大
な
ら
む
と
せ
ハ
、
大
に
学
さ
る
可
か

ら
す
、
さ
れ
バ
留
学
ハ
尤
も
必
要
な
る
事
な
ら
む
、

世
界
の芸術
を
観
さ
る
間
、
如
何
に
し
て
偉
大
な
る
芸
術
的
の
感
念
を
懐
く
事
を
得
む
、
成

さ
ん
と
す
れ
ハ
先
づ
学
さ
る
へ
か
ら
す
、
学
は
ん
と
す
れ
バ
進
ま
さ
る
べ
か
ら
す
と
尤
の

事
と
考
へ
候
、

今
に
日
本
の
経
済
が
ゆ
る
し
て
多
く
の
人
が
本
場
で
勉
強
し
、
美
術
学
校
よ
り
も
多
数
の

留
学
生
を
許
す
様
に
な
れ
バ
、
洋
画
な
る
も
の
も
進
む
で
あ
ろ
う
、
然
し
今
の
様
に
留
学

生
の
数
の
少
な
く
、
幾
年
振
に
一
人
位
の
事
に
て
ハ
と
て
も
駄
目
と
思
は
れ
る
と
、

そ
れ
に
学
校
よ
り
の
留
学
生
も
数
の
少
な
き
た
め
、
競
争
的
熱
心
の
研
究
少
な
く
、
や
ゝ

も
す
れ
バ
留
学
の
成
果
を
見
る
事
を
得
さ
る
様
の
事
あ
り
、
要
す
る
に
学
校
な
と
よ
り
行

く
の
ハ
あ
ま
り
に
の
ん
き
す
ぎ
る
か
ら
て
あ
る
、
そ
れ
に
帰
朝
す
れ
バ
学
校
の
教
授
と
御

定
り
に
な
つ
て
居
る
か
ら
、
留
学
生
の
心
が
自
然
と
勉
強
し
て
も
な
さ
ぬ
共
己
の
地
位
に

差
の
な
き
事
を
自
覚
す
れ
ハ
な
り
、

学
校
よ
り
留
学
と
云
ふ
事
ハ
、
今
幾
年
の
う
ち
に
あ
る
か
計
り
難
き
位
に
て
、
殆
ん
と
的

に
な
ら
さ
る
事
な
り
と
、

留
学
の
期
に
就
而
ハ
望
む
ら
く
ハ
、
一
日
も
速
か
な
ら
む
を
、
然
し
て
専
心
の
研
究
と
を

今
年
の
春
の
間
に
も
趣
（
カ
）か

ハ
都
合
よ
き
事
あ
り
、
そ
ハ仏都
に今

春
開
か
る
べ
き
大
展
覧
会
を
参

観
す
る
事
を
得
れ
バ
な
り
、
留
学
の
年
限
ハ
も
と
よ
り
か
き
り
な
き
事
な
れ
と
も
、
先
づ

弐
年間ほ
と
の
研
究
と
弐
年
間
程
の
製
作
と
半
年
ほ
ど
を
伊
太
利
地
方
へ
の
漫
遊
と
な
し
置

け
ハ
充
分
な
ら
む
、

費
用
の
点
に
就
而
ハ
出
来
る
た
け
の
都
合
よ
き
方
法
も
あ
る
故
、
大
原
氏
よ
り
尋
ね
ら
れ

た
る
場
合
に
ハ
委
し
く
御
答
す
る
、

先
生
の
御
話
し
ハ
ざ
と
斯
様
な
る
事
に
御
座
候
、
小
生
ハ
先
生
に
小
生
よ
り
色
々
の
事
を

大
原
氏
に
願
ふ
事
の
己
の
情
と
し
て
忍
び
す
候
間
、
若
し
大
原
氏
よ
り
御
尋
ね
の
事
共
有

之
候
節
ハ
、
先
生
の
眼
に
見
ら
れ
た
る
ま
ゝ
小
生
が
技
術
と
小
生
が
望
み
の
事
共
御
伝
へ

下
さ
る
様
に
願
上
候
処
、
如
何
様
な
事
な
り
と
も
御
答
す
る
か
ら
其
積
に
て
大
原
氏
へ
も

申
送
る
べ
きし
と様

、
呉
々
も
親
切
に
申
さ
れ
候
、

父
な
き
身
ハ
か
ゝ
る
話
の
間
に
も
、
父
な
る
人
の子思
ふ情

の
深
き
を
思
は
れ
候
、
何
故
に
高
き

師
ハ
か
く
ま
て
か
ゝ
る
愚
な
る
身
の
上
に
尽
し
給
は
る
な
ら
む
、
考
へ
て
先
立
つ
も
の
ハ
、

感
謝
の
涙
に
候
、

閣
下
に
よ
り
て
此
身
救
れ
、
先
生
来
り
て
又
助
け
を
恵
ま
れ
ん
と
す
な
と
て
、
余
ハ
感
謝

せ
さ
る
を
得
む
、
此
の
厚
き
感
謝
の
意
を
次
て
余
ハ
専
心
天
職
の
上
に
尽
す
べ
く
候
、

慕
し
き
閣
下
、
余
を
し
て
愈
々
進
む
で
芸
術
の
園
に
学
せ
給
へ
、
余
ハ
充
分
汗
な
か
し
て

学
の
道
に
進
ま
む
、
学
ひ
の
奥
の
奥
ま
て
倒
る
ま
て
誠
と
熱
き
心
と
を
も
て
、
も
と
よ
り

浅
き
学
ひ
の
身
に
候
へ
共
、
果
し
て
己
の
身
に
学
む
て
望
み
あ
る
か
な
き
か
ハ
神
な
ら
て

知
る
人
も
な
け
れ
と
も
、
我
師
の
少
し
ハ
知
る
処
も
有
之
候
ハ
ん
、

一
応
我
師
に
問
多
く
し
給
ひ
て
我
に
学
は
し
む
る
に
望
み
あ
り
と
思
召
し
給
ハ
ヾ
、
留
学

の
事
許
し
給
れ
、
如
何
に
う
れ
し
く
此
身
ハ
働
か
む
、
我
心
は
小
さ
け
れ
と
も
虚
と
怠
り

ハ
な
き
事
と
自
覚
致
居
り
候
、
学
費
の
事
に
つ
き
て
も
、
一
応
黒
田
先
生
の
許
へ
御
問
合

せ
被
下
候
ヘ
ハ
、
色
々
の
様
子
も
明
か
な
る
事
と
考
へ
候
間
、
我
志
の
あ
る
所
御
察
し
下

さ
れ
、
御
尽
力
あ
ら
む
事
切
に
望
み
申
候
、
此
迄
一
方
な
ら
さ
る
同
情
を
う
け
つ
ゝ
、
又

か
く
も
申
上
え
る
事
言
得
る
所
に
て
ハ
無
之
候
へ
共
、
余
ハ
己
の
力
養
ふ
て
、
閣
下
の
高

き
恩
恵
に
報
ひ
ん
と
こ
そ
思
定
む
れ
ハ
、
か
く
も
重
ね
て
願
ふ
事
に
候
、
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何
と
か
の
御
返
事
煩
し
度
く
待
入
候
、

毎
月
の
貸
資
額
今
迄
少
し
も不足
な
る
様
感
せ
し
事
も
無
か
り
し
が
、
今
度
夜
学
な
と
に
通

ひ
出
し
て
よ
り
色
々
月
謝
な
り
書
籍
な
と
の
必
要
と
、
学
校
の
方
に
て
も
卒
業
生
と
も
す

れ
バ
少
し
ハ
金
の
入
る
事
も
有
之
候
た
め
、
今
月
よ
り
増
資
願
上
度
、
先
日
の
旅
行
に
て

も
少
し
不
足
を
生
し
居
り
閉
口
致
居
り
候
、
そ
れ
に
国
元
ハ
家
兄
の
出
征
中
、
後
に
ハ
老

人
と
女
の
み
、
少
し
の
事
も
申
送
る
事
忍
び
す
、
如
何
と
も
す
る
事
相
成
ず
候
ま
ゝ
、
あ

ま
り
勝
手
ケ
間
敷
事
に
ハ
候
へ
共
、
右
許
し
被
下
度
願
上
候
、

此
の
次
き
よ
り
の
製
作
に
ハ
、
少
し
費
用
も
か
け
て
紀
念
と
も
な
る
べ
き
も
の
描
き
度
く

考
へ
居
り
候
た
め
、
絵
具
材
良
な
と
も
嵩
む
事
に
候
ヘ
バ
、
御
察
し
被
下
度
願
上
候
、

今
迄
世
話
に
な
り
居
り
し
中
川
の
内
に
も
、
来
月
末
位
に
亜
米
利
か
よ
り
息
子
さ
ん
が
帰

朝
さ
れ
、
同
時
に
妻
君
を
迎
へ
ら
る
ゝ
と
の
事
に
候
ヘ
バ
、
其
ま
て
に
転
居
せ
ね
ハ
相
成

不
申
、
転
居
す
れ
バ
今
迄
の
中
川
の
内
の
様
に
、
万
事
親
切
に
又
都
合
よ
き
事
も
無
之
と

考
へ
ら
れ
候
、
小
生
が
上
京
後
今
度
に
て
転
居
す
る
事
四
回
、
そ
の
中
三
回
ま
で
ハ
新
に

妻
君
を
迎
へ
ら
る
為
め
致
方
な
く
転
居
す
る
事
と
相
成
り
候
、
自
分
に
も
何
た
か
不
思
議

に
覚
へ
ら
れ
候
、

ま
た
し
て
も
な
か
〳
〵
と
か
き
来
り
失
敬
仕
り
候
、
何
卒
右
の
数
々
御
承
諾
之
程
願
上
候
、

尚
、
御
暇
の
節
ハ
時
々
御
芳
墨
御
恵
み
被
下
度
、
切
に
希
望
仕
り
候
、
敬
白
、
乱
筆
多
罪

　

一
月
廿
九
日

　
　
　
　

夜
半 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

梧
右

※
渡
欧
に
つ
い
て
、
大
原
か
ら
も
支
援
の
方
針
が
す
で
に
伝
え
ら
れ
た
様
子
が
垣
間

見
え
る
文
面
。
黒
田
と
の
相
談
内
容
を
伝
え
な
が
ら
、
個
人
的
な
希
望
の
み
な
ら
ず
、

東
京
美
術
学
校
、
さ
ら
に
は
日
本
の
美
術
界
の
た
め
に
も
必
要
と
の
説
明
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
夜
学
（
語
学
習
得
の
た
め
と
想
定
）
経
費
、
意
欲
的
な
制
作
の
た
め
の
経

費
、
兄
の
出
征
に
伴
う
郷
里
の
家
族
事
情
、
転
居
な
ど
の
多
数
の
理
由
を
挙
げ
な
が

ら
支
援
の
増
額
を
依
頼
し
て
い
る
。
大
原
と
児
島
の
関
係
性
を
知
る
た
め
に
も
興
味

深
い
。

（
7
）大
原
家
文
書
F-

2
5
2
　
明
治
三
九
年
七
月
四
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
千
駄
木
／
林
町
二
二
五
野
中
方
／
七
月
四
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、
去
る
一
日
当
地
出
発
、
帰
途
に
つ
く
べ
く
準
備
致
居
り
候
処
、
突
然
そ
の
前
日
、

黒
田
先
生
よ
り
学
校
に
て
古
画
の
模
写
を
命
す
る
都
合
と
相
成
た
る
為
め
、
帰
郷
を
見
合

す
べ
き
様
通
知
有
之
候
た
め
、
当
分
滞
京
致
す
事
と
相
成
候
、
あ
ま
り
面
白
く
も
な
き
事

に
候
へ
共
、
何
分
特
に
指
命
さ
れ
た
る
事
に
候
ヘ
バ
、
充
分
勉
む
考
へ
に
御
座
候
、
大
低
（
抵
カ
）

二
三
週
間
に
て
相
済
む
事
と
存
し
居
り
候
、

就
而
ハ
帰
郷
の
節
持
参
可
仕
考
へ
居
り
候
扇
面
あ
ま
り
延
引
可
致
候
ヘ
バ
、
昨
日
小
包
に

て
送
出
し
置
候
間
、
御
落
手
被
下
度
願
上
候
、
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差
送
り
候
五
枚
の
外
、
三
枚
今
少
し
御
猶
予
被
下
度
願
上
候
、
玉
章
先
生
・
寛
畝
先
生
ハ

さ
す
が
大
家
の
名
に
は
ぢ
す
と
感
じ
候
、
拙
き
も
の
も
有
之
様
子
に
候
へ
共
、
何
卒
不
悪

御
海
容
被
下
度
願
上
候
、

右
の
報
酬
ハ
別
紙
受
取
の
通
り
に
候
ヘ
バ
、
何
卒
至
急
御
送
金
被
下
度
待
居
り
候
、

先
日
の
文
晁
の
鑑
定
料
金
沢
氏
に
問
合
せ
候
処
、
大
低
二
円
位
の
も
の
に
候
由
、
博
物
館

の
方
の
人
へ
依
頼
す
る
も
、
大
低
其
辺
に
候
ヘ
バ
、
以
後
も
そ
の
御
心
持
に
て
御
承
知
置

被
下
度
由
、
金
沢
よ
り
伝
へ
候
、

本
月
分
の
学
資
、
帰
郷
相
延
び
候
た
め
、
都
合
あ
し
く
相
成
候
故
、
勝
手
ケ
間
敷
候
へ
共
、

右
の
便
に
共
に
御
送
金
願
上
度
御
依
頼
申
上
候
、

昨
日
午
後
突
然
切
山
君
と
伴
に
友
青
野
と
三
人
連
に
て
、
切
山
君
の
卒
業
の
祝
を
兼
ね
、

鎌
倉
へ
足
を
運
び
候
、
着
し
た
る
ハ
五
時
頃
ふ
ら
〳
〵
と
八
幡
宮
に
詣
で
、
大
塔
の
宮
の

崩
御
さ
れ
し
土
窟
に
涙
を
流
し
、
夕
月
を
眺
め
つ
ゝ
由
井
ケ
浜
へ
と
趣
き
、
輝
く
明
星
お

と
る
潮
に
心
は
げ
ま
し
つ
ゝ
、
時
の
うつる
を
忘
れ
候
、
山
百
合
の
花
ハ
四
方
の
山
々
に
美

し
く
咲
き
み
た
れ
、
な
か
め
広
き
田
の
面
に
ハ
若
苗
の
す
ゞ
し
風
に
な
び
き
つ
ゝ
、
十
三

夜
の
月
ハ
静
に
中
空
に
か
ゝ
れ
り
、
嗚
呼
哉
歴
史
の
語
る
所
誠
な
り
せ
バ
、
此
の
古
き
昔

栄
へ
し
地
の
今
の
淋
し
き
此
の
様
見
て
、
そ
こ
に
一
つ
の
感
し
の
起
ら
さ
る
事
の
あ
る
べ

く
、
共
に
語
り
つ
ゝ
九
時
過
き
発
の
列
車
に
て
帰
途
に
つ
き
、
今
朝
午
前
一
時
頃
寓
に
帰

り
候
、

明
日
よ
り
愈
々
模
写
に
か
ゝ
る
事
に
御
座
候
、
右
当
用
の
み
申
上
置
候
、
頓
首

　

七
月
四
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

梧
右

（
別
紙
）

　
　
　
　

証

一
、
金
拾
五
円
也

　
　
　

但
シ
、
川
端
玉
章
・
荒
木
寛
畝
・
結
城
素
明
・
鶴
田
機
水
・
岡
田
秋
嶺
、
五
人
扇
面

　
　

右
正
ニ
領
収
候
也
、

　

明
治
三
十
九
年
六
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
秋
嶺
（
印
）

児
嶋
虎
次
郎
殿

※
大
原
は
、
児
島
を
介
し
て
川
端
玉
章
、
荒
木
寛
畝
、
結
城
素
明
な
ど
の
作
品
入
手

や
、
作
品
鑑
定
の
専
門
家
へ
の
仲
介
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
ケ

ー
ス
は
他
で
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

ま
た
黒
田
よ
り
、
突
然
、
古
画
模
写
の
命
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
が
、
対
象
は
次

な
る
七
月
十
日
の
書
簡
よ
り
、《
支
倉
常
長
像
》
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

桐
山
君
は
不
明
。
青
野
君
は
、
同
郷
の
友
人
で
、
児
島
が
上
京
当
初
に
間
借
り
を

し
て
い
た
青
野
俊
一
郎
と
思
わ
れ
る
。

（
8
） 
大
原
家
文
書
F-

2
5
3
　
明
治
三
九
年
七
月
十
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」
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「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
千
駄
木
林
町
／
二
二
五
野
中
方
／
児
島
虎
次
郎
」

「（
尚
々
書
）

今
朝
御
手
紙
拝
受
仕
候
、
為
替
券
と
岩
田
氏
宛
の
御
書
面
落
手
致
候
、
岩
田
氏
ヘ
ハ
本
日

午
後
参
上
可
致
候
、
何
れ
後
便
に
て
御
知
せ
可
申
候
、
十
一
日
」

梅
雨
の
候
と
相
成
候
て
よ
り
、
毎
日
面
白
く
も
な
き
天
気
の
み
引
続
き
居
り
候
、
御
高
堂

に
て
ハ
皆
々
御
変
無
之
事
と
奉
延
（
遥
カ
）賀

候
、
先
日
学
校
よ
り
模
写
製
作
を
命
せ
ら
れ
候
た
め
、

帰
郷
を
見
合
せ
、
数
日
前
よ
り
模
写
に
従
事
致
居
り
候
、

原
画
ハ
支
倉
常
長
と
て
、
伊
達
政
宗
が
幕
府
に
請
ひ
て
波
斯
・
羅
馬
に
渡
航
せ
し
め
た
る

外
交
史
上
特
に
注
目
す
べ
き
常
長
の
肖
像
に
御
座
候
、

筆
者
ハ
未
詳
に
候
へ
共
、
波
斯
或
ハ
羅
馬
の
画
家
の
描
き
た
る
も
の
に
て
、
常
長
帰
朝
の

節
持
帰
り
た
る
品
に
御
座
候
、

欧
州
芸
術
品
の
渡
来
の
沿
革
（
カ
）上

に
も
参
考
と
な
る
べ
き
品
に
御
座
候
、

構
図
ハ
法
衣
着
た
る
半
身
像
に
し
て
、
十
字
架
の
前
に
合
掌
し
た
る
図
に
御
座
候
、
絵
の

出
来
ハ
古
き
昔
の
事
に
候
ヘ
バ
、
評
す
る
事
は
出
来
得
す
候
へ
共
、
日
本
人
の
特
色
よ
く

現
れ
居
る
様
に
御
座
候
、

何
分
年
月
を
経
た
る
と
、
保
存
法
の
不
完
全
な
り
し
た
め
、
画
面
の
破
損
甚
た
し
く
、
絵

具
等
も
剥
脱
し
た
る
所
多
く
、
模
写
す
る
上
に
一
方
な
ら
さ
る
困
難
を
感
し
居
り
候
、

博
物
館
の先日
の特

別
展
覧
会
に
、
伊
達
家
よ
り
出
品
さ
れ
た
る
も
の
に
て
、
非
常
に
貴
重
な
る

取
扱
に
御
座
候
た
め
、
博
物
館
の
特
別
従
（
縱
カ
）覧

室
に
て
模
写
致
居
り
候
、

朝
の
九
時
頃
よ
り
夕
方
六
時
頃
、
一
人
静
に
筆
を
と
り
居
り
候
、

興
う
つ
り
行
く
時
実
に
云
は
れ
ぬ
ほ
ど
楽
し
く
候
、

　

此
の
絵
に
接
し
、
す
ぎ
し
元
和
の
昔
を
思
出
し
候
ヘ
バ
、
一
種
の
面
白
き
感
し
に
う
た

れ
候
、

そ
の
日
そ
の
日
の
務
め
を
怠
り
な
く
勉
め
居
り
候
た
め
、
非
常
に
愉
快
を
覚
へ
居
り
候
、

朝
ハ
望
み
に
満
ち
て
家
を
出
で
、
夕
ハ
上
野
の
晩
鐘
を
耳
に
す
る
頃
筆
を
止
め
て
家
路
に

急
き
候
、
そ
の
楽
し
き
味
は
と
て
も
我
な
ら
で
知
る
人
も
な
き
事
と
存
し
候
、

然
し
描
き
つ
ゝ
あ
る
間
の
苦
し
み
も
と
て
も
我
身
な
ら
で
味
不
申
候
、

此
頃
の
生
活
ハ
、
な
ん
と
な
く
画
家
ら
し
き
身
ら
し
き
様
覚
へ
居
り
候
、

友
よ
り
借
り
受
た
る
徳
永
氏
の
遺
稿
逆
境
の
恩
寵
に
夜
を
過
し
居
り
候
、
今
度
の
模
写
製

作
ハ
、
小
生
に
と
り
て
ハ
光
栄
な
る
事
に
て
、
又
責
任
あ
つ
き
事
に
候
ヘ
バ
、
充
分
出
来

る
た
け
尽
す
考
へ
に
御
座
候
、
身
体
相
変
ら
す
健
全
に
御
座
候
ヘ
バ
、
乍
憚
御
安
心
被
下

度
、
右
あ
ら
〳
〵
な
か
ら
様
子
な
ど
一
寸
御
知
せ
申
上
候
、
末
筆
な
か
ら
謹
而
閣
下
の
幸

福
を
奉
祈
候
、

　

七
月
十十
日
夜

一
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

梧
右

※
黒
田
よ
り
命
ぜ
ら
れ
た
古
画
模
写
が
、
現
在
は
仙
台
市
博
物
館
が
所
蔵
し
、
慶
長

遣
欧
使
節
関
係
資
料
と
し
て
国
宝
と
な
っ
て
い
る
「
支
倉
常
長
像
」
と
わ
か
る
。
現

在
の
東
京
国
立
博
物
館
で
の
企
画
展
示
の
た
め
に
伊
達
家
よ
り
借
出
さ
れ
た
作
品
を
、

児
島
が
模
写
。
完
成
し
た
模
写
は
現
在
、
東
京
芸
術
大
学
蔵
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

う
し
た
形
で
の
文
化
財
保
存
活
動
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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（
9
） 
大
原
家
文
書
F-

2
5
6
　
明
治
三
九
年
八
月
三
一
日

「（
封
筒
上
書
）

倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

八
月
卅
一
日　

成
羽
町
／
児
島
虎
次
郎
拝
」

其
後
ハ
御
無
沙
汰
致
居
候
、
い
つ
ま
で
も
暑
き
ひ
し
き
事
に
御
座
候
、

御
皆
々
様
御
変
り
も
御
座
な
く
候
哉
、
伺
上
候
、

小
生
儀
、
無
異
製
作
に
従
事
致
居
り
候
間
、
御
放
神
被
下
度
候
、

昼
夜
筆
と
り
居
り
候
た
め
、
ろ
く
〳
〵
御
音
信
も
不
申
、
失
礼
致
居
候
、
製
作
も
大
分
運

び
候
へ
共
、
何
分
重
荷
に
御
座
候
ヘ
バ
、
進
め
バ
進
む
ほ
と
苦
し
き
事
に
御
座
候
、

一
日
も
早
く
思
ふ
ほ
ど
の
も
の
描
き
終
へ
、
御
目
に
か
け
た
く
望
み
居
り
候
、
図
ハ
水
車

の
内
に
憩
へ
る
家
族
の
様
に
御
座
候
、
モ
デ
ル
を
雇
ふ
事
さ
へ
田
舎
の
事
に
候
ヘ
バ
、
思

ふ
ま
ゝ
に
ハ
相
成
り
不
申
、
閉
口
も
致
し
居
り
候
、

然
し
充
分
勉
む
る
た
け
ハ
務
む
る
決
心
に
御
座
候
、
御
教
訓
被
下
候
通
り
、
筆
と
る
前
に

ハ
心
こ
め
た
る
祈
を
さ
ゝ
げ
つ
ゝ
、
神
ハ
如
何
な
る
も
の
ゝ
上
に
も
等
し
き
愛
と
恵
と
を

与
へ
給
ふ
事
、
真
の
美
ハ
如
何
な
る
も
の
ゝ
う
ち
に
も
備
へ
ら
れ
あ
る
事
を
信
じ
つ
ゝ
、

誠
の
平
和
と
幸
福
の
境
に
あ
こ
か
れ
つ
ゝ
、
清
き
製
作
に
尽
し
居
り
候
、

絵
の
出
来
上
る
日
も
定
ま
ら
ず
候
へ
共
、
出
来
上
る
ま
て
ハ
決
し
て
動
か
ぬ
積
り
に
御
座

候
間
、
然
様
御
承
引
被
下
度
願
上
候
、

先
ハ
御
様
子
伺
上
度
く
、
小
生
の
現
情
一
報
申
上
候
、

末
筆
な
か
ら
御
全
家
様
へ
宜
敷
御
伝
へ
被
下
度
、
尚
時
節
柄
御
自
愛
専
一
に
願
上
度
、
謹

而
閣
下
の
幸
福
を
祈
居
り
候
、

　

八
月
卅
一
日
夜
半 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

追
啓
、
弊
屋
一
同
よ
り
も
御
全
家
様
方
へ
宜
敷
申
伝
居
り
候
、

※
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
八
月
に
故
郷
成
羽
に
戻
り
、「
水
車
の
内
に
憩
へ
る
家

族
」
の
図
に
着
手
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。《
里
の
水
車
》
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
モ

デ
ル
を
雇
ふ
事
さ
へ
田
舎
の
事
に
候
ヘ
バ
、
思
ふ
ま
ゝ
に
ハ
相
成
り
不
申
」
と
モ
デ

ル
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
が
、
モ
デ
ル
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
に
、
近
親
者
を
頼

ん
だ
の
か
な
ど
は
不
明
。

（
10
） 

大
原
家
文
書
F-

2
5
8-

1
　
明
治
三
九
年
十
月
五
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
千
駄
木
林
町
／
二
二
五
野
中
方
／
児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、
愈
々
御
清
栄
之
事
と
奉
大
賀
候
、

先
日
御
目
に
か
け
候
油
絵
、
上
京
直
に
黒
田
先
生
に
面
会
を
も
と
め
候
も
、
先
生
に
差
支

有
之
候
た
め
、
や
つ
と
本
日
批
評
を
聞
く
事
を
得
候
、
先
生
の
大
略
の
批
評
申
伝
へ
度
く

候
、

先
づ
大
体
の
所
に
て
無
難
の
由
に
候
、
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若
し
筆
を
加
ふ
る
考
へ
な
れ
バ
、
石
段
に
あ
る
人
を
除
く
方
面
白
か
ら
む
、
そ
し
て
母
親

の
背
後
雉
の
居
る
辺
に
少
し
明
き
光
線
を
入
れ
て
ハ
如
何
に
や
、
出
来
よ
り
云
ヘ
バ
、
先

上
出
来
な
り
、
小
生
の
作
と
し
て
ハ
、
未
だ
な
き
所
の
由
、
少
し
感
情
の
不
足
な
る
点
ハ

あ
れ
と
も
、
面
白
味
あ
り
、
色
と
形
に
於
て
無
難
な
り
、
親
子
の
手
指
は
よ
く
出
来
た
り
、

顔
ハ
子
供
の
顔
の
愛
ら
し
き
と
母
親
の
顔
の
雅
味
あ
る
所
よ
き
様
述
へ
ら
れ
候
、

兎
に
角
多
く
の
画
家
（
学
生
）
が
風
景
の
写
生
に
従
ふ
も
の
多
き
、
人
物
画
の
製
作
に
つ

く
も
の
少
な
き
遺
憾
と
す
る
所
、
此
方
面
に
向
て
の
研
究
ハ
誠
に
結
構
な
る
事
な
り
と
、

明
年
の
博
覧
会
ヘ
ハ
出
品
す
る
方
都
合
よ
か
ら
む
と
の
事
に
候
、

博
覧
会
出
品
云
々
の
事
ハ
兎
に
角
、
夏
休
の
間
、
小
生
が
不
及なか
ら
も
心
こ
め
て
の
製
作

が
、
少
し
だ
な
り
と
成
効
し
た
る
点
の
あ
る
と
せ
バ
、
如
何
ほ
と
か
の
小
生
に
慰
安
を
与

へ
ら
れ
候
、
先
生
只
一
人
を
さ
へ
僅
な
る
満
足
を
さ
ゝ
け
た
る
事
の
小
生
に
と
り
て
光
栄

と
す
る
所
に
候
、
製
作
中
の
苦
し
き
つ
と
め
も
、
そ
の
製
作
の
上
に
力
と
ゝ
む
る
事
を
得

候
、
誠
に
う
れ
し
く
存
候
、
モ
デ
ル
に
頼
み
し
人
々
に
も
な
か
き
骨
折
を
か
け
た
る
罪
も

少
し
ハ
謝
す
る
事
を
得
へ
き
事
を
よ
ろ
こ
び
候
、
先
生
の
批
評
に
よ
り
、
只
一
人
余
の
み

心
よ
ろ
こ
ば
し
く
候
、

然
し
先
生
の
批
評
よ
り
以
上
の
批
評
を
己
が
心
の
中
に
聞
き
候
、

今
度
の
製
作
中
々
に
つ
と
め
た
る
様
に
候
へ
共
、
尚
力
足
ら
す
、
製
作
ハ
失
敗
に
終
り

た
、
（
り
脱
カ
）

全
く
の
失
敗
に
終
り
た
り
、
高
き
理
想
の
そ
れ
よ
り
見
れ
バ
、
誠
に
憐
な
る
価
値
な

き
物
と
考
へ
候
、

尚
進
む
へ
き
所
ハ
、
遙
か
の
彼
所
に
候
、

夏
の
労
れ
に
ね
む
ら
ず
に
怠
な
き
つ
と
め
に
従
ふ
べ
く
、
何
事
も
己
の
信
仰
に
帰
す
る
事

と
存
居
り
候
、

製
作
ハ
先
生
の
説
に
従
ひ
、
直
に
修
製
致
す
べ
く
候
、
出
来
上
り
候
上
ハ
、
額
椂
（
縁
カ
）買

求
め

度
、
何
れ
御
依
頼
申
上
べ
く
候
へ
バ
、
何
卒
宜
敷
御
承
知
被
下
度
願
上
候
、
此
製
作
の
上

に
見
得
さ
る
所
に
力
加
へ
ら
れ
候
人
々
の
上
に
、
心
深
き
感
謝
を
さ
ゝ
け
奉
候
、

延
引
致
候
受
取
証
差
送
申
候
間
、
御
落
手
被
下
度
願
上
候
、

尚
末
筆
に
ハ
候
へ
共
、
皆
々
様
へ
宜
敷
御
伝
へ
被
下
度
願
上
候
、

　

十
月
五
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
制
作
途
上
の
《
里
の
水
車
》
を
、
お
そ
ら
く
は
東
京
へ
戻
る
中
途
に
倉
敷
へ
立
ち

寄
り
、
大
原
孫
三
郎
に
見
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
黒
田
清
輝
に
作
品
を
見
せ
て
修
正
指
導
を
受
け
た
こ
と
と
、
黒

田
に
よ
っ
て
翌
年
の
博
覧
会
、
つ
ま
り
東
京
府
の
勧
業
博
覧
会
出
品
を
示
唆
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

作
品
に
つ
い
て
は
、
親
子
の
表
情
や
、
手
指
の
描
写
を
褒
め
ら
れ
全
体
に
上
出
来

と
の
評
価
で
あ
り
、
修
正
点
と
し
て
は
、
石
段
に
あ
る
人
を
除
く
、
母
親
の
背
後
と

な
る
雉
の
い
る
あ
た
り
に
少
し
明
る
い
光
線
を
入
れ
て
は
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
る
。

作
品
の
現
状
で
は
、
黒
田
の
指
摘
通
り
の
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
が

風
景
写
生
に
向
か
い
、
人
物
画
へ
取
り
組
む
こ
と
が
少
な
い
こ
と
を
黒
田
が
指
摘
す

る
こ
と
も
伝
え
て
い
る
。

　

児
島
は
、
納
得
の
い
く
作
品
が
描
け
る
と
大
原
へ
額
縁
の
経
費
を
た
め
ら
い
な
く

依
頼
す
る
こ
と
が
多
く
、
こ
こ
で
も
額
縁
を
誂
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
自
ら
作
品
の
出
来
栄
え
に
納
得
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
さ
ら
に
黒
田
の
評
価

に
自
信
を
得
て
お
り
、
展
覧
会
へ
の
出
品
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
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（
11
） 
F-

2
5
8-

2
　
明
治
三
九
年
十
月
十
一
日
　
※
F-

2
5
8-

1
と
同
封

拝
啓
、

先
般
中
申
上
置
候
油
絵
の
額
椂
（
縁
カ
）の

価
格
問
合
せ
候
処
、
先
づ
並
の
品
に
て
十
五
六
円
よ
り

に
御
座
候
、
拾
円
位
に
ても出
来
さ
る
と
云
ふ
に
ハ
御
座
な
く
候
も
、
あ
ま
り
面
白
か
ら
ず

候
、
然
し
椂
の
み
上
等
な
る
も
致
方
無
之
事
と
存
居
候
、
絵
ハ
訂
正
致
居
り
候
へ
共
、
額

椂
へ
嵌
め
候
ハ
す
バ
ほ
ど
よ
く
行
き
不
申
候
た
め
、
毎
度
勝
手
の
事
の
み
申
上
る
様
に
候

へ
共
、
右
額
椂
調
製
御
許
し
被
下
度
願
上
候
、

費
用
ハ
閣
下
の
御
考
へ
に
従
ふ
へ
く
存
し
居
候
ヘ
バ
、
幾
何
ほ
と
な
り
と
も
右
費
用
御
送

金
被
下
度
御
依
頼
申
上
候
、
な
る
べ
く
至
急
の
方
都
合
よ
ろ
し
く
候
、

其
序
に
向
屋
敷
の
大
広
間
の
か
も
ゐ
か
ら
上
方
の
寸
尺
御
知
せ
被
下
度
願
置
候
、

右
の
製
作
全
く
終
へ
候
ヘ
バ
、
今
一
層
奮
発
し
て
一
製
作
致
度
望
み
居
り
候
、
若
し
出
来

得
る
事
に
候
ヘ
バ
、
明
年
の
博
覧
会
に
出
品
す
る
考
へ
に
て
、
何
か
力
あ
る
作
に
従
ひ
た

く
、
気
の
み
勇
み
居
り
候
、
黒
田
先
生
に
ハ
一
寸
先
日
話
し
置
候
処
、
極
結
構
な
る
考
へ

な
れ
バ
、
実
行
致
す
べ
き
様
申
さ
れ
候
、

製
作
す
る
と
す
れ
ハ
、
小
生
の
考
へ
に
て
ハ
、
と
て
も
東
京
の
汚
れ
た
る
空
気
の
中
に
て

ハ
清
き
も
の
も
生
れ
不
申
と
考
へ
ら
れ
候
、
何
所
か
自
身
の
思
想
の
上
に
あ
る
も
の
を
得

る清
き地

に
旅
行
し
て
、
一
二
ケ
月
を
製
作
の
た
め
に
奮
闘
致
度
き
事
を
希
望
致
居
候
、
然
し

費
用
も
少
々
嵩
む
事
に
候
ヘ
バ
、
閣
下
の
御
一
考
を
煩
し
度
望
み
居
り
候
、

此
夏
の
製
作
の
水
車
も
若
し
出
品
を
許
可
さ
る
ゝ
な
れ
バ
、
出
品
ハ
進
で
致
す
考
へ
に
御

座
候
、

次
回
の
製
作
が
水
車
以
上
の
製
作
の
出
来
申
や
否
や
ハ
未
明
に
候
へ
共
、
此
の
気
力
の
進

み
居
る
所
を
善
用
致
度
き
事
に
御
座
候
、

右
の
二
件
御
返
事
至
急
願
上
度
御
依
頼
申
上
候
、

額
椂
代
金
御
送
付
被
下
候
ヘ
バ
、
其
節
申
上
兼
候
へ
共
、
本
月
分
学
資
御
貸
与
願
上
度
望

居
り
候
、

岡
田
先
生
に
依
頼
致
置
候
扇
面
の
儀
今
少
し
御
猶
余
被
下
度
願
上
候
、
黒
田
先
生
の
分
も

今
少
の
御
猶
余
を
願
申
上
候
、

右
当
用
ま
で
あ
ら
〳
〵
申
述
候
、

　

十
月
十
一
日
夜 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
《
里
の
水
車
》
の
額
縁
を
誂
え
る
に
あ
た
り
、
金
額
は
大
原
の
考
え
に
従
う
が
、

な
る
べ
く
至
急
に
送
金
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
大
原
家
所
有
の
向

屋
敷
（
現
在
の
大
原
美
術
館
本
館
に
隣
接
す
る
敬
倹
堂
か
？
）
の
か
も
い
上
方
の
サ

イ
ズ
を
尋
ね
る
の
は
、
そ
の
場
所
へ
の
設
置
を
考
え
た
も
の
か
。

　

さ
ら
に
《
里
の
水
車
》
以
上
の
作
品
を
描
き
あ
げ
、
明
年
の
博
覧
会
出
品
を
目
指

す
希
望
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
東
京
の
汚
れ
た
空
気
の
中
で
は
清
ら
か
な
も
の
は

生
ま
れ
な
い
の
で
、
相
応
し
い
地
を
探
し
、
一
、
二
ヶ
月
を
制
作
に
充
て
た
い
希
望

と
、
そ
の
た
め
の
経
費
負
担
を
望
む
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

（
12
） 
大
原
家
文
書
F-

2
6
8
　
明
治（
三
九
）年
十
月
二
六
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
至
急
親
展
」
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「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
蓬
莱
町
／
六
荒
井
方
／
二
月
廿
八
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、

御
芳
墨
拝
承
致
候
、

今
度
の
製
作
に
就
而
ハ
、
旅
行
地
方
法
等
委
し
き
事
未
定
に
候
た
め
、
閣
下
の
御
承
諾
被

下
候
上
、
愈
々
決
心
す
る
考
へ
に
御
座
候
、
委
し
き
御
返
事
承
ら
す
候
へ
共
、
小
生
の
申

送
り
候
事
に
御
同
意
被
下
候
も
の
と
奉
察
候
ヘ
バ
、
此
等
準
備
な
と
の
事
今
一
応
黒
田
先

生
に
も
相
計
り
可
申
考
へ
に
候
ヘ
ハ
、
其
上
に
て
費
用
等
の
点
委
し
く
申
送
致
べ
く
候
間
、

然
様
御
承
知
被
下
度
願
上
候
、

額
椂
（
縁
カ
）の

代
金
と
し
拾
円
、
本
月
分
の
学
資
と
共
に
拝
受
致
候
、

額
椂
も
今
一
応
よ
く
取
検
べ
注
文
可
致
候
、
若
し
都
合
に
よ
り
て
少
々
嵩
む
事
有
之
や
も

知
れ
ず
候
に
つ
き
、
其
辺
御
承
知
被
下
置
願
上
度
候
、

右
当
用
ま
で
申
述
候
、
向
寒
の
候
に
候
ヘ
バ
、
御
自
愛
専
一
に
奉
祈
候
、
末
筆
に
ハ
候
へ

共
、
御
華
邸
皆
々
様
へ
宜
敷
御
伝
声
の
程
願
上
候
、

　

十
月
廿
六
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
博
覧
会
に
向
け
た
制
作
の
た
め
の
経
費
を
願
う
と
共
に
、《
里
の
水
車
》
の
額
縁
代

も
送
付
さ
れ
て
来
た
十
円
で
は
足
り
な
い
可
能
性
も
伝
え
て
い
る
。
改
め
て
、
児
島

が
自
ら
の
や
る
べ
き
事
に
向
け
て
は
、
大
原
へ
と
必
要
な
経
費
を
求
め
る
姿
勢
が
伝

わ
る
。

　

本
書
簡
に
つ
い
て
は
、
封
筒
の
消
印
が
明
治
四
十
年
二
月
二
十
八
日
で
、
封
筒
裏

記
載
の
日
付
も
同
日
と
な
っ
て
お
り
、
書
簡
文
面
の
日
付
と
齟
齬
が
あ
る
。
後
出
の

よ
う
に
明
治
四
十
年
二
月
二
十
八
日
付
で
岡
山
孤
児
院
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
書
簡

（
23
）
が
あ
る
た
め
、
本
来
、
こ
の
封
筒
に
、
書
簡
（
23
）
が
入
っ
て
お
り
、
何
ら
か

の
理
由
で
、
封
筒
と
中
身
が
入
れ
替
わ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。　

　

書
簡
の
文
面
に
は
、
差
出
年
の
記
載
が
な
い
が
、
文
面
の
内
容
か
ら
明
治
三
九
年

と
判
断
す
る
。

（
13
） 

大
原
家
文
書
F-

2
6
0
　
明
治
三
九
年
十
一
月
四
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
千
駄
木
林
町
／
二
二
五
野
中
方
／
十
一
月
四
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

今
日
ハ
誠
に
心
地
よ
き
日
曜
日
に
御
座
候
、
日
あ
た
ゝ
か
に
朝
風
す
ゝ
し
く
、
何
と
な
く

身
の
け
か
れ
も
き
よ
め
ら
る
ゝ
様
お
も
は
れ
候
、
我
し
ら
す
祈
と
感
謝
と
に
時
を
す
ご
し

候
、

一
度
信
す
る
も
の
を
得
て
身
を
捧
げ
、
そ
の
使
命
に
服
し
て
よ
り
己
の
身
ハ
幸
福
と
慈
悲

と
の
う
ち
に
護
ら
れ
つ
ゝ
、
此
の
日
々
を
楽
し
く
送
り
得
る
事
を
感
す
る
度
に
感
謝
の
涙

は
湧
き
候
、
身
ハ
使
命
の
も
と
に
力
の
あ
ら
む
か
き
り
誠
の
つ
き
む
か
き
り
ハ
働
く
決
心

に
御
座
候
、

一
度
信
者
の
生
涯
に
入
り
て
よ
り
、
誠
の
信
者
と
し
て
一
生
を
終
ら
む
と
望
む
も
の
に
候
、

身
ハ
信
者
と
し
て
の
生
活
と
行
為
を
全
せ
む
と
す
る
も
の
に
御
座
候
、

誠
の
信
仰
ハ
、
誠
の
行
為
の
み
と
存
せ
ら
れ
候
、
己
ハ
己
の
働
き
の
上
に
此
の
美
し
き
信
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仰
を
実
現
す
る
考
へ
に
候
、
己
ハ
何
れ
の
教
会
、
何
れ
の
宗
派
に
も
身
を
置
さ
る
も
の
に

候
、
さ
れ共そ
れ
等
の
人
よ
り
以
上
の
信
仰
ハ
持
ち
居
る
考
へ
に
御
座
候
、
宗
教
一
度
派
に

分
れ
て
よ
り
、
各
派
只
形
式
と
虚
礼
の
満
る
所
と
な
り
、
教
堂
に
あ
ゝ
（
ら
カ
）わ

る
ゝ
宗
教
ハ
、

何
と
な
く
真
の
力
を
失
ひ
た
る
感
せ
ら
れ
候
、
教
会
堂
に
同
胞
に
楽
し
く
集
ま
れ
る
何
と

て
心
地
よ
か
ら
さ
る
、
さ
れ
と
そ
の
半
面
に
ハ
面
白
か
ら
さ
る
欠
点
も
見
受
ら
れ
候
、

会
堂
の
洗
礼
も
全
く
の
罪
よ
り
人
を
救
ひ
浄
む
る
の
水
と
し
て
ハ
少
し
濁
り
た
る
様
お
も

は
れ
候
、
か
く
し
て
己
ハ
教
堂
な
る
も
の
に
一
種
の
疑
を
宿
し
候
、
教
会
員
も
一
度
会
堂

の
人
と
な
り
て
何
処
と
な
く
会
堂
く
さ
き
人
と
化
し
た
様
子
に
考
へ
ら
れ
、
此
頃
に
て
ハ

少
し
変
な
気
持
を
帯
び
候
、
全
く
自
己
の
不
完
全
に
帰
す
る
事
と
覚
へ
居
り
候
、

今
日
ハ
安
息
日
の
半
日
を
会
堂
に
す
こ
す
を
面
白
く
進
ま
さ
り
し
ま
ゝ
室
に
籠
り
て
祈
り

候
、
己
の
信
す
る
名
な
き
宗
教
に
只
己
ハ
従
は
む
の
み
、
然
し
総
の
宗
派
の
信
者
よ
り
も

よ
り
以
上
の
働
を
世
の
同
胞
に
上
に
尽
さ
む
の
み
と
古
き
決
心
に
帰
り
候
、

あ
ま
り
多
く
を
語
り
候
事
を
謝
す
事
に
候
、
只
胸
の
お
も
ひ
の
苦
し
き
ま
ゝ
、
誰
れ
に
か

た
ら
む
よ
し
も
な
く
、
己
の
信
す
る
人
な
る
閣
下
の
前
に
か
く
も
述
た
る
事
に
候
、

先
般
申
送
置
候
次
の
製
作
に
つ
き
、
画
題
の
み
ハ
握
り
居
り
候
へ
共
、
そ
の
方
法
に
つ
き

て
ハ
、
今
尚
考
へ
中
に
御
座
候
、

画
題
に
つ
き
少
し
物
語
り
た
く
候
、
画
題
を
択
ハ
愚
の
様
に
候
へ
共
、
己
の
志
し
た
る
所

に
従
さ
る
へ
か
ら
さ
る
を
思
出
し
候
、

画
題
ハ
あ
れ
や
こ
れ
や
と
さ
ま
〳
〵
と
ま
よ
ゐ
候
折
か
ら
、
総
て
の
空
想
を
倒
し
て
現
れ

た
る
一
つ
の
力
あ
る
感
し
を
得
候
、

一
度
此
の
感
を
得
候
時
、
余が身
ハ
お
ど
り
候
、
己
の
涙
ハ
湧
き
候
、
そ
ハ
孤
児

8

8

に
候
、

最
も
憐
な
る
孤
児
の
た
め
に
弱
き
な
か
ら
に
も
己
の
力
を
尽
し
て
世
の
人
に
語
ら
む
た
め

に
、
此
度
の
製
作
を
起
す
決
心
に
御
座
候
、

す
き
し
年
、
岡
山
孤
児
院
の
参
観
の
時
に
起
り
し
一
種
の
感
、
今
春
上
野
に
東
北
孤
児
を

迎
へ
し
時
に
湧
き
し
念
、
堪
へ
す
身
に
来
り
て
一
種
の
励
み
を
わ
れ
に
与
ふ
る
も
の
あ
る

を
覚
へ
候
、

よ
し
製
作
ハ
成
効
に
或
ハ
失
敗
に
終
る
と
も
何
か
あ
ら
む
、
余
ハ
此
の
清
き
使
命
の
た
め

に
此
身
を
捧
け
む
、
一
度
製
作
に
従
ふ
以
上
ハ
、
決
し
て
寸
毫
も
自
己
の
身
を
考
へ
さ
る

覚
悟
に
御
座
候
、
余
ハ
幾
十
日
か
製
作
の
た
め
に
活
き
る
考
へ
に
候
、

製
作
の
為
め
に
の
み
此
身
を
務
む
る
考
へ
に
御
座
候
、
か
く
思
定
め
て
よ
り
、
製
作
の
地

を
何
れ
に
撰
は
む
を
考
へ
候
、

岡
山
に
帰
れ
ハ
種
々
の
孤
児
院
よ
り
便
利
も
得
ら
れ
む
哉
、
鎌
倉
に
近
く
某
孤
児
院
も
在

る
由
、
鎌
倉
の
地
あ
ま
り
面
白
か
ら
ず
候
、
上
毛
孤
児
院
の
あ
る
あ
り
候
も
聞
き
及
候
、

何
れ
か
の
孤
児
院
に
生
活
し
て
研
究
と
感
想
を
強
め
む
事
を
希
望
致
居
り
候
、
此
の
時
、

一
昨
夜
と
昨
夜
、
岡
山
孤
児
院
の
第
二
音
楽
隊
の
来
京
、
本
郷
会
堂
に
慈
善
会
を
開
会
す

る
あ
り
て
、
決
心
ハ
愈
々
強
く
相
成
候
、

博
覧
会
開
会
迄
に
ハ
あ
ま
り
ほ
と
遠
く
も
な
く
、
限
り
有
之
候
へ
共
、
製
作
に
ハ
限
り
な

き
事
に
候
ヘ
バ
、
出
来
た
け
思
想
の
熟
す
る
と
同
時
に
着
手
致
度
考
へ
に
御
座
候
、

一
応
閣
下
の
説
を
仰
き
た
く
望
み
候
、

御
尋
ね
被
下
候
費
用
と
し
て
ハ
、
毎
月
の
貸
費
以
外
に
、
少
し
絵
具
材
良
の
費
と
旅
費
と

に
御
座
候
、
そ
れ
に
モ
デ
ル
費
用
に
御
座
候
、
今
仮
に
予
算
を
記
し
候
、

　
　

絵
具
材
良
と
し
て
毎
月
要
す
る
以
外
に
○弐拾
円
ほ
と

カ
ン
パ
ス
な
と
の
費
用
と
し
て
五
六
円
、

　
　

絵
具
ハ
一
ケ
月
の
費
に
候
、
幾
月
か
ゝ
る
か
知
れ
不
申
候
、

旅
費
ハ
遠
近
に
よ
り
て
差
有
之
事
に
候
ヘ
バ
、
予
想
出
来
不
申
候
、

滞
在
費
ハ
東
京
に
あ
る
と
さ
ほ
ど
の
差
も
な
き
事
と
存
候
、
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モ
デ
ル
費
ハ
予
算
も
出
来
不
申
候
、
人
ハ
小
年
を
用
ゆ
る
事
に
候
、
少
く
と
も
六
七
人
位

の
構
図
に
致
す
つ
も
り
に
候
、

他
の
費
用
ハ
目
的
地
に
着
し
て
よ
り
後
の
事
に
候
へ
共
、
絵
具
費
・
カ
ン
パ
ス
材
良
費
ハ

出
発
前
に
要
す
る
事
に
候
ヘ
バ
、
本
月
の
学
資
と
共
に
至
急
御
送
り
被
下
さ
る
（
衍
カ
）様

願
上
候
、

若
し
余
る
事
に
候
ヘ
バ
、
御
返
し
申
べ
く
、
来
月
の
学
費
へ
廻
し
可
申
候
、

兎
に
角
、
十
一
月
分
と
外
に
十
二
月
分
の
学
資
と
し
て
前
記
の
費
用
拝
借
願
上
度
望
み
置

候
間
、
然
様
御
承
諾
被
下
度
願
上
候
、

前
述
申
上
候
岡
山
孤
児
院
に
か
へ
り
可
申方■
よ
か
ら
む
哉
否
か
、
御
一
報
御
高
見
を
承
り

度
望
候
、

無
論
、
製
作
ハ
閣
下
の
も
と
に
捧
け
可
申
事
に
御
座
候
、

以
上
、
■小生が
意
の
あ
る
処
、
情
の
強
き
所
御
察
し
被
下
、
此
度
の
製
作
に
便
宜
を
恵
み
給

ら
む
事
を
希
望
致
候
、

思
の
み
高
ま
り
て
胸
せ
ま
り
頭
み
た
れ
筆
つ
ゝ
く
る
事
も
出
来
ず
、
紙
も
つ
き
候
、

閣
下
の
前
に
さ
ゝ
け
つ
ゝ
あ
る
真
の
感
謝
の
我
が
此
の
涙
を
何
卒
御
納
め
給
ら
む
事
を
望

み
候
、
只
思
ふ
事
の
み
申
述
、
伏
し
て
御
返
信
の
み
待
ち
居
り
候
、
只
胸
に
孤
児
あ
る
の

み
に
候
、
噫
、

　

十
一
月
四
日
朝 

虎
次
郎
拝　
　

追
啓
、

近
々
御
上
京
の
由
と
か
信
に
御
座
候
哉
伺
上
候
、

※
特
定
の
宗
派
へ
帰
属
す
る
の
で
は
な
い
児
島
独
自
の
信
仰
心
の
あ
り
方
が
語
ら
れ

る
。

　

東
京
府
勧
業
博
覧
会
に
出
品
す
る
た
め
に
《
里
の
水
車
》
以
上
を
目
指
す
と
し
て

い
た
作
品
の
主
題
が
、「
孤
児
」
へ
と
絞
ら
れ
た
こ
と
を
語
る
。
そ
の
た
め
に
、
関
東

の
孤
児
院
を
考
え
る
が
、
や
は
り
地
元
で
あ
り
、
大
原
孫
三
郎
が
支
援
す
る
岡
山
孤

児
院
で
の
制
作
を
願
い
出
て
い
る
。
岡
山
孤
児
院
で
の
制
作
の
是
非
を
問
い
つ
つ
も
、

完
成
作
は
大
原
へ
と
送
る
こ
と
を
前
提
に
、
旅
費
、
画
材
費
な
ど
の
提
供
に
つ
い
て

も
打
診
し
て
い
る
。
こ
の
構
想
段
階
で
、
六
、
七
人
に
よ
る
群
像
と
す
る
構
図
を
明

確
に
語
っ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

（
14
） 

大
原
家
文
書
F-

2
5
7
　
明
治
三
九
年（
十
一
）月
十
五
日

「（
封
筒
上
書
）

京
橋
区
木
挽
町
二
丁
目
／
水
明
館
に
て
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

本
郷
区
千
駄
木
林
町
／
二
二
五
野
中
方
／
十（マ
マ
）

二
日
児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、
先
日
中
ハ
度
々
ま
か
り
出
で
御
厄
介
に
相
成
候
段
奉
謝
候
、
小
生
今
夜
の
列
車
に

て
岡
山
へ
直
行
可
致
候
間
、
然
様
御
承
了
被
下
度
願
上
候
、
昨
日
、
東
京
府
博
覧
会
事
務

所
へ
出
品
願
書
差
出
し
置
候
、
此
度
の
製
作
に
つ
き
て
ハ
、
充
分
な
る
覚
悟
と
決
心
を
致

居
り
候
、

出
発
ま
で
に
御
伺
可
致
の
所
、
か
れ
こ
れ
と
と
り
ま
き
れ
、
そ
の
ま
ゝ
失
礼
可
仕
、
何
れ

御
帰
郷
の
節
、
御
伺
申
上
度
候
、
頓
首

　

十（一
脱
カ
）

月
十
五
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下
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※
東
京
府
博
覧
会
へ
の
出
品
願
書
を
提
出
し
た
う
え
で
、
制
作
の
た
め
岡
山
へ
向
か

っ
て
い
る
。

（
15
） 

大
原
家
文
書
F-

2
3
9
　
明
治
三
九
年
十
一
月
十
八
日

「（
封
筒
上
書
）

倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

岡
山
孤
児
院
に
て
／
十
一
月
十
八
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、
一
昨
日
夕
、
新
橋
出
発
、
途
中
に
下
車
一
泊
の
上
、
昨
夕
無
事
岡
山
へ
着
し
候
、

今
朝
、
孤
児
院
に
お
も
む
き
、
表
面
の
参
観
た
け
ハ
致
候
、
愈
々
本
日
よ
り
孤
児
院
に
御

厄
介
に
相
成
る
事
と
致
候
、
充
分
の
観
察
を
致
す
ま
て
に
ハ
、
尚
数
日
を
要
す
る
こ
と
ゝ

存
居
候
、
そ
の
上
に
て
、
構
図
に
と
り
懸
る
事
に
御
座
候
、

本
日
、
孤
児
院
に
て
、
閣
下
の
御
帰
宅
の
由
聞
及
び
候
、
早
速
御
伺
申
上
へ
き
存
候
へ
共
、

今
数
日
間
が
小
生
に
と
り
て
ハ
非
常
な
る
感
想
を
養
ふ
に
必
要
な
る
時
に
候
ヘ
バ
、
構
図

と
も
定
ま
る
ま
で
ハ
失
礼
申
べ
く
御
断
申
置
候
、
慥
に
何
物
を
か
得
ら
る
ゝ
様
な
心
致
候
、

否
必
す
或
物
を
得
す
ハ
、
止
ま
ぬ
決
心
に
御
座
候
、

孤
児
院
よ
り
貸
与
へ
給
り
し
事
務
所
の
二
階
、
誠
に
結
構
な
る
部
屋
に
て
よ
ろ
こ
び
居
り

候
、

右
ハ
一
寸
様
子
の
み
申
上
候
、
頓
首

　

十
一
月
十
八
日 

岡
山
孤
児
院
に
て　

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
岡
山
孤
児
院
で
の
制
作
へ
の
意
欲
を
知
ら
せ
る
。
孤
児
院
内
で
提
供
さ
れ
た
部
屋

が
、
事
務
所
の
二
階
で
「
誠
に
結
構
な
る
部
屋
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
金
井
文
彦
が

「『
な
さ
け
の
庭
』
当
時
の
思
い
出
」（『
美
術
新
論
』
四
巻
五
号
）
に
引
用
す
る
金
井

宛
の
岡
山
孤
児
院
か
ら
翌
十
一
月
十
九
日
発
信
の
手
紙
の
内
容
と
一
致
す
る
。

（
16
） 

大
原
家
文
書
F-

2
6
1
　
明
治
三
九
年
十
二
月
二
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

岡
山
市
岡
山
孤
児
院
に
て
／
十
二
月
一
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、

昨
日
御
来
岡
遊
れ
候
由
、
御
拝
顔
を
得
ら
る
ゝ
事
と
よ
ろ
こ
び
居
り
候
処
、
御
来
院
無
之

ま
ゝ
御
帰
倉
な
さ
れ
失
望
致
候
、
未
た
お
目
に
か
け
る
程
の
も
の
出
来
不
申
候
へ
共
、
構

図
に
つ
き
御
批
評
願
上
度
、
一
寸
油
絵
の
下
絵
つ
く
り
候
、
昨
日
博
覧
会
事
務
所
よ
り
か

ね
て
願
出
の
容
積
坪
数
を
要
す
る故
、
陳
列
上
差
支
候
た
め
、
縮適宜小
の
上
、
願
書
訂
正
致
す

べ
き
様
申
来
ら
れ
、
今
更
と
な
り
て
容
積
縮
小
な
と
ゝ
ハ
実
に
閉
口
致
居
る
次
第
に
御
座

候
、

先
方
の
勝
手
の
よ
き
様
に
致
し
候
ヘ
ハ
、
当
方
の
都
合
あ
し
き
事
と
相
成
る
事
に
御
座
候
、

あ
ま
り
訂
正
な
と
致
さ
ぬ
考
へ
に
御
座
候
、

出
品
に
な
る
と
も
な
ら
さ
る
と
も
、
何
れ
に
し
て
も
小
生
ハ
只
自
分
の
尽
す
べ
き
所
を
真

面
目
に
働
く
決
心
に
御
座
候
、
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何
れ
弐
枚
の
出
品
の
願
書
の
う
ち
、
上
都
合
に
て
一
枚
出
品
を
許
可
さ
る
れ
ハ
よ
き
方
に

御
座
候
、
今
よ
り
す
で
に
陳
列
場
の
不
足
を
口
に
す
る
様
の
博
覧
会
に
て
ハ
、
と
て
も
一

人
の
作
を
二
点
も
陳
列
を
許
す
様
の
事
ハ
万
々
あ
る
間
敷
事
と
存
居
り
候
、

今
度
の
構
図
ハ
孤
児
の
病
め
る
を
主
眼
と
致
す
考
へ
に
決
し
候
、

右
あ
ら
ま
し
を
の
み
御
報
告
申
上
置
候
、
不
備

　

十
二
月
一
日
夜
半 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
下
絵
の
制
作
と
、
制
作
す
る
画
題
は
「
孤
児
の
病
め
る
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。

　

博
覧
会
事
務
局
よ
り
、
願
書
に
示
し
た
展
示
容
積
の
縮
小
を
求
め
る
連
絡
が
あ
っ

た
こ
と
に
対
す
る
反
応
は
興
味
深
い
。

（
17
） 

大
原
家
文
書
F-

2
6
2
　
明
治
三
九
年
十
二
月
二
六
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
／
都
窪
郡
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

岡
山
孤
児
院
に
て
／
十
二
月
廿
六
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、

昨
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
御
来
院
遊
さ
れ
候
由
、
勝
手
な
る
事
致
居
り
御
挨
拶
も
致
さ
す
誠

に
失
礼
仕
候
段
、
不
悪
御
海
容
（
カ
）被

下
度
奉
謝
候
、

別
紙
領
収
証
延
引
な
か
ら
御
送
付
申
上
（
候
脱
カ
）

間
御
改
め
被
下
度
願
上
候
、

昨
朝
五
時
頃
の
ま
だ
星
の
光
清
き
頃
、
院
児
の
一
隊
窓
の
外
に
集
り
て
讃
美
歌
声
可
愛
ら

し
く
唱
れ
候
、
全
く
大
国
に
身
の
あ
る
夢
の
様
な
る
心
地
致
し
、
歌
の
終
り
た
る
頃
、
床

の
上
に
泣
き
く
づ
れ
候
、

如
何
に
音
楽
の
大
家
あ
り
て
、
我
耳
に
そ
の
高
尚
な
る
調
を
聞
く
事
を
得
る
と
も
、
如
何

で
此
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
早
朝
の
孤
児
の
讃
美
歌
以
上
に
感
動
を
得
る
事
を
得
べ
き
と
信
し

候
と
共
に
、
感
謝
致
候
、
年
の
終
り
の
此
日
最
も
楽
し
き
此
の
祝
日
を
受
け
た
る
事
を
閣

下
の
前
に
感
謝
致
す
処
に
御
座
候
、

聖
霊
の
此
の
世
に
生
れ
た
り
と
聞
く
此
日
を
記
念
さ
る
べ
く
小
生
が
性
格
の
上
に
も
面
目

を
改
め
む
事
を
祈
り
居
り
候
、
頓
首

　

十
二
月
廿
六
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
滞
在
制
作
開
始
か
ら
一
ケ
月
以
上
が
経
ち
、
孤
児
院
で
暮
ら
す
者
た
ち
へ
の
観
察

が
鋭
敏
に
な
っ
て
い
る
様
子
を
伝
え
る
。

（
18
） 

大
原
家
文
書
F-

2
6
3
　
明
治
四
十
年
一
月
十
五
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
侍
史
」

「（
封
筒
裏
上
書
）（
印
刷
）

「
岡
山
市
門
田
屋
敷
百
七
十
九
番
地
／
岡
山
孤
児
院
」
ニ
テ
／
一
月
十
五
日　

児
島
虎
次

郎
拝
」
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拝
啓
、
本
日
小
包
に
て
図
案
一
葉
差
送
申
候
間
、
御
落
手
被
下
度
候
、

外
の
模
様
ハ
重
ね
て
印
刷
致
す
考
へ
に
御
座
候
、

文
字
の
配
置
ハ
半
紙
に
一
寸
小
生
の
考
へ
に
て
記
し
置
候
間
、
御
一
覧
被
下
度
候
、

褒
賞
授
与
の
証
の
文
字
不
必
要
か
と
存
せ
ら
れ
候
ま
ゝ
記
入
致
さ
ゞ
る
事
と
致
置
候
、
地

の
模
様
ハ
紋
を
地
の
色
よ
り
少
し
濃
く
致
す
積
に
御
座
候
、
色
ハ
同
質
に
御
座
候
ヘ
バ
、

総
て
に
て
二
度
摺
、
文
字
と
も
に
て
三
度
と
相
成
る
事
に
御
座
候
、

訂
正
の
場
所
御
遠
慮
な
く
申
送
り
被
下
願
上
候
、

今
朝
持
参
可
致
存
居
り
候
へ
共
、
製
作
の
方
後
れ
勝
に
候
た
め
、
不
本
意
な
か
ら
失
礼
申

候
、
先
ハ
当
用
ま
で
申
述
候
、
頓
首

　

一
月
十
五
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
大
原
よ
り
の
「
褒
賞
図
案
」
デ
ザ
イ
ン
の
依
頼
に
対
し
て
の
対
応
。
岡
山
孤
児
院

で
の
滞
在
制
作
時
に
も
こ
う
し
た
オ
ー
ダ
ー
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
水
島
は
、

次
の
一
月
二
五
日
付
（
19
）
書
簡
に
あ
る
「
不
作
の
稲
」
と
の
孫
三
郎
の
批
評
と
も

合
わ
せ
て
、
こ
の
「
褒
賞
」
を
明
治
四
十
年
二
月
に
第
一
回
褒
賞
が
授
与
さ
れ
た
「
大

原
家
小
作
俵
米
品
評
会
」
を
指
す
と
想
定
。

（
19
） 

大
原
家
文
書
F-
2
6
4
　
明
治
四
十
年
一
月
二
五
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

岡
山
孤
児
院
に
て
／
一
月
廿
五
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

謹
啓
、
承
り
候
ヘ
バ
尊
大
人
御
不
快
之
由
、
其
後
如
何
に
御
座
候
哉
、
御
伺
申
上
候
、
御

療
養
専
一
に
御
全
快
の
速
な
ら
む
事
を
切
に
奉
祈
候
、

褒
賞
図
案
御
目
に
か
け
候
間
、
御
一
覧
被
下
度
候
、
御
気
に
叶
た
る
様
に
参
り
不
申
申
訳

無
之
事
に
御
座
候
、

今
一
度
御
批
評
願
上
度
、
万
一
御
気
に
か
な
い
候
ヘ
共バ
、
清
書
可
致
候
間
、
其
節
ハ
先
日

の
図
案
御
送
り
被
下
度
願
上
候
、

「（
小
文
字
）

先
日
の
図
案
の
不
作
の
稲
と
ハ
誠
に
好
き
批
評
な
り
し
事
を
自
覚
致
候
、」

製
作
に
怠
り
な
く
従
事
致
居
り
候
へ
共
、
中
々
思
ふ
様
に
ハ
捗
り
不
申
、
月
日
の
み
遠
慮

な
く
進
行
致
し
、
実
に
心
苦
し
き
事
に
御
座
候
、

覚
悟
の
上
の
事
に
候
ヘ
バ
、
充
分
完
製
を
期
し
可
申
候
、

か
ね
て
御
教
訓
被
下
候
通
り
、
筆
と
る
時
ハ
不
堪
祈
り
つ
ゝ
画
面
に
対
し
居
り
候
、

愚
痴
の
様
に
候
へ
共
、
此
度
の
如
き
製
作
ハ
初
て
の
事
に
候
ヘ
バ
、
中
々
一
通
の
事
に
て

ハ
出
来
致
さ
ゝ
る
様
に
御
座
候
、

全
力
を
信
し
た
る
此
の
製
作
の
上
に
注
き
居
り
候
間
、
然
様
御
思
召
被
下
度
候
、

昨
日
の
失
敗
を
今
日
ハ
重
ね
じ
と
誓
つ
ゝ
も
又
来
る
日
〳
〵
を
失
敗
に
終
る
事
に
御
座
候
、

さ
れ
と
此
の
失
敗
こ
そ
成
効
に
た
ど
る
べ
き
楷
段
た
る
事
を
信
し
居
り
候
、
信
じ
つ
ゝ
も

己
の
力
弱
き
事
を
深
く
嘆
慨
致
居
り
候
、

先
日
、
青
野
君
よ
り
返
事
参
り
候
ヘ
バ
、
一
寸
序
な
か
ら
に
御
一
報
申
上
候
、
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御
同
情
深
き
閣
下
の
信
情
に
対
し
、
誠
に
感
謝
に
耐
へ
さ
る
事
を
切
に
申
送
り
候
、
返
事

の
大
略
ハ
、
只
今
の
境
遇
ハ
信
用
も
あ
り
置
（
地
カ
）位

も
よ
く
し
て
別
に
不
足
の
所
ハ
無
之
候
へ

共
、
只
勉
強
時
間
の
不
足
な
る
事
の
み
遺
憾
た
る
由
に
御
座
候
、

自
分
に
ハ
希
望
あ
る
身
に
候
ヘ
バ
、
徒
に
事
務
会
計
家
を
以
て
終
る
べ
か
ら
さ
る
事
を
申

述
べ
、
今
望
む
所
の
も
の
ハ
、
支
給
金
に
あ
ら
ず
、
置
位
に
て
も
な
く
、
只
労
働
の
傍
ら

充
分
自
習
す
る
の
時
間
を
得
事
を
望
み
居
る
様
に
御
座
候
、

別
に
委
し
く
倉
敷
に
来
る
べ
き
意
も
無
之
候
ヘ
バ
、
今
一
応
先
方
へ
若
し
自
習
時
間
得
ら

る
ゝ
と
せ
バ
来
社
あ
る
か
を
聞
合
す
べ
く
存
居
り
候
ヘ
バ
、
会
社
の
方
に
て
時
間
の
都
合

な
と
如
何
に
御
座
候
哉
、
一
寸
御
手
数
な
か
ら
御
知
せ
被
■下

候
給
バ
幸
の
事
に
御
座
候
、

本
月
分
の
学
資
御
拝
借
願
上
度
御
依
頼
申
上
候
、

参
堂
仕
る
べ
く
本
意
に
候
へ
共
、
今
ハ
半
日
の
時
間
も
惜
れ
候
ま
ゝ
失
礼
申
居
候
、

何
れ
委
し
き
事
ハ
拝
顔
の
節
申
述
べ
く
、
当
用
の
み
御
一
報
申
上
候
、
乱
筆
多
罪

　

一
月
廿
五
日 
虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

梧
右

※
「
褒
賞
図
案
」
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
大
原
よ
り
の
指
摘
を
受
け
て
、
や
り
直
し

た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
児
島
の
仕
事
に
関
し
て
、
大
原
か
ら
も
忌
憚
な
く
意
見
が
示

さ
れ
る
点
も
、
二
人
の
関
係
性
に
つ
い
て
興
味
深
い
。

　

孤
児
院
で
の
制
作
に
つ
い
て
は
、
複
数
人
を
大
画
面
に
ま
と
め
る
制
作
の
あ
り
方

に
苦
慮
し
て
い
る
様
が
伝
わ
る
。

　

後
半
は
、
同
郷
の
友
人
で
、
児
島
が
上
京
当
初
に
間
借
り
を
し
て
い
た
青
野
俊
一

郎
に
つ
い
て
の
記
述
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
後
も
、
青
野
の
身
の
振
り
方
に
つ
い
て
の

記
述
が
多
い
。

（
20
） 

大
原
家
文
書
F-

2
6
5
　
明
治
四
十
年
二
月
一
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

岡
山
孤
児
院
に
て
／
二
月
一
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

謹
啓
、

本
日
青
野
俊
一
郎
君
が
為
め
に
御
話
し
被
下
候
事
共
誠
に
感
謝
の
涙
に
む
せ
び
候
、
思
ひ

起
し
候
彼
が
一
昨
年
身
を
捨
て
む
た
め
に
浅
間
の
山
頂
に
よ
ぢ
登
り
し
、
そ
の
悲
惨
な
る

折
の
彼
の
心
の
苦
し
さ
を
、
而
し
て
最
も
不
幸
な
る
彼
が
歴
史
と
生
涯
と
に
そ
の
幸
福
を

祈
り
た
る
事
を
、

よ
る
辺
な
き
彼
ハ
世
を
果
無
く
思
定
め
て
都
を
去
り
て
自
棄
の
境
に
さ
ま
よ
ゐ
たる時
、
不

肖
な
か
ら
に
も
小
生
ハ
若
し
不
幸
な
る
友
を
此
世
に
救
ひ
得
る
事
の
能
ふ
べ
く
ん
バ
、
謹

而
此
の
身
を
際
よ
く
友
の
身
に
か
へ
て
捧
け
て
、
友
の
命
に
代
へ
ら
れ
む
事
を
一
夕
心
こ

め
て
巣
鴨
の
野
に
祈
り
候
、
無
我
の
祈
の
力
あ
り
た
る
か
ハ
信
せ
ら
れ
す
候
へ
共
、
友
ハ

不
思
議
に
も
浅
間
の
山
頂
に
於
て
神
の
子
た
る
の
自
覚
を
得
て
、
再
び
人
の
道
を
全
く
せ

ん
と
励
み
つ
ゝ
あ
る
を
見
て
、
実
に
心
嬉
し
き
事
に
御
座
候
、

幸
に
此
度
青
野
兄
が
閣
下
の
御
仁
恵
の
下
に
厚
き
救
護
を
得
ん
と
し
つ
ゝ
あ
る
を
よ
ろ
こ

び
て
、
全
く
此
身
の
そ
の
恩
恵
の
う
ち
に
浴
し
つ
ゝ
あ
る
事
を
自
覚
致
し
、
無
上
の
感
謝

の
念
に
満
さ
れ
候
、
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慈
父
の
味
知
ら
て
盲
（
カ
）で

来
た
る
此
身
が
御
同
情
厚
き
閣
下
の
愛
に
接
し
、
そ
の
未
た
嘗
て

味
さ
り
し
慈
父
の
愛
を
感
じ
候
如
く
、
此
の
不
幸
な
る
友
も
閣
下
の
高
き
愛
に
欽
慕
し
つ
ゝ

止
ま
さ
る
次
第
に
御
座
候
、

願
ハ
く
ハ
行
末
不
幸
な
る
此
の
孤
児
の
為
め
に
そ
の
前
途
に
幸
福
の
光
を
輝
し
給
ら
む
事

切
に
希
望
致
候
、

彼
ハ
誠
の
兄
の
如
く
、
小
生
を
愛
し
導
き
候
、
小
生
も
誠
の
弟
の
如
く
接
し
た
る
積
り
に

御
座
候
、
今
や
共
に
不
幸
な
る
兄
弟
ハ
、
閣
下
の
恩
恵
の
も
と
包
ま
れ
む
と
す
、
睦
し
き

兄
弟
ハ
未
た
見
さ
り
楽
し
き
家
庭
に
手
を
携
へ
て
慈
父
の
愛
に
接
せ
ん
と
す
る
の
感
し
致

さ
れ
候
、
噫
何
事
も
神
の
摂
理
と
只
々
感
謝
の
外
無
之
事
に
御
座
候
、
か
く
し
て
益
々
深

き
信
仰
に
と
急
き
可
申
候
、

二
ケ
月
余
の
孤
児
院
生
活
、
不
完
全
な
る
我
が
品
性
の
う
へ
に
幾
分
か
の
修
養
を
益
され
たる

事
を
感
謝
致
居
り
候
、

青
野
君
へ
只
今
早
速
出
発
の
運
び
致
さ
れ
度
き
様
申
送
り
候
、

何
と
な
く
心
の
裡
に
思
起
さ
れ
た
る
ま
ゝ
申
送
度
、
乱
筆
を
も
鑑
す
御
目
に
か
け
候
、
不

備
　

二
月
一
日
夜 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

（
21
） 

大
原
家
文
書
F-
2
6
7
　
明
治
四
十
年
二
月
六
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

岡
山
孤
児
院
に
て
／
二
月
六
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、

本
日
難
波
氏
を
訪
問
致
、
揮
毫
の
旨
御
依
頼
申
候
処
、
目
下
同
氏
御
多
忙
に
て
、
今
週
土

曜
日
の
夕
刻
迄
な
ら
す
て
ハ
何
と
も
致
兼
ぬ
る
様
申
出
さ
れ
候
、
致
方
も
無
之
候
ヘ
バ
、

同
日
迄
の
約
束
に
て
御
願
申
置
候
間
、
然
様
御
承
知
被
下
度
願
上
候
、

本
日
青
野
君
よ
り
来
電
に
て
イ
マ
ね
ガ
イ
キ
カ
レ
ヌ
ス
コ
シ
マ
テ
、
と
の
由
に
御
座
候
、

多
分
代
理
無
之
為
退
院
す
る
に
少
し
手
間
ど
る
と
の
事
と
奉
察
候
、
甚
た
相
済
み
不
申
候

へ
共
、
今
之
処
少
し
御
猶
予
願
上
度
御
依
頼
申
上
候
、
其
内
委
し
き
手
紙
受
取
次
第
、
御

報
知
申
上
べ
く
候
、

昨
夜
御
托
し
相
成
候
金
員
、
先
方
へ
相
渡
し
候
間
、
受
領
証
封
入
致
置
き
候
、

去
月
分
の
御
貸
資
の
受
領
証
甚
た
延
引
仕
候
へ
共
、
御（マ
マ
）

改
手
被
下
度
御
断
申
上
候
、

写
真
機
の
御
伝
言
、
本
日
取
急
き
候
た
め
忘
れ
終
へ
候
間
、
明
日
早
速
先
方
へ
相
伝
へ
可

申
候
間
、
御
海
容
被
下
度
願
上
候
、

実
ハ
今
日
難
波
氏
の
宅
を
訪
ぬ
る
為
め
、
二
時
間
程
費
し
た
る
事
に
御
座
候
、
下
西
川
を

全
体
尋
ね
廻
り
候
も
見
当
り
不
申
、
交
番
の
巡
査
も
不
明
と
答
へ
候
処
、
折
よ
く
郵
便
脚

夫
に
出
会
ひ
問
合
せ
て
や
つ
と
上
西
川
な
る
事
を
確
め
、
そ
れ
か
ら
師
範
学
校
に
て
面
会

致
候
、
書
体
字
列
等
ハ
委
し
く
依
頼
致
置
候
、
右
様
の
都
合
に
て
、
小
生
が
傍
に
在
り
て

揮
毫
中
批
評
す
る
と
云
ふ
事
ハ
出
来
不
申
、
何
時
書
け
る
事
ハ
土
曜
日
迄
ハ
不
確
に
候
ヘ

バ
、
然
様
不
悪
御
承
引
致
置
き
被
下
度
候
、

右
当
用
の
み
申
述
置
候
、
末
筆
に
ハ
候
ヘ
バ
、
御
自
愛
専
一
に
奉
祈
度
、
謹
而
閣
下
の
御

祝
福
を
奉
祈
候
、
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二
月
六
日
夜
半 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
難
波
氏
は
、
特
定
出
来
ず
。
青
野
の
動
向
を
伝
え
る
。

（
22
） 

大
原
家
文
書
F-

2
6
6
　
明
治
四
十
年
二
月
十
一
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

岡
山
孤
児
院
に
て
／
二
月
十
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、
今
朝
青
野
君
よ
り
別
紙
到
着
如
何
と
も
小
生
の
考
に
ハ
相
成
り
不
申
候
為
め
、
一

寸
不
取
敢
御
一
報
申
上
置
候
、
尚
先
方
へ
ハ
出
来
る
た
け
速
に
決
断
あ
る
様
申
述
べ
く
候
、

か
ゝ
る
次
第
に
御
座
候
ヘ
ハ
、
一
時
御
心
当
も
有
之
候
ヘ
バ
、
雇
医
有
之
方
御
都
合
よ
ろ

し
か
ら
む
と
存
し
候
、
あ
ま
り
延
引
致
候
て
御
迷
惑
を
相
か
ゝ
る
様
の
事
に
て
ハ
、
甚
た

申
訳
無
之
事
に
御
座
候
ヘ
バ
、
何
卒
然
様
御
運
び
置
き
被
下
度
願
上
候
、

昨
夕
、
難
波
氏
の
宅
へ
訪
れ
候
処
、
約
束
の
揮
毫
ハ
同
氏
風
邪
の
気
味
に
て
延
引
し
た
れ

バ
、
今
一
日
御
猶
予
相
成
度
様
申
さ
れ
候
ヘ
バ
、
明
朝
早
々
参
上
可
致
候
、
兎
に
角
期
日

に
遅
さならる
様
お
運
び
致
度
候
、

次
に
此
度
の
製
作
の
額
椂
（
縁
カ
）、

先
日
東
京
へ
尋
ね
置
候
処
、
価
格
二
十
五
円
位
よ
り
と
の
由
、

早
速
注
文
致
度
如
何
に
候
哉
、
一
寸
御
意
見
伺
上
度
、
至
急
御
返
信
被
下
度
、
早
速
注
文

致
さ
す
で
ハ
間
に
合
さ
る
様
に
て
ハ
残
念
の
事
と
存
し
居
り
候
ヘ
ハ
、
御
同
情
を
以
て
御

承
知
被
下
度
懇
願
致
候
、

右
当
用
の
み
取
急
き
申
述
べ
候
、
頓
首

　

二
月
十
日
夜 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

梧
右

「（
別
紙
原
稿
用
紙
）

拝
啓
、

　

児
島
兄
困
ま
つ
た
こ
と
ニ
な
つ
た
、
先
般
保
証
人
を
経
て
辞
職
願
を
出
し
た
■
、
其
理

由
ニ
曰
く
、

　
「
自
分
ハ
経
験
ハ
な
く
頓
智
ハ
な
い
し
、
そ
れ
に
頭
が
悪
い
で
迚
も
此
大
病
院
之
事
務
と

か
、
会
計
と
云
ふ
様
な
煩
雑
な
責
任
の
重
ひ
仕
事
ハ
苦
し
く
て
、
そ
し
て
成
蹟
が
上
り
ま

せ
ん
と
、
そ
れ
に
自
分
ハ
本
職
か
あ
る
の
で
そ
れ
を
余
暇
ニ
習
い
た
い
か
ら
、
増
々
成
蹟

が
上
ら
す
、
自
分
も
前
途
を
案
し
る
か
ら
、
何
卒
職
を
辞
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
被
下
ゐ
」

　

と
云
ふ
理
由
で
辞
表
を
出
し
た
、
処
が
却
下
さ
れ
た
、
そ
れ
ハ
君
が
医
学
を
志
し
て
居

る
こ
と
ハ
承
知
し
て
居
る
、
事
務
家
か
一
生
の
目
的
で
な
い
と
云
ふ
こ
と
も
承
知
し
て
居

る
、
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
本
院
ニ
更
り
て
も
、
又
他
の
職
ニ
更
へ
で
も
し
て
や
る
、
今
学

資
が
あ
つ
て
、
勉
強
す
る
と
云
ふ
の
な
ら
格
別
で
あ
る
が
、
他
へ
又
行
き
て
働
く
と
云
ふ

の
な
ら
、
同
し
便
利
を
与
へ
て
や
る
、
望
み
な
ら
本
院
へ
廻
し
て
も
や
る
、
と
云
ふ
工
合

ニ
同
情
の
あ
る
、
又
熱
心
な
る
言
葉
で
あ
る
、

　

児
島
兄
よ
、
余
ハ
如
何
ニ
な
す
べ
き
そ
や
、
大
原
氏
之
御
高
義
ニ
感
泣
し
た
余
ハ
、
も

ふ
一
日
も
早
く
其
御
本
に
行
き
た
い
の
で
あ
る
が
、
前
陳
の
様
に
、
引
き
留
め
ら
れ
て
見

れ
ハ
ど
ふ
返
事
し
て
よ
い
や
ら
、
殆
ど
困
却
し
て
居
る
、
大
原
氏
も
兄
も
近
に
来
る
こ
と

と
し
て
、
待
て
居
て
被
下
る
の
で
あ
る
、
僕
が
今
行
か
な
い
と
す
れ
ハ
、
大
原
氏
へ
対
し

て
再
ひ
何
と
云
ふ
て
言
訳
が
あ
ろ
ふ
、



（37）37

　

又
斯
く
ま
で
も
僕
ニ
対
し
て
茲
ニ
も
同
情
の
言
葉
を
呉
れ
ら
れ
、
而
も
衣
食
ニ
困
ま
つ

て
居
た
時
か
ら
、
厄
介
ニ
な
つ
た
と
す
れ
ハ
、
義
理
と
な
く
て
も
言
葉
に
従
は
ね
バ
な
ら

ん
、
ど
ふ
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
ふ
、
僕
も
ほ
ん
と
に
気
ハ
せ
け
る
の
で
あ
る
、
こ
ん
な
こ

と
し
て
日
を
過
し
て
居
つ
た
な
ら
、
何
日
の
日
か
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
ふ
、
も
ふ

余
程
記
憶
が
滅
し
た
で
あ
ろ
ふ
、
又
再
び
勉
強
せ
ね
ハ
な
ら
ん
の
で
あ
る
、
ほ
ん
と
に
僕

も
気
が
気
で
な
い
、
今
一
度
話
し
を
し
て
、
何
卒
暇
を
貰
ふ
こ
と
ニ
し
て
、
大
原
氏
の
方

ニ
行
き
た
い
の
で
あ
る
、
今
一
二
日
之
内
に
は
つ
き
り
と
御
返
事
を
致
し
、
大
原
氏
へ
も

御
礼
や
ら
、
何
や
ら
で
、
手
紙
を
出
す
、
例
全
身
ハ
茲
ニ
在
り
て
も
、
大
原
氏
ハ
も
ふ
僕

の
大
恩
人
で
あ
る
、

　

嗚
呼
、
今
更
な
か
ら
束
縛
之
身
を
悲
し
む
、
金
な
き
を
思
ふ
、
自
由
ニ
学
ひ
得
る
の
日

之
怠
た
り
な
り
し
事
を
思
ふ
、
児
島
兄
よ
、
右
之
事
情
不
悪
合
点
し
て
呉
れ
玉
へ
、

　

此
手
紙
ハ
不
取
敢
電
報
し
て
置
い
た
、
彼
れ
ニ
対
す
る
も
の
で
あ
る
、
又
一
二
日
中
ニ

発
翰
す
る
、

　

兄
之
帰
京
ハ
何
日
ニ
な
る
か
、
是
非
立
寄
て
呉
れ
た
ま
へ
、
早
々
頓
首

　
　
　
　
　

二
月
七
日
夜 

青
野
俊
一
郎
拝　
　

　
　
　
　

児
島
虎
次
郎
兄
」

※
青
野
、
難
波
に
関
わ
る
動
向
。
岡
山
孤
児
院
に
滞
在
し
て
の
制
作
中
も
、
こ
う
し

た
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
様
子
が
知
れ
る
。

（
23
） 

大
原
家
文
書
F-
2
7
3
　
明
治
四
十
年
二
月
二
八
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
駒
込
蓬
莱
町
六
／
荒
井
方　

児
島
虎
次
郎
拝
／
五
月
廿
六
日
」

拝
啓
、
昨
日
正
午
無
事
着
京
致
候
、
製
作
も
途
中
安
全
に
持
運
び
候
間
、
御
放
神
被
下
度

願
上
候
、

一
昨
日
、
茅
ケ
崎
に
青
野
君
を
訪
ね
候
、

未
た
代
人
た
る
へ
き
人
無
之
候
た
め
、
そ
の
ま
ゝ
出
発
も
致
難
く
、
何
と
も
申
訳
無
之
様

申
述
居
り
候
、

兎
に
角
近
々
の
う
ち
数
日
の
暇
を
乞
ふ
て
、
一
度
閣
下
の
御
元
へ
参
上
可
致
様
考
へ
居
り

候
由
に
候
ヘ
バ
、
委
し
き
事
ハ
本
人
よ
り
直
接
に
申
上
べ
く
候
ヘ
ハ
、
然
様
御
承
了
被
下

度
候
、

昨
夕
、
黒
田
先
生
を
訪
問
致
し
候
、

一
応
製
作
を
お
目
に
か
け
批
評
を
求
め
候
、

ガ
ラ
ス
窓
の
外
を
今
少
し
明
る
く
す
れ
バ
、
そ
れ
に
て
足
れ
り
と
の
事
に
候
、
小
供
な
ど

ハ
別
に
改
め
る
べ
き
所
も
な
し
と
の
事
に
候
、

次
に
小
生
よ
り
岡
山
孤
児
院
の
出
品
物
と
し
て
院
長
石
井
氏
よ
り
借貸
呉
れ
と
の
願
に
て
、

小
生
も
如
何
な
り
て
も
よ
ろ
し
く
、
孤
児
院
の
都
合
よ
き
様
に
な
れ
ハ
、
そ
れ
が
本
意
な

る
旨
申
述
べ
、
孤
児
院
の
出
品
物
と
し
て
別
差
支
ハ
無
之
候
哉
を
尋
ね
候
処
、
先
生
の
意

に
よ
れ
バ
、
差
支
ハ
な
か
ら
む
も
面
白
く
な
し
、
自
分
ハ
不
賛
成
な
り
、
折
角
骨
を
り
て

描
き
た
る
も
の
を
広
告
的
に
用
ゆ
る
ハ
、
残
念
の
事
な
ら
む
、
宜
敷
大
原
氏
の
方
へ
自
分
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の
意
な
り
と
て
、
堂
々
美
術
部
に
陳
列
す
べ
き
旨
申
伝
へ
ら
れ
た
し
、
そ
ハ
製
作
を
観
て

然
様
勧
め
る
次
第
な
れ
バ
、
是
非
孤
児
院
の
方
へ
断
り
を
出
し
て
出
品
す
べ
し
、

小
生
ハ
も
とより
、
大
原
様
ハ
孤
児
院
の
出
品
物
と
し
て
出
品
す
る
ハ
不
賛
成
な
り
し
も
、

小
生
ハ
と
て
も
美
術
部
の
方
に
陳
列
さ
る
ゝ
た
け
の
価
値
な
き
も
の
を
、
徒
に
自
分
一
人

の
名
誉
を
得
た
め
に
野
心
に
て
美
術
部
に
出
品
せ
ん
と
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
孤
児
院
の
看

板
と
な
り
て
も
、
僅
に
て
も
人
の
同
情
を
引
起
せ
ハ
、
そ
れ
に
て
足
れ
り
と
す
る
考
へ
に

て
、
石
井
院
長
の
望
み
に
従
た
る
次
第
に
御
座
候
、
そ
れ
に
孤
児
院
よ
り
ハ
、
陳
列
場
の

取
拡
の
許
可
も
得
た
る
事
に
候
ヘ
バ
、
今
更
小
生
の
勝
手
の
よ
き
事
致
し
難
き
様
申
述
候

処
、
先
生
ハ
更
に
そ
の
不
可
な
る
事
を
申
さ
れ
候
、
そ
ハ
此
の
絵
ハ
美
術
部
に
陳
列
し
て

こ
そ
は
し
め
て
孤
児
院
と
云
ふ
事
を
世
人
に
注
意
さ
す
る
事
を
得
れ
と
も
、
孤
児
院
の
出

品
物
と
し
て
ハ
、
只
人
々
が
看
板
と
し
て
よ
り
外
ハ
意
を
注
か
さ
る
た
め
、
そ
の
功
も
薄

く
、
孤
児
院
の
た
め
に
も
あ
ま
り
役
に
も
た
ゝ
さ
る
事
な
り
、
是
れ
を
美
術
部
に
置
く
時

に
ハ
、
は
し
め
て
心
注
き
て
岡
山
孤
児
院
と
云
ふ
事
に
心
を
起
す
べ
き
事
と
信
す
、
総
て

物
ハ
置
く
べ
き
所
に
置
か
さ
れ
バ
、
そ
の
功
な
く
、
用
ひひ
方
に
て
働
に
強
弱
あ
る
事
な
れ

バ
、
其
由
大
原
氏
へ
申
述
、「（
挿
入
）

君
よ
り
石
井
院
長
へ
申
に
く
け
れ
バ
、」
大
原
氏
よ
り
石
井

氏
へ
申
伝
へ
て
戴
く
様
に
す
べ
し
、

若
し
此
の
絵
が
賞
与
な
と
に
あ
づ
か
り
た
る
時
に
ハ
、
一
層
孤
児
院
の
上
に
も
そ
の
働
き

を
及
ほ
す
事
な
れ
バ
、
必
す
小
生
の
意
見
に
従
ふ
様
、
先
方
へ
依
頼
せ
よ
と
の
事
に
御
座

候
、
そ
し
て
新
聞
な
と
に
も
此
の
絵
の
縮
図
な
と
も
何
れ
出
る
事
と
な
る
場
合
に
も
、
矢

張
孤
児
院
の
た
め
と
な
る
事
な
ら
む
、
折
角
の
広
告
に
使
用
す
る
も
、
美
術
館
に
陳
列
し

て
こ
そ
、
は
し
め
て
そ
の
功
も
あ
る
な
れ
バ
、
大
原
氏
よ
り
御
手
数
な
が
ら
、
石
井
氏
の

方
へ
委
し
く
申
述
べ
て
戴
く
様
、
切
な
る
希
望
な
る
由
物
語
り
居
り
た
る
事
を
申
置
か
れ

た
し
と
の
事
に
て
、
小
生
も
何
と
な
く
心
嬉
し
く
、
満
百
ケ
日
の
心
尽
し
も
誠
に
満
足
な

る
報
を
得
た
る
事
を
感
謝
致
候
、
さ
れ
と
孤
児
院
の
為
め
に
先
生
の
言
の
方
却
て
役
立
つ

に
も
せ
よ
、
約
足
を
違
ハ
ん
と
す
る
事
を
残
念
の
事
と
又
罪
あ
る
事
と
信
し
候
、
小
生
よ

り
孤
児
院
へ
如
何
に
し
て
断
る
事
出
来
不
申
候
ヘ
バ
、
甚
失
礼
に
ハ
御
座
候
へ
共
、
閣
下

よ
り
然
様
石
井
氏
迄
申
伝
へ
被
下
候
ヘ
バ
、
幸
の
事
に
御
座
候
、
総
て
此
の
願
ハ
小
生
の

願
に
て
ハ
無
之
、
全
く
黒
田
先
生
よ
り
の
依
頼
に
御
座
候
ヘ
バ
、
然
様
悪
し
か
ら
す
御
承

了
被
下
度
願
上
候
、

出
品
期
限
に
も
余
日
無
之
候
ヘ
ハ
、
至
急
孤
児
院
の
方
へ
然
様
御
伝
へ
被
下
度
願
上
候
、

画
題
ハ
黒
田
先
生
の
言
葉
に
ハ
、
岡
山
孤
児
院
云
々
と
せ
よ
と
の
事
に
候
、

右
取
急
き
申
述
置
き
候
、

額
椂
（
縁
カ
）代

金
三
拾
五
円
一
両
日
中
に
ハ
額
椂
出
来
可
致
候
ヘ
バ
、
な
る
べ
く
早
く
御
送
金
被

下
度
御
依
頼
申
上
候
、

そ
の
序
に
岡
田
先
生
に
依
頼
し
置
候
扇
面
一
枚
出
来
上
り
居
り
候
ヘ
バ
、
揮
毫
料
三
円

共
に
御
送
金
被
下
度
候

黒
田
先
生
ハ
此
絵
の
売
約
と
な
り
た
る
場
合
に
ハ
、
幾
分
か
を
孤
児
院
に
寄
附
し
た
れ
バ

よ
か
ら
む
と
の
事
に
候
、

小
生
ハ
非
売
品
と
し
て
出
品
致
し
、
陳
列
後
ハ
大
原
氏
の
元
へ
保
存
を
願
ふ
決
心
を
申
述

べ
置
き
候
、

出
発
の
際
に
ハ
、
種
々
御
迷
惑
相
か
け
申
訳
無
之
事
に
御
座
候
、
右
厚
く
御
礼
申
上
候
、

孤
児
院
へ
二
拾
円
食
料
と
し
て
差
出
し
候
処
、
食
料
と
し
て
ハ
頂
く
べ
き
筈
な
け
れ
ハ
、

寄
附
金
と
し
て
収
め
置
く
様
致
さ
れ
満
足
の
事
に
御
座
候
、
孤
児
院
ハ
一
方
な
ら
さ
る
御

厄
介
相
掛
誠
に
感
謝
の
至
り
に
候
、
か
く
相
成
り
候
も
、
閣
下
の
全
く
御
尽
力
に
よ
り
し

事
謹
而
鳴
謝
奉
候
、
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宿
所
変
更
致
し
御
手
数
煩
し
度
く
候
、

前
の
所
ハ
帰
岡
の
節
一
時
立
の
き
候
為
め
、
只
今
度
上
京
後
賃
間
見
当
る
迄
友
人
の
宿
へ

一
時
止
ま
る
事
と
致
し
候
、
場
所
も
空
気
も
あ
し
か
ら
ず
候
ヘ
バ
、
御
安
神
被
下
度
候
、

末
筆
に
ハ
候
へ
共
、
御
全
家
皆
々
様
へ
宜
敷
御
伝
へ
被
下
度
願
上
候
、
乱
筆
多
罪

　

二
月
廿
八
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
封
筒
の
裏
書
は
明
治
四
十
年
五
月
二
六
日
で
、
消
印
は
翌
日
と
な
っ
て
い
る
が
、

岡
山
孤
児
院
で
の
滞
在
制
作
を
終
え
、
東
京
へ
戻
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
文
面
か
ら
明

治
四
十
年
二
月
二
八
日
付
の
書
簡
で
あ
り
、
書
簡
（
12
）
の
封
筒
に
入
っ
て
い
た
も

の
が
、
現
在
の
封
筒
へ
と
入
れ
替
わ
っ
た
と
判
断
す
る
。

　

早
速
に
黒
田
清
輝
を
訪
ね
て
、
作
品
の
講
評
を
得
て
い
る
。
作
品
に
つ
い
て
は
、

ガ
ラ
ス
窓
の
外
を
少
し
明
る
く
す
る
く
ら
い
で
十
分
と
の
評
価
で
あ
る
が
、
黒
田
の

指
示
が
、
そ
う
し
た
細
か
い
描
写
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
岡
山
孤
児
院
長
の
石
井
十
次
（
後
に
児
島
は
、
そ
の
娘
の
友
と

結
婚
）
よ
り
、
美
術
部
門
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
別
の
孤
児
院
関
係
の
展
示
場
に
、

岡
山
孤
児
院
か
ら
の
出
品
物
と
し
て
作
品
を
展
示
す
る
希
望
が
あ
り
、
児
島
も
了
承

し
て
も
よ
い
よ
う
な
態
度
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
の
黒
田
清
輝
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で

あ
る
。

　

黒
田
は
強
く
美
術
部
門
（
美
術
館
）
へ
の
出
品
を
推
し
、
そ
の
た
め
に
大
原
へ
も

石
井
へ
の
懐
柔
を
願
う
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。　

　

黒
田
と
す
れ
ば
、
岡
山
孤
児
院
の
宣
伝
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
美
術
部
門
の
評
価

が
波
及
す
る
こ
と
や
、
そ
の
た
め
に
も
作
品
名
に
岡
山
孤
児
院
を
加
え
る
よ
う
な
発

言
を
続
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
作
品
が
「
賞
与
な
と
に
あ
づ
か
り
た
る
時
」「
売
約
と
な
り
た
る
場
合
に

ハ
、
幾
分
か
を
孤
児
院
に
寄
附
し
た
れ
バ
よ
か
ら
む
」
と
い
う
発
言
も
あ
る
が
、
そ

れ
は
単
な
る
仮
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
審
査
員
を
務
め
る
黒
田
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
に

見
合
う
作
品
の
出
来
栄
え
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　（
24
） 

大
原
家
文
書
F-

2
6
9
　
明
治
四
十
年
三
月
六
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
蓬
莱
町
六
／
荒
井
方　

児
島
虎
次
郎
拝
／
三
月
六
日
」

拝
啓
、

先
日
御
依
頼
申
上
置
候
額
椂
（
縁
カ
）代

金
甚
た
申
兼
候
へ
共
、
至
急
御
送
付
被
下
度
御
願
申
上

候
、
本
月
分
の
学
資
も
「（
行
間
異
筆
）

御
手
紙
」
共
に
御
貸
与
被
下
度
御
依
頼
申
上
候
、
今
度
の
宿
ハ

一
ケ
月
分
前
払
に
候
為
め
、
会
計
都
合
あ
し
く
候
間
、
不
悪
御
承
了
被
下
度
候
、
出博覧
会品

期

限
ハ
本
月
十
日
迄
と
相
成
り
候
、

石
井
院
長
へ
御
話
し
被
下
候
哉
、
御
多
忙
中
と
御
察
し
申
上
候
へ
共
、
何
卒
よ
ろ
し
く
御

取
計
被
下
度
願
申
候
、

青
野
君
四
日
に
茅
ケ
崎
発
に
て
御
地
へ
罷
越
し
候
由
、
何
れ
委
し
き
事
ハ
御
面
談
有
之
候

事
と
察
居
り
候
、
御
都
合
あ
し
き
事
も
候
ハ
ん
も
、
何
処
迄
も
宜
敷
御
尽
力
を
煩
し
度
く

謹
而
御
依
頼
申
上
候
、
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此
頃
毎
日
部
屋
に
と
し
こ
も
り
修
製
に
の
み
従
事
致
居
り
候
、

右
取
急
き
要
用
の
み
御
依
頼
申
上
候
、
頓
首

　

三
月
六
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

梧
右

※
額
縁
の
こ
と
、
青
野
の
こ
と
、
そ
し
て
石
井
十
次
へ
の
説
得
に
つ
い
て
の
記
述
。

そ
し
て
、
出
品
作
の
微
修
正
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
25
） 

大
原
家
文
書
F-

2
5
9
　
明
治（
四
十
）年
三
月
八
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
千
駄
木
／
林
町
二
二
五
野
中
方
／
児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、
昨
日
青
野
君
来
京
致
し
委
し
き
話
承
り
感
謝
に
堪
さ
る
次
第
に
御
座
候
、
青
野
君

も
有
益
な
り
し
面
談
を
よ
ろ
こ
び
居
り
候
、
御
托
し
被
下
候
額
椂
（
縁
カ
）代

金
三
拾
五
円
正
に
拝

受
致
候
、
青
野
君
ハ
昨
夜
一
泊
、今夕
無
事
帰
院
致
候
間
、
御
放
神
被
下
度
候
、

本
日
、
電
報
為
替
に
て
金
五
拾
五
円
御
送
付
被
下
候
へ
共
、
何
の
た
め
か
不
明
に
候
へ
共
、

察
し
申
居
り
候
ハ
、
数
日
前
、
小
生
よ
り
額
椂
の
代
金
と
本
月
分
の
学
資
の
御
送
付
方
願

上
候
書
信
、
閣
下
の
御
留
守
中
に
届
き
候
た
め
、
御
留
守
中
に
も
か
ゝ
は
ら
す
御
心
配
被

下
候
て
、
早
速
御
送
金
被
下
候
事
と
存
し
候
、
謹
而
か
く
迄
も
此
身
の
上
に
御
尽
力
の
切

な
る
事
を
感
謝
致
候
、

就
而
ハ
右
の
金
ハ
本
月
分
と
来
月
分
と
の
学
資
に
相
廻
し
可
申
候
間
、
然
様
御
承
了
被
下

度
、
そ
の
う残
の

ち
の
五
円
ハ
、
扇
面
の
揮
毫
料
の
三
円
を
支
払
致
し
、
早
速
扇
面
落
手
次
第
、

御
送
付
申
上
べ
く
候
、
残
の
二
円
ハ
小
生
の
手
元
に
一
時
御
預
り
置
可
申
候
ヘ
バ
、
そ
の

御
思
召
之
程
願
上
候
、

明
日
、
出
品
物
博
覧
会
の
鑑
査
会
に
持
運
び
可
申
為
め
、
少
し
多
忙
に
候
故
、
不
本
意
な

か
ら
当
用
の
み
申
上
候
て
、
失
礼
申
上
べ
く
候
、
末
筆
な
か
ら
御
華
邸
御
一
同
様
へ
宜
敷

御
伝
へ
被
下
度
願
上
候
、
頓
首

　

三
月
八
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
翌
日
に
、
鑑
査
の
た
め
の
搬
入
と
な
る
こ
と
を
伝
え
る
。

　

問
題
な
の
は
、
封
書
裏
に
記
載
さ
れ
た
差
出
先
で
「
林
町
二
二
五
野
中
方
」
で
あ

る
。
こ
の
住
所
は
、
岡
山
孤
児
院
で
の
制
作
前
の
児
島
の
住
所
で
あ
り
、
岡
山
で
の

滞
在
制
作
を
切
り
上
げ
た
後
の
東
京
で
の
住
ま
い
は
、
前
出
の
三
月
六
日
付
書
簡
の

よ
う
に
「
本
郷
区
蓬
莱
町
」
の
「
荒
井
方
」
で
あ
る
。
本
文
献
の
最
後
の
段
落
の
記

述
内
容
か
ら
し
て
も
、「
明
治
四
十
年
」
の
三
月
八
日
と
判
断
す
べ
き
ゆ
え
、
書
簡

（
12
）、
書
簡
（
23
）
の
ケ
ー
ス
と
同
様
に
、
中
の
書
簡
が
、
後
に
取
り
違
え
ら
れ
て

本
来
と
は
異
な
る
、
こ
の
封
筒
へ
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
る
。

（
26
） 
大
原
家
文
書
F-

2
7
0
　
明
治
四
十
年
三
月
十
八
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」
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「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
駒
込
蓬
莱
町
六
／
荒
井
方　

児
島
虎
次
郎
拝
／
三
月
十
八
日
」

拝
啓
、

博
覧
会
へ
弐
枚
出
品
可
致
、
鑑
査
相
待
ち
居
候
処
、
昨日同
事
務
所
よ
り
弐
枚
共
出
品
許
可

相
成
候
由
、
報
じ
来
り
候
間
、
然
様
御
承
了
被
下
度
候
、

陳
列
場
所
の
狭
き
為
め
か
、
出
品
数
三
百
枚
程
の
中
よ
り
、
僅
か
九
拾
余
枚
を
撰
択
し
た

る
由
と
聞
及
び
候
時
実
ハ
如
何
相
成
事
か
と
念
し
居
り
候
処
、
幸
に
右
の
都
合
に
て
や
つ

と
安
心
致
候
、
折
角
描
き
候
甲
斐
有
之
、
何
と
な
く
心
嬉
し
く
候
、
孤
児
院
の
方
ハ
「
な

さ
け
の
庭
（
岡
山
孤
児
院
）」
と
画
題
を
付
し
置
き
候
、
一
つ
ハ
『
里
の
水
車
』
と
名
け
置

き
候
、

右
不
取
敢
御
一
報
申
上
置
候
、
開
会
期
日
も
一
両
日
中
と
相
成
り
候
、

一
層
の
勉
励
可
致
決
心
に
御
座
候
、

末
筆
な
か
ら
御
全
家
様
へ
宜
敷
御
伝
へ
被
下
度
願
上
候
、
頓
首

　

三
月
十
八
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

梧
右

※
博
覧
会
事
務
局
よ
り
、
二
点
と
も
の
入
選
の
通
知
が
あ
り
、
ま
た
出
品
名
を
《
な

さ
け
の
庭
（
岡
山
孤
児
院
）》《
里
の
水
車
》
と
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。

（
27
） 

大
原
家
文
書
F-
2
4
2
　
明
治
四
十
年
三
月
三
一
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
駒
込
蓬
莱
町
六
／
荒
井
方　

児
島
虎
次
郎
拝
／
三
月
三
十
一
日
」

拝
呈
、

上
野
に
東
京
博
覧
会
の
開
会
せ
ら
れ
候
て
よ
り
す
で
に
十
余
日
を
過
し
候
、

陳
列
致
さ
れ
候
拙
作
の
何
と
な
く
心
な
つ
か
し
き
ま
ゝ
、
折
々
会
場
に
足
を
運
び
て
ハ
作

品
の
前
に
深
き
思
に
沈
み
居
り
候
、
無
論
場
中
に
て
見
栄
も
無
之
、
何
の
価
値
も
な
き
拙

き
作
品
に
候
ヘ
バ
、
観
者
に
ハ
只
労
を
覚
へ
さ
せ
候
外
、
何
の
感
し
を
も
与
へ
不
申
事
と

存
せ
ら
れ
候
、
小
生
自
身
に
さ
へ
不
満
足
の
点
の
み
に
候
ヘ
バ
、
と
て
も
人
々
に
満
足
を

与
へ
得
る
道
理
も
無
之
事
と
信
じ
居
り
候
、

修
養
も
な
く
、
研
究
も
浅
き
小
生
如
き
弱
輩
、
そ
も
か
ゝ
る
作
品
に
と
り
か
ゝ（り
脱
カ
）

た
る
事
の

無
慮
な
る
事
を
覚
へ
候
、

製
作
ハ
失
敗
に
帰
し
候
様
考
へ
ら
れ
候
、
さ
れ
と
小
生
ハ
小
生
の
出
来
る
た
け
の
事
尽
た

る
上
に
御
座
候
よ
り
せ
バ
、
失
敗
と
云
ふ
よ
り
も
自
身
の
無
能
と
云
ふ
事
を
証
明
し
た
迄

の
事
と
存
ぜ
ら
れ
候
、

現
代
の
大
家
の
作
品
の
間
に
、
か
ゝ
る
無
価
値
な
る
製
作
を
混
ら
れ
候
事
に
候
ヘ
バ
、
小

生
が
苦
し
き
思
へ
愈
深
き
事
に
御
座
候
、

無
論
失
敗
せ
る
作
品
小
生
自
身
よ
り
見
れ
バ
、
拙
劣
な
る
製
作
を
大
胆
に
も
か
ゝ
る
場
所

に
出
品
致
候
小
生
が
心
の
中
知
る
人
ハ
察
し
給
ら
む
事
と
存
せ
ら
れ
候
、

社
界
の
状
態
、
現
代
の
経
過
、
人
生
の
感
想
の
様
々
を
観
て
涙
覚
江
候
、
身
ハ
遂
に
己
の
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不
完
全
な
る
技
術
と
浅
慮
な
る
修
養
の
身
を
忘
れ
て
、
遂
に
今
度
の
か
（
か
ゝ
る
カ
）

る
ゝ
重
大
な
る
問

題
の
下
に
絵
を
作
る
事
に
立
至
ら
し
め
候
事
に
御
座
候
、

若
し
小
生
か
心
の
ほ
と
察
し
給
は
る
情
け
あ
る
人
あ
り
と
せ
ハ
、
小
生
が
如
何
な
る
感
想

の
起
り
て
此
度
の
製
作
に
従
事
致
候
か
の
心
実
御
計
り
被
下
度
事
に
御
座
候
、

博
覧
会
の
期
日
の
迫
り
た
る
事
と
、
種
々
の
事
情
な
と
ハ
幾
分
か
製
作
を
満
足
に
終
ら
し

め
さ
り
し
事
と
存
せ
ら
れ
候
、

さ
れ
と
一
人
心
の
中
に
深
く
〳
〵
切
に
〳
〵
感
謝
の
涙
に
く
れ
居
り
候
、
あ
ゝ
誰
れ
か
不

肖
な
る
身
に
此
の
作
品
を
与
へ
給
ひ
し
か
を
、

小
生
の
心
ハ
遂
に
遠
く
〳
〵
は
て
も
な
き
処
に
さ
ま
よ
ひ
候
事
に
御
座
候
、
感
謝
の
念
の

心
に
満
ち
候
時
、
語
れ
ぬ
ほ
と
の
嬉
し
さ
を
覚
へ
候
、
神
ハ
余
を
愛
し
給
へ
り
と
云
ふ
事

の
愈
深
き
事
を
感
じ
候
、
恵
に
浴
し
つ
ゝ
あ
る
身
ハ
充
分
自己身
の
身
を
勉
め
て
世
人
の
た

め
に
幸
福
を
計
る
へ
く
奮
闘
可
致
事
に
御
座
候
、

此
度
の
製
作
に
つ
き
て
も
、
只
一
人
に
て
も
半
人
に
て
も
此
の
作
品
よ
り
何
か
感
し
を
得

ら
れ
候
人
有
之
候
ヘ
バ
、
過
分
な
る
身
の
幸
と
存
し
居
り
候
、
情
の
庭
な
る
絵
か
そ
こ
に

或
一
種
の
感
情
を
世
人
に
伝
へ
得
ら
る
ゝ
べ
く
相
成
候
ハ
、
幾
年
か
の
後
の
事
と
存
せ
ら

れ
候
、
不
肖
が
余
年
の
身
を
此
の
画
題
の
製
作
の
も
と
に
捧
げ
尽
す
べ
き覚悟
に
御
座
候
、

今
日三月
の
終
り
の
安
息
日
の
夕
暮
れ
行
く
鐘
の
音
に
耳
さ
へ
て
深
き
■
冥
想
に
沈
み
候
て

力
あ
る
自
覚
に
睲
め
候
、
己
の
精
神
一
到
致
し
候
ヘ
バ
、
何
事
か
な
ら
さ
る
事
か
あ
る
べ

き
充
分
な
る
覚
悟
と
信
仰
の
も
と
に
思
を
定
め
て
聖
な
る
芸
術
の
下
に
此
の
霊
と
肉
と
を

捧
げ
可
申
事
に
御
座
候
、

前
途
尚
遠
く
暮
れ
行
く
夕
ハ
又
清
き
朝
を
迎
ふ
べ
く
神
に
身
の
運
命
を
祈
り
つ
ゝ
修
養
に

怠
り
申
間
敷
事
に
御
座
候
、
か
く
何
事
か
心
の
中
に
現
れ
感
し
た
る
様
に
候
ヘ
バ
、
心
の

せ
ま
り
候
ま
ゝ
筆
運
び
申
候
、

思
乱
れ
て
意
味
も
な
き
此
の
書
面
御
送
り
申
候
不
遠
慮
さ
御
ゆ
る
し
被
下
度
候
、
頓
首

　
　

三
月
三
十
一
日
夜 

虎
次
郎　
　

大
原
先
生　

台
下

※
展
示
さ
れ
た
自
作
を
前
に
し
て
、
卑
下
す
る
言
葉
を
並
べ
て
い
る
。
大
原
へ
、
謙

遜
の
姿
勢
を
示
す
意
図
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
制
作
が
済
む
と
、
自
分
の
達

成
を
極
め
て
低
く
見
積
も
り
、
メ
ン
タ
ル
が
落
ち
込
む
様
子
は
、
制
作
者
の
中
に
ま

ま
見
受
け
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
だ
が
、
児
島
の
こ
の
手
紙
は
そ
の
典
型
。

（
28
） 

大
原
家
文
書
F-

2
7
2
　
明
治
四
十
年
五
月
二
二
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

仙
台
市
菊
平
旅
館
に
て
／
五
月
廿
二
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、
其
後
ハ
誠
に
御
無
音
に
打
過
き
申
訳
も
無
之
事
に
御
座
候
、
御
高
堂
愈
々
御
清
福

の
事
と
奉
賀
候
、
昨
日
上
野
駅
に
東
北
地
方
貧
児
の
岡
山
孤
児
院
よ
り
帰
国
す
る
を
見
送

り
に
参
り
候
処
、
急
に
此
の
児
女
を
待
迎へ
むと

す
る
故
郷
の
憐
な
る
両
親
兄
弟
の
情
あ
る
心

の
中
如
何
や
、
親
を
慕
ひ
そ
び
て
遙
之
旅
路
た
と
る
此
の
幼
児
か
心
情
、
何
と
な
く
な
つ

か
し
く
其
処
に
美
し
き
人
生
の
愛
情
ハ
現
れ
申
さ
す
哉
、
そ
の
一
場
の
光
景
ハ
何
か
或
る

黙
示
を
与
へ
ら
れ
む
か
と
思
ふ
心
の
や
る
瀬
な
く
、
突
然
当
仙
台
迄
児
童
と
同
車
致
し
、

道
々
久
し
振
に
て
帰
郷
す
る
愛
子
を
迎
ふ
親
の
愛
情
の
極
、
殆
む
と
狂
人
の
如
く
呼
び
走
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る
姿
、
憐
な
る
母
姉
の
見
違
る
ほ
ど
美
し
き
姿
を
な
か
め
て
無
邪
気
に
打
見
守
る
妹
弟
な

と
の
影
一
つ
と
し
て
詩
な
ら
さ
る
な
く
、
絵
画
な
ら
さ
る
ハ
無
之
候
、
慥
に
此
の
行
ハ
或

る
物
を
小
生
か
心
操
の
上
に
与
へ
ら
れ
た
る
事
を
感
し
居
り
候
、

此
の
旅
ハ
全
く
別
世
界
に
路
た
と
る
様
の
心
地
致
し
候
、
明
日
ハ
帰
京
可
致
く
考
へ
居
り

候
、

親
子
会
遇
の
情
ハ
と
て
も
言
葉
に
も
筆
に
も
現
せ
不
申
候
、
何
時
か
ハ
一
度
絵
面
の
上
に

描
き
現
し
度
く
考
へ
居
り
候
、

此
の
旅
行
ほ
と
心
霊
上
に
得
た
る
大
な
る
土
産
ハ
無
之
候
、

○昨
日
午
前
、
学
校
に
て
黒
田
先
生
よ
り
申
伝
へ
ら
れ
候
、
大
原
様
の
御
出
京
ハ
未
定
な
る

哉
、
な
る
べ
く
早
く
大
原
様
に
面
会
し
て
、
是
非
話
し
合
せ
度
き
事
有
之
候
故
、
是
非
御

上
京
を
的
に
し
て
待
ち
居
る
故
、
御
上
京
の
上
ハ
、
早
速
御
一
報
願
上
度
き
様
切
に
依
頼

さ
れ
候
、
黒
田
先
生
よ
り
直
接
通
知
致
さ
る
ゝ
筈
に
候
へ
共
、
多
忙
中
取
急
き
ノ
ま
ゝ
小

生
よ
り
問
合
せ
置
き
呉
れ
と
依
頼
致
さ
れ
候
、

御
上
京
の
御
噂
の
み
に
て
、
未
た
御
出
発
も
無
之
、
待
心
の
み
積
り
居
り
候
、
何
れ
御
上

京
の
節
に
ハ
、
何
か
と
御
話
し
も
申
上
度
楽
し
み
居
り
候
、
今
日
ハ
少
々
旅
労
れ
致
居
り

候
ま
ゝ
、
此
ま
ゝ
失
礼
申
べ
く
、
末
筆
な
か
ら
皆
様
方
へ
宜
敷
御
伝
へ
被
下
度
願
上
候
、

先
日
、
博
覧
会
出
品
洋
画
目
録
一
部
差
送
り
申
置
候
が
、
御
落
手
被
下
候
事
と
存
し
候
、

頓
首 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

　

 

申
上
兼
候
へ
共
、
六
月
分
の
貸
資
本
月
末
迄
に
御
送
金
願
上
度
御
願
申
上
候
、
理
由
ハ

先
月
申
上
候
通
り
に
御
座
候
、

※
東
北
地
方
か
ら
、
一
時
的
に
岡
山
孤
児
院
に
身
を
寄
せ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
故

郷
へ
帰
る
姿
を
上
野
駅
に
見
送
り
に
出
た
が
、
情
動
的
に
仙
台
ま
で
同
道
し
た
こ
と

を
伝
え
る
。

　

ま
た
大
原
が
上
京
の
折
に
、
黒
田
が
面
談
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。

（
29
） 

大
原
家
文
書
F-

2
7
4
　
明
治
四
十
年
七
月
八
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
駒
込
蓬
莱
町
六
／
荒
井
方　

児
島
虎
次
郎
拝
／
七
月
八
日
」

拝
啓
、
愈
々
御
清
適
の
御
事
と
奉
賀
候
、
博
覧
会
授
賞
式
も
終
り
候
ヘ
バ
、
早
速
帰
郷
可

致
休
暇
中
の
製
作
に
と
り
か
ゝ
る
べ
く
考
へ
居
り
候
、
不
肖
の
出
品
物
に
も
賞
与
有
之
候

事
、
誠
に
意
外
の
事
と
存
せ
ら
れ
候
、
例
へ
賞
牌
を
得
候
と
も
、
や
は
り
拙
き
も
の
ハ
拙

き
事
に
候
、
別
に
製
作
物
に
光
彩
加
る
へ
き
事
に
て
も
無
之
事
と
存
し
居
り
候
、
先
日
、

陛
下
の
御
観
覧
有
之
候
節
、
孤
児
院
の
絵
に
御
目
止
ま
り
候
由
、
小
生
ハ
何
の
光
栄
も
無

之
候
へ
共
、
孤
児
院
の
た
め
に
目
出
度
き
事
と
嬉
し
く
覚
へ
居
候
、
昨
日
、
宿
の
老
媼
涙

う
か
べ
て
そ
の
光
栄
を
祝
し
呉
れ
候
、
別
に
此
迄
何
と
も
感
せ
さ
り
し
も
、
此
の
深
き
同

情
の
涙
に
動
か
さ
れ
候
、
愈
々
奮
励
神
の
栄
を
発
揮
可
致
事
に
御
座
候
、

御
上
京
中
拝
受
致
候
学
資
金
の
外
、
絵
具
代
弐
拾
五
円
過
分
に
候
へ
共
、
そ
の
ま
ゝ
拝
借

致
置
き
候
、
此
の
夏
も
充
分
勉
強
可
致
候
、
額
椂
（
縁
カ
）ハ

帰
郷
の
節
持
帰
り
申
べ
く
候
、

博
覧
会
へ
出
品
中
の
油
絵
弐
面
の
外
箱
代
ハ
二
個
に
て
凡
そ
拾
円
位
か
ゝ
り
申
様
に
御
座
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候
ヘ
バ
、
運
送
費
た
け
別
に
御
払
ひ
被
下
度
願
上
候
、
尤
も
本
月
末
迄
ハ
発
送
出
来
不
申

候
ヘ
バ
、
小
生
帰
郷
の
時
御
訪
問
致
し
御
話
し
申
上
べ
く
候
、

先
日
、
青
野
君
を
茅
ケ
崎
に
訪
れ
候
、
病
気
ハ
全
快
致
し
居
候
、
大
分
十
日
頃
に
ハ
代
理

来
る
べ
く
候
ヘ
バ
、
出
来
る
た
け
速
に
出
発
可
致
語
り
居
候
、

右
延
引
な
か
ら
一
寸
申
上
置
候
、
末
筆
な
か
ら
皆
々
様
へ
宜
敷
御
伝
へ
被
下
度
願
上
候
、

頓
首

　

七
月
八
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
授
賞
式
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
天
皇
・
皇
后
の
観
覧
や
、
宿
の
老
婆

の
喜
び
を
伝
え
な
が
ら
も
、
本
人
は
極
め
て
自
制
的
に
、
自
身
の
作
品
に
つ
い
て
の

評
価
を
示
し
て
い
る
。

　

一
方
、
金
銭
の
動
き
に
つ
い
て
は
実
に
几
帳
面
に
伝
え
て
い
る
。

（
30
） 

大
原
家
文
書
F-

2
7
5
　
明
治
四
十
年
七
月
二
七
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

備
中
成
羽
町
／
七
月
廿
七
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、

愈
々
御
清
栄
の
事
と
奉
賀
候
、
帰
郷
後
ハ
画
題
の
撰
択
に
お
も
ひ
こ
ら
し
居
り
候
、

宮
内
省
の
買
上
も
手
続
相
済
み
た
る
様
子
に
御
座
候
へ
共
、
小
生
の
所
ハ
未
た
何
の
通
知

も
御
座
な
き
事
に
候
、
委
し
き
事
を
事
務
所
に
問
合
せ
度
、
切
山
君
に
依
頼
致
置
き
候
、

知
人
よ
り
の
通
知
に
よ
れ
バ
、
価
格
定
ま
り
た
る
様
子
に
候
、
価
格
の
点
ハ
小
生
の
意
を

得
た
る
次
第
に
御
座
候
、

黒
田
先
生
も
熟
考
な
さ
れ
し
事
と
奉
察
候
、

此
度
の
事
に
つ
き
、
家
人
の
よ
ろ
こ
び
筆
に
も
尽
さ
れ
ず
候
、
我
恩
人
の
上
に
深
き
感
謝

の
意
表
し
居
り
候
、
留
学
の
事
も
先
日
始
め
て
相
話
し
候
処
、
只
感
謝
の
涙
に
む
せ
び
居

り
候
の
み
、
此
の
一
場
の
光
景
ハ
詩
と
も
絵
と
も
相
成
る
べ
き
事
と
存
せ
ら
れ
候
、
渡
航

免
状
の
方
も
そ
れ
〳
〵
相
運
び
居
り
候
間
、
然
様
御
承
引
被
下
度
候
、
何
れ
御
面
倒
相
か

け
可
申
事
と
恐
縮
致
居
り
候
、
延
引
な
か
ら
受
領
証
差
送
り
申
上
候
間
、
御
落
手
被
下
度

候
、

末
筆
な
か
ら
御
自
愛
専
一
に
奉
祈
候
、
此
夏
の
海
浜
御
生
活
誠
に
嬉
し
き
事
に
御
座
候
、

謹
而
我
恩
人
の
上
に
御
健
全
を
祈
る
も
の
に
御
座
候
、
御
全
家
様
へ
乍
憚
御
鳳
声
願
上
度

候
、

右
当
用
の
み
申
述
候
、
頓
首

　

七
月
廿
七
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
成
羽
に
帰
省
し
、
早
速
に
次
な
る
画
題
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。

　
《
な
さ
け
の
庭
》
の
宮
内
省
へ
の
買
い
上
げ
も
触
れ
て
い
る
が
、
そ
の
価
格
に
つ
い

て
「
黒
田
先
生
も
熟
考
な
さ
れ
し
事
と
奉
察
候
」
と
の
記
述
か
ら
、
そ
の
点
に
も
黒

田
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
買
い
上
げ
に
つ
い
て
、
児
島
の
生
涯
を
た
ど
る
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
著
述
で
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あ
る
児
島
直
平
『
児
島
虎
次
郎
略
伝
』（
一
九
六
七
年　

児
島
虎
次
郎
伝
記
編
纂
室
）

に
「
皇
后
陛
下
の
御
感
に
入
り
、
宮
内
省
お
買
い
上
げ
の
光
栄
を
得
」
と
い
う
記
述

が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
従
来
、
皇
后
陛
下
が
お
買
い
上
げ
に
な
っ
た
と
す
る
記
述

を
私
も
な
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
水
島
博
氏
の
調
査
に
よ
り
「
東
京
勧
業
博

覧
会
事
務
報
告　

第
五
節
御
買
上
品
」（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

https://dl.ndl.go.jp/pid/801787/1/52

）
で
は
、「
皇
后
職
買
上
品
」
欄
で
は
な

く
、「
宮
内
省
買
上
品
」
欄
に
児
島
作
品
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。
実
態
は
、
皇
后
陛
下

が
お
気
に
い
ら
れ
て
の
買
上
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
は
そ
の
記
載
に

留
意
し
た
い
。

　

か
ね
て
希
望
し
て
い
た
渡
欧
に
つ
い
て
は
、「
渡
航
免
状
の
方
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
す
で
に
具
体
化
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

（
31
） 

大
原
家
文
書
F-

2
7
6
　
明
治
四
十
年
八
月
十
四
日

「（
封
筒
上
書
）

都
窪
郡
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

川
上
郡
成
羽
町
／
八
月
十
四
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、

暑
き
び
し
く
候
へ
共
、
愈
御
清
福
の
事
と
奉
大
賀
候
、

先
日
ハ
御
親
切
な
る
御
言
葉
戴
く
（
き
カ
）奉

感
謝
候
、
御
無
沙
汰
の
み
致
居
り
、
何
と
申
訳
も
御

座
な
く
候
、

日
夜
を
製
作
の
た
め
に
心
痛
致
居
り
候
、
祈
り
つ
ゝ
祈
り
つ
ゝ
或
物
を
得
る
迄
祈
り
居
り

候
、

此
の
苦
し
き
心
も
祈
ら
ハ
熟
す
る
の
時
も
来
る
事
と
信
し
居
り
、

此
度
の
製
作
の
画
題
ハ
未
定
に
候
へ
共
、
思
想
と
も
云
ふ
へ
き
ハ
、「
弱
き
者
の
た
め
に
」

筆
と
る
考
に
御
座
候
、

画中
の人

物
ハ
二
人
描
く
事
と
致
候
、

早
く
製
作
を
終
へ
、
我
き
（
マ
マ
）製

作
の
た
め
に
祈
り
給
る
恩
人
の
御
目
に
か
け
、
親
し
き
批
評

承
り
度
く
望
み
居
り
候
、

博
覧
会
出
品
の
な
さ
け
の
庭
ハ
、
去
る
六
日
、
宮
内
省
に
差
送
り
済
之
由
通
知
有
之
候
、

水
車
の
絵
数
日
の
内
東
京
発
送
と
相
成
る
べ
き
事
と
存
し
候
、

青
野
君
一
昨
日
着
倉
の
由
、
向
後
種
々
御
厄
介
に
相
成
候
事
と
存
し
候
、
何
卒
此
の
不
幸

な
る
友
の
上
に
あ
た
か
き
御
同
情
給
り
度
く
懇
願
申
上
候
、

末
筆
な
か
ら
皆
々
様
へ
御
伝
声
被
下
度
、
尚
御
自
愛
専
一
に
奉
祈
候
、
頓
首

　

八
月
十
四
日 

虎
次
郎　
　

大
原
先
生　

台
下

※
次
な
る
作
品
は
「
弱
き
者
の
た
め
に
」
人
物
を
二
人
描
く
構
想
を
伝
え
る
。

　
《
里
の
水
車
》
が
東
京
か
ら
発
送
さ
れ
る
こ
と
と
、
青
野
俊
一
郎
が
茅
ヶ
崎
で
の
療

養
を
終
え
て
、
倉
敷
に
移
っ
た
こ
と
も
伝
え
る
。
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（
32
） 
大
原
家
文
書
F-

2
7
7
　
明
治
四
十
年
八
月
二
四
日

「（
封
筒
上
書
）

都
窪
郡
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

川
上
郡
成
羽
町
／
八
月
廿
四
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、

益
々
御
清
祥
の
事
と
奉
大
賀
候
、

製
作
も
追
々
進
み
申
居
候
、
画
題
ハ
こ
れ
と
云
ふ
ほ
と
の
名
も
定
ま
ら
す
候
へ
共
、
二
人

の
少
女
が
学
校
の
業
を
終
へ
て
の
帰
途
の
様
を
描
き
居
り
候
、

画中
の人

物
ハ
他
に
一
人
の
老
夫
一
人
加
り
候
、

二
人
の
少
女
の
幼
き
ハ
六
七
才
位
、
他
ハ
十
才
位
の
あ
ま
り
裕
な
ら
さ
る
家
庭
の
子
を
撰

び
候
、

モ
デ
ル
の
上
に
も
心
の
貧
し
き
も
の
を
撰
び
候
、
そ
ハ
聖
書
の
心
の
貧
し
き
も
の
ハ
幸
な

り
と
云
ふ
言
葉
の
意
に
適
せ
し
め
度
く
存
し
候
ま
ゝ
か
く
致
候
、
二
人
連
た
ち
て
途
過
る

傍
に
、
半
裸
体
の
老
夫
の
草
履
造
る
所
に
御
座
候
、
時
ハ
暑
き
日
光
を
描
き
度
、
モ
デ
ル

使
ふ
に
ハ
一
方
な
ら
す
閉
口
致
居
り
候
、
幼
き
方
の
モ
デ
ル
ハ
如
何
に
し
て
も
其
後
ハ
来らす

閉
口
致
居
り
候
、
他
に
代
り
の
子
供
雇
て
ハ
な
る
ま
し
き
事
と
存
し
候
、
今
日
ハ
旧
盆
の

休
と
て
、
モ
テ
ル
ハ
遊
び
に
耽
り
て
来
ら
す
候
、
中
々
に
思
ふ
様
に
ハ
参
り
不
申
候
、

さ
れ
と
此
の
憐
な
る
モ
テ
ル
の
上
に
も
幸
福
を
祈
り
つ
ゝ
製
作
に
従
事
致
居
り
候
、

去
る
十
六
日
、
東
京
発
送
に
て
、
博
覧
会
出
品
中
の
水
里
の
絵
差
出
し
候
由
、
不
日
着
倉

の
事
と
存
じ
候
、
運
賃
先
払
と
致
た
る
や
も
知
れ
す
候
ヘ
ハ
、
然
様
御
承
引
被
下
度
候
、

製
作
の
暇
有
之
候
ヘ
バ
、
時
々
御
音
信
申
上
度
存
し
候
、
充
分
心
注
き
て
自
然
の
意
を
製

作
の
上
に
実
現
致
度
奮
励
可
致
候
、

御
全
家
様
へ
宜
敷
御
伝
へ
被
下
度
願
上
候
、
頓
首

　

八
月
廿
四
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

梧
右

追
啓
、
博
覧
会
に
て
買
上
と
相
成
候
絵
画
の
価
格
ハ
、
未
た
事
務
所
よ
り
何
の
通
知
も
御

座
な
く
候
へ
共
、
知
人
よ
り
の
報
知
に
ハ
、
三
百
五
十
円
と
か
に
御
座
候
、
価
格
如
何
に

か
ゝ
は
ら
す
、
小
生
の
所
有
に
て
ハ
御
座
な
く
候
ヘ
バ
、
あ
ま
り
委
し
く
尋
ね
不
申
、
孤

児
院
へ
の
寄
附
金
の
一
部
と
も
相
成
候
ヘ
ハ
誠
に
結
好
の
事
と
存
し
候
、
博
覧
会
よ
り
通

知
有
之
候
ヘ
ハ
、
慥
な
る
事
御
報
知
申
上
べ
（
く
脱
カ
）

候
、
拝
具

※
《
登
校
》（
高
梁
市
成
羽
美
術
館
蔵
）
の
制
作
経
緯
が
語
ら
れ
る
。「
二
人
の
少
女

が
学
校
の
業
を
終
へ
て
の
帰
途
の
様
」
を
描
く
と
の
記
述
は
、
現
在
の
作
品
の
図
像

通
り
で
あ
る
が
、
児
島
は
、
登
校
時
で
は
な
く
、
帰
校
時
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
当
初
は
、
半
裸
体
の
老
夫
が
草
履
を
作
る
姿
（
高
梁
市
成
羽
美
術
館
に

習
作
あ
り
）
も
描
か
れ
、
子
ど
も
共
々
モ
デ
ル
探
し
に
難
儀
し
て
い
る
。　

　
《
里
の
水
車
》
の
倉
敷
到
着
と
、《
な
さ
け
の
庭
》
の
買
い
上
げ
金
額
に
目
途
が
立

っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。

（
33
） 
大
原
家
文
書
F-

2
7
8
　
明
治
四
十
年
八
月
二
九
日

「（
封
筒
上
書
）

都
窪
郡
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」
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「（
封
筒
裏
上
書
）

川
上
郡
成
羽
町
／
八
月
廿
九
日
朝　

児
島
虎
次
郎
拝
」

芳
墨
拝
見
仕
候
、
明
石
地
方
へ
御
旅
行
遊
さ
れ
候
由
、
静
け
き
浜
辺
に
御
心
と
御
身
養
い

給
ふ
事
誠
に
嬉
し
き
事
に
奉
存
候
、
一
昨
日
、
青
野
君
よ
り
来
倉
致
せ
よ
と
の
伝
言
有
之

候
た
め
、
本
日
訪
問
可
致
考
に
候
処
、
只
今
御
手
紙
に
接
し
思
止
ま
り
候
、
祈
れ
と
も
〳
〵

製
作
の
苦
し
み
ハ
身
に
滲
み
申
候
、
一
層
倉
敷
に
趣
き
て
楽
し
き
製
作
に
と
り
か
ゝ
ら
む

か
と
心
定
め
か
け
候
、
今
日
の
御
手
紙
に
て
出
発
も
思
止
み
候
と
共
に
、
勇
気
加
り
て
製

作
を
続
け
可
申
候
、
神
の
御
心
の
か
な
は
せ
給
ハ
ヽ
、
拙
き
製
作
の
上
に
ハ
光
ハ
加
り
可

申
事
と
信
じ
候
、

先
般
岡
山
県
庁
に
て
旅
行
券
下
付
願
に
つ
き
聞
合
せ
候
処
、
至
極
楽
々
た
る
由
承
り
、
其

通
り
願
書
認
め
当
地
警
察
署
へ
差
出
申
候
処
、
斯
様
な
る
簡
単
な
る
事
に
て
ハ
駄
目
な
れ

バ
と
て
、
非
常
に
復
（
複
カ
）雑

な
る
書
式
を
要
す
る
由
告
け
ら
れ
候
、

製
作
の
妨
と
な
り
て
ハ
馬
鹿
し
く
と
打
過
し
居
り
候
、
就
而
ハ
本
日
倉
敷
に
趣
き
親
し
く

御
依
頼
可
申
存
し
居
り
候
へ
共
、
御
帰
倉
迄
ハ
出
発
を
見
合
せ
申
候
に
つ
き
、
面
談
も
得

ら
れ
不
申
候
ヘ
バ
、
一
寸
其
要
用
の
み
申
述
度
候
、

保
証
人
弐
名
を
要
す
べ
き
事
（
な
る
べ
く
一
地
方
に
保
証
人
の
住
所
あ
れ
ハ
調
査
等
自
然

と
速
に
運
る
べ
き
由
に
候
故
、
な
る
べ
く
他
の
一
人
の
保
証
も
御
地
に
て
依
頼
致
度
く
望

み
に
候
）
保
証
人
の
保証人
と
し
て
の
■
証
明
書
と
町
長
の
保
証
人
の
資
格
証
明
書
と
其
他

に
一
通
学
資
出
費
者
の
承
諾
証
と
都
合
五
通
必
要
に
候
由
、
委
し
く
ハ
倉
敷
に
参
り
御
依

頼
可
申
存
し
居
り
候
へ
共
、
右
御
承
知
置
き
被
下
度
願
上
候
、
保
証
人
の
一
名
若
し
御
地

に
て
閣
下
よ
り
御
依
頼
致
下
さ
れ
候
ヘ
バ
、
誠
に
都
合
よ
ろ
し
き
事
に
候
へ
共
、
若
し
承

諾
給
る
人
無
之
候
ヘ
バ
、
他
に
そ
の
資
格
の
人
見
出
申
べ
く
候
ヘ
ハ
、
御
様
子
御
聞
せ
被

下
べ
く
候
ヘ
バ
、
甚
た
好
都
合
の
事
と
御
願
申
上
候
、
毎
度
勝
（
手
脱
カ
）

な
る
御
願
の
み
申
述
失
礼

の
事
に
奉
存
し
候
、

桜
井
熊
太
郎
氏
御
母
堂
の
一
周
忌
か
ね
て
御
帰
郷
中
に
候
た
め
、
昨
夕
一
寸
訪
問
致
居
、

留
学
の
事
な
と
物
語
り
申
候
処
、
非
常
に
よ
ろ
こ
び
給
り
候
、

こ
れ
よ
り
製
作
を
続
け
可
申
擱
筆
可
申
候
、

明
石
御
滞
在
幾
日
頃
に
候
哉
、
御
帰
倉
の
日
も
定
ま
り
候
ヘ
ハ
御
一
報
被
下
度
御
願
申
上

候
、
頓
首

　

八
月
廿
九
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
旅
券
の
申
請
手
続
き
の
た
め
、
岡
山
県
庁
と
警
察
署
を
訪
ね
る
が
、
手
続
き
の
煩

雑
さ
に
辟
易
す
る
様
子
を
伝
え
る
。
渡
欧
準
備
が
進
む
。

（
34
） 

大
原
家
文
書
F-

2
7
9
　
明
治
四
十
年
九
月
十
五
日

「（
封
筒
上
書
）

都
窪
郡
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

川
上
郡
成
羽
町
／
九
月
十
五
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

謹
啓
、

先
日
中
ハ
長
々
御
厄
介
に
相
成
り
候
段
深
く
御
礼
申
上
候
、
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御
調
印
御
依
頼
申
置
き
候
書
類
、
本
日
差
送
り
申
候
間
、
一
応
御
改
め
被
下
度
候
、

県
庁
に
立
寄
り
問
合
せ
申
候
処
、
別
紙
様
の
書
式
の
外
、
他
に
身
分
財
産
の
証
明
書
な
と

必
要
無
之
由
に
御
座
候
、
成
羽
の
警
察
署
の
方
ヘ
ハ
其
節
電
話
に
て
委
細
の
願
書
の
事
な

と
県
庁
の
警
察
係
の
吏
員
よ
り
相
談
致
居
ら
れ
候
ヘ
バ
、
今
度
ハ
あ
ま
り
面
倒
臭
き
事
も

あ
る
間
敷
事
と
存
せ
ら
れ
候
、

当
地
ハ
夕
方
よ
り
ハ
秋
冷
を
覚
ゆ
る
事
あ
ま
り
に
強
き
位
に
候
、
製
作
に
ハ
誠
に
都
合
よ

ろ
し
き
気
候
と
相
成
よ
ろ
こ
び
居
り
候
、
絵
具
欠
乏
東
京
に
注
文
す
れ
と
も
品
切
の
も
の

多
、
こ
れ
の
み
ハ
実
に
閉
口
千
万
に
御
座
候
、

先
日
、
岡
山
に
て
石
井
院
長
に
面
会
致
候
、
七
日
間
の
祈
り
の
実
験
上
得
ら
れ
候
感
想
親

し
く
承
り
大
に
得
る
所
有
之
候
事
感
謝
致
候
、

倉
敷
紡
績
会
社
に
て
数
度
目
に
致
し
候
工
女
の
様
、
尚
今
も
あ
り
〳
〵
と
記
憶
に
残
り
居

り
候
、
近
き
将
来
に
於
て
、
美
し
き
製
作
の
画
題
た
り
材
良
と
可
致
事
決
心
致
候
、

九
月
分
学
資
受
領
証
差
送
り
申
上
候
間
、
御
落
手
被
下
度
候
、

先
日
参
堂
仕
り
候
節
、
是
非
御
願
申
べ
く
存
し
居
り
候
処
、
つ
い
〳
〵
打
忘
れ
そ
の
ま
ゝ

に
て
帰
郷
仕
り
候
が
、
甚
た
失
礼
な
る
次
第
に
候
へ
共
、
写
真
機
の
御
不
用
な
る
品
出
来

候
ヘ
ハ
、
御
拝
借
願
上
度
、
製
作
中
散
々
苦
し
み
た
る
上
致
方
な
く
其
の
必
要
を
感
し
た

る
次
第
に
御
座
候
、
何
時
に
て
も
宜
敷
、
若
し
御
不
用
の
も
の
出
来
候
節
ハ
、
御
貸
与
被

下
度
前
以
て
御
願
申
上
置
候
、

東
京
博
覧
会
へ
出
品
致
候
孤
児
院
の
絵
の
写
真
、
東
京
に
て
六
ツ
切
か
四
ツ
切
か
に
撮
影

致
候
も
の
、
岡
山
孤
児
院
に
参
り
居
り
候
、
中
々
上
出
来
の
写
真
に
御
座
候
、
絵
よ
り
も

写
真
を
見
る
方
余
ほ
と
立
派
に
御
座
候
、

失
礼
な
か
ら
御
高
堂
皆
々
様
へ
宜
敷
御
伝
声
願
上
度
、
先
ハ
御
礼
旁
々
御
依
頼
申
上
候
、

頓
首

　

九
月
十
五
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

追
啓
、
切
山
君
ハ
其
後
御
参
堂
遊
さ
れ
候
哉
、
御
不
幸
な
る
御
境
涯
誠
に
同
情
に
堪
さ
る

次
第
に
御
座
候
、
何
卒
此
上
も
御
親
情
厚
か
ら
む
事
を
願
上
候
、
種
々
残
り
し
一
家
の
始

末
に
つ
き
て
ハ
、
一
方
な
ら
さ
る
御
厄
介
に
相
成
る
事
と
存
候
、
何
分
に
よ
ろ
し
く
御
取

計
被
下
度
、
切
に
懇
願
致
置
候
、

※
旅
券
の
申
請
手
続
き
な
ど
が
続
く
。

倉
敷
紡
績
の
女
性
従
業
員
を
描
き
た
い
旨
な
ど
は
、
児
島
の
主
題
選
択
の
好
み
を
示

す
だ
ろ
う
。

　

大
原
へ
と
写
真
機
の
借
用
を
申
し
出
て
い
る
が
、
制
作
へ
役
立
て
よ
う
と
す
る
記

述
は
注
目
。
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（
35
）大
原
家
文
書
F-

2
8
1
　
明
治
四
十
年
十
月
二
日

「（
封
筒
上
書
）

都
窪
郡
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

備
中
国
成
羽
町
／
十
月
二
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、

益
々
御
清
祥
の
事
と
奉
賀
候
、
先
日
、
青
野
君
に
托
し
製
作
中
絵
画
写
真
に
て
御
目
に
か

け
候
か
、
御
高
覧
被
下
候
事
奉
存
候
、
嘸
御
予
想
と
違
ひ
て
御
不
満
の
事
と
奉
察
候
、

意
外
労
力
と
日
数
を
費
し
、
予
定
の
日
数
を
過
し
候
、
今
数
日
間
に
ハ
製
作
を
終
へ
て
親

し
く
作
品
を
御
目
に
か
け
候
へ
く
相
成
事
に
御
座
候
、

製
作
ハ
余
か
生
命
に
御
座
候
、
作
品
ハ
永
遠
に
伝
べ
き
余
か
愛
子
に
御
座
候
、
然
し
て
神

を
賛
美
す
る
た
め
の
献
物
に
有
之
候
、

作
品
の
上
に
生
命
を
宿
さ
む
に
ハ
、
作
者
の
生
命
を
献
け
さ
る
べ
か
ら
さ
る
事
を
自
覚
致

居
り
候
、
神
の
高
き
批
評
ハ
心
に
響
き
、
新
な
る
思
想
ハ
胸
に
湧
き
候
、
祈
り
に
筆
と
り

て
祈
り
に
製
作
を
休
止
致
居
り
候
、
さ
れ
と
我
手
ハ
弱
く
し
て
、
神
の
御
旨
伝
導
す
べ
き

製
作
の
筆
ハ
握
る
に
尚
力
及
さ
る
も
の
に
御
座
候
、

噫
我
ハ
煩
悩
す
れ
と
も
尚
目
的
の
道
ハ
は
る
け
く
候
、

先
日
来
二
週
日
の
労
を
費
し
て
描
き
た
る
も
、
画
面
の
一
部
あ
た
ら
成
す
な
く
し
て
塗
抹

す
る
所
と
相
成
り
候
、

描
き
試
み
て
ハ
得
る
な
く
し
て
空
し
く
絵
具
の
底
に
葬
り
終
へ
る
ハ
、
誠
に
心
苦
し
き
事

に
御
座
候
、
小
生
か
描
いく
目
下
の
作
品
ハ
す
べ
て
手
習
草
紙
に
均
し
き
草
稿
の
み
に
御
座

候
、

美
し
き
真
の
清
き
作
品
ハ
、
幾
十
星
霜
の
後
に
ハ
御
目
に
懸
く
る
事
も
出
来
得
べ
き
や
と

痛
心
の
事
に
御
座
候
、

前
途
の
光
明
あ
る
神
の
御
座
に
近
か
む
た
め
祈
こ
め
つ
ゝ
天
職
の
下
に
専
心
奮
励
可
致
候
、

製
作
以
外
物
思
ふ
暇
も
無
之
失
礼
の
み
致
居
り
候
、
末
筆
な
か
ら
秋
冷
身
に
沁
み
来
り
候

折
柄
、
御
自
愛
専
一
に
奉
祈
候
、
御
令
室
様
へ
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
被
下
度
候
、

製
作
完
結
の
日
未
定
に
御
座
候
へ
共
、
尚
四
五
日
ハ
今
の
処
に
て
相
か
ゝ
り
可
申
、
不
満

足
な
る
点
見
出
し
候
ヘ
ハ
、
又
々
訂
正
の
た
め
延
引
可
致
や
も
不
計
候
、

右
御
様
子
申
上
候
、
早
々

　

十
月
二
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
７
月
か
ら
の
成
羽
滞
在
も
長
引
く
が
、《
登
校
》
と
考
え
る
べ
き
作
品
の
制
作
に
手

間
取
り
、
画
面
の
一
部
を
塗
り
潰
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
36
） 

大
原
家
文
書
F-

2
8
2
　
明
治
四
十
年
十
月
十
九
日

「（
封
筒
上
書
）

都
窪
郡
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

川
上
郡
成
羽
町
／
十
月
十
九
日　

児
島
虎
次
郎
」

拝
啓
、

本
日
製
作
を
終
へ
申
候
、
昨
日
海
外
旅
券
下
付
相
成
候
共
に
種
々
御
配
意
を
煩
し
候
段
、
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謹
而
奉
感
謝
候
、

作
品
ハ
完
製
と
ハ
申
上
兼
候
へ
共
、
不
満
足
之
点
ハ
大
低
（
抵
カ
）訂

正
致
候
に
つ
き
、
一
先
筆
を

置
き
申
候
、
何
れ
御
高
評
承
り
候
上
、
描
き
改
む
る
所
も
有
之
候
事
と
奉
存
候
、
画
面
の

乾
き
次
第
、
出
発
可
致
事
に
御
座
候
、

上
京
前
、
福
岡
に
従
兄
疋
田
を
訪
問
致
度
望
み
居
り
候
ま
ゝ
、
数
日
間
御
暇
被
下
度
、
尚
、

祖
母
同
伴
致
呉
れ
と
申
居
り
候
に
つ
き
、
不
本
意
な
か
ら
、
下
向
の
節
ハ
失
礼
可
申
や
も

不
計
、
帰
途
ハ
ゆ
る
〳
〵
参
堂
可
仕
候
間
、
何
卒
不
悪
御
了
承
被
下
度
、
右
不
取
敢
御
様

子
申
上
候
、
委
細
ハ
拝
眉
の
節
申
述
候
、
早
々

　

十
月
十
九
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
成
羽
で
の
《
登
校
》
制
作
を
終
え
、
東
京
へ
戻
る
。

（
37
） 

大
原
家
文
書
F-

2
8
3
　
明
治
四
十
年
十
一
月
八
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
駒
込
蓬
莱
町
／
六
荒
井
方　

児
島
虎
次
郎
／
十
一
月
八
日
」

拝
啓
、

本
日
博
覧
会
に
て
支
払
を
受
け
候
、
別
紙
記
載
の
通
り
に
御
座
候
、

昨
日
、
正
木
校
長
に
面
会
仕
り
候
処
、
何
故
今
度
の
展
覧
会
に
出
品
な
さ
ゝ
り
し
や
、
斯

様
の
時
に
出
品
し
て
呉
れ
る
な
ら
都
合
よ
き
に
、
何
れ
大
作
か
出
る
事
と
楽
し
み
居
り
た

る
に
、
失
望
な
し
た
る
由
語
ら
れ
候
、
か
く
も
同
情
を
与
へ
ら
る
ゝ
人
々
に
対
し
、
誠
に

申
訳
も
な
き
事
と
残
念
の
至
り
に
御
座
候
、
さ
れ
と
別
に
自
分
の
職
分
を
怠
り
た
る
に
ハ

御
座
な
く
候
ヘ
ハ
、
自
分
の
尽
し
た
る
所
に
推
察
を
給
る
よ
り
外
致
方
も
無
之
事
に
御
座

候
、
来
る
べ
き
大
博
覧
会
に
ハ
、
そ
の
謝
意
と
し
て
充
分
奮
励
の
作
を
御
目
に
か
け
可
申

候
、

文
部
省
の
展
覧
会
一
通
り
参
観
致
候
、
博
覧
会
の
そ
れ
よ
り
も
一
層
の
見
栄
致
さ
れ
候
、

画
家
の
苦
心
の
あ
と
な
と
各
作
品
の
上
に
歴
然
と
現
れ
居
り
候
、

黒
田
先
生にハ
、
未
た
面
会
仕
ら
す
候
、
今
少
し
不
充
分
な
る
所
を
訂
正
致
し
候
上
、
批
評

を
乞
ふ
考
へ
に
御
座
候
、
そ
の
節
ハ
委
細
申
伝
べ
く
候
、

切
山
君
に
ハ
一
両
日
に
御
目
に
か
ゝ
り
可
申
、
委
し
き
事
承
り
可
申
候
、

右
一
寸
当
用
ま
で
申
述
置
き
候
、
末
筆
に
ハ
候
へ
共
、
御
全
家
様
へ
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
被

下
度
願
上
候
、

先
日
拝
受
致
候
学
資
の
受
領
証
之
紙
一
枚
必
要
に
候
間
、
御
序
に
御
送
り
被
下
度
御
依
頼

申
上
候
、
早
々

　

十
一
月
八
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

（
37-

2
） 

大
原
家
文
書
F-

2
8
3-

同
封
別
紙
　

博
覧
会
事
務
局
の
書
式
で
項
目
名
が
印
刷
さ
れ
た
も
の
に
、
手
書
き
で
記
入
。
手
書
き
部

分
は　

で
示
す
。
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※
正
木
直
彦
東
京
美
術
学
校
校
長
と
面
談
。
正
木
の
言

う
「
今
度
の
展
覧
会
」
は
同
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
ば

か
り
の
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
と
考
え
ら
れ
、
同

展
へ
の
不
出
品
を
残
念
が
ら
れ
る
。
従
来
、
こ
の
文
展

不
出
品
に
つ
い
て
事
情
を
検
討
す
る
資
料
が
な
か
っ
た

が
、
児
島
と
し
て
は
、
郷
里
成
羽
に
籠
り
、
制
作
に
没

頭
し
て
い
た
ゆ
え
の
こ
と
と
の
認
識
で
あ
り
、
同
展
の

感
想
な
ど
か
ら
も
、
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
と
察
せ
ら
れ
る
。

（
38
） 

大
原
家
文
書
F-
2
8
4
　
明
治
四
十
年
十
一
月
十
三
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
駒
込
蓬
莱
町
／
六
荒
井
方
／
十
一
月
十
三
日　

児
島
虎
次
郎
」

拝
啓
、
楓
葉
紅
な
る
小
春
之
空
愈
々
御
清
栄
の
段
奉
大
賀
候
、

昨
日
、
切
山
君
と
会
談
致
候
、
別
に
さ
し
た
る
変
り
も
無
之
候
へ
共
、
何
と
な
く
心
痛
之

様
子
察
せ
ら
れ
候
、
一
週
に
二
日
午
後
を
木
山
君
の
所
に
通
勤
致
し
居
ら
れ
候
由
、
時
間

の
規
定
等
も
な
き
為
め
、
帰
宅
ハ
大
低
（
抵
カ
）十夜
の時

・
十
一
時
頃
と
相
成
る
べ
き
由
に
御
座
候
、

費
用
節
減
の
た
め
備
中
館
に
引
越
れ
候
に
つ
き
、
通
学
の
便
も
都
合
あ
し
き
事
と
存
せ
ら

れ
候
、
木
山
君
の
所
に
て
ハ
一
ケ
月
五
円
之
収
入
に
て
、
国
元
の
御
母
堂
に
全
部
御
送
金

の
由
に
御
座
候
、

種
々
話
も
承
り
候
か
、
只
今
の
様
子
に
て
ハ
、
充随
分
無
理
な
る
勉
強
と
存
せ
ら
れ
候
、
切

山
君
の
修
学
上
に
も
却
て
結
果
あ
し
き
様
察
せ
ら
れ
候
、

此
上
な
か
ら
国
元
へ
の
送
金
ハ
、
切
山
君
の
労
を
と
ら
す
して
、
只
同
氏
を
修
学
に
の
み
専

心
勉
励
之
方
法
を
与
ふ
る
事
得
策
と
存
せ
ら
れ
候
、
小
生
よ
り
甚
た
差
出
か
ま
し
き
事
に

候
へ
共
、
切
山
君
卒
業
迄
国
元
へ
の
送
金
、
閣
下
の
厚
き
同
情
に
乞
ひ
、
御（補
カ
）

保
助
仰
き
度
、

切
に
希
望
す
る
所
に
御
座
候
、

斯
く
相
成
り
候
ヘ
ハ
、
切
山
君
も
一
層
の
奮
励
可
仕
、
学
業
の
成
績
も
充
分
望
み
あ
る
事

と
存
せ
ら
れ
候
ヘ
ハ
、
何
卒
然
様
御
承
諾
被
下
、
親
し
く
嘆
願
申
上
候
、

本
日
小
包
に
て
褒
賞
落
手
仕
候
、
後
便
に
て
様
子
申
上
べ
く
候
、

今
夕
、
黒
田
先
生
を
訪
問
可
仕
候
、
先
日
よ
り
先
生
多
忙
に
候
た
め
面
会
を
得
す
、
そ
れ

　　　　　　美術館売約代金下渡表　　　　　　

出 品 人 児島虎次郎　（本郷区駒込蓬莱町六　荒井方

売約月日 部 類 品　　　　名 数　量 価　額 手 数 料 福引基金 下 渡 高 下渡月日

7月　20日 1 19 西　洋　画 
なさけの庭 岡山孤児院 1 350円000 10円500 17円500 322円000
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と
花
莚
の
着
荷
を
待
ち
居
り
候
処
、
本
日中
に着

荷
致
す
由
、
会
社
の
方
よ
り
通
知
有
之
候
ヘ

ハ
、
絵
と
共
に
持
参
仕
り
、
閣
下
よ
りの御
托
意
申
伝
へ
可
申
候
、

先
生
に
面
会
致
候
ヘ
ハ
、
種
々
用
事
も
出
来
可
申
事
と
存
せ
ら
れ
候
、
委
し
き
事
後
便
に

て
申
述
べくに
候
、

学
資
受
領
証
一
葉
御
恵
み
被
下
度
願
上
候
、

右
当
用
迄
申
述
候
、
早
々

　

十
一
月
十
三
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

梧
右

※
同
郷
と
考
え
ら
れ
る
切
山
へ
の
支
援
依
頼
。

黒
田
を
訪
ね
、
大
原
か
ら
託
さ
れ
た
花
筵
を
届
け
る
旨
が
記
さ
れ
る
。
明
治
期
に
倉

敷
近
郊
で
花
莚
が
盛
ん
に
生
産
さ
れ
、
特
に
磯
崎
眠
亀
に
よ
る
錦
莞
莚
は
、
海
外
向

け
輸
出
品
の
花
形
と
も
な
る
高
級
贈
答
品
で
あ
っ
た
。
孫
三
郎
か
ら
黒
田
へ
の
贈
答

品
と
し
て
も
相
応
し
い
も
の
だ
が
、
一
方
で
、
大
原
が
一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
降
に

注
力
す
る
地
場
の
優
れ
た
工
芸
品
振
興
に
、
す
で
に
関
わ
っ
て
い
た
形
跡
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。

（
39
） 

大
原
家
文
書
F-

2
8
5
　
明
治
四
十
年
十
一
月
十
四
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
蓬
莱
町
六
／
荒
井
方　

児
島
虎
次
郎
／
十
三
日
」

拝
啓
、
昨
夜
黒
田
先
生
を
訪
れ
申
候
、
錦
莚
相
届
け
申
候
処
、
厚
く
謝
意
伝
へ
呉
れ
と
申

さ
れ
候
、
拙
作
の
批
評
夜
中
に
て
満
足
に
聞
と
れ
不
申
候
へ
共
、
二
人
の
子
供
の
内
に
て
、

帽
子
を
戴
た
る
年
少
之
方
面
白
き
様
申
さ
れ
候
、
老
人
と
其
傍
の
小
供
ハ
取
去
り
た
る
方

全
体
の
調
和
よ
ろ
し
き
と
語
ら
れ
候
、
色
調
ハ
灯
光
に
て
ハ
批
評
も
出
来
か
た
き
事
と
存

し
候
、
老
人
と
子
供
と
を
無
く
し
て
背
景
を
少
し
改
め
可
申
候
、
夏
の
強
き
光
を
目
に
す

る
事
を
得
す
、
都
合
あ
し
く
候
、
兎
に
角
く
未
成
品
に
候
た
め
、
と
て
も
満
足
な
る
事
ハ

御
座
な
き
事
と
存
し
候
、
今
一
夏
を
此
の
作
品
の
上
に
費
し
候
ヘ
ハ
、
此
の
絵
も
完
製
可

致
存
し
居
り
候
、

旅
行
準
備
の
事
な
と
種
々
承
り
候
、
こ
れ
よ
り
そ
の
準
備
に
と
り
か
ゝ
り
可
申
候
、
昨
夜

額
縁
屋
に
参
り
候
、
適
合
之
縁
無
之
、
新
に
調
製
致
さ
せ
候
、
普
通
一
週
間
ハ
か
ゝ
り
可

申
、
急
き
て
も
四
五
日
か
ゝ
る
由
、
致
方
な
く
切
合
せ
の
も
の
作
ら
せ
、
本
日
中
に
発
送

の
運
び
に
致
さ
せ
候
、
縁
ハ
舶
来
に
て
上
等
に
候
へ
共
、
只
ト
メ
の
所
之
花
形
都
合
よ
く

適
合
致
し
不
申
る
が
欠
点
に
御
座
候
へ
共
、
和
製
の
品
よ
り
金
の
色
な
と
美
し
く
候
、
価

格
仕
上
後
な
ら
で
ハ
定
か
な
ら
す
候
へ
共
、
八
円
内
外
之
処
に
候
、
若
し
画
面
か
此
の
縁

よ
り
狭
き
場
合
に
ハ
、
縮
少
致
す
事
も
出
来
可
申
候
、
運
送
ハ
旅
客
車
便
に
て
発
送
致
さ

せ
可
申
事
に
御
座
候
、

右
御
一
報
申
上
候
、
早
々

　

十
四
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
黒
田
を
訪
ね
、《
登
校
》
の
講
評
を
受
け
る
。
こ
の
際
に
、
老
人
と
子
ど
も
を
「
取

去
り
た
る
方
全
体
の
調
和
よ
ろ
し
き
」
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
。
児
島
と
し
て
は
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構
成
要
素
を
増
や
し
「
弱
き
者
の
た
め
に
」
と
い
う
意
図
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
の

だ
ろ
う
が
、
黒
田
の
示
唆
に
従
い
、
現
状
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
40
） 

大
原
家
文
書
F-

2
8
6
　
明
治
四
十
年
十
一
月
二
七
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
駒
込
蓬
莱
町
／
六
荒
井
方　

児
島
虎
次
郎
拝
／
十
一
月
廿
七
日
」

謹
啓
、
向
寒
の
候
と
相
成
り
候
処
、
愈
々
御
清
栄
之
事
と
奉
遥
賀
候
、

先
日
御
尋
ね
申
上
置
き
候
品
評
会
褒
賞
印
刷
之
件
、
如
何
御
確
定
相
成
る
べ
く
候
哉
、
御

多
忙
中
勝
手
ケ
間
敷
候
へ
共
、
何
卒
御
一
報
被
下
度
願
上
候
、
其
節
同
図
案
原
稿
御
送
り

被
下
度
願
上
候
、

休
暇
中
の
製
作
、
其
後
筆
を
加
へ
居
り
候
、
背
景
描
き
改
む
べ
く
、
写
生
を
要
し
候
へ
共
、

天
気
都
合
あ
し
く
閉
口
致
居
り
候
、
額
縁
ハ
不
日
出
来
上
り
可
申
候
ヘ
バ
、
そ
れ
迄
に
ハ

仕
上
致
度
存
し
居
り
候
、
充
分
此
絵
を
完
製
可
致
に
ハ
、
今
数
ケ
月
を
要
す
べ
く
候
、
語

学
の
勉
強
に
時
間
を
費
し
居
り
候
、

先
便
に
て
様
子
申
上
置
候
切
山
君
之
現
状
、
如
何
御
考
へ
被
下
候
に
や
、
御
高
慮
御
漏
し

被
下
度
御
願
申
上
候
、
末
筆
な
か
ら
御
全
家
様
へ
宜
敷
御
伝
言
被
下
度
、
謹
而
閣
下
の
祝

福
を
祈
居
り
候
、
早
々

　

十
一
月
廿
七
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
《
登
校
》
の
修
正
を
進
め
る
。
こ
の
後
、
児
島
は
東
京
を
引
き
払
っ
た
後
、
一
九

〇
八
（
明
治
四
一
）
年
一
月
に
神
戸
か
ら
渡
欧
す
る
こ
と
と
な
る
。
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「
解
説
」

は
じ
め
に

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
4０
通
の
書
簡
は
、
東
京
美
術
学
校
在
学
期
の
児
島
虎
次
郎
（
1
8
8

1

－

1
9
2
9
）
が
、
経
済
的
支
援
を
受
け
て
い
る
大
原
孫
三
郎
（
1
8
8
0

－

1
9
4

3
）
に
宛
て
た
も
の
。
大
原
が
暮
ら
し
た
岡
山
県
倉
敷
市
の
本
邸
に
残
さ
れ
た
も
の
で
、

同
邸
を
「
語
ら
い
座　

大
原
本
邸
」
と
し
て
運
営
す
る
公
益
財
団
法
人
有
隣
会
の
水
島
博

研
究
員
の
調
査
に
よ
り
現
存
が
確
認
さ
れ
、
同
所
で
の
特
別
展
「
大
原
家
に
残
る
書
簡
の

数
々
〜
学
生
児
島
虎
次
郎
か
ら
の
書
簡
」（
2
0
2
4
年
7
月
9
日

－

8
月
4
日
）
に
て
公

開
さ
れ
た
。
こ
の
公
開
に
先
立
ち
、
児
島
虎
次
郎
の
孫
で
、
長
年
虎
次
郎
の
顕
彰
に
務
め

る
児
島
塊
太
郎
（
公
益
財
団
法
人
成
羽
美
術
振
興
財
団
理
事
長
）
が
、
事
前
に
資
料
提
供

を
受
け
、
虎
次
郎
の
義
父
で
あ
る
石
井
十
次
を
顕
彰
す
る
「
第
二
十
四
回
石
井
十
次
セ
ミ

ナ
ー
」（
2
0
2
4
年
8
月
25
日　

主
催
：
社
会
福
祉
法
人
石
井
記
念
友
愛
社
）
に
お
い
て

「
石
井
十
次
の
娘　

友　

を
妻
に
む
か
え
た
画
家　

児
島
虎
次
郎
の
家
族
」
と
題
し
た
講
演

を
行
い
一
部
は
活
字
化
も
さ
れ
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
美
術
史
研
究
に
と
っ
て
も
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
考
え
、
改
め
て
水
島

に
よ
る
全
文
の
翻
刻
を
掲
載
す
る
と
共
に
、
柳
沢
秀
行
に
よ
る
こ
の
解
説
等
を
付
し
て
紹

介
す
る
。

児
島
虎
次
郎
と
大
原
孫
三
郎
の
関
係

　

児
島
虎
次
郎
は
、
現
在
の
岡
山
県
高た

か

梁は
し

市し

成な
り

羽わ

出
身
。
1
9
0
2
年
に
東
京
美
術
学
校

西
洋
画
科
選
科
に
入
学
。
同
年
、
倉
敷
紡
績
初
代
社
長
大
原
孝
四
郎
（
1
8
3
3

－

1
9

1
0
）
と
、
そ
の
息
子
で
1
9
0
6
年
に
は
倉
敷
紡
績
の
経
営
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
る

大
原
孫
三
郎
が
設
け
て
い
た
大
原
奨
学
会
の
奨
学
生
と
な
り
、
そ
の
経
済
的
な
支
援
を
受

け
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
以
後
、
大
原
孫
三
郎
と
児
島
虎
次
郎
は
、
1
歳
し
か
年
齢
が
違

わ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
支
援
す
る
者
と
さ
れ
る
者
と
い
う
関
係
に
と
ど
ま
ら
ぬ
深
い
交
友

を
持
つ
こ
と
と
な
る
。

　

児
島
は
、
東
京
美
術
学
校
を
、
二
度
の
飛
び
級
を
果
た
し
て
1
9
0
4
年
に
卒
業
。
同

期
卒
業
生
は
青
木
繁
、
熊
谷
守
一
、
山
下
新
太
郎
、
和
田
三
造
な
ど
合
計
１０
名
。
児
島
は
、

引
き
続
き
同
校
研
究
科
に
学
ぶ
が
、
在
学
中
の
1
9
0
7
年
3
月
2０
日

－

7
月
3１
日
に
上

野
で
開
催
さ
れ
た
東
京
府
主
催
の
勧
業
博
覧
会
美
術
展
（
以
後
、
東
京
府
勧
業
博
展
）
に

《
な
さ
け
の
庭
》（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
と
《
里
の
水
車
》（
大
原
美
術
館
蔵
）
を
出

品
し
、
前
者
が
洋
画
部
門
一
等
賞
か
つ
宮
内
省
買
上
と
な
り
一
躍
そ
の
名
を
高
め
る
こ
と

と
な
る
。

　

こ
の
博
覧
会
は
3
4
0
万
人
が
来
場
す
る
盛
況
ぶ
り
で
、
美
術
展
も
西
洋
画
だ
け
で
99

点
の
入
選
作
か
ら
さ
ら
に
受
賞
作
が
絞
ら
れ
る
競
技
会
形
式
の
本
格
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
、
同
じ
一
等
賞
に
名
を
連
ね
た
の
は
岡
田
三
郎
助
（
1
8
6
9

－

1
9
3
9
）、
中

沢
弘
光 

（
1
8
7
4

－

1
9
6
4
）、
中
村
不
折 

（
1
8
6
6

－

1
9
4
3
）、
満
谷
国
四

郎
（
1
8
7
4

－

1
9
3
6
）、
山
本
森
之
助 （
1
8
7
7

－

1
9
2
8
）、 

和
田
英
作
（
1

8
7
4

－

1
9
5
9
）
だ
が
、
こ
の
う
ち
岡
田
、
満
谷
、
和
田
は
、
こ
の
展
覧
会
、
さ
ら

に
半
年
ほ
ど
後
と
な
る
同
年
１０
月
に
創
設
さ
れ
た
文
部
省
美
術
展
覧
会
で
中
村
も
加
え
て

審
査
員
を
務
め
て
い
る
。
す
で
に
高
い
評
価
を
受
け
る
画
家
た
ち
に
混
じ
っ
て
、
ま
だ
学

生
で
あ
っ
た
児
島
が
受
賞
し
た
わ
け
で
あ
るｉ
。

　

こ
の
壮
挙
を
受
け
、
大
原
孫
三
郎
の
経
済
的
支
援
に
よ
っ
て
、
児
島
は
1
9
0
8
年
か

ら
5
年
間
の
滞
欧
を
果
た
し
、
画
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
る
と
共
に
、
大
原

美
術
館
の
礎
と
な
る
西
洋
美
術
作
品
収
集
を
始
め
る
こ
と
と
な
る
。

書
簡
の
意
義

　

1
9
0
7
年
の
東
京
府
勧
業
博
展
は
、
児
島
虎
次
郎
に
と
っ
て
国
内
的
に
高
い
評
価
を

受
け
る
と
と
も
に
、
5
年
間
に
及
ぶ
滞
欧
の
機
会
を
得
る
重
要
な
契
機
で
あ
っ
た
。
そ
の

出
品
作
で
あ
る
、《
な
さ
け
の
庭
》
と
《
里
の
水
車
》
の
制
作
の
状
況
が
、
こ
こ
で
紹
介
す

る
書
簡
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
い
。
ま
た
従
来
は
、
十
分
な
検
討
資
料

が
な
い
た
め
、
こ
の
受
賞
を
契
機
と
し
て
大
原
孫
三
郎
が
推
奨
し
た
と
推
定
す
る
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
児
島
の
滞
欧
が
、
す
で
に
先
ん
じ
て
児
島
よ
り
強
い
希
望
が
伝
え
ら
れ
て
い
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た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

　

ま
た
東
京
府
勧
業
博
展
へ
の
制
作
、
出
品
に
あ
た
っ
て
、
東
京
美
術
学
校
教
授
で
あ
り
、

東
京
府
勧
業
博
展
の
審
査
員
も
務
め
た
黒
田
清
輝
（
1
8
6
6

－

1
9
2
4
）
の
具
体
的

な
関
与
の
在
り
方
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
も
大
き
い
。
ま
た
そ
の
こ
と
は
、

す
で
に
《
海
の
幸
》（
1
9
0
4
年
作　

ア
ー
テ
ィ
ゾ
ン
美
術
館
蔵
）
な
ど
で
高
い
評
価
を

得
て
、
東
京
府
勧
業
博
展
へ
も
現
在
で
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
《
わ
だ
つ
み

の
い
ろ
こ
の
宮
》（
ア
ー
テ
ィ
ゾ
ン
美
術
館
蔵
）
を
出
品
し
な
が
ら
、
三
等
末
席
と
い
う
低

評
価
を
受
け
た
青
木
繁
と
の
対
比
を
考
え
る
た
め
の
き
っ
か
け
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

　

加
え
て
、
東
京
美
術
学
校
在
学
中
に
模
写
を
行
っ
た
《
支
倉
常
長
像
》（
東
京
藝
術
大
学

大
学
美
術
館
蔵
）
と
、
東
京
府
勧
業
博
展
以
降
に
制
作
さ
れ
た
《
登
校
》（
高
梁
市
成
羽
美

術
館
蔵
）
の
制
作
経
緯
を
把
握
す
る
こ
と
も
出
来
る
。

　

現
在
は
仙
台
市
博
物
館
が
所
蔵
し
、
慶
長
遣
欧
使
節
関
係
資
料
と
し
て
国
宝
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
《
支
倉
常
長
像
》
の
模
写
は
、
当
時
の
東
京
美
術
学
校
関
係
者
が
、
文
化
財

保
護
に
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方
を
し
た
の
か
を
示
す
具
体
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

ま
た
郷
里
成
羽
に
長
期
間
留
ま
っ
て
《
登
校
》
制
作
に
没
頭
し
た
こ
と
や
渡
欧
準
備
も

あ
っ
て
、
1
9
0
7
年
１０
月
の
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
へ
、
児
島
が
出
品
す
る
こ
と

も
考
え
て
い
な
か
っ
た
様
子
が
把
握
で
き
る
。

《
な
さ
け
の
庭
》と《
里
の
水
車
》に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究

　

児
島
虎
次
郎
の
活
動
概
要
に
つ
い
て
最
初
に
ま
と
め
ら
れ
た
文
献
と
し
て
、
虎
次
郎
の

長
男
の
児
島
虓
一
郎
や
甥
の
児
島
直
平
に
よ
り
編
ま
れ
た 『
児
島
虎
次
郎 

三
十
三
回
忌
供

養
志
』（
私
家
版　

1
9
6
1
年
）
所
収
の
「
児
島
虎
次
郎
略
年
譜
」、
そ
し
て
児
島
直
平

『
児
島
虎
次
郎
略
伝
』（
児
島
虎
次
郎
伝
記
編
纂
室　

1
9
6
7
年
）
が
あ
る
。

　
「
児
島
虎
次
郎
略
年
譜
」
で
は
、《
里
の
水
車
》
に
描
か
れ
た
人
物
と
場
所
に
つ
い
て
、

成
羽
川
総
門
橋
北
詰
約
2
0
0
m
上
流
に
あ
り
当
時
児
島
家
所
有
と
な
っ
た
水
車
小
屋
で
、

モ
デ
ル
は
児
島
の
実
姉
谷
田
タ
キ （
戸
籍
上
は
「
た
き
」）
と
そ
の
娘
（
2
才
）
で
、
手
拭

い
を
被
っ
た
娘
を
「
松
島
と
し
子
（
当
時
15
才
） 

成
羽
町
下
原
上
之
丁
の
曲
り
角
で
中
島

屋
と
い
っ
た
家
の
娘
」
と
詳
細
に
伝
え
て
い
る
。
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
推
論
を
試
み
な

が
ら
、
具
体
的
な
記
載
は
な
い
。

　
『
児
島
虎
次
郎
略
伝
』
で
は
、
1
9
0
6
年
2
月
に
岡
山
孤
児
院
で
《
な
さ
け
の
庭
》
が

制
作
さ
れ
、 《
里
の
水
車
》
は
、
そ
の
完
成
後
の
初
夏
に
成
羽
で
描
い
た
も
の
と
記
さ
れ
、

こ
れ
に
基
づ
い
た
認
識
が
広
く
定
着
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
両
文
献
と
も
典
拠
不

明
の
記
述
や
他
の
一
次
資
料
と
齟
齬
の
あ
る
内
容
も
多
く
、《
里
の
水
車
》
と
《
な
さ
け
の

庭
》
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、《
な
さ
け
の
庭
》
と
《
里
の
水
車
》
の
両
作
品
の
制
作
経
緯
に
つ
い

て
、
児
島
逝
去
直
後
の
1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
5
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
美
術
新
論
』
4

巻
5
号
掲
載
の
金
井
文
彦 「『
な
さ
け
の
庭
』 

当
時
の
思
い
出
」
の
記
述
が
、
こ
れ
ま
で
は

基
本
的
な
情
報
と
な
っ
て
い
た
。
金
井
の
記
述
は
、
児
島
か
ら
金
井
宛
の
手
紙
に
依
拠
し

て
1
9
0
6
年
7
月
末
に
成
羽
へ
帰
省
し
た
児
島
が
ま
ず 

《
里
の
水
車
》
を
制
作
し
、
同

年
１１
月
１8
日
か
ら
岡
山
孤
児
院
に
通
い
、
事
務
所
の
2
階
を
画
室
に
借
り
受
け
、 

１2
月
半

ば
か
ら
着
彩
を
始
め
翌
年
2
月
ま
で
制
作
を
行
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
8
畳
の
部
屋

は
光
線
の
具
合
も
良
く
画
室
と
し
て
も
十
分
と
い
う
環
境
の
中
、
早
暁
に
起
床
し
て
孤
児

院
の
あ
る
東
山
を
登
り
孤
児
た
ち
と
感
謝
と
祈
り
を
共
に
し
た
後
、
夕
方
ま
で
制
作
に
打

ち
込
む
日
々
を
送
る
と
い
っ
た
状
況
も
伝
え
て
お
り
、
今
回
の
書
簡
で
確
認
で
き
た
内
容

と
齟
齬
は
な
い
。

　

こ
の
他
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ブ
ロ
グ
的
な
記
載
で
、
谷
田
タ
キ
か
ら
の
伝
聞
を

主
に
、《
里
の
水
車
》
に
関
し
て
、
異
な
る
取
材
場
所
と
モ
デ
ル
を
挙
げ
る
記
述
も
あ
る

がⅱ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ま
で
は
東
京
府
勧
業
博
展
出
品
の
2
作
品
の
制
作
経
緯
は
、

金
井
文
彦
の
伝
え
る
と
こ
ろ
を
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

そ
う
し
た
状
況
ゆ
え
に
、
重
ね
て
述
べ
る
が
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
大
原
孫
三
郎
宛
の
児

島
虎
次
郎
書
簡
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。
こ
れ
に
よ
り
、《
里
の
水
車
》《
な
さ
け
の
庭
》

の
制
作
時
期
や
場
所
、モ
デ
ル
に
つ
い
て
も
金
井
の
記
述
を
大
き
く
超
え
る
詳
細
な
情
報
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。ま
た
出
品
前
の
黒
田
清
輝
の
関
り
の
あ
り
よ
う
も
垣
間
見
え
る
う
え
、

展
覧
会
出
品
後
の
両
作
品
の
移
動
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
動
き
を
把
握
出
来
る
の
で
あ
る
。
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ⅰ　

 
東
京
府
勧
業
博
覧
会
の
西
洋
画
部
門
の
審
査
員
は
、
主
任
が
黒
田
清
輝
、
以
下
は
、
久
米
桂
一
郎
、
小
山
正
太
郎
、
松
岡

寿
、
河
村
清
雄
、
岩
村
透
、
そ
し
て
岡
田
三
郎
助
、
和
田
英
作
、
満
谷
国
四
郎
。「
東
京
勧
業
博
覧
会
審
査
報
告
巻
二
」
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

https://dl.ndl.go.jp/pid/801788/1/124

ⅱ　

 『
生
誕
１
３
０
年　

児
島
虎
次
郎
―
あ
な
た
を
知
り
た
い
』（
大
原
美
術
館　

２
０
１
１
年
）
P
33　

に
同
時
点
で
把
握
で

き
て
い
た
情
報
を
記
載
し
て
い
る
。



資料紹介

児島虎次郎日記　1919年（大正8年）
An Introduction to Kojima Torajiro’s Diary for 1919 (Taisho 8)

𠮷川あゆみ（公益財団法人大原芸術財団特命上席研究員）
YOSHIKAWA Ayumi (Senior Fellow, Senior Curator, Ohara Art Foundation)

要旨

明治末から昭和初頭、即ち、1900年代の終わりから1920年代にかけて活躍した洋画家児島虎次郎
（1881–1929）は、フランスの国民美術協会展を主な発表の舞台とし、評価を得た人物である。同時に、
実業家・社会事業家である大原孫三郎（1880–1943）の賛同と出資を得て、ヨーロッパ近代絵画やオリ
エント古美術を収集し、日本に招来したことでも知られる。「日本の芸術界のために」という公益を目的
に掲げて収集された美術品は、日本に到着して間もなく一般公開され、1930年の大原美術館開館以降
は同館で常設展示されることとなる。児島は画家としての業績とともに、日本におけるヨーロッパ近代およ
びオリエント美術の受容という点でも重要な業績を残したのである。
本稿は、児島虎次郎の日記を翻刻・紹介するものである。児島は大原孫三郎とともに大原美術館の
礎を築いた人物であり、その足あとを物語る日記の解読は当館の長年の念願であった。日記に記され
た情報それ自体の重要性はもちろん、今後、児島に関連する諸資料が持つ情報をつなげ、編み上げて
いくにあたって、核としての役割が期待されるという点でも、重要性の高い資料である。しかし、私的な覚
えとして速筆で記された児島日記は難読であり、引用や参照、部分的な翻刻の紹介はたびたびなされ
てきたものの、日記自体をまとまった形で紹介した例はこれまでなかった。本稿では、手始めとして児島の
第二次滞欧の初年となる1919年の日記を取り上げる。渡欧に先立ち開催された初個展、第一次世界
大戦終結後間もないヨーロッパでの暮らしや学び、制作、旧知の人 と々の交流の様子が記されている。
翻刻は、現時点では残念ながら十分な精度に達しているとはいえない。児島日記の解読には多くの
情報を参照することが必要である。現時点での成果を公開することが新たな情報につながる契機とな
り、今後の解読に寄与することを期待するものである。

	

The yoga (Western-style painting) artist Kojima Torajiro (1881–1929), who was active from the end of the Meiji 
era to the beginning of the Showa era, i.e., from the end of the 1900s to the 1920s, presented his works mainly at 
the Salon de la Société Nationale des Beaux-Arts in France and earned a reputation there. At the same time, having 
received approval and funds from the businessman and entrepreneur Ohara Magosaburo (1880–1943), he col-
lected modern European paintings and Middle Eastern antiquities, and brought them back to Japan. These 
artworks collected in the interests of the public, “for the Japanese art world,” were put on public view soon after 
they arrived in Japan. Once the Ohara Museum of Art was opened in 1930, they were put on permanent view 
there. Together with his achievements as a painter, Kojima’s accomplishments from the point of view of the recep-
tion of modern European art and Middle Eastern art in Japan were significant too.

This article is a transcription and introduction of Kojima Torajiro’s diary. Kojima was a man who laid the foun-
dation of Ohara Museum of Art alongside Ohara Magosaburo, and the deciphering of his diary narrating the 
course he had come along was a longtime wish at our museum. Needless to say, the information written in the 
diary is important. In addition, in order to hereafter connect and compile the various pieces of information in the 
diverse reference materials related to Kojima, his diary is expected to play a pivotal role as a principal document. 
Nevertheless, as it was written rapidly as a personal recollection, Kojima’s diary is difficult to decipher. Although 
it has occasionally been quoted, referred to, or reprinted in part, the diary itself has never been introduced as a 
whole so far. In this article, as a start, Kojima’s diary of 1919, the first year of his second stay in Europe, is taken up. 
It describes his first solo exhibition, which was held prior to his departure to Europe, and his life, studies, work on 
his paintings, and mingling with old friends in Europe soon after the end of World War I.

At present, the transcription is unfortunately not yet fully accurate. The deciphering of Kojima’s diary requires 
cross-references to a vast amount of information. By publicizing our findings to date, we hope that it might lead 
to new information and contribute to further deciphering in the future.
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本
稿
は
、
洋
画
家
で
あ
り
、
大
原
美
術
館
の
礎
と
な
る
美
術
品
の
収
集
に
あ
た
っ
た
児

島
虎
次
郎
（
一
八
八
一

－

一
九
二
九
）
の
日
記
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
原

美
術
館
は
、
児
島
が
没
し
た
翌
年
の
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
、
彼
の
業
績
を
記
念
す

る
美
術
館
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
当
館
に
と
っ
て
児
島
虎
次
郎
は
、
創
立
者
大
原
孫
三
郎

（
一
八
八
〇

－

一
九
四
三
）
と
並
ぶ
生
み
の
親
で
あ
り
、
そ
の
足
あ
と
を
物
語
る
日
記
の
翻

刻
は
長
年
の
課
題
で
も
あ
っ
た
。

児
島
虎
次
郎
と
関
連
資
料

一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
、
岡
山
県
中
西
部
の
川
上
郡
下
原
村
（
現
高
梁
市
成
羽
町
）

に
生
ま
れ
た
児
島
虎
次
郎
は
、
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
選
科
お
よ
び
同
研
究
科
に
学
ん

だ
後
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
か
ら
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
ま
で
大
原
孫

三
郎
の
支
援
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
。
主
に
ベ
ル
ギ
ー
の
ゲ
ン
ト
に
滞
在
し
、
同
地

の
王
立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
研
鑽
を
積
ん
だ
。
こ
の
留
学
中
、
同
時
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美

術
潮
流
、
特
に
ベ
ル
ギ
ー
の
ル
ミ
ニ
ス
ム
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
島
の
絵
画
は
筆

触
の
存
在
感
と
鮮
や
か
な
色
彩
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
獲
得
。
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
、

フ
ラ
ン
ス
の
国
民
美
術
協
会
展
へ
初
出
品
・
初
入
選
を
果
た
し
、
留
学
の
成
果
を
証
明
す

る
こ
と
と
な
る
。
帰
国
後
は
倉
敷
郊
外
の
酒
津
（
現
岡
山
県
倉
敷
市
酒
津
）
に
ア
ト
リ
エ

を
構
え
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
東
ア
ジ
ア
を
巡
っ
て
は
、
各
地
の
文
化
を

自
作
に
反
映
さ
せ
て
い
っ
た
。
帰
国
後
も
引
き
続
き
国
民
美
術
協
会
の
展
覧
会
を
主
な
発

表
の
舞
台
と
し
て
お
り
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
は
同
会
準
会
員
に
、
翌
一
九
二
〇

（
大
正
九
）
年
に
は
出
品
作
《
秋
》
が
フ
ラ
ン
ス
政
府
買
い
上
げ
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
同
会

正
会
員
に
推
挙
さ
れ
た
。
一
方
、
日
本
で
は
帝
展
審
査
員
を
つ
と
め
て
お
り
、
日
仏
両
国

で
一
定
の
評
価
を
得
た
画
家
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

同
時
に
児
島
は
、
大
原
の
賛
同
と
出
資
を
得
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
や
オ
リ
エ
ン
ト
古

美
術
を
収
集
し
、
日
本
に
招
来
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
収
集
は
、
当

初
よ
り
「
日
本
の
芸
術
界
の
た
め
に
」1

と
い
う
公
益
を
目
的
に
掲
げ
た
も
の
で
、
実
際
、

収
集
品
は
日
本
招
来
後
間
も
な
く
一
般
公
開
さ
れ
、
一
九
三
〇
年
の
大
原
美
術
館
開
館
以

降
は
同
館
に
て
常
設
展
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
児
島
は
画
家
と
し
て
の
業
績
と
と
も

に
、
日
本
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
美
術
お
よ
び
オ
リ
エ
ン
ト
美
術
の
受
容
と
い
う
面

に
お
い
て
も
重
要
な
業
績
を
残
し
た
の
だ
っ
た
。

児
島
の
作
品
、
収
集
品
は
、
現
在
、
大
原
美
術
館
（
大
原
芸
術
財
団
、
以
下
同
）
と
高

梁
市
成
羽
美
術
館
が
そ
の
多
く
を
収
蔵
・
保
管
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
原
美
術
館
は
児
島

旧
蔵
書
籍
の
う
ち
洋
書
を
「
児
島
文
庫
」
と
し
て
所
蔵
し
て
い
る
。
本
誌
で
別
に
紹
介
さ

れ
る
が
、
児
島
の
活
動
を
大
原
孫
三
郎
が
支
援
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
有
隣
会
が
管
理
す

る
大
原
家
関
連
資
料
に
は
書
簡
を
は
じ
め
と
す
る
児
島
の
関
係
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
と
は
別
に
、
児
島
の
元
に
あ
っ
た
作
画
資
料
や
書
簡
、
写
真
な
ど
、
多
種
多
様
な

関
連
資
料
（
以
下
「
児
島
家
資
料
」
と
す
る
）
は
、
遺
族
の
手
に
よ
っ
て
大
切
に
、
か
つ

豊
富
に
保
管
さ
れ
て
き
た
。

児
島
虎
次
郎
日
記

児
島
家
資
料
の
中
で
も
最
も
重
要
な
資
料
の
ひ
と
つ
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
児
島
虎

次
郎
の
日
記
（
以
下
「
児
島
日
記
」
と
す
る
）
で
あ
る
。
日
記
に
記
さ
れ
た
情
報
そ
れ
自

体
の
重
要
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
後
、
作
品
や
各
種
関
連
資
料
が
持
つ
多
様
な
情
報

を
つ
な
げ
、
編
み
上
げ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
核
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う

点
で
も
、
重
要
性
の
高
い
資
料
で
あ
る
。

児
島
日
記
は
、
児
島
が
最
初
の
渡
欧
を
果
た
し
た
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
か
ら
、

没
年
の
前
年
に
あ
た
る
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
ま
で
の
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
そ
の
間
の
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
の
日
記
は

現
時
点
で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
の
日
記
は
手

帳
様
の
三
冊
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
別
の
時
期
に
使
用
さ
れ
た
同
様
の
手
帳
も
存
在
す

る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
日
記
と
は
別
の
備
忘
録
的
な
手
帳
と
考
え
る
べ
き
か

も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
手
帳
の
調
査
の
の
ち
に
あ
ら
た
め
て
検
討
・
判
断
す

る
こ
と
と
し
た
い
。

現
在
、
現
存
す
る
日
記
全
て
を
対
象
に
翻
刻
作
業
を
進
め
て
お
り
、
順
次
紹
介
し
て
い
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く
予
定
で
あ
る
が
、
手
は
じ
め
と
な
る
本
稿
で
は
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
日
記
を
取

り
上
げ
る
。
年
を
追
っ
て
順
に
紹
介
す
る
こ
と
が
最
良
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
の
年
に
は
じ

ま
る
第
二
次
滞
欧
期
の
児
島
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
大
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

形
成
過
程
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
関
心
か
ら
こ
の
期
間
の
翻
刻
作
業
が

先
行
し
て
進
ん
で
い
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
ご
理
解
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
九
一
九
年
の
児
島
虎
次
郎

博
文
館
発
行
の
『
当
用
日
記
』（
中
長
形
、
縦
一
七
・
五
×
横
一
一
・
二
㎝
、
総
頁
数
五

〇
二
頁
）
を
用
い
て
記
さ
れ
た
一
九
一
九
年
の
日
記
は
、「
本
年
渡
欧
の
事　

本
日
（
年
）

四
月
上
旬
東
京
と
大
阪
に
て
作
品
展
覧
會
を
開
く　

右
昨
年
末
決
定
の
事
」2

と
い
う
一
文

で
は
じ
ま
る
。「
昨
年
」
即
ち
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
の
児
島
は
、
春
・
夏
に
約
三
ヶ
月

か
け
て
中
国
・
朝
鮮
を
旅
し
、
そ
こ
で
得
た
刺
激
を
も
と
に
ア
ト
リ
エ
で
制
作
に
励
ん
で

い
た
。
そ
ん
な
中
、
十
一
月
に
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
が
報
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
受
け

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
再
留
学
と
、
出
発
に
先
立
っ
て
自
身
初
と
な
る
個
展
を
開
催
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

年
が
明
け
る
と
、
個
展
開
催
に
向
け
て
倉
敷
と
東
京
・
大
阪
を
行
き
来
し
な
が
ら
忙
し

く
過
ご
し
、
個
展
終
了
か
ら
わ
ず
か
ひ
と
月
半
ほ
ど
で
児
島
は
フ
ラ
ン
ス
を
目
指
し
て
旅

立
っ
た
。
機
雷
の
残
る
地
中
海
は
航
路
が
制
限
さ
れ
て
い
た
た
め
、
マ
ル
セ
イ
ユ
へ
の
寄

港
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
で
下
船
し
、
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
経
由
で
パ
リ
に

向
か
っ
た
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
調
印
の
報
に
接
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
入
り
を
控
え
た

ロ
ン
ド
ン
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
折
し
も
、
西
園
寺
公
望
ら
日
本
の
政
府
要
人
が
滞
在
中

の
英
仏
に
、
児
島
は
到
着
し
た
の
で
あ
っ
た
。

パ
ン
テ
オ
ン
の
そ
ば
の
オ
テ
ル
・
デ
・
グ
ラ
ン
・
ゾ
ム
に
当
面
の
宿
を
得
た
児
島
は
、

落
ち
着
き
先
と
な
る
ア
ト
リ
エ
を
探
し
な
が
ら
、
ク
ロ
ッ
キ
ー
の
た
め
に
グ
ラ
ン
ド
・
シ

ョ
ー
ミ
エ
ー
ル
な
ど
の
美
術
学
校
に
足
を
運
び
、
ま
た
、
エ
ド
モ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ア

マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
（Edm

ond -François A
m

an -Jean, 

一
八
五
八

－

一
九
三
六
）
ら
旧
知

の
人
々
を
訪
ね
て
い
る
。
よ
う
や
く
再
開
し
は
じ
め
た
美
術
館
や
画
廊
、
骨
董
店
に
も
足

繁
く
通
っ
て
い
る
。
美
術
館
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
や
ロ
ー
マ
、
ペ
ル
シ
ア
な
ど
の
古
美
術
ば

か
り
を
模
写
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
対
す
る
児
島
の
関
心
の
高
ま
り
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。

八
月
末
に
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ク
レ
ッ
ソ
ン
通
り
の
ア
ト
リ
エ
に
転
居
す
る
ま
で
は
、
集
中

的
に
パ
ン
テ
オ
ン
を
描
き
、
転
居
後
は
サ
ロ
ン
出
品
の
た
め
に
日
本
か
ら
持
参
し
た
作
品

の
修
正
に
取
り
か
か
っ
た
。
パ
リ
在
住
の
日
本
人
画
家
と
の
行
き
来
も
増
え
て
い
っ
た
。

特
に
青
山
熊
治
（
一
八
八
六

－

一
九
三
二
）
と
は
多
く
の
時
間
を
共
に
し
て
お
り
、
青
山

と
と
も
に
実
業
家
中
沢
彦
吉
に
よ
る
ル
ノ
ワ
ー
ル
作
品
の
購
入
に
関
わ
っ
た
こ
と
も
確
認

で
き
る
。

第
一
次
滞
欧
時
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
都
会
暮
ら
し
に
心
満
た
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
児
島
は
、
た
び
た
び
郊
外
へ
遠
出
を
試
み
、
年
末
に
は
ス
ペ
イ
ン
旅
行
に
出
発
。
翌
一

九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
元
旦
を
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
空
の
下
で
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
詳

細
な
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
児
島
は
遅
く
と
も
一
九
一
九
年
の
秋
頃
ま
で
に
、
大
原

に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
本
格
的
な
収
集
を
提
案
し
た
と
考
え
ら
れ
る3
。
こ
の
提
案
は

一
九
二
〇
年
の
夏
に
よ
う
や
く
受
け
容
れ
ら
れ
、
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の
《
睡
蓮
》
を
は
じ

め
と
す
る
大
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
収
集
が
始
動
す
る
の
で
あ
っ
た
。

児
島
日
記
　
現
状
と
課
題

児
島
研
究
の
基
本
文
献
で
あ
る
『
児
島
虎
次
郎
略
伝
』4

は
、
児
島
の
甥
で
新
聞
記
者
で

あ
っ
た
児
島
直
平
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
も
の
で
、
生
前
の
児
島
を
知
る
人
物
な
ら
で
は
の

情
報
、
新
聞
記
者
な
ら
で
は
の
取
材
成
果
と
と
も
に
、
児
島
日
記
か
ら
の
引
用
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
。
児
島
の
没
後
七
十
年
に
際
し
て
出
版
さ
れ
た
松
岡
智
子
・
時
任
英
人
『
児

島
虎
次
郎
』5

で
は
、『
児
島
虎
次
郎
略
伝
』
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
児
島
日
記
を
は
じ
め
と

す
る
児
島
家
資
料
に
あ
ら
た
め
て
照
ら
し
て
、『
児
島
虎
次
郎
略
伝
』
の
修
正
と
新
知
見
の

追
加
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
松
岡
智
子
『
児
島
虎
次
郎
研
究
』6

は
、
児
島
日
記
ほ
か
児
島

家
資
料
を
多
く
参
照
し
つ
つ
、
児
島
の
画
業
と
と
も
に
文
化
交
流
に
お
け
る
功
績
を
明
ら

か
に
し
た
。
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そ
の
他
に
も
展
覧
会
図
録
や
各
種
文
献
に
お
い
て
、
児
島
日
記
の
部
分
的
な
翻
刻
、
引

用
お
よ
び
参
照
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
日
記
自
体
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と

は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
、
児
島
日
記
が
非
常
に
難
読
で
あ
る
こ
と
に

よ
る
。
私
的
な
日
記
で
あ
る
か
ら
、
他
者
に
読
ま
せ
る
つ
も
り
が
な
い
の
は
当
然
で
あ
る

が
、
児
島
に
と
っ
て
日
記
は
、
記
さ
れ
た
出
来
事
を
知
る
児
島
本
人
が
、
そ
の
出
来
事
を

振
り
返
る
手
が
か
り
に
な
り
さ
え
す
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
特
に

欧
文
の
ス
ペ
ル
ミ
ス
か
ら
は
っ
き
り
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
確
に
綴
ろ
う
と
い
う

意
思
は
ほ
ぼ
な
く
、
も
は
や
「
ミ
ス
」
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
い
も
の
も
多
い
。
大
体
の

音
が
わ
か
り
さ
え
す
れ
ば
、
書
い
た
本
人
で
あ
れ
ば
何
の
こ
と
か
は
わ
か
る
、
と
い
う
考

え
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
日
本
語
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

本
稿
は
こ
の
難
題
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
現
段
階
で
は
残
念
な
が
ら
、
十
分

な
精
査
を
経
た
信
頼
の
お
け
る
翻
刻
に
至
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
作
業
の
多
く
は
「
文

字
を
読
む
」
と
い
う
よ
り
も
、
多
種
多
様
な
資
料
か
ら
、
い
わ
ば
〝
状
況
証
拠
〞
を
拾
い

集
め
、
そ
れ
ら
を
積
み
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
文
字
を
特
定
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
翻
刻
と
と
も
に
そ
れ
ら
の
〝
状
況
証
拠
〞
も
示
す
べ
き
で
あ
ろ

う
し
、
ま
た
、
原
文
校
正
に
よ
っ
て
翻
刻
の
妥
当
性
を
客
観
的
に
検
証
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
資
料
の
難
読
さ
は
、
そ
の
ハ
ー
ド
ル
ま
で
も
高
め
、
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
不
完
全
な
が
ら
現
時
点
の
成
果
を
公
開
す
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
多

く
の
〝
状
況
証
拠
〞
が
寄
せ
ら
れ
れ
ば
、
管
見
で
は
か
な
わ
ぬ
こ
と
も
か
な
え
得
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
う
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
本
稿
を
ま
と
め
た
次
第
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
進
め
て
い
る
児
島
家
資
料
の
調
査
成
果
も
児
島
日
記
の
解
読
に
大
い
に
役

立
つ
も
の
と
考
え
る
。
今
回
は
ご
く
一
部
を
活
用
す
る
に
留
ま
っ
た
が
、
今
後
そ
の
デ
ー

タ
整
理
が
進
め
ば
、
決
定
的
な
〝
状
況
証
拠
〞
も
多
く
得
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
を
反
映
し
、
遠
く
な
い
将
来
、
あ
ら
た
め
て
信
頼
で
き
る
精
度
で
、
か
つ
、
ま
と
ま
っ

た
形
で
児
島
虎
次
郎
日
記
を
広
く
共
有
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

1　

 

児
島
虎
次
郎
・
満
谷
国
四
郎
、
大
原
孫
三
郎
宛
書
簡
、
一
九
一
二
年
五
月
三
十
日
付
、
大
原
芸
術
財
団
所
蔵

　
　

 

こ
の
書
簡
は
、
児
島
が
第
一
次
滞
欧
時
中
の
一
九
一
二
年
、
児
島
と
同
じ
く
大
原
孫
三
郎
の
支
援
に
よ
り
滞
欧
中
で
あ
っ
た

洋
画
家
満
谷
国
四
郎
と
連
名
で
送
っ
た
も
の
で
、
エ
ド
モ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
作
《
髪
》（
現
大
原
芸
術
財

団
所
蔵
）
の
購
入
を
依
頼
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
同
作
品
の
購
入
・
招
来
は
、
の
ち
の
一
九
二
〇
年
か
ら
始
ま
る
児
島

と
大
原
に
よ
る
本
格
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
収
集
の
端
緒
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
同
書
簡
中
で
児
島
は
「
こ
れ
は

個
人
と
し
て
の
お
願
に
て
は
候
は
ず　

日
本
の
芸
術
界
の
た
め
に
最
も
有
益
な
る
次
第
に
候
へ
ば　

突
然
な
が
ら
切
に
懇
願

申
上
候
次
第
」
と
記
し
て
い
る
。

2　

 

原
文
は
「
本
日
四
月
上
旬
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
本
年
四
月
上
旬
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
本
誌
六
四
頁
上
段
を
参
照
の
こ
と
。

3　

 

児
島
直
平
『
児
島
虎
次
郎
略
伝
』
児
島
虎
次
郎
伝
記
編
纂
室
、
一
九
六
七
年
、
一
一
八
頁

　
　

 

一
九
一
九
年
十
二
月
五
日
発
信
の
三
橋
玉
見
宛
児
島
書
簡
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
大
原
孫
三
郎
に
対
し
て
現
代
フ

ラ
ン
ス
絵
画
の
収
集
を
提
案
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

4　

前
掲
書

5　

松
岡
智
子
・
時
任
英
人
『
児
島
虎
次
郎
』
山
陽
新
聞
社
、
一
九
九
九
年

6　

松
岡
智
子
『
児
島
虎
次
郎
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
四
年

児島虎次郎日記（1919年）
表紙
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5月6日、7日欄

扉

12月15日、16日欄
挿図：いずれも筆者撮影
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一
　
収
録
内
容
に
つ
い
て

　
　
・�

本
稿
は
、
児
島
虎
次
郎
日
記
の
う
ち
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
日
記

を
翻
刻
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
・�

児
島
が
使
用
し
た
日
記
帳
『
当
用
日
記
（
大
正
八
年
版
）』（
博
文
館
発

行
）
に
は
、
一
九
一
九
年
分
の
日
記
以
外
に
、
補
遺
欄
に
翌
一
九
二
〇

（
大
正
九
）
年
一
月
一
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
日
記
、
金
銭
出
納
記
録

欄
に
一
九
一
九
年
一
月
か
ら
一
九
二
〇
年
二
月
二
十
一
日
ま
で
の
出
納

記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
対
象
と
し
な
い
。

二
　
記
入
欄
に
つ
い
て

　
　
・�
日
記
帳
は
、
一
頁
に
一
日
分
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
各
頁
上
段
に
は
「
天

気
」「
寒
暖
」「
予
記
」
欄
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
下
の
縦
罫
に
日
記
本
文

を
記
入
す
る
レ
イ
ア
ウ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
記
入

欄
を
【
　
】
内
に
示
し
、
こ
れ
に
続
け
て
当
該
欄
に
記
入
さ
れ
た
本
文

を
掲
載
し
た
。
所
定
の
欄
以
外
に
記
入
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、「【
欄
外

右
側
】」
の
よ
う
に
、
記
入
さ
れ
て
い
る
場
所
を
示
し
た
。

　
　
・�

欄
を
ま
た
い
で
記
入
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、「【
予
記
欄
・
本
文
欄
】」
の

よ
う
に
、
記
入
さ
れ
て
い
る
欄
を
「
・
」
で
つ
な
い
で
示
し
た
。
ま
た
、

異
な
る
欄
に
文
が
続
く
場
合
は
、「【
本
文
欄
～
予
記
欄
】」
の
よ
う
に
、

「
～
」
を
用
い
て
記
入
順
を
示
し
た
。

三
　
書
式
等
に
つ
い
て

　
　
・�

一
月
一
日
か
ら
十
月
二
十
九
日
ま
で
の
日
記
は
、
日
記
帳
所
定
の
縦
書

き
で
、
十
月
三
十
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
記
は
、
日
記
帳

を
反
時
計
回
り
に
九
十
度
回
転
さ
せ
て
横
書
き
で
記
入
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
こ
れ
に
対
応
す
る
形
で
、
十
月
二
十
九
日
分
ま
で
を
縦
書
き
、

十
月
三
十
日
分
以
降
を
横
書
き
の
レ
イ
ア
ウ
ト
で
示
し
た
。
た
だ
し
、

ご
く
一
部
の
み
縦
書
き
／
横
書
き
が
変
わ
っ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

そ
の
旨
を
脚
注
に
示
し
た
。

　
　
・�

改
行
は
原
則
と
し
て
原
文
に
従
っ
た
。
本
誌
誌
面
の
都
合
上
、
原
文
に

な
い
改
行
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
箇
所
を
「
↖
」
で
示
し
た
。

　
　
・�

原
文
に
お
い
て
、
内
容
を
区
切
る
意
図
や
空
白
を
残
す
意
図
を
も
っ
て

行
間
や
文
字
間
を
空
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
こ
れ
を
反

映
し
た
。

　
　
・
原
文
の
字
下
げ
は
原
則
的
に
反
映
し
て
い
な
い
。

四
　
文
字
、
文
字
列
に
つ
い
て

　
　
・�

文
字
、
文
字
列
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
翻
刻
の
精
査
を
進
め
る
こ
と

を
前
提
に
、
そ
の
便
を
考
慮
し
て
次
の
よ
う
に
扱
っ
た
。

　
　
　
①�

旧
字
、
異
体
字
等
は
、
可
能
な
限
り
原
文
の
と
お
り
掲
載
し
、
新
字

体
へ
の
置
き
換
え
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
文
字
コ
ー

ド
の
制
約
等
に
よ
り
P
C
で
の
使
用
が
難
し
い
文
字
は
、
同
意
の
近

似
す
る
文
字
で
代
替
し
た
。

　
　
　
②
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
□
で
示
し
た
。

　
　
　
③�

児
島
本
人
に
よ
っ
て
、
取
り
消
し
や
訂
正
が
加
え
ら
れ
た
文
字
は
、

「
赤
青
」
の
よ
う
に
二
重
取
り
消
し
線
で
示
し
た
。

　
　
　
④�

引
出
線
な
ど
を
用
い
て
追
加
さ
れ
た
文
字
は
、
指
示
さ
れ
た
箇
所
に

追
加
し
た
。

　
　
　
⑤�

児
島
以
外
の
筆
跡
に
よ
る
書
き
込
み
は
本
文
と
し
て
扱
わ
ず
、
注
に

そ
の
内
容
を
示
し
た
。

五
　
翻
刻
者
に
よ
る
補
足
情
報
に
つ
い
て

　
　
・
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
次
の
と
お
り
情
報
を
補
っ
た
。

　
　
　
①�

明
ら
か
な
誤
字
に
つ
い
て
は
、
適
宜
（
　
）
内
に
正
し
い
文
字
を
示

し
た
。

　
　
　
②�

明
ら
か
な
誤
字
で
あ
る
が
、
正
し
い
文
字
を
補
わ
な
い
場
合
は
、「
マ

マ
」
を
付
し
た
。

　
　
　
③�

本
文
で
示
さ
れ
た
名
称
等
が
わ
か
り
づ
ら
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
今

日
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
名
称
・
呼
称
な
ど
を
適
宜
〔
　
〕
内
に
示

し
た
。

　
　
　
④�

翻
刻
に
疑
い
の
残
る
文
字
に
つ
い
て
は
、「
？
」
を
付
し
た
。

　
　
・�

外
国
語
の
カ
ナ
表
記
の
誤
り
や
揺
れ
は
、
言
語
に
よ
る
発
音
の
違
い
、

時
代
に
よ
る
一
般
的
外
来
語
表
記
や
呼
称
の
違
い
、
ま
た
、
児
島
に
よ

る
外
国
語
の
文
法
・
つ
づ
り
・
発
音
の
誤
り
、
さ
ら
に
は
単
純
な
カ
ナ

【
凡
例
】
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の
誤
り
な
ど
、
様
々
な
要
因
が
混
在
・
複
合
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
⑤�

欧
文
の
単
純
な
ス
ペ
ル
ミ
ス
や
文
法
の
誤
り
、
カ
ナ
の
誤
り
に
つ
い

て
は
、
正
し
い
文
字
・
つ
づ
り
等
を
適
宜
（
　
）
内
に
示
し
た
。

　
　
　
⑥�

カ
ナ
表
記
の
元
と
な
る
欧
文
や
、
そ
の
日
本
語
訳
、
今
日
の
一
般
的

呼
称
な
ど
の
補
足
情
報
を
適
宜
〔
　
〕
内
に
示
し
た
。

　
　
・��

児
島
に
特
有
の
用
字
・
用
語
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
情
報
を
補
っ

た
。

　
　
　
⑦�

原
文
で
は
、
仮
名
の
濁
点
は
殆
ど
の
場
合
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
原

文
の
ま
ま
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
濁
点
の
省
略
は
誤
字
と
し
て
扱

わ
ず
、
濁
点
の
省
略
に
よ
っ
て
理
解
が
損
な
わ
れ
る
と
判
断
し
た
箇

所
に
つ
い
て
は
、「〔
エ
ジ
プ
ト
〕」
の
よ
う
に
、〔
　
〕
内
に
濁
点
を

補
っ
た
単
語
、
ま
た
は
一
般
的
名
称
・
呼
称
を
示
し
た
。

　
　
　
⑧�「
額
椽
（
額
縁
）」「
自
働
車
（
自
動
車
）」
な
ど
、
当
時
比
較
的
一
般

的
で
あ
っ
た
用
字
、「
カ
ン
パ
ス
（
カ
ン
ヴ
ァ
ス
）」
な
ど
、
児
島
が

日
常
的
に
用
い
て
い
た
用
語
は
誤
字
・
誤
記
と
し
て
扱
わ
な
い
。
た

だ
し
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
、
適
宜
〔
　
〕
内
に
一
般
的
用
字
・

呼
称
な
ど
を
示
し
た
。

　
　
　
⑨�

児
島
は
「
寝
」「
憩
」
を
常
に
独
自
の
文
字
（
誤
字
）
で
表
す
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
文
字
に
置
き
換
え
、
そ
の
傍
に
「
＊
」
を

付
し
た
。

　
　
　
⑩�

児
島
は
、
い
わ
ゆ
る
「
く
の
字
点
」（
二
字
以
上
の
文
字
列
の
繰
り
返

し
を
表
す
記
号
）
を
横
書
き
で
も
用
い
て
お
り
、
縦
書
き
の
場
合
と

同
様
に
縦
位
置
で
配
置
し
て
い
る
。
縦
書
き
の
く
の
字
点
は
「
〳
〵
」

で
表
し
た
が
、
横
書
き
に
つ
い
て
は
実
際
の
字
形
に
近
い
「
～
」
に

置
き
換
え
、
そ
の
傍
に
「
＊
」
を
付
し
た
。

　
　
・�

以
上
①
～
⑩
の
補
足
情
報
お
よ
び
記
号
は
、
縦
書
き
の
場
合
は
本
文
当

該
箇
所
の
右
横
に
、
横
書
き
の
場
合
は
上
に
配
置
し
た
。

　
　
・�（
　
）
お
よ
び
〔
　
〕
内
に
示
し
た
補
足
情
報
自
体
に
疑
い
が
残
る
場
合

は
、（
　
）
ま
た
は
〔
　
〕
内
に
補
足
情
報
に
続
け
て
「
？
」
を
付
し
た
。

　
　
・
そ
の
他
の
補
足
情
報
を
脚
注
に
示
し
た
。

　
　
・�

人
名
に
つ
い
て
は
、
初
出
の
み
極
簡
単
な
人
物
情
報
を
脚
注
に
示
し
た
。

初
出
以
外
に
つ
い
て
は
、
一
六
一
～
一
六
九
頁
の
人
名
索
引
を
参
照
さ

れ
た
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
前
後
の
日
記
や
関
係
資
料
な
ど
か
ら
現
時

点
で
得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
人
物
の
特
定
・
推
定
を
試
み
た
も
の
で

あ
り
、
更
な
る
精
査
を
要
す
る
段
階
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
頂

き
た
い
。
脚
注
中
、
人
物
の
特
定
・
推
定
に
用
い
た
資
料
と
し
て
、「
児

島
の
住
所
録
」
が
た
び
た
び
出
て
く
る
。
児
島
が
使
用
し
た
住
所
録
と

し
て
は
、
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
ア
ド
レ
ス
帳
が
五
冊
、
他
に
日
記
巻
末

の
住
所
録
（
い
ず
れ
も
児
島
家
資
料
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿

で
は
こ
れ
ら
の
う
ち
現
時
点
で
人
名
等
の
デ
ー
タ
化
が
終
了
し
て
い
る

住
所
録
（
一
九
二
〇
年
前
後
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
ア
ド
レ
ス
帳

一
冊
、
一
九
二
二
年
お
よ
び
一
九
二
三
年
の
日
記
巻
末
の
住
所
録
）
を

参
照
し
た
。

六
　
そ
の
他

　
　
・�

空
欄
と
な
っ
て
い
る
に
日
に
つ
い
て
は
、
日
付
・
曜
日
の
あ
と
に
「（
記

入
な
し
）」
と
記
し
た
。

　
　
・�

一
部
、
現
代
の
社
会
通
念
や
人
権
意
識
に
お
い
て
は
不
適
切
と
思
わ
れ

る
用
語
・
表
現
、
ま
た
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
内
容
を
含
む
が
、

当
時
の
社
会
的
背
景
や
本
資
料
の
学
術
的
意
義
を
鑑
み
、
原
文
の
ま
ま

掲
載
し
た
。
本
稿
を
活
用
さ
れ
る
場
合
は
、
多
様
性
の
尊
重
、
個
人
の

権
利
へ
の
配
慮
を
も
っ
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
児
島
虎
次
郎
の
孫
で
あ
る
児
島
塊
太
郎
氏
に
格

別
な
る
ご
高
配
と
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。
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児
島
虎
次
郎
日
記
　
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）

�

一
月
一
日
　
水
曜

【
予
記
欄
】

本
年

渡
欧
の
事

本
日（

年
）四

月
上
旬

東
京
と
大
阪

に
て
作
品
展

覧
會
を
開

く1右
昨
年
末

決
定
の
事

【
本
文
欄
】

元
旦
早
起

早
朝
よ
り
倉
敷
に
廻
礼
に
出
つ

午
後
二
時
帰
宅

三
橋
氏2

来
宅

昨
年
暮
よ
り
描
き
つ
ゝ
あ
る
林
氏3

母
堂

の
肖
像4

尚
未
成
な
る
た
め
午
後

林
夫
人5

の
来
室？

を
乞
ひ
批
評
を

受
く

�

一
月
二
日
　
木
曜

【
欄
外
右
側
〜
本
文
欄
】

殆
と

終
日
新
年
ハ
カ
キ
を
書
く

武
内
君6

来
訪

�

一
月
三
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

終
日
新
年
ハ
ガ
キ
を
書

吉
田
君7

来
訪

�

一
月
四
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

林
氏
母
堂
の
肖
像
、

西
湖
の
復（

複
）写

を
な
す
、

�
一
月
五
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

毎
年
の
新
年
旅
行
を
青
野8

の
健
康
を

按
し
当
年
は
余
の
宅
に
て
行
ふ
事

と
す
柳
井
君9

昨
夜
出
産
に
て
来
席
延

期
の
旨
電
報
し
来
る

青
野
、
小
林１０

、
吉
田
君
滞
在
、

�

一
月
六
日
　
月
曜

【
欄
外
右
側
〜
寒
暖
欄
〜
本
文
欄
】

昨
日
よ
り

1　

 「
児
島
虎
次
郎
習
作
展
覧
会
」
東
京
展
（
東
京
美

術
学
校
、
一
九
一
九
年
四
月
一
日
〜
三
日
）、
大

阪
展
（
大
阪
中
央
公
会
堂
、
一
九
一
九
年
四
月

十
四
日
〜
十
六
日
）
の
こ
と
。
児
島
に
と
っ
て

初
め
て
の
個
展
と
な
っ
た
。

2　

  

三
橋
玉
見
（
み
は
し
・
た
ま
み
、
一
八
八
二

－

一
九
三
九
）
で
あ
ろ
う
。
大
原
家
の
主
治
医
で
、

大
原
孫
三
郎
の
文
化
面
で
の
ブ
レ
ー
ン
で
も
あ

っ
た
。

3　

 

林
源
十
郎
〔
十
一
代
源
十
郎
、
甫
蔵
〕（
は
や

し
・
げ
ん
じ
ゅ
う
ろ
う
〔
ほ
ぞ
う
〕、
一
八
六
五

－

一
九
三
五
）。
薬
種
商
を
営
む
倉
敷
の
実
業

家
、
社
会
事
業
家
。
大
原
孫
三
郎
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。

4　

 

十
一
代
林
源
十
郎
の
母
清
（
せ
い
）
の
肖
像
画

《
林
源
十
郎
の
母
》（
大
原
芸
術
財
団
所
蔵
、
所

蔵
品
登
録N

o.04 -010

）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ

る
。
清
は
前
年
十
一
月
に
死
去
し
て
い
る
。

5　

 

十
一
代
林
源
十
郎
の
妻
浦（
う
ら
）。
社
会
運
動

家
山
川
均
の
姉
に
あ
た
る
。

6　

 

武
内
潔
真
（
た
け
う
ち
・
き
よ
み
、
一
八
八
八

－

一
九
八
一
）
で
あ
ろ
う
。
倉
敷
紡
績
で
電
気

技
師
な
ど
を
務
め
、
の
ち
に
大
原
美
術
館
初
代

館
長
と
な
っ
た
。

7　

 

吉
田
苞
（
よ
し
だ
・
し
げ
る
、
一
八
八
三

－

一

九
五
三
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。
現
岡
山
市
出

身
。

8　

 

青
野
俊
一
郎
で
あ
ろ
う
。
児
島
と
同
郷
の
親
友

で
、
倉
敷
紡
績
に
勤
め
て
い
た
。

9　

 

柳
井
新
太
郎
で
あ
ろ
う
。
児
島
と
同
郷
の
友
人

で
、
郷
里
成
羽
で
呉
服
商
を
営
ん
で
い
た
。

10　

 

小
林
寿
美
太
（
こ
ば
や
し
・
す
み
た
）。
児
島
と

同
郷
の
友
人
で
大
阪
で
商
店
を
営
ん
で
い
た
。
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11　

 

岡
山
洋
画
研
究
会
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
後
楽
園

（
岡
山
市
）
で
例
会
が
行
わ
れ
て
い
た
。

12　

 

奇
術
団
の
松
旭
斎
天
勝
一
座
、
ま
た
は
奇
術
を

指
す
か
。

13　

 

デ
ュ
ト
ゥ
神
父
（Jean B

aptiste Laurent 
D

uthu, 

一
八
六
五

－

一
九
三
二
）
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
と
し
て
来

日
し
、
岡
山
ほ
か
西
日
本
で
活
動
し
た
。
児
島

は
彼
の
も
と
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
で
い
る
。

14　

 

エ
ド
モ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン

（Edm
ond -François A

m
an -Jean. 

一
八
五

八

－

一
九
三
六
）。
フ
ラ
ン
ス
の
洋
画
家
。
児

島
と
親
交
が
深
く
、
児
島
に
制
作
上
の
助
言
を

与
え
た
ほ
か
、
児
島
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
絵
画
収

集
に
協
力
し
た
。

15　

 

ラ
モ
レ
ル（A

. Lam
orelle

）。
パ
リ
の
画
材
商
。

16　

 

ポ
ー
ル
＝
ア
ル
ベ
ー
ル
・
バ
ル
ト
ロ
メ
（Paul -

A
lbert Bartholom

é, 

一
八
四
八

－

一
九
二
八
）。

フ
ラ
ン
ス
の
画
家
、
彫
刻
家
。
児
島
が
出
品
し

て
い
た
国
民
美
術
協
会
（Société N

ationale 
des Beaux -A

rts

）の
会
長
を
つ
と
め
て
い
た
。

小
林　

柳
井
君
、
吉
田
君
滞
在

吉
田
君
帰
宅
さ
る

�

一
月
七
日
　
火
曜

【
欄
外
右
側
〜
本
文
欄
】

午
後
、

柳
井
君
と
岡
山
に
出
で
後
楽
園
の

研
究
會１１

新
年
茶
話
會
に
列
す

天
勝１2

を
観
て
夜
九
時
の
列
車
に
て
帰
る

柳
井
君
泊
す
、

小
林
君
帰
阪
、

�

一
月
八
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

柳
井
君
泊
す

�

一
月
九
日
　
木
曜
　（
記
入
な
し
）

�

一
月
十
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

午
後
岡
山
に
出
て
久
振
り
に
て
天
主

教
の
先
生１3

に
学
ふ

午
後
七
時
の
列
車
に
て
帰
宅
、

�

一
月
十
一
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

展
覧
會
出
品
作
品
を
一
通
り

準
備
の
た
め
検
へ
置
く
必
要
あ
り

尚
加
筆
す
べ
き
も
の
な
と
あ
れ
は

こ
れ
よ
り
少
時
多？

忙
な
る
日
を
送？

る
事

と
な
る
、

�

一
月
十
二
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

発
信

A
m

an -Jean

１4

Lam
orelle

１5 
Barthorom

é

１6

�
一
月
十
三
日
　
月
曜
　（
記
入
な
し
）

�

一
月
十
四
日
　
火
曜
　（
記
入
な
し
）

�

一
月
十
五
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

終
日
修
作
、

百
号
迄
の
作
品
の
手
入
を
終
り

た
り

西
湖
の
復（

複
）写

を
な
す

�

（B
a

r
th

o
lo

m
é

）
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一
月
十
六
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

終
日
旧
作
修
製

夜
大
原
氏１7

を
訪
問
黒
田
先
生１8

へ
面
會
さ
れ

た
る
様
子
を
聞
く

青
野
君
の
所
に
廻
り
夜
を
深
し

て
夜
半
帰
宅
、

林
氏
の
母
堂
の
肖
像
を
描
き
終

り
大
原
氏
の
宅
へ
届
く
、

�

一
月
十
七
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

終
日
作
品
の
修
作
、

夕
方
、
大
原
、
三
橋
、　　
　

氏
を

同
伴
来
訪
さ
る

�

一
月
十
八
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

　

発
信

斉
藤
、
矩
一１9

、

加
藤
、
柳
井
、

発
信

Claus

2０ 

D
elvin

2１

柳
井
、

斉
藤

【
本
文
欄
】

終
日
旧
作
の
修
製
に
費
す

午
前
中
温
暖
快
晴

�

一
月
十
九
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

仝
上

�

一
月
二
十
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

此
朝
は
非
常
の
寒
冷
生
し

一
日
中
氷
溶
け
す

終
日
旧
作
の
選
擇
修

製
、
カ
タ
ロ
ク
調
べ

�

一
月
二
十
一
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

此
日
の
寒
さ
ハ
昨
日
位
の

降
下
な
り

終
日
同
上

�

17　

 

大
原
孫
三
郎
（
お
お
は
ら
・
ま
ご
さ
ぶ
ろ
う
、

一
八
八
〇

－

一
九
四
三
）。
実
業
家
、
社
会
事

業
家
。
倉
敷
紡
績
社
長
ほ
か
。
児
島
の
制
作
活

動
を
支
援
し
、
の
ち
に
児
島
を
記
念
す
る
た
め

に
大
原
美
術
館
を
設
立
し
た
。

18　

 

黒
田
清
輝
（
く
ろ
だ
・
せ
い
き
、
一
八
六
六

－

一
九
二
四
）。
洋
画
家
。
児
島
の
東
京
美
術
学

校
時
代
の
恩
師
。

19　

 

児
島
矩
一
（
こ
じ
ま
・
く
い
ち
、
一
八
九
六

－

一
九
三
四
）。
児
島
虎
次
郎
の
甥
。
彫
刻
家
。

20　

 

エ
ミ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
（Em

ile Claus, 

一
八

四
九

－

一
九
二
四
）。
ベ
ル
ギ
ー
の
画
家
。
児

島
は
第
一
次
滞
欧
時
、
ク
ラ
ウ
ス
に
制
作
の
助

言
を
受
け
て
い
た
。

21　

 

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ョ
ゼ
フ
・
デ
ル
ヴ
ァ
ン
（Jean -

Joseph D
elvin, 

一
八
五
三

－

一
九
二
二
）。

ベ
ル
ギ
ー
の
画
家
で
ゲ
ン
ト
（
ヘ
ン
ト
）
の
王

立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
校
長
を
務
め
た
。
児
島

の
恩
師
。
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22　

 

児
島
の
岳
父
石
井
十
次
（
い
し
い
・
じ
ゅ
う
じ
、

一
八
六
五

－

一
九
一
四
）
が
岡
山
市
で
設
立
し

た
児
童
養
護
施
設
。
石
井
没
後
は
大
原
孫
三
郎

が
経
営
を
引
き
継
い
だ
。

23　

 

石
井
記
念
愛
染
園
。
石
井
十
次
が
大
阪
で
開
始

し
た
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
を
、
石
井
の
没
後
大
原
孫

三
郎
が
継
承
し
財
団
化
し
た
も
の
。

24　

 

皿
井
立
三
郎
（
さ
ら
い
・
た
つ
さ
ぶ
ろ
う
、
一

八
七
〇

－

一
九
四
五
）
で
あ
ろ
う
。
岡
山
市
出

身
の
医
師
、
俳
人
。
号
は
旭
川
。
児
島
の
個
展

大
阪
会
場
の
主
催
者
の
ひ
と
り
。
児
島
虎
次
郎

の
孫
で
あ
る
児
島
塊
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
児
島

家
の
親
類
に
あ
た
る
と
の
こ
と
。

25　

 

山
内
愚
僊
（
や
ま
う
ち
・
ぐ
せ
ん
、
一
八
六
六

－

一
九
二
七
）。
洋
画
家
。 

26　

 

金
山
平
三
（
か
な
や
ま
・
へ
い
ぞ
う
、
一
八
八

三

－

一
九
六
四
）。
洋
画
家
。

27　

 

中
山
巍
（
な
か
や
ま
・
た
か
し
、
一
八
九
三

－

一
九
七
八
）
か
。 

洋
画
家
。
岡
山
市
出
身
。

28　

 『
黄
薇
之
友
』
は
東
京
で
発
行
さ
れ
た
岡
山
県
人

雑
誌
。
一
九
一
八
年
創
刊
、
黄
薇
社
発
行
。

29　

 《
小
放
牛
》（
大
原
芸
術
財
団
所
蔵
、
所
蔵
品
登

録N
o.4127

）、
ま
た
は
そ
の
関
連
作
品
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

一
月
二
十
二
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

午
前
九
時
の
列
車
に
て

大
阪
に
向
ふ
明
日
の
岡
山
孤
児
院22

の
評
議
員
會
の
愛
染
園23

に
開
催
列
席
の
た
め

午
後
四
時
大
阪
着

�

一
月
二
十
三
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

午
前
九
時
愛
染
園
に
趣
く

評
議
員
會
は
午
後
二
時

終
る

□
展
覧
会
の
事
に
つ
き
皿
井

氏24

を
訪
れ
、
小
林
君
の
所
に
立
寄

り
公
會
堂
を
一
覧
す
、

夜
山
内
愚
僊
氏25

を
訪
問
し

直
に
神
戸
迄
帰
り
一
泊

�

一
月
二
十
四
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

朝
神
戸
に
て
金
山
君26

の
在
宅？

を
電
話
に
て
聞
く　

不
在
、

午
後
三
時
半
帰
宅

今
朝
よ
り
降
雪
、

帰
宅
の
頃
積
雪
一
寸
餘
に
て

雪
景
眺
美
し

�

一
月
二
十
五
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

昨
日
の
雪
消
残
り
尚
眺
清

け
れ
は
朝
来
写
生
の
考

へ
な
り？

し
に

中
山
君27

早
朝
よ
り
来
訪

昼
帰
途
に
つ
か
る

正
午
頃
に
は
早
や
雪
の
か
け

稀
と
な
る

�
一
月
二
十
六
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

雑
誌

黄（
黄
薇
之
友
）

微
の
友

28

　
　

来
る

【
本
文
欄
】

朝
よ
り
小
牧
牛29

の
描
写
に

費
す

夕
方
吉
田
君
来
訪

夜
倉
敷
に
大
原
氏
を
訪
る

�
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一
月
二
十
七
日
　
月
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
寒
暖
欄
】

や
ゝ
暖？

し

【
予
記
欄
】

来
信

上
田
、

石
井

【
本
文
欄
】

朝
小
牧
牛
の
描
写
を
な
す

桃
田
氏
来
訪
昼
迄

午
後
小
牧
牛
を
描
き
つ
ゝ
く

夕？

方
前
三
橋
氏
来
訪
暮
迄

�

一
月
二
十
八
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

発
信

柳
井

【
本
文
欄
】

小
牧
牛
描
写
、

�

一
月
二
十
九
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

仝
上

�

一
月
三
十
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

小
牧
牛
描
写
、

午
後
阿
藤
君3０

来
訪

夕
方
の
列
車
に
て
出
岡

石
井
紀
念
會3１

に
出
席

家
族
同
伴

�

一
月
三
十
一
日
　
金
曜
　（
記
入
な
し
）

�

二
月
一
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

こ
の
日
頃

東
京
に
出
品
す
べ
き
作
品
を

枠
よ
り
は
づ
し
準
備
を
な
す

点
数
、
百
餘
点

�

二
月
二
日
　
日
曜
　（
記
入
な
し
）

�

二
月
三
日
　
月
曜
　（
記
入
な
し
）

�

二
月
四
日
　
火
曜
　（
記
入
な
し
）

�

二
月
五
日
　
水
曜
　（
記
入
な
し
）

�

30　

 

阿
藤
秀
一
郎
（
あ
と
う
・
し
ゅ
う
い
ち
ろ
う
、

一
八
八
八

－

一
九
七
二
）
か
。
洋
画
家
。
現
岡

山
県
浅
口
市
出
身
。

31　

 

同
日
は
石
井
十
次
の
命
日
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

石
井
十
次
を
紀
年
す
る
会
が
、
岡
山
に
て
催
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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32　

 

東
京
美
術
学
校
の
こ
と
。

33　

 

額
縁
店
磯
谷
商
店
の
長
尾
建
吉
（
な
が
お
・
け

ん
き
ち
、
一
八
六
〇

－

一
九
三
八
）、
ま
た
は
そ

の
息
子
長
尾
一
平
（
な
が
お
・
い
っ
ぺ
い
、
一

八
八
六

－

一
九
七
八
）
の
こ
と
。

34　

 

児
島
と
同
郷
の
友
人
須
藤
祐
七
ま
た
は
須
藤
新

六
か
。
両
者
は
上
海
で
須
藤
洋
行
・
須
藤
通
関

所
を
営
ん
で
い
た
。
新
六
は
時
期
不
明
な
が
ら

児
島
の
住
所
録
で
兵
庫
県
武
庫
郡
西
郷
町
（
現

神
戸
市
灘
区
）
の
住
所
が
確
認
で
き
る
。

35　

 

大
阪
毎
日
新
聞
の
斎
藤
徳
太
郎
（
悳
太
郎
、
渓

舟
）
で
あ
ろ
う
。
三
月
二
十
一
日
欄
参
照
。

二
月
六
日
　
木
曜
　（
記
入
な
し
）

�

二
月
七
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

東
京
に
送
る
べ
き

カ〔
カ
ン
ヴ
ァ
ス
〕

ン
パ
ス
の
荷
造
を
な
す

終
日
、
大
工
さ
ん
の
手
続
を

な
す
、

�

二
月
八
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

小
牧
牛
描
写

�

二
月
九
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

仝
上

�

二
月
十
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

東
京
へ
荷
物
発
送
、

学
校32

宛
三
箱
、

長
尾33

宛
一
箱
、

�

二
月
十
一
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

午
前
九
時
の
列
車
に
て
大
阪
に

向
ふ
、

駅
前
に
泊
す
、

午
夕
方
小
林
君
を
訪
問
、

夜
須
藤
君34

□
□
等
と
同
食

す
、

�

二
月
十
二
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

朝
、
愛
染
園
に
趣
く

午
後
、
斉
藤35

、
林
君
を

訪
る
、

夜
六
時
よ
り
、
大
阪
ク
ラ
ブ

に
於
て
今
回
大
阪
に
て
展
覧

會
開
催
の
事
に
つ
き
、

岡
山
県
出
身
の
在
阪
紳
士

十
名
と
會
食
會
談
す

九
時
散
會

�

二
月
十
三
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

朝
八
時
半
の
列
車
に
て
小
林
君

と
大
阪
を
発
し
東
上
す

昼
て
あ
り
、
晴
て
あ
り
、
友
語

し
得
ら
る
し
な
と
に
て
、

終
日
早
春
の
旅
心
地
よ
し

午
後
八
時
過
木
挽
町
の
小
林
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君
の
宿
に
同
宿
す
、

�

二
月
十
四
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

朝
、
木
挽
町
の
宿
を
出
て

金
沢36

を
訪
る　
　

の
事
問
合
せ
た
れ
と
も

美
術
学
校
に
荷
物
未
着

の
由
答
へ
ら
る

運
送
店
に
は
已
に
送
置
り
と
の

事
に
て
学
校
に
趣
く
に
荷
物

已
に
到？

着
致
し
居
り
た
り

�

二
月
十
五
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

午
前
、
麹
町
に
斉
藤
君37

を

訪
問
し

後
黒
田
先
生
に
面
會

目
下
学
校
□
郊
外
写
生
に
て

休
業
中
な
れ
は
来
る？

月
曜
日
、
学
校
に
て
作
品
の

撰
擇
を
乞
ふ
事
と
な
る

午
後
藤
島
先
生38

を
訪
問
す

午
後
金
沢
を
訪
問

午
後
太
平
洋
画
會
を
参
観
す

�

二
月
十
六
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

来
信

柿
原
得39

【
欄
外
右
側
〜
本
文
欄
】

朝
金
沢
氏
来
訪

午
前
満
谷
氏4０

を
下
落
合
に
訪
問
す

午
後
三
時
川
合
玉
堂
氏4１

を

訪
れ
、
柿
原
君
よ
り
の
四
五
〇
〇
を

渡
す
、

�

二
月
十
七
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

来
信

柿
原

　
　
　

政42

【
本
文
欄
】

午
前
博
物
物
館
に
入
場
、

午
前
十
一
時
学
校
に
登
る
、

藤
島
先
生
、
岡
田43

、
黒
田
、
藤

島
中
村
先
生44

の
来
校
を

乞
ひ
、

持
参
し
た
る
百
余
点
の
作

品
よ
り
六
十
四
点
を

撰
擇
を
受
く
、

午
後
昼
食
を
□
諸
兄
師
と

36　

 

金
沢
巌
で
あ
ろ
う
。
児
島
と
同
郷
の
人
物
で
、

東
京
で
薬
局
を
経
営
し
て
い
た
。

37　

 

斎
藤
豊
作
（
さ
い
と
う
・
と
よ
さ
く
、
一
八
八

〇

－

一
九
五
一
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。
児
島

の
東
京
美
術
学
校
時
代
の
友
人
。

38　

 

藤
島
武
二
（
ふ
じ
し
ま
・
た
け
じ
、
一
八
六
七

－

一
九
四
三
）。
洋
画
家
。
児
島
の
東
京
美
術

学
校
時
代
の
恩
師
。

39　

 

柿
原
得
一
。
倉
敷
紡
績
で
重
役
を
務
め
る
ほ
か
、

大
原
孫
三
郎
の
手
が
け
た
各
種
事
業
を
補
佐
し

た
人
物
。

40　

 

満
谷
国
四
郎
（
み
つ
た
に 

く
に
し
ろ
う
、
一
八

七
四

－

一
九
三
六
）。
洋
画
家
。
現
岡
山
県
総

社
市
出
身
。

41　

 

川
合
玉
堂
（
か
わ
い
・
ぎ
ょ
く
ど
う
、
一
八
七

三

－

一
九
五
七
）。
日
本
画
家
。

42　

 

柿
原
政
一
郎
（
か
き
は
ら
・
せ
い
い
ち
ろ
う
、

一
八
八
三

－

一
九
六
二
）。
倉
敷
紡
績
を
は
じ

め
中
国
民
報
社
な
ど
で
大
原
孫
三
郎
の
右
腕
を

務
め
た
。
の
ち
に
代
議
士
、
宮
崎
市
長
、
宮
崎

県
高
鍋
町
長
。

43　

 

岡
田
三
郎
助
（
お
か
だ
・
さ
ぶ
ろ
う
す
け
、
一

八
六
九

－

一
九
三
九
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。

44　

 

中
村
勝
治
郎
（
な
か
む
ら
・
か
つ
じ
ろ
う
、
一

八
六
六

－

一
九
二
二
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。
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45　

 

岩
村
悦
郎
か
。（
二
月
二
十
四
日
欄
参
照
） 

石

井
十
次
が
経
営
し
た
茶
臼
原
孤
児
院
教
育
部
で

教
師
を
務
め
た
岩
村
愛
子
の
夫
。（
菊
池
義
昭

「
大
正
期
の
岡
山
孤
児
院
の
運
営
体
制
と
大
原

理
事
時
代
（
１
）」『
共
栄
学
園
短
期
大
学
研
究

紀
要
』
第
十
八
号
、
二
〇
〇
二
年
、
一
一
八
、

一
二
七

－

一
二
八
頁
）

46　

 

磯
谷
商
店
（
額
縁
店
）。
前
掲
注
33
参
照
。

47　

 「
瓢
箪
山
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

48　

 

太
田
喜
二
郎
（
お
お
た
・
き
じ
ろ
う
、
一
八
八

三

－

一
九
五
一
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。
児
島

と
共
に
ゲ
ン
ト
の
王
立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
学

ん
だ
。

精
養
軒
に
共
に
す
、

夜
、
菊
坂
に
、
岩
村
氏45

を
訪
る

�

二
月
十
八
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

午
前
磯
谷46

を
伴
ひ
美
術
学
校
に

至
り
額
縁
の
注
文
を
な
す
、

□午
後
二
時
校
長
に
面
會
、

満
谷
氏
を
太
平
洋
画
會
に

訪
れ
同
伴
し
て
浅
草

に
夕
食
を
な
す
、

�

二
月
十
九
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

午
前
、
駒
込
病
院
に
岩
村
悦
郎

夫
人
を
見
舞
ふ
入
院
弐
週
間
、

チ〔
チ
フ
ス
〕

ブ
ス
の
熱
は
衰
へ
た
る
も
心
臓
不
良

に
て
危
険
な
り
と
の
事
二
三
十
分
話
す
、

昼
前
藤
島
先
生
を
訪
れ
他
外
同

食
す
、

午
後
四
時
の
急
行
に
て
退
京
、

帰
路
伊
勢
太
神
に
参
詣
の
筈
な
り

し
も
時
間
不
充
分
な
る
た
め

直
行
大
阪
下
車
の
事
と
な
す
、

�

二
月
二
十
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

午
前
六
時
大
阪
着

直
に
電
車
に
て
奈
良
に
趣
く

八
時
頃
着

市
中
を
ふ
ら
〳
〵
な
し
十
一
時
頃
三
山

亭
に
立
寄
る

午
後

山47

に
千
塚
あ
る
を
訪
ぬ

停
車
場
よ
り
里
余
、
こ
れ
神
武
皇
后

の
塚
な
ら
む
と
の
推
説
、

帰
路
、
正
行
の
墳
に
詣
ず
、

夕
方
帰
宿
一
泊
、

�

二
月
二
十
一
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

朝
奈
良
発　

大
阪
に
小
林
君
の

所
に
三
十
分
ほ
と
話
し
十
一
時

過
の
列
車
に
て
帰
宅

咽
喉
を
痛
め
た
る
の
み
な
ら
す
少

し
感
冒
の
気
味
あ
り

�

二
月
二
十
二
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

発
太
田48

、

奥
原
、

来
太
田
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【
本
文
欄
】

十
時
頃
迄
朝
床
、

美
術
学
校
生
徒
の
来
訪
あ
り

吉
田
君
来
る

衣
を
重
ね
て
ス
ト
ー
ブ
の
傍
に
話
す

午
後
三
時
両
人
共
帰
宅
、

夜
少
し
気
分
よ
き
と
大
原
氏
明
朝

日
向
出
発
の
事
を
聞
き
倉
敷
に

出
づ
展
覧
会
準
備
の
様
子
を

傳
ふ

但
し
大
原
氏
の
日
向
行
は
延
期
さ
る

�

二
月
二
十
三
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

発
信

石
井
、
疋
田49

、

柿
原
河
原5０　

柿
原
、
関　

村
田

【
本
文
欄
】

後
楽
園
の
研
究
會5１

あ
る
も
、

咽
痛
を
心
配
し
て
欠
席
、

天
気
快
晴
、
暖
気
催
す

梅
花
枝
を
飾
り
て
清
香
を

放
つ
も
の
数
樹
、

夕
方
原
田
氏
朝
鮮
将（

招
）来

品
を

携
へ
来
り
示
さ
る

首
か
け
徳
利
弐
本
を
、
土
産
に
頂
く

�

二
月
二
十
四
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

午
前
倉
敷
に
出
て
柿
原
得
君
に

玉
堂
、
関
雪52

よ
り
の
受
領
証
を

渡
す

午
後
出
岡
、
柿
原
政
君
に
面
會
、

原
田
善
吉
氏
を
訪
問
不
在

四
時
の
列
車
に
て
帰
宅
、

夜
電
報
来
、

岩
村
愛
子
（
悦
郎
夫
人
）53

長
逝
さ
る

�
二
月
二
十
五
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

来
奥
原
、

出
、
柳
井
、
太
田
、

　
　

岩
村
、

　
　

長
尾

�

二
月
二
十
六
日
　
水
曜
　（
記
入
な
し
）

��

49　

 

疋
田
直
太
郎
、
ま
た
は
疋
田
家
。
直
太
郎
は
児

島
の
従
兄
で
医
師
。
岡
山
県
高
梁
市
で
眼
科
医

院
を
営
ん
だ
の
ち
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
助
教

授
。
そ
の
後
、
福
岡
市
で
開
業
。

50　

 

河
原
賀
市
で
あ
ろ
う
。
倉
敷
紡
績
で
重
役
を
務

め
た
人
物
。
児
島
の
個
展
大
阪
会
場
の
主
催
者

の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。

51　

 

岡
山
洋
画
研
究
会
。
前
掲
注
11
参
照
。

52　

 

橋
本
関
雪
（
は
し
も
と
・
か
ん
せ
つ
、
一
八
八

三

－

一
九
四
五
）。
日
本
画
家
。

53　

 

前
掲
注
45
参
照
。
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54　

 

デ
ュ
ト
ゥ
神
父
の
こ
と
か
。
前
掲
注
13
参
照
。

55　

 「
酒
津
（
児
島
の
住
所
）
に
来
る
」
の
意
で
あ
ろ

う
。

56　

 

松
尾
哲
太
郎
か
。
満
谷
国
四
郎
の
友
人
で
、
第

六
高
等
学
校
教
授
を
務
め
た
。

二
月
二
十
七
日
　
木
曜
　（
記
入
な
し
）

�

二
月
二
十
八
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

出
岡
、
佛
先
生54

を
訪
問
す

原
田
善
吉
氏
を
訪
問
す
、

午
後
二
時
帰
宅

�

三
月
一
日
　
土
曜
　（
記
入
な
し
）

�

三
月
二
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

吉
田
君
の
来
宅
を
乞
ひ

東
京
よ
り
持
帰
り
し
、

カ〔
カ
ン
ヴ
ァ
ス
〕

ン
パ
ス
を
各
枠
に
張
直

す
手
傳
を
乞
ふ

終
日
、

羽
織
の
手
裏
を
描
く

�

三
月
三
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

出
岡
、

吉
田
君
と
午
後
同
道
し
て

出
岡
、
夕
方
帰
宅

�

三
月
四
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

吉
田
君
夫
妻
、
三
木
令
嬢

と
他
に

（
の
？
）一

名
の
令
嬢
を
伴
ひ

来
酒55

、

小
放
牛
の
手
指
を
描
き
改
む
る

た
め
モ〔

モ
デ
ル
〕

テ
ル
に
乞
ひ
た
る
た
め
な
り

夕
方
迄
写
生
、

夜
、
願
書
、
及
羽
織
の
裏
地
を

描
く

�

三
月
五
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

午
前
、
旅
券
願
書
を
か
く

描
き
た
る
羽
織
を
大
原
に
持

参
、
其
席
調
印
を
乞
ふ
、

午
後
青
野
君
訪
問
、
痔
に
て

臥
床
、

□
夕
方
、
満
谷
、
松
尾
氏56

来

倉
、

�

三
月
六
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

満
谷
氏
朝
岡
山
よ
り
来
ら
れ
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午
後
玉
島
に
去
ら
る

夕
方
、
伊
藤
仙
君57

夫
婦
連
れ
に

て
来
訪
、
三
橋
氏
来
車

午
前
岡
山
に
趣
き
縣
廳
に
旅
券
下

附
願
書
を
持
参
す

�

三
月
七
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

午
後
吉
田
君
来
訪
、

夕
方
倉
敷
に
出
て
大
原
に
屏
風
を

出
し
て
東
京
出
品
□
に
就
き
如

何
せ
ん
か
と
考
ふ

�

三
月
八
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

終
日
画
室
に
在
り

満
谷
氏
滞
在

小
放
牛
を
習
描
す
、

�

三
月
九
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

発
信

林
杉
造58

、

【
本
文
欄
】

終
日
画
室
に
あ
り

琴
か
け
未
た
筆
を
と
ら
す

満
谷
氏
滞
在

�

三
月
十
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

満
谷
氏
滞
在

�

三
月
十
一
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

満
谷
氏
滞
在

�

三
月
十
二
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

満
谷
氏
滞
在
中
な
り
し
た
め

仕
事
、
及
準
備
不
可
能
、

午
後
大
原
宅
に
て
屏
風
の
手
入

を
な
す
、

午
後
雨
降
る

�

三
月
十
三
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

前
日
に
て
描
き
終
れ
す

今
朝
よ
り
午
後
す
き
迄
て

手
入
を
つ
ゝ
く
、

57　

 

伊
藤
仙
三
郎
か
。
児
島
の
住
所
録
に
名
前
が
あ

り
、
住
所
は
神
戸
市
夢
野
町
、
野
崎
通
お
よ
び

上
筒
井
通
と
な
っ
て
い
る
。

58　

 

林
杉
造
。
大
阪
に
て
印
刷
会
社
林
欧
文
堂
を
営

ん
で
い
た
。
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59　

 

三
月
十
九
日
欄
に
、
印
刷
さ
れ
た
日
付
を
訂
正

し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。

夕
方
衝
立
に
西
湖
を
描
く

夜
半
終
る
、

�

三
月
十
四
日
　
金
曜

【
欄
外
右
側
〜
本
文
欄
】

東
上

□
早
朝
、
□
柿
原
氏
の
絹
に

日
の
出
を
描
き
青
野
君
の

ガ
ク
に
京
城
を
描
く
、

午
前
十
一
時
の
列
車
に
て
東
上

夕
方
大
阪
に
下
車
、

小
林
君
を
訪
問
し

林
君
と
、
斉
藤
氏
の
宅
を
訪
る

停
車
場
前
に
一
泊

�

三
月
十
五
日
　
土
曜

【
本
文
欄
〜
欄
外
右
側
】

早
朝
神
戸
に
趣
き
、

郵
便
會
社
、
静
岡
丸
の
乗
船

切
符
の
假
契
約
を
終
る

正
午
前
帰
阪
、

河
原
氏
を
訪
問
、

小
林
君
と
共
に
皿
井
、
三
越
、

銀
行
に
廻
る

午
後
三
時
過
の
列
車
に
て

京
都
に
趣
き
、
夕
方
太
田
君
を

訪
問
同
夜
十
時
限
の
急
行
に

乗
し
東
上
、

�

三
月
十
六
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

午
前
正
午
東
京
着
、

直
に
村
田
氏
を
に
来
宅
を
乞
ひ

同
道
田
井（

中
）印

刷
所
を
訪
問

カ
タ
ロ
ク
印
刷
の
件
に
つ
き
見
積

を
乞
ふ
、

夕
方
散
髪
、

�

三
月
十
七
日
　
月
曜59

【
本
文
欄
】

午
前
藤
島
先
生
を
訪
れ

午
後
三
越
に
大
原
氏
よ
り
依
頼
の

買
物
を
な
す
、

夕
方
山
本
君
を
訪
問
不
在

藤
島
先
生
、
岡
田
先
生
に
□
肖
像

画
の
依
頼
を
な
す
、

結
城
氏
へ
屏
風
の
事
を
話
す

四
月
一
ぱ
い
か
か
る
筈

吉
田
君
来
京
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�
三
月
十
八
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

午
前
磯
谷
に
趣
く
椽〔

縁
〕未

た
、
出
来
さ
る
も

午
後
五
時
迄
に
出
来
る
筈
、

正
午
、
吉
田
君
矩
一
来
訪

午
後
学
校
に
趣
き
正
木
校
長6０

に

案
内
状
兼
招
待
状
の
起

（
寄
？
）稿

を
求
む

�

三
月
十
九
日
　
水
曜6１

　

【
本
文
欄
】

午
前
九
時
学
校
に
趣
き

田
中62

の
主
人
と
写
真
屋
同
道
来
校

作
品
写
真
□
□
弐
十
枚
を
撮
影
す
、

午
後
、

畜
産
博63

を
見
物

夜
に
入
り
非
常
な
る
強
風
起
る
、

吉
田
君
、
同
宿
、

家
内
よ
り
来
信

旅
行
□
状
下
附
に
つ
き
一
應
倉
敷
警
察
に

登
署
せ
ね
は
な
ら
ぬ
と
申
来
る
、

�

三
月
二
十
日
　
木
曜

【
予
記
欄
〜
欄
外
左
側
】

発
信

青
の

発
電

青
の
、

来
電

青
の

斉
藤

洗
濯
へ

シ
ャ
ツ
一
、
カ
ラ
二

　

ハ
ン
カ
チ　

六

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

朝
金
沢
氏
来
訪
、

午
前
中
田
中
印
刷
所
に
趣
き
写
真

の
撮
影
を
一
覧
す
、

正
午
村
田
君
来
訪
、

午
後
光
風
會
に
同
伴

山
本64

、
跡
見65

、
平
井
君
に
面
會
、

□
夕
方
、
再
ひ
田
中
印
刷
所
に

趣
く
、

昨
夜
国
元
よ
り
、
来
信
「
倉
敷
警
察
署

よ
り
旅
券
の
事
に
つ
き
出
頭
せ
よ
と
の
事
」

青
野
君
に
打
電
し
て
帰
国
せ
す
に
済
む
工
夫

を
相
談
す
、

�

60　

 

正
木
直
彦
（
ま
さ
き
・
な
お
ひ
こ
、
一
八
六
二

－

一
九
四
〇
）。
官
僚
、
東
京
美
術
学
校
校
長
。

61　

 

三
月
十
七
日
欄
に
、
印
刷
さ
れ
た
日
付
を
訂
正

し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。

62　

 

田
中
印
刷
所
。
三
月
二
十
日
欄
参
照
。

63　

 

第
一
回
畜
産
工
芸
博
覧
会（
中
央
畜
産
会
主
催
）。

こ
の
頃
上
野
公
園
内
で
開
催
さ
れ
て
い
た
。

64　

 

山
本
森
之
助
（
や
ま
も
と
・
も
り
の
す
け
、
一

八
七
七

－

一
九
二
八
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。

65　

 

跡
見
泰
（
あ
と
み
・
ゆ
た
か
、
一
八
八
四

－

一

九
五
三
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。
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66　

 

斎
藤
徳
太
郎
（
悳
太
郎
、
渓
舟
）。
前
掲
注
35
参

照
。

67　

 

富
永
勝
重
（
と
み
な
が
・
か
つ
し
げ
、
一
八
八

四

－

一
九
五
八
）
か
。
洋
画
家
。

68　

 

時
事
新
報
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

69　

 

原
澄
治
（
は
ら
・
す
み
じ
、
一
八
七
八

－

一
九

六
八
）
か
。
大
原
孫
三
郎
の
右
腕
と
し
て
倉
敷

紡
績
な
ど
で
活
躍
。
の
ち
、
倉
敷
町
長
。
社
会

事
業
も
多
く
手
が
け
た
。

70　

 

三
宅
克
己
（
み
や
け
・
こ
っ
き
、
一
八
七
四

－

一
九
五
四
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。

71　

 

辻
永
（
つ
じ
・
ひ
さ
し
、
一
八
八
四

－

一
九
七

四
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。

72　

 

岡
野
栄
（
お
か
の
・
さ
か
え
、
一
八
八
〇

－

一

九
四
二
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
、
版
画
家
。

73　

 

田
辺
至
（
た
な
べ
・
い
た
る
、
一
八
八
六

－

一

九
六
八
）。
洋
画
家
。

74　

 

中
国
民
報
は
岡
山
の
地
方
新
聞
で
、
現
在
の
山

陽
新
聞
の
前
身
紙
の
ひ
と
つ
。
一
九
一
三
年
よ

り
大
原
孫
三
郎
が
経
営
に
あ
た
っ
て
い
た
。

75　

 

小
林
萬
吾
（
こ
ば
や
し
・
ま
ん
ご
、
一
八
七
〇

－

一
九
四
七
）。
洋
画
家
。

三
月
二
十
一
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

来
信

　

青
の

　

小
林

【
本
文
欄
】

午
前
田
中
へ
趣
く

午
後
、
斉
藤
渓
舟66

、
富
永67

、
磯
谷
、

時（
時
事
）々68の

写
真
員
来
訪

午
後
會
場
に
趣
き
面
積
を
見
る

大
阪
の
會
場
中
央
公
會
堂
借
入

不
可
能
と
な
り

府
立
商
品
陳
列
場
の
弐
階
を
借

入
れ
る
事
と
な
る

�

三
月
二
十
二
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

来
信

原69

、
青
の

発
信

青
の

小
林
、

自
宅

【
本
文
欄
】

午
前
□
汐
留
、
高
瀬
組
運
送
店
に

趣
き
出
荷
の
事
を
依
頼
す

貨
車
借
切
、
倍
賃
、
護
送
者
附

に
て
八
日
五
日
夜
東
京
発
送

八
日
午
後
二
時
迄
に
ハ
大
阪
着
の
予
定

右
約
束
を
終
る

正
午
、
斉
藤
氏
来
訪
村
田
氏
来
訪

午
後
、
光
風
會
に
て
三
宅7０

、
辻
氏7１

に
面

會
、
□
博
物
館
に
趣
く

夜
美
術
旬
報
の
松
原
氏
来
訪

�

三
月
二
十
三
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

朝
美
術
学
校
、
昼
黒
田
先
生
訪
問

不
在
、
午
後
村
田
氏
宅
に
至
り
招
待

状
発
送
の
事
に
つ
き
相
談
を
な
す

午
夕
方
光
風
會
に
趣
き
、
岡
野72

田
辺
至
氏73

に
中
国
民
報
社74

洋
画
展

覧
會
の
出
品
を
乞
ふ
、

�

三
月
二
十
四
日
　
月
曜

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

午
前
美
術
学
校
卒
業
式
に
参
列

諸
先
生
に
會
遇
、

藤
島
先
生
よ
り
先
日
依
頼
せ
し

肖
像
ハ
揮
毫
不
可
能
な
る
由

申
出
ら
れ
小
林
萬
吾
氏75

に
依
頼
の

事
と
決
す
、
交
渉
済　

□



（78）78

午
後
、
日
日76

の
記
者
来
る
、
写
真
班

村
田
氏
来
訪

今
朝
写
真
版
の
校
正
来
る
、

吉
田
君
牛
込
行

宿
分
ず

�

三
月
二
十
五
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

発
、

来
電

小
林

【
本
文
欄
】

午
前
下
谷
警
察
に
趣
き
指
紋
を

な
す
、

黒
田
先
生
訪
問
不
在

今
関
氏77

訪
問
不
在

午
後
村
田
氏
宅
に
至
り
午
後

七
時
頃
迄
招
待
状
案
内
の

準
備
を
な
す

�

三
月
二
十
六
日
　
水
曜

【
予
記
欄
〜
欄
外
左
側
】

来
信

大
原
夫
人78

妻79

、

発大
原
夫
人

妻青
の

小
林

発
電
小
林

【
本
文
欄
】

朝
よ
り
村
田
氏
宅？

に
て
招
待

状
発
送
の
準
備
を
な
す

午
後
五
時
帰
宿

夜
、
黄（

黄
薇
之
友
）

微
の
友
の
田
中
氏

来
訪

�

三
月
二
十
七
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

昨
夜
日
□
寒
気
加
り
帰
り
て
風
邪
の

氣
味
あ
り
て
氣
の
面
白
か
ら
す
、

午
前
砂
田
君8０

来
訪
、

午
後
、
坂
田8１

、
□
□
、

富
永
金
山
、
氏
来
訪
、

午
後
五
時
よ
り
山
本
氏
に
招
か
れ
て

有
楽
座
に
出
か
く

十
時
半
帰
宿
、

�

76　

 

東
京
日
日
新
聞
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

77　

 

今
関
天
彭
（
い
ま
ぜ
き
・
て
ん
ぽ
う
、
一
八
八

二

－

一
九
七
〇
）か
。
漢
詩
人
、
中
国
研
究
家
。

児
島
の
住
所
録
に
本
名
（
今
関
壽
磨
）
が
見
え

る
。

78　

 

大
原
壽
惠
子
（
お
お
は
ら
・
す
え
こ
、
一
八
八

三

－

一
九
三
〇
）。
大
原
孫
三
郎
の
妻
、
歌
人
。

79　

 

児
島
友
（
こ
じ
ま
・
と
も
、
一
八
九
〇

－

一
九

七
一
）。
岡
山
孤
児
院
の
創
立
者
石
井
十
次
の

娘
。
一
九
一
三
年
、
大
原
孫
三
郎
の
仲
立
ち
に

よ
り
児
島
虎
次
郎
と
結
婚
。

80　

 

砂
田
正
二
か
。
洋
画
家
。
児
島
の
住
所
録
に
名

前
が
あ
り
、
住
所
は
岡
山
市
桶
屋
町
と
な
っ
て

い
る
。

81　

 

坂
田
一
男
（
さ
か
た
・
か
ず
お
、
一
八
八
九

－

一
九
五
六
）
か
。
洋
画
家
、
岡
山
市
出
身
。
児

島
の
住
所
録
に
名
前
が
あ
り
、
住
所
は
東
京
麹

町
と
な
っ
て
い
る
。
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82　

 

佃
武
昭
（
つ
く
だ
・
た
け
あ
き
、
一
八
九
一

－

一
九
六
八
）、
洋
画
家
。
佃
政
道
（
つ
く
だ
・
ま

さ
み
ち
、
一
九
〇
一

－

一
九
九
二
）、
洋
画
家
、

版
画
家
。
岡
山
市
出
身
。

83　

 

柚
木
久
太
（
ゆ
の
き
・
ひ
さ
た
、
一
八
八
五

－

一
九
七
〇
）で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
、　

現
倉
敷
市

出
身
。

84　

 

有
島
生
馬
（
あ
り
し
ま
・
い
く
ま
、
一
八
八
二

－

一
九
七
四
）。
洋
画
家
。

85　

 

山
下
新
太
郎
（
や
ま
し
た
・
し
ん
た
ろ
う
、
一

八
八
一

－

一
九
六
六
）。
洋
画
家
。
児
島
と
は
、

東
京
美
術
学
校
の
同
期
卒
業
。

86　

 

藤
島
武
二
が
二
科
会
発
足
（
一
九
一
四
年
）
に

参
加
し
な
か
っ
た
こ
と
を
め
ぐ
り
、
有
島
生
馬
・

山
下
新
太
郎
ら
二
科
会
創
立
会
員
で
あ
る
教
え

子
た
ち
と
の
間
に
生
じ
た
不
和
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
月
二
十
八
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

朝
藤
島
先
生
の
宅
を
訪
問
、

午
後
同
伴
学
校
に
趣
く
、

諸
教
授
試
験
成
□
の
審
査
に

登
校
、

夕
方
屏
風
荷
を
と
く
、

夜
佃
兄
弟82

来
訪
、
村
田
氏
来
訪

山
谷
氏
来
訪

�

三
月
二
十
九
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

発
電

斉
藤
、

発
信

自
宅
、

来
信

小
林
、

青
の
、

自
宅
、

来
電
斉
藤

【
本
文
欄
】

午
前
九
時
学
校
に
趣
き
作
品
の

枠
張
を
な
す
、

午
後
四
時
頃
終
る

高
島
屋
に
洋
画
家
の
邦
画
展

覧
會
を
見
る

夜
、
柚
木83

、
藤
島
先
生
来
訪

学
校
に
て
佃
、
砂
田
、
矩
一
吉
田
君

な
と
手
傳
さ
れ
た
る
た
め
案
外

早
く
か
た
つ
く

�

三
月
三
十
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

昨
夜
藤
島
先
生
来
訪
「
有
島84

山
下

君85

な
と
と
交
情
堪（

絶
）た

る
を
復
活
さ
せ

た
し
と
の
事
」
物
語
ら
る86

朝
九
時
学
校
に
額
の
陳
列
準
備
を
磯
谷

に
約
し
た
る
も
先
生
の
た
め
早
朝

自
働
車
に
て
山
下
君
を
訪
問
会
談
一

時
間
要
領
を
不
得
帰
途
有
島
君

を
訪
問
不
在
、

十
一
時
学
校
□
に
到
る
、
夕
方
迄
陳
列

準
備
、

�

三
月
三
十
一
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

午
前
八
時
半
学
校
に
到
り
昨
日
の

陳
列
を
整
ふ

十
時
頃
よ
り
□
招
待
し
た
る
記
者
達

ほ
つ
〳
〵
来
観
□
さ
る
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夕
方
迄
、
数
多
来
観

夕
方

�

四
月
一
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

午
前
八
時
登
校

早
朝
よ
り
来
観
の
人
多
し

終
日
會
場
に
て
招
待
の
労
を
と
る

此
日
會
場
者
約
四
百
位
、

観
者
は？

非
常
な
る
熱
心
の
度
を
以
て

観
覧
さ
る
、

総
て
専
門
家
、
學
生
な
と
多
し

来
援
の
人
々
、

金
沢
、
村
田
、
新
支
局87

の
人
三
人
、
矩
一
、
藤88

、

佃
、
中
山
、
坂
田
、
小
野
片
岡
の
諸
氏

�

四
月
二
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

今
朝
も
早
く
よ
り
登
校

終
日
展
覧
會
場
に
こ
も
る
、

入
場
會

（
者
？
）約

、
七
百
位

�

四
月
三
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

早
朝
よ
り
登
校

終
日
在
場
、

説
明
を
要
し
望
ま
る
し

（
も
？
）人

な
か
〳
〵

尠
か
ら
す
、

午
夕
方
五
時
閉
會
直
に
磯
谷

は
荷
造
に
従
事
其
夜
総
て
を

芝
の
磯
谷
の
所
に
持
運
ふ

夕
夜
食
を
手
傳
れ
た
る
学
校
諸
氏
な
と？

？ゝ

會
食
す
、

�

四
月
四
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

発
電

筒
井
氏
に

旅
券
の
事

を
依
頼
す

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

午
前
國
民
美
術89

に
趣
く

午
後
、
学
校
に
趣
き
屋（

矢
代
？
）代氏9０

に

面
會
小
使
へ
の
心
付
な
と
相
談
す
、

夕
方
村
田
氏
来
訪
カ
タ
ロ
グ
の

計
算
を
持
参
せ
ら
る

87　

 

中
国
民
報
社
の
支
局
の
意
か
。

88　

 

藤
彦
衛
（
ふ
じ
・
ひ
こ
え
、
一
八
九
七

－

一
九

六
八
）
か
。
洋
画
家
、
岡
山
県
出
身
。
児
島
の

住
所
録
に
名
前
が
あ
り
、
住
所
は
東
京
府
下
和

田
堀
町
と
な
っ
て
い
る
。

89　

 

国
民
美
術
協
会
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

90　

 

矢
代
幸
雄
（
や
し
ろ
・
ゆ
き
お
、
一
八
九
〇

－

一
九
七
五
）
か
。
美
術
史
家
。
横
に
鉛
筆
に
て

「
矢
代
幸
雄
」
と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
児

島
の
筆
跡
で
は
な
い
。
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91　

 

借
用
料
の
意
。

92　

 

中
国
民
報
社
の
支
局
の
意
か
。

七
時
よ
り
、
赤
坂
三
河
屋
に
参
会

此
夜
、
藤
島
先
生
、
斉
藤
、
山
下
、
有
島

富
永
の
諸
氏
余
の
た
め
別
宴
を
□
ら
る
、

「
今
朝
、
村
田
氏
に
依
頼
し
て
外
務
省
に

青
木
君
を
訪
問
し
旅
券
の
事
を

尋
ね
て
貰
ふ

事
に
し
た

�

四
月
五
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

来
電
、

筒
井
、

【
本
文
欄
】

午
前
学
校
に
至
り

小
使
、
門
衛
な
と
に
心
付
を
な
す
、

幕
な
と
損
料9１

支
拂
、

磯
谷
に
趣
き
額〔

額
縁
〕椽

代
支
拂

豫
想
よ
り
は
非
常
に
安
價
に
て？

済
み
た
り
、

帰
途
村
田
氏
の
局
へ
尋
ね
、

此
所
へ
も
少
し
の
心
付
を
な
す
、

�

四
月
六
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

朝
正
本（

木
）校

長
を
牛
込
にマ

マ

の
宅
に
訪
問

半
時
後
退
出
、

麹
町
に
黒
田
先
生
を
訪
問
、
一
時
間

會
談
、

帰
途
、
中
国
支
局92

に
村
田
氏
を
訪

ね
旅
券
未
着
の
事
を
謀
る

今
夕
迄
に
着
な
ら
む
と
語
ら
る

岡
崎
君
、
夜
来
訪

女
子
大
学
□
の
先
生
来
ら
る
、

�

四
月
七
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

発
信

青
の

発
電

筒
井

仝来
□
電

筒
井

【
本
文
】

午
前
金
沢
氏
来
訪

正
午
過
中
西
屋
へ
錦
絵
の
複

製
を
買
求
め
に
趣
く
欧
州
へ
の
土
産

と
せ
ん
た
め
な
り

二
時
過
富
永
君
来
訪

藤
島
先
生
を
訪
問
不
在

夕
方
待
詫
た
る
旅
行
券
到
着
、

明
日
は
退
京
横
濱
に
趣
く
予
定
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�
四
月
八
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

午
前
八
時
都
田
屋
を
辞
し
九
時
頃
発

横
濱
下
車
、

英
国
領
事
館
に
至
る
写
真
二
葉
必
要

な
る
由
早？

速？

大
庭
氏93

に
依
頼
し
て
復
写

を
附
近
の
写
真
師
に
乞
ひ
昼
前

領
事
館
に
出
頭
手
続
を
な
す
、

午
後
大
庭
夫
人
に
誘
れ
て
大（

本
牧
？
）牧原

氏
の
三
溪
園
を
観
る

午
後
五？

時
頃
の
急
行
に
て
大
阪
に
向
ふ

旅
券
証
明
本
日
出
来
上
ら
す

後
便
に
托
し
送
付
方
を
大
庭
氏
に
乞
ふ

�

四
月
九
日
　
水
曜

【
予
記
欄
】

磯
谷
□

へ
□
電

【
本
文
欄
】

午
前
六
時
半
梅
田
着

直
に
小
林
氏
を
訪
問
展
覧
会
準

備
に
つ
き
聞
合
せ
直
に
斉
藤
氏
の

宅
を
訪
れ
同
道
し
て
大
中
央
公
會

堂
に
至
る

倉
紡94

出
張
店
、
欧
文
堂95

に
至
り

夕
方
迄
小
林
君
宅
に
て
案
内
状

発
信
の
準
備
を
な
す
、

淀
屋
橋
小
路
の
越
智
旅
館
へ
泊
す

夜
松
原
氏96

来
訪

�

四
月
十
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

磯
谷
よ
り

来
電

【
本
文
欄
】

朝
是
則
倉
庫
に
至
り
荷
物
を

点
検
す
、

明
日
市
下
新
聞
記
者
を
招
き
て
一
應
展

覧
す
る
□
事
と
な
り
場
所
を
中
央

電
気
倶
楽
部
に
約
束
す
、

午
後
三
越
に
趣
き
幕
の
事
を

橋
本
氏
に
□
す

午
後
方
々
に
観
覧
券
の
配
布
に
市

中
を
廻
る
、

�

四
月
十
一
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

午
前
十
時
是
則
倉
庫
に
趣
き

後
中
央
電
気
倶
楽
部

に
箱
荷
を
運
ひ
階
上
に
陳
列

す
、

午
後
一
時
よ
り
招
待
し
た
る

93　

 

大
庭
猛
か
。
児
島
の
住
所
録
に
名
前
が
あ
り
、

住
所
は
横
浜
市
森
町
と
な
っ
て
い
る
。
大
庭
は

岡
山
孤
児
院
出
身
で
、
大
原
孫
三
郎
の
援
助
に

よ
り
横
浜
で
繊
維
品
貿
易
会
社
を
営
ん
だ
。
ま

た
、
一
時
期
岡
山
孤
児
院
院
長
を
務
め
た
。

94　

 

倉
敷
紡
績
。
大
原
孫
三
郎
が
経
営
す
る
紡
績
会

社
。

95　

 

林
欧
文
堂
。
大
阪
の
印
刷
会
社
。
前
掲
注
58
参

照
。

96　

 

松
原
三
五
郎
（
ま
つ
ば
ら
・
さ
ん
ご
ろ
う
、
一

八
六
四

－

一
九
四
六
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
、

岡
山
市
出
身
。
松
原
は
児
島
の
個
展
大
阪
会
場

の
主
催
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
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97　

 

偏
は
「
客
」、
旁
は
「
彖
」
か
ら
成
る
漢
字
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。「
額
」
ま
た
は
「
額
椽
（
額

縁
）」
の
誤
字
と
考
え
ら
れ
る
。

98　

 

松
原
三
五
郎
の
画
塾
（
天
彩
画
塾
）
の
塾
生
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
前
掲
注
96
参
照
。

99　

 「
林
源
十
郎
商
店
の
店
員
」の
意
か
。
前
掲
注
3

参
照
。

100　

 

成
羽
（
な
り
わ
）
は
児
島
の
故
郷
。
現
岡
山
県

高
梁
市
成
羽
町
。

新
聞
記
者
数
名
来
場
、

午
後
四
時
□

（
額
？
）97を

箱
に
納
む

め
て
再
ひ
是
則
倉
庫
に
預
く

夜
発
信
の
残
務
を
な
す
、

�

四
月
十
二
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

早
朝
来
阪
を
乞
ひ
た
る
長
尾
氏

来
着
、

公
會
堂
に
至
り
會
場
設
備

の
準
備
に
つ
き
長
尾
氏
の
策
を

求
む
、

案
内
状
発
信
な
と
の
準
備
に

尚
忙
し
、

柳
井
君
来

�

四
月
十
三
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

柳
井
君
来
阪
（
手
傳
の
た
め
）

愈
々
明
日
よ
り
開
会
の
事
、

長
尾
氏
の
方
の
準
備
な
り
た
れ
ハ

明（
明
日
？
）の開

会
は
正
午
の
時
刻
を

遅
れ
る
事
な
か
ら
む

林
君
の
所
の
カ
タ
ロ
ク
等
無？

事

運
ひ
都
合
よ
し

�

四
月
十
四
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

六
時
公
會
堂
に
来
至
り
腰
か
け
の
取

か
た
つ
け
を
な
す
一
方
に
額
箱
の

荷
と
き
す
る
人
々
、
□
多
く？

松
原
□

の
学
生98

其
店
、
小
林
、
三
原　

林
の

店
員99

な
と
、
長
尾
氏
の
枠
組

幕
張
、
井
上
？
額〔

額
縁
〕椽

店
の
主
人

人
夫
な
と
の
助？

に
よ
り
、
正
午

僅
過
き
て
全
部
陳
列
済
と

な
り
午
後
一
時
開
場
す

夕
方
迄
の
人（

入
）場

者
八
百
人
余
、

�
四
月
十
五
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

朝
よ
り
小
雨
降
り
正
午
前
後
は

非
常
の
暴
風
雨
と
な
る
、

も
人（

入
）場

□
者
多
数
に
し
て

比
較
的
静
粛
な
る
観
賞
家

の
満
つ
、

人（
入
）場

者
八
百
人
余
、

此
夜
成
羽100

出
身
者
の
會
食
あ
り
、

小
林
、
柳
井
、
林
、
横
見
、
三
原
、

林
弟
、
須
藤
、
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吉
田
君
来
阪

�

四
月
十
六
日
　
水
曜

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

空
霽
れ
て
心
地
よ
し
、

朝
来
人（

入
）場

者
の
数
巨
多
午
後

に
入
り
て
一
層
の
数
に
て
殆
と
雑

騒
と
し
て
静
観
に
的（

適
）せ

す
、

入
場
数
四
千
を
越
る
事
三

百内
藤
博
士101

、
小
山
健
三102

松
方
幸（

幸
次
郎
？
）

太
郎

氏103

来
場
松
方
氏
羊
の
絵
を

希
望
さ
る
、

午
後
六
時
閉
場
直
に
と
り
か
た
つ
け

を
な
し
午
後
十
時
全
て
荷
造
な
と
を

終
へ
て
印
刷
倶
楽
部
に
慰
労
會
を
開
く

�

四
月
十
七
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

午
前
中
支
拂
な
と
の
雑
用

あ
り

午
後
淀
に
余
の
た
め
京
阪
在
住
の

画
家
双
鳩
會
を
開
か
る
、

會
す
る
も
の
二
十
名

深
夜
大
阪
に
帰
る
、

長
尾
氏
、
柳
井
、
小
林
金
沢
氏

等
し
く
趣
く

�

四
月
十
八
日
　
金
曜

【
欄
外
右
側
〜
本
文
欄
】

朝長
尾
氏
□
三
原
、
柳
井
氏
と

共
に
奈
良
に
趣
く
、

昼
食
後
、
大
佛
、
三
八
幡
春
日

を
廻
り
て
三
山
亭
に
帰
り
夕
食
後

大
阪
に
帰
る
、

長
尾
氏
夜
行
に
て
帰
東
す
、

�

四
月
十
九
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

午
前
八
時
発
午
後
三
時
帰
倉
、

家
越
、
留
守
中
の
取
か
た
つ
け
、
渡

欧
準
備
な
と
に
つ
き
ほ
ゞ
考

按
も
定
ま
る

�

四
月
二
十
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

朝
来
□
大
原
氏
先
代
の
肖
像
画104

を
描
き
始
む
、
十
二
号
、

�

101　

 

内
藤
湖
南
（
な
い
と
う
・
こ
な
ん
、
一
八
六
六

－

一
九
三
四
）
か
。
東
洋
史
学
者
。
児
島
は
前

年
中
国
旅
行
に
先
立
っ
て
内
藤
を
訪
問
し
て
い

る
こ
と
が
、
同
年
の
児
島
日
記
か
ら
確
認
で
き

る
。

102　

 

小
山
健
三
（
こ
や
ま
・
け
ん
ぞ
う
、
一
八
五
八

－

一
九
二
三
）。
実
業
家
、
教
育
家
、
官
僚
。

103　

 

松
方
幸
次
郎
（
ま
つ
か
た
・
こ
う
じ
ろ
う
、
一

八
六
六

－

一
九
五
〇
）
か
。
実
業
家
、
政
治
家
、

川
崎
造
船
所
社
長
。

104　

 《
大
原
孝
四
郎
像
》（
倉
敷
紡
績
所
蔵
）
で
あ
ろ

う
。
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105　

 

前
掲
注
90
参
照
。

106　

 

林
杉
造
の
こ
と
。
前
掲
注
58
参
照
。

107　

 「
酒
津
（
児
島
の
住
所
）
に
泊
ま
る
」
の
意
。

四
月
二
十
一
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

発
信　

屋（
矢
代
？
）代105

正
木
、
黒
田
、

林
杉106

、
山
内

松
原
、
斉
藤
、

山
下
、
有
島

斉
藤
豊

【
本
文
欄
】

肖
像
描
き（

き
つ
ゞ
く
？
）

、
く

吉
田
、
小
林
君
来
宅
、

�

四
月
二
十
二
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

大
阪
よ
り
荷
物
到
着
、
小
林
吉

田
両
君
の
手
傳
に
て
開
箱
、

倉
に
夕
方
迄
に
て
全
部
の

か
た
つ
け
を
終
る
、

肖
像
を
描
き
終
る
、

�

四
月
二
十
三
日
　
水
曜

【
予
記
欄
】

発
信

太
田
、
上
田
尚？

山
本
□

【
本
文
欄
】

屏
風
一
双
を
描
く
べ
く
大
原
氏

よ
り
依
頼
さ
れ
、

屏
風
来
り
、
春
秋
を
描
く
べ
く

構
図
を
謀
る
、

屏
風
に

夕
夜
デ
ッ
サ
ン
を
描
く

小
林
君
帰
阪

�

四
月
二
十
四
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

終
日
屏
風
を
描
く
吉
田
君
は

泊
酒107

さ
れ
て
取
か
た
つ
け
の
手
傳

を
尽
さ
る

�
四
月
二
十
五
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

屏
風
殆
と
な
る
、

画
室
中
の
も
の
は
画
室
に
数
個
の

木
箱
に
収
蔵
し
置
く
事
と

な
す
、
画
室
の
額
は
す
べ
て？

倉
に
蔵
す
る
事
と
な
す
数
日？

□
来
来マ

マ

毎
日
出
し
つ
ゝ
の
取
か
た
つ
け

の
た
め
画
室
の
整
理
殆
と
つ
く

�
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四
月
二
十
六
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

屏
風
全
く
な
る
、

琴
か
け
の
図
按
を
考
ふ

一？

？方
の
渡
欧
準
備
を
な
す
、

�

四
月
二
十
七
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

午
後
七
時
岡
山
に
趣
く

九
時
よ
り
岡
山
中
学
に
於
け
る

余
の
た
め
に
催
さ
る
ゝ
研
究
会

の
送
別
會
に
望
む

正
午
過
き
會
を
辞
し
、
□
天
主（

守
）

閣108

の
洋
画
陳
列
を
観
る

午
後
二
時
半
の
列
車
に
て
列
帰
酒109

琴
か
け
を
描
く

夜
都？

志
氏110

の
宅
に
て
迎
□
の
諸
氏
の

會
食
に
招
せ
ら
る
、

�

四
月
二
十
八
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

午
前
七
時
車
に
て
堪（

湛
）井111

に
趣
く
十
時

発
自
働
車
十
一
時
半
成
羽
着
、

午
後
学
校
を
訪
問
し
、
本
光
寺
に

墓
参
す
、

夜
深
く
迄
語
合
ふ
、

夜
、
井
上
、
柳
井
、
庄
、
遠
藤
諸？

氏

よ
り
饗
應
を
受
く

�

四
月
二
十
九
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

早
朝
柳
井
君
と
八
幡
宮
に
詣
づ

八
幡
社
前
の
丘
の
中
、
成
羽
川
に
向
て

傾
斜
せ
る
地
面
の
眺
め
よ
く
金
か
出

来
た
れ
は
此
の
辺
に
住
家
を
建
て
ゝ

暮
し
て
も
よ
し
な
と
ゝ
地
域
の

撰
定
な
と
試
む
夢
の
如
き
話
し

な
り
、

正
午
中
村
井
上
、
柳
井
諸
氏
と
會

合
午
後
一
時
の
自
働
車
に
て

午
後
四
時
酒
津
着
、

描
き
か
け
の
琴
か
け
を
つ
ゝ
く

�

四
月
三
十
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

朝
青
野
兄
の
喀？

血
烈
し
き
夢
を
見
て

醒
む
、

終
日
琴
懸
の
を
描
く
弐
枚
に
て
各
天
女

の
楽
を
奏
す
る
所
な
り
、

午
後
近
家
に
配
布
す
べ
き
色
紙
な
と

描
く
、
夜
荷
物
の
と
り
か
た
つ
け

な
と
す
、

108　

 

岡
山
城
天
守
閣
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

109　

 「
酒
津
（
児
島
の
住
所
）
に
帰
る
」
の
意
。

110　

 

都
志
太
郎
、
ま
た
は
都
志
家
。
都
志
太
郎
は
、

大
原
孫
三
郎
が
経
営
す
る
倉
敷
銀
行
で
取
締
役

を
つ
と
め
た
人
物
で
、
児
島
の
近
所
に
住
ん
で
い

た
。
児
島
の
孫
で
あ
る
児
島
塊
太
郎
氏
に
よ
る

と
、
両
家
は
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
。

111　

 

湛
井
（
た
た
い
）
は
現
総
社
市
の
西
部
、
高
梁

川
河
畔
の
地
名
。
児
島
の
住
む
酒
津
か
ら
故
郷

成
羽
に
向
か
う
途
中
に
位
置
す
る
。
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112　

 

三
橋
玉
見
（
医
師
）
宅
に
て
看
護
す
る
と
い
う

意
で
あ
ろ
う
。
前
掲
注
2
参
照
。

113　

 

筧
繁
（
か
け
い
・
し
げ
る
、
一
八
八
二

－

？
）

で
あ
ろ
う
。
医
師
、
岡
山
医
学
専
門
学
校
教

授
。

�

五
月
一
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

昨
夜
深
く
青
野
兄
の
室
重
患
な
る

を
傳
へ
ら
る
六
時
過
き
同
兄
の
宅
を

訪
問
一
時
危
篤
を
宣
せ
ら
れ
た
る
も

其
後
少
し
平
安
を
得
た
由
を
報
せ

ら
る
、

心
臓
の
不
良
な
る
事
の
特
に
心
痛

さ
れ
る
も
、
□
腹
、
よ
り
腹
膜
に
移

り
た
る
本
症
は
や
ゝ
軽
快
熱
度
降

下
せ
る
も
と
に
か
く
重
患
な
れ
は
と

三
橋
兄
宅
と
な
す112

、
午
後
岡
山
□
□
筧
博

士113

の
来
る
あ
り
、
等
し
く
重
患
な
る
と

傳
へ
ら
る
、

�

五
月
二
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

昨
夜
は
通
夜
し
て
看
護
の
手
傳
を

な
す
、

朝
小
林
兄
の
来
る
あ
り
、
青
野
兄

の
近
親
、
諸
友
に
報
す
る
事
を

好
ま
す
、
只
危
篤
な
る
旨
を
強？

に

親
族
の
人
々
に
通
知
す
、

終
日
病
状
に
差
し
た
る
変
化
な
し

此
の
一
両
日
最
も
危
険
ら
し
く

兎
に
角
くマ

マ

再
起
の
望
み
な
し
と
の
事

な
り
し
も
余
は
徹
頭
徹
尾
快
方

の
来
る
事
を
自
信
す
、

�

五
月
三
日
　
土
曜

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

昨
夜
九
時
、
家
に
帰
り
て
眠
る
、

午
前
三
時
、
使
来
り
て
病
者
の
死
近
き

を
報
す
、
急
き
趣
く
三
橋
兄
す
て
に
あ

り
少
時
し
て
脈
傳
や
ゝ
平
調
に
復
し

て
一
同
愁
眉
を
開
き
し
も

午
前
八
時
半
遂
に
逝
く
、

暁
の
頃
死
の
近
つ
き
た
る
病
者
は
親
近

を
枕
頭
に
寄
せ
て
明
□
な
る
遺
言

を
□
す
、

死
は
遂
に
せ
ま
り
て
心
臓
を
を
か
す
、

葬
儀
を
明
後
五
日
と
定
む
、

寄
せ
参
し
ら
れ
た
る
近
親
友
人
、
衆
多
、

青
野
兄
は
已
に
不
帰
を
覚
悟
し
た
る
も
失
望
の
色
面
に
現
れ

見
る
に

堪
へ
す

�

五
月
四
日
　
日
曜

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

昨
夜
十
時
頃
青
野
君
の
宅
に
て
大
原
氏
よ
り

明
日
出
発
神
戸
に
て
準
備
し
た
る
方
よ
か
ら
む

と
勧
め
ら
れ
今
朝
よ
り
急
遽？

、
旅
□

行
李
の
支
度
を
調
ふ
、
正
午
酒
津
に

↖
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趣
き
大
原
氏
に
持
行
く
べ
き
画
面
四
五

を
撰
ふ
、

午
後
三
時
発
の
列
車
に
て
倉
敷
を
去
る
、

岡
山
に
下
車
、
デ
ュ
ス
先
生
に
挨
拶
に
寄
る

吉
田
君
訪
問
就
床
は
腹
膜
炎
に
て
一

時
重
患
な
り
し
由
と
聞
く
、
六
時
四
十
分

岡
山
発
十
時
過
神
戸
着
海
岸

後
藤
に
泊
す
、

�

五
月
五
日
　
月
曜

【
欄
外
右
側
〜
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

朝八
時
過
の
列
車
に
て
大
阪
に
趣
き
三
井

銀
行
に
小
切
手
五
〇
〇
〇
を
受
取
る
、

三
越
に
て
小（

少
）許

の
買
物
を
な
す
、

正
午
帰
過
帰
神
、
二
時
白〔

ベ
ル
ギ
ー
〕

耳
義

領
事
館
に
証
明
を
乞
ふ
恰
も
ガ
ン114

の

出
生
な
る
書
記
館（

官
）あ

り
て
直
に
済？

む

午
後
、
市
中
に
買
物
を
な
す
、

夕
方
、
金
山
、
伊
藤
夫
婦
来
訪
連
立
ち

て
散
歩
す
、
途
上
柚
木
君
に
遇
ふ

十
一
時
帰
宿
、

柳
井
、
小
林
君
す
て
に
着
宿
、

柳
井
君
よ
り
青
野
兄
の
其
後
元
気
に
復
せ
し

を
聞
く

�

五
月
六
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

見
送
ら
れ
た
る
諸

友
、

小
林
、
柳
井
、
林
、

伊
藤
、
金
山
、

太
田
、
乙
骨115

、
須
藤

炭
谷116

、
小
野
田117

、

妹
尾
、
柚
木
、

来
信
数
多
、

【
本
文
欄
】

早
朝
、
多
く
の
人
々
宿
に
来
訪
、
小
林
君
と

柳
井
君
は
両
替
に
依
頼
す
十
時
ラ
ン
チ

に
て
乗
船
、
静
岡
丸
六
千
噸
比
較
的

新
造
船
な
る
も
、
日
本
製
造
に
て
粗
末

千
萬
、
一
等
は
以
前
の
欧
州
航
路
に
比
し
て

二
等
の
設
備
に
劣
る
も
の
あ
り
、

十
一
時
出
航
横
濱
よ
り
の
客
と
神
戸

に
て
の
乗
客
を
加
ふ
る
も
尚
、
門
司
よ

り
の
乗
客
多
数
あ
る
ら
し
く
賑
か
な
ら
す

午
後
四
時
屋
島
高
松
を
見
て
帯
江
の
煙
筒

突118

ら
し
き
も
の
を
右
舷
に
て
廣
島
沖
位
？
日
没
す

�

五
月
七
日
　
水
曜

【
予
記
欄
】

発
信　

自
宅
、

〔D
hutu 

デ
ュ
ト
ゥ
〕

114　

 

ベ
ル
ギ
ー
北
部
の
街Gent

（
ヘ
ン
ト
、
ま
た
は

ゲ
ン
ト
）
の
こ
と
。「
ガ
ン
」
は
フ
ラ
ン
ス
語
で

の
呼
称
。
児
島
は
第
一
次
滞
欧
中
、
同
地
の
王

立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
学
ん
だ
。

115　

 

乙
骨
安
昌
で
あ
ろ
う
。
児
島
の
住
所
録
に
名
前

が
あ
り
、
住
所
は
岡
山
国
富
と
な
っ
て
い
る
。

116　

 

炭
谷
小
梅
（
す
み
や
・
こ
う
め
、
一
八
五
〇

－

一
九
二
〇
）
か
。
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
師
。
石

井
十
次
に
よ
る
岡
山
孤
児
院
の
活
動
を
支
え
た

人
物
。

117　

 

小
野
田
鉄
弥
（
お
の
だ
・
て
つ
や
、
一
八
六
四

－

一
九
四
八
）
か
。
石
井
十
次
と
と
も
に
岡
山

孤
児
院
の
運
営
に
あ
た
っ
た
人
物
。

118　

 

帯
江
村
（
現
倉
敷
市
帯
江
）
に
あ
っ
た
帯
江
銅

山
の
煙
突
の
こ
と
。
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119　

 

加
治
木
常
樹
著
『
薩
南
血
涙
史
』
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
西
南
戦
争
の
記
録
。

120　

 「
揚
子
江
」
ま
た
は
「
楊
樹
浦
」
の
誤
記
で
あ
ろ

う
。

小
林
、
柳
井
、

自
宅
へ
小
包
、

【
本
文
欄
】

早
朝
門
司
着
、
七
時
半
上
陸
、

神
戸
後
藤
□
旅
館
に
帯
を
忘
れ
た
る

事
を
思
出
し
袷
衣
の
最
早
役
立

た
ら
ぬ
事
を
思
出
し
上
小
包
と
し
て
自
宅

に
発
送
す
、

九
時
の
列
車
に
て
博
多
に
向
ふ
、

正
午
前
疋
田
を
訪
る
、
市
中
に
出
て

、
僅
か
な
る
買
物
を
な
す
、

船
中
涼
風
起
き
て
暑
気
を
感
す
る

処
な
か
り
し
も
此
地
に
来
り
て
す
て
に
夏

な
る
を
知
る
、
夜
晩
く
迄
戯
書
を
な
す
、

�

五
月
八
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

午
前
十
一
時
発
六
時
四
十
分
？
福
岡

発
、
九
時
過
ぎ
門
司
着
、
直
に
帰
船

十
一
時
発
船
、
岸
近
き
港
と
の
様
は

長
崎
に
似
て
去？

年
の
旅
を
思
出
づ

港
外
の
波
も
静
か
に
玄
海
の
船
旅
も

さ
ほ
と
の
事
な
し
、
乗
客
一
同
の

食
事
を
欠
く
も
の
一
人
た
に
な
し

日
本
よ
り
携
へ
た
る
西〔『

薩
南
血
涙
史
』？
〕

南
血
涙
史

119

を
読
み
始
む

晴
快
に
て
心
地
よ
し

�

五
月
九
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

波
に
明
け
て
波
に
暮
れ
た
る
今
日
も

さ
れ
た
る
荒
れ
も
な
し
只
終
日
霧
に

包
ま
れ
て
快
晴
を
見
ず
、

読
書
と
デ
ッ
キ
の
遊
戯
に
消
暇
す
、

午
後
二
時
に
諏
訪
丸
乗
船
上
田
君

よ
り
無
線
電
信
来
る
、
今
朝
上
海

発
帰
国
の
途
に
あ
り
と
□
小
生
よ
り

返
電
に
會
し
尚
一
回
通
信
あ
り
小
生

よ
り
重
ね
て
返
電
す
、

意
識
快
明
を
欠
き
気
進
ま
す

�

五
月
十
日
　
土
曜

【
予
記
】

発
信

自
宅
、

大
原
、

【
欄
外
右
側
】

上
海
の
甚
三
郎
は
今
朝
彼
か
父
の
悲
報
に
接
し
帰
国
の
た
め

発
船

【
本
文
欄
】

八
時
起
床
、
外
海
す
て
に
濁
色
に
黄
は
み

て
上
海
の
近
つ
き
た
る
を
知
る
、
揚（

揚
子
江
？
）

樹
江

120を

遡
□
し
て
郵
船
埠
頭
に
投
錨
し
た
る
ハ

正
午
頃
な
り
昼
食
を
済
し
て
二
時

↖
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過
上
陸
直
に
須
藤
氏121

を
訪
門
少
時
、

附
近
の
散
策
を
試
み
た
れ
と
も
見
る

ほ
と
の
も
の
な
し

伊
藤
妹
尾
、
須
藤
兄
弟
の
月
の
家
に
案

内
さ
れ
て
夜
深
し
て
須
藤
君
の
宅
に

一
泊
す
、

上
海
の
暑
気
烈
し
く
極
暑
と
思
ふ

�

五
月
十
一
日
　
日
曜

【
予
記
欄
右
側
】

発
信
、
大
原
、

青
の
、
家
族
、

矩
一
、
柳
井
、

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
〜
予
記
欄
左
側
】

昨
日
の
蒸
暑
さ
は
夜
半
に
急
変
し

て
非
常
の
涼
気
を
催
来
る
午
前

八
時
起
床
十
時
頃
迄
故
国
の
諸
友
へ

通
信
を
書
く

十
一
時
、
原
田
瓊
生122

氏
の
宅
に
訪
門

王
、
統
一
氏
の
来
訪
中
、
支
那
人

の
対
日
思
想
な
る
も
の
及
支
那
人
の
日

本
人
の
性
格
観
察
□
日
本
人
と
支
那

人
の
思
想
、
性
格
上
に
現
れ
た
る
差
異

な
と
に
就
き
て
も
興
味
あ
る
意
見
を
聞

く
原
田
氏
の
宅
に
て
昼
食
を
す
ゝ
め
ら
れ

た
る
も
食
欲
な
し
食
事
せ
す
夕
方
よ
り
須
藤
、
妹
尾
、
伊
藤

氏
に
案
内
を
受
け
て
競
馬
場
附
近
の
支
那
料
理
店
に
至
り
△123

△十
時
過
頃

會
食
、

十
時
半

シ
マ？

パ
ン
に
て

帰
船
、

�

五
月
十
二
日
　
月
曜

【
本
文
欄
〜
予
記
欄
】

午
前
八
時
上
海
郵
船
埠
頭
を
発
船
す
、
上
海

よ
り
新
な
る
乗
客
の
増
し
た
る
も
の
あ
れ
と
上
海
に
上

陸
し
た
のマ

マ

人
と
差
引
増
客
な
し
、
揚
子
江
の

濁
流
の
波
色
減
す
る
頃
よ
り
船
波
荒
く
船
の

動
揺
烈
し
く
霧
深
く
し
て
小
雨
交
る
、

午
後
に
至
り
て
読
書
す
る
も
睡
気
を

催
す
る
の
み
遂
に
夕
方
迄
半
眠
半
醒
の

姿
に
て
煙
突
室
に
過
す
、
昨
日
よ
り
消
化

剤
の
服
薬
を
試
み
つ
ゝ
あ
る
も
空
腹
を

来
さ
す
夕
食
を
控
ゆ
、
多
く
の
乗
客
も

等
し
く
船
暈
の
気
味
？
△

△夜
に
入
り
て
波

穏
か
に
一
同
の

快
気
生
す

夜
晩
く
迄

蓄
音
器

を
聞
く

121　

 

須
藤
五
百
三
、
祐
七
、
新
六
兄
弟
の
い
ず
れ
か
。

祐
七
お
よ
び
新
六
に
つ
い
て
は
前
掲
注
34
参

照
。
須
藤
五
百
三
（
す
ど
う
・
い
お
ぞ
う
、
一

八
七
六

－

一
九
五
九
）
は
医
師
で
、
上
海
で
医

院
を
営
ん
で
お
り
、
魯
迅
の
主
治
医
と
し
て
知

ら
れ
る
人
物
。

122　

 

大
原
孫
三
郎
の
幼
な
じ
み
。
児
島
の
住
所
録
に

名
前
が
あ
り
、
高
田
商
会
の
関
係
者
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

123　

 

文
章
が
別
の
欄
に
続
く
こ
と
を
示
し
た
記
号
。

児
島
は
「
△
」
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
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十
時
就
床

睡
眠
充
分

�

五
月
十
三
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

昨
日
は
少
し
波
高
か
り
し
も
今
日

は
終
日
平
穏
に
て
空
晴
れ
て
風
涼

し
く
快
気
を
催
し？

食
味
あ
り

甲
板
の
遊
戯
と
読
書
に
な
か
き

終
日
を
送
る

明
後
日
は
香（

香
港
）海

着
の
予
定

上
海
に
上
陸
せ
し
時
ほ
と
の
暑

さ
に
至
ら
す
想
像
よ
り
涼
気

あ
り
、

�

五
月
十
四
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

終
日
海
上
平
穏
に
て
明
朝
は
香

港
着
の
予
定
、

午
後
ゴ
ル
フ
の
競
技
を
乗
客
一
般

に
行
ひ
夕
方
迄
時
の
過
き
を
知

ら
す
、

�

五
月
十
五
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

早
朝
香
港
入
港
九
時
半
上
陸
同
船
の

両
三
氏
と
自
働
車
に
て
一
時
間
廻
遊
し

正
午
頃
ピ
ー
ク
に
昇
る
二
時
過

迄
市
中
を
徨
い
東
京
ホ
テ
ル
に
て

食
事
を
な
し
夕
方
帰
船
、

三
度
目
に
観
る
香
港
の
風
光
、

朝
も
昼
も
夜
も
晴
れ
た
る
も
曇
り
も

山
も
水
も
建
築
も
草
も
花
も
人

美
し
と
も
鮮
し

往
年
ス
ケ
ツ
チ
に
過
せ
し
香
港
の
思
出

も
此
旅
に
は
只
賛
美
の
眺
に
時
を
過
す

の
み

�

五
月
十
六
日
　
金
曜

【
予
記
・
本
文
欄
】

今
朝
再
び
香
港
に
上
陸
し
少
し
珍
ら
し
き

物
に
て
も
目
に
つ
か
は
何
か
買
求
め
て
紀
念
の
種
に
も
せ
ん

と
考
へ
し
も
正
午
出
帆
な
れ
ハ
上
陸
し
て
も
気
忙

し
か
ら
む
と
遂
に
船
に
止
り
て
上
陸
せ
す

昨
夕
籐
行
李
を
支
那
人
よ
り
買
求
む
、

船
は
正
午
正
し
く
出
航
す
、
朝
来
風
強
か
り
し
か

は
た
し
て
港
外
風
愈
々
強
く
波
荒
し

出
航？

す？

く
よ
り
船
の
動
揺
烈
し
く
し
て
不
快

こ？

の？

上？

な
し
、

夕
に
至？

る
も
静
穏
に
復
せ
す
夕
食
を
見
合
す
、

�

五
月
十
七
日
　
土
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

昨
日
の
荒
波
何
時
の
程
よ
り
か
静
ま
り
て
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空
晴
れ
渡
り
今
日
の
航
海
の
平
穏
を
期
せ

ら
る
、
西〔『

薩
南
血
涙
史
』？
〕

南
血
涙
史
を
読
む
事
と
、

デ
ッ
キ
に
て
ゴ
ル
フ
を
す
る
事
と
時
に
煙
突
室

に
て
ト
ラ
ン
プ
を
遊
ふ
事
は
毎
度
日
同
し
日
課

の
如
し
、

香
港
以
来
暑
気
次
第
に
加
り
来
り
、
乗
客
の

白
衣
に
改
む
る
人
多
し
余
こ
の
日
白
服
に
改
む

日
没
の
頃
よ
り
熱
気
去
り
て
涼
風
起
り
夕
方
よ
り

夜
に
か
け
て？

の
心
地
よ
く
眠
に
つ
く
は
大
低
夜
半

に
入
る
、
毎
夕
九
時
或
は
十
時
入
浴
す
、

�

五
月
十
八
日
　
日
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

暑
気
は
一
日
と
増
し
来
り
て
蒸
苦
し
、
海
上
常

に
風
気
あ
る
も
な
ま
温
き
く
し
て
気
重
し
、

寝＊

室
に
丸
窓
の
小
な
る
も
の
二
つ
あ
れ
と
風
を

通
す
る
に
よ
し
な
し
、
室
内
に
一
個
の
送？

風
器

あ
る
も
小
に
し
て
し
か
も
廻
轉
力
弱
く
風
を
起
す

に
足
ら
す
終
夜
暑
に
蒸
れ
て
安
眠
す
る
事
を？

不
得
床
に
就
て
ハ
夜
半
甲
板
に
出
て
、
涼
風

に
浴
し
再
ひ
寝＊

に
就
く
、

巴
里
の
様
着
佛
後
な
と
の
事
思
浮
べ
て
予
想
を

定
め
む
と
す
る
も
不
得
、

日
本
の
出
立
後
の
出
来
事
に
知
ら
む
と？

す
る
事
と

多
々
あ
れ
と
こ
れ
も
不
可
能
な
り

�

五
月
十
九
日
　
月
曜

【
予
記
・
本
文
欄
】

朝
来
霖マ
マ

雨
暫
々
来
て
涼
風
快
爽　

数
日
来
の
暑
熱
一
時
に
去
て
終
日
殆
と

南
洋
の
旅
に
あ
る
事
を
忘
れ
し
む
、

読
書
す
る
も
遊
戯
す
る
も
快
味
尠
か
ら
す
、

西〔『
薩
南
血
涙
史
』？
〕

南
血
涙
史
は
昨
日
読
終
り
た
れ
はLa m

aison

の
続
読
を
な
す
、

午
後
に
至
り
雨
霽
れ
た
る
も
風
涼
し
く
終
に

暑
さ
を
知
る
事
な
し
、

夕
食
は
乗
船
来
始
め
て
の
日
本
食
を
供
せ
ら
る
、

酒
津
の
宅
荘
の
事
な
と
思
出
て
、

虓
一
郎124

の
事
突
然
頭
に
浮
ふ
若
し
彼
の
上
に
何
事
か

災
の
来
り
し
に
ハ
あ
ら
す
と
心
配
の
念
湧
く

�

五
月
二
十
日
　
火
曜

【
欄
外
右
】

洗
濯
靴
下
縮
シ
ャ
ツ
一
、
寝
衣
一

縮
下
シ
ャ
ツ
二　

ス
ミ125

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

海
平
穏
な
り
航
海
中
は
大
低（

抵
）無

風
と
云
ふ

事
な
く
船
の
進
行
に
つ
れ
て
何
れ
よ
り
か

涼
風
の
起
ら
さ
る
事
な
し

昼
は
殆
と
暑
気
に
苦
し
む
ほ
と
の
事

な
け
れ？

と？

も
夜
に
入
り
て
船
室
に
下
れ
は

通
風
な
く？

し
醒
眠
な
く
し
て
夜
を
通

す
事
か
た
し
、

124　

 

児
嶋
虓
一
郎
（
こ
じ
ま
・
こ
う
い
ち
ろ
う
、
一

九
一
四

－

一
九
九
二
）。
児
島
虎
次
郎
の
第
一

子
。
戦
後
、
祖
父
石
井
十
次
の
児
童
福
祉
事
業

を
再
興
し
、
児
童
福
祉
家
と
し
て
活
動
し
た
。

125　

 

洗
濯
に
出
し
た
衣
類
を
メ
モ
し
、
受
け
取
っ
た

仕
上
が
り
品
を
取
り
消
し
線
で
消
除
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。「
ス
ミ
」
は
、
全
品
の
受
け
取
り

が
済
ん
だ
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
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126　

 

児
島
の
住
所
録
に
「
山
田
毅
一
」
の
名
が
み
え

る
。
当
時
國
民
新
聞
の
記
者
で
、
の
ち
に
政
治

家
と
し
て
活
動
し
た
山
田
毅
一
（
や
ま
だ
・
き

い
ち
、
一
八
八
七

－

一
九
五
三
）
の
こ
と
。
山

田
の
著
書
『
戦
後
の
欧
米
漫
遊
記
』（
放
天
義

塾
、
一
九
二
〇
年
）
に
よ
り
、
児
島
と
同
じ
船

に
乗
船
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

127　

 

小
笠
原
長
丕
（
お
が
さ
わ
ら
・
な
が
ま
さ
、
一

八
九
一

－

一
九
六
八
）。
子
爵
。
六
月
二
十
日

欄
参
照
。

128　

 

御
木
本
真
珠
の
加
藤
虎
之
助
。
六
月
二
十
日
欄

参
照
。

�

五
月
二
十
一
日
　
水
曜

【
欄
外
上
側
】

□袖
ナ
シ
一

ヅ
ボ
ン
下
一

縮
シ
ャ
ツ
白
一
？

靴
下
一

ス
ミ

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

今
日
の
一
日
の
航
海
も
静
か
に
船
は
午
後
三
時
新

嘉
坡
に
入
港
、
四
時
旅
券
の
検
を
終
へ
上
陸
、

海
岸
の
碩
田
館
に
泊
す
、
往
年
此
の
宿
に
泊？

し

た
る
事
を
思
出
す

夕
方
迄
に
サ
ラ
サ
屋
に
趣
き
サ
ロ
ン
四
五
四
枚
を
買
求
む

夜
夕
食
後
浴
衣
か
け
に
て
海
岸
に
天
幕
張
に
て

馬
来
オ
ペ
ラ
を
観
る
奏
楽
は
す
べ
て
洋
式
に
し

て
ピ
エ
ロ
も
何
か
洋
風
め
き
た
る
も
の
日
本
の
浅
草

辺
の
歌
劇
の
類
の
も
の
か

国
民
記
者
山
田
氏？

126余
等
の
室
に
来
ら
る

こ
れ
に
て
四
席
満
員
と
な
る

�

五
月
二
十
二
日
　
木
曜

【
欄
外
右
側
】

発
大
原
、
自
宅
、
青
の
、
吉
田
、
林
源
、
矩
一

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

新
嘉
坡
の
夏
も
朝
風
は
涼
し
同
宿
せ
し
小
笠
原127

□
加
藤128

の
諸
氏
と
□
サ
ラ
サ
屋
に
来
り
市
中
を
廻
て

午
後
二
時
、
帰
船
す
、

船
は
午
後
四
時
出
航
ペ
ナ
ン
に
向
ふ
、

海
波
揚
ら
す
暑
気
甚
し
か
ら
す

日
は
没
し
て
清
光
の
星
空
に
満
つ
、

明
日
一
日
の
波
の
上
明
後
日
は
又
ペ
ナ
ン
に
上
陸

を
得
む
、

海
の
上
は
気
倦
み
て
時
長
し
さ
れ
と
港
に

寄
る
の
日
を
思
へ
は
又
□
快
興
湧
き
来
て

空
想
に
耽
け
る
、

�

五
月
二
十
三
日
　
金
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

終（
終
日
？
）波静

か
な
り
し

読
書
と
ゴ
ル
フ
に
時
を
費
す
、
時
に
ト
ラ
ン
プ

将
棋
な
と
を
試
む
、

�

五
月
二
十
四
日
　
土
曜

【
欄
外
右
側
】

発
信
、
大
原
、
自
宅
、
青
の
、
林
杉
、
関
、
上
田
、
妹
尾
、

富
永
、
―
外
四
、

【
欄
外
上
】

洗
濯

縞
シ
ヤ
ツ
一

ヅ
ボ
ン
一

縮
シ
ャ
ツ
一

〃
半
袖
一

↖
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ハ
ン
カ
チ
一

ス
ミ

【
本
文
欄
〜
予
記
欄
】

早
暁
船
は
ペ
ナ
ン
港
外
に
近
く
着
港
後

警
吏
の
面
倒
な
る
旅
券
検
べ
の
後
十

時
上
陸
朝
日
館
に
憩＊

ふ
同
船
の
人
々

植
物
園
極
楽
寺
な
と
に
趣
く
余
は
車
を

雇
ひ
て
市
内
を
廻
る
何
か
紀
念
の
品
を

購
ふ
べ
く
も
何
の
珍
ら
し
き
も
の
を
発
見

せ
す
午
後
ス
ケ
ツ
チ
ブ
ッ
ク
を
携
へ
て

市
中
を
彷
徨
す
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
傍
に

籠
を
頭
に
載
せ
て
立
つ
十
三
四
才
の
小（

少
）

女
裸
足
黒
褐
の
馬〔

マ
レ
ー
〕来端

然
た
る
姿

勢
嘆
美
に
價
す
、

一
弐
枚
の
鉛
筆

写
生
を
な
し

た
る
は
日
本

出
発
以
来

始
め
て
の
写
生

な
り

昼
と
夕
を

諸
氏
と
共
に

此
の
宿
に
會
食
し

午
後
九
時

帰
船
す
、

�

五
月
二
十
五
日
　
日
曜

【
欄
外
上
側
】

下シ
ヤ
ツ
一

カ
ラ
一

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

午
前
八
時
出
帆
愈
々
印
度
洋
の
波
に
さ
か
ら
ひ
て

コ
ロ
ン
ボ
に
向
ふ
、
今
の
期
は
ム〔

モ

ン

ス

ー

ン

〕

ー
ン
ス
ー
ン

の
頃
に
て
向
風
な
か
〳
〵
に
強
き
た
め
船
の

動
揺
か
な
り
烈
し
く
風
力
強
く
し

て
□
一
時
間
や（

や
っ
と
）と十

哩
未
満
の
航
行

の
み
さ
れ
と
波
と
風
の
都
合
に
て
は
二
十
九

日
或
は
三
十
日
の
朝
迄
に
ハ
到
着
の
予
定

な
り
、

此
の
波
の
旅
を
一
週
間
も
つ
ゝ
け
る
事
の
我
身
に

堪
へ
得
る
や
如
何
に
と
、

�

五
月
二
十
六
日
　
月
曜
　
～
　
二
十
九
日
　
木
曜129

【
五
月
二
十
六
日
欄
の
欄
外
右
側
】

六
月
七
日
記

【
五
月
二
十
六
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

ペ
ナ
ン
よ
り
コ
ロ
ン
ボ
迄
は
五
日
間
の
航
程
常
に
ム〔

モ
ン
ス
ー
ン
〕

ー
ス
ン

の風
を
向
に
受
て
進
む
事
な
れ
ば
波
は
高
く
風
は
愈

暴
し
平
均
一
時
間
十
哩
位
の
速
力
に
満
足
す
る
よ
り

外
な
し

↖

129　

 

五
月
二
十
六
日
欄
か
ら
二
十
九
日
欄
ま
で
は
、

当
該
期
間
、
つ
ま
り
ペ
ナ
ン
〜
コ
ロ
ン
ボ
間
の

様
子
を
、
後
日
六
月
七
日
に
記
し
て
い
る
。
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130　

 

デ
ッ
キ
・
パ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
。
船
室
を
と
ら
ず

甲
板
で
寝
泊
ま
り
す
る
乗
客
の
こ
と
。

日
本
出
発
の
時
船
中
に
て
写
生
も
試
み
る
べ
き
時

も
あ
ら
む
と
カ〔

カ
ン
ヴ
ァ
ス
〕

ン
パ
ス
写
生
箱
絵
具
等
を
第
一
の

調
度
品
と
し
て
ト
ラ
ン
ク
に
詰
込
み
た
る
も
□
其
れ

を
引
出
し
て
来
り
て
つ
い
そ
筆
と
り
写
す
べ
き
気

も
か
つ
て
起
ら
す
各？

港
に
上
陸
す
る
時
ス
ケ
ツ
チ

ブ
ッ
ク
の
み
は
携
へ
持
す
る
も
こ
れ
さ
へ
鉛
筆
を

走
ら
す
事
の
物
う
く
暑
気
の
烈
し
き
と
気

【
五
月
二
十
七
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

の
進
ま
さ
る？

と？

に？

よ
ろ？

む
写
生
欲
の
な
き
事
は

我
な
か
ら
に
不
思
議
な
る
思
ひ
そ
す
る

僅
か
四
畳
半
大
の
船
室
に
上
下
弐
安
の
寝＊

床
二
ケ

所
あ
り
ラ
バ
ト
ア
ー
ル
弐
臺
と
ベ
ツ

ド
大
の
ソ〔

ソ
フ
ァ
〕

ッ
フ
ァ
一
臺
と
あ
り
一
室
四
人

詰
満
員
に
て
殆
と
□
小
荷
物
の
カ
バ
ン

さ
へ
置
く
場
所
な
く
持
来
り
し

ト
ラ
ン
ク
弐
個
は
下
甲
板
層
の
荷
物

庫
に
入
れ
あ
り
て
そ
の
バ
ガ
ー
シ
ル
ー
ム
の

温
度
は
今
百
二
十
度
位
な
ら
む
か

一
弐
度
夏
服
の
取
出
入
れ
に
に
入
て
見
た
か

【
五
月
二
十
八
日
欄
の
予
記
・
本
文
欄
】

と
て
も
五
分
間
と
も
止
て
居
る
事
の
出
来
ぬ

位
の
暑
さ
に
て
シ
ャ
ツ
一
枚
に
て
も
出
る
時
は
汗
に
ひ
っ

し
よ
り
と
な
る
事
な
り
、
そ
ん
な
た
め
か
写
生
道
具
は

依
然
と
し
て
ト
ラ
ン
ク
の
中
に
留
む
る
ま
ゝ
と
な
し

船
中
の
写
生
は
鉛
筆
に
て
も
と
思
へ
と
も
一
等
乗

客
の
外
人
日
本
人
の
子
供
連
多
く
香
港
？
よ
り
は

都
合
十
二
才
を
頭
に
十
三
人
毎
日
方
々
で
大
騒
を

始
め
て
う
る
さ
く
と
て
も
前
回
の
如
く
甲
板
に
て

写
生
な
と
す
る
事
不
可
能
と
思
へ
ハ
始
め
ぬ
方

か
ま
し
と
そ
れ
も
そ
の
ま
ゝ
新
嘉
坡
よ
り
□
□
□

な
と
の
テ（

デ
ッ
キ
・
パ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
）

ツ
キ
パ
セ
ン
ジ
ヤ
ー

130な
と
の
衣
色
美
し
き

【
五
月
二
十
九
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
・
欄
外
左
側
】

装
の
多
く
乗
込
む
事
と
思
ひ
し
も
積
荷
多

く
し
て
こ
れ
等
の
乗
客
を
と
ら
さ
□
□
何
と
な
く
物
た

り
な
く
折
角
船
中
写
生
の
種
を
と
思
ひ

し
も
訳
な
く
終
り
ぬ
、

波
は
絶
へ
す
高
く
荒
の
み
な
れ
と
あ
ま
り
面
倒

な
る
読
書
も
せ
す
デ
ツ
キ
の
運
動
は
何
か
と

相
手
の
あ
り
次
第
毎
日
一
弐
間
は
怠
な
ら

ぬ
事
と
し
た
れ
は
三
度
の
食
事
を
欠
す
様
の

事
な
く
荒
海
の
旅
に
か
く
食
欲
の
衰
へ
さ
る

事
は
我
な
か
ら
心
強
き
限
な
り

但
し
朝
食
は
只
カ
ツ
フ
エ
と
僅
か
の
パ
ン
と
玉
子
位

に
止
置
た
り

【
五
月
二
十
八
日
欄
の
欄
外
右
側
】

洗
、
ネ
マ
キ
一
、
縞
シ
ャ
ツ
一
、
ヅ
ボ
ン
下
一
□
シ
ヤ
ツ
一

ツ
ボ
ン
一
上
衣
一
、
〃
、
ネ
ク
タ
イ
一
フ
ラ
ン
ネ
ル
一
、
サ

ル
マ
タ
一
、

�

〔lavatoire 

洗
面
台
〕

〔baggage room
 

荷
物
室
〕

↖
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五
月
三
十
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

午
前
十
時
コ
ロ
ン
ボ
港
□
内
に
□
入
る

旅
券
の
検
べ
各
港
と
等
し

午
後
一
時
過
き
上
陸
、
毎
港
衆
各（

客
）

と
共
に
行
動
を
共
に
す
た
め

自
分
の
思
ふ
様
の
所
を
ぶ
ら
〳
〵

廻
て
見
る
事
不
出
来
た
め
一
人
に
て

市
中
を
ふ
ら
つ
き
く
商
店
に
入

り
て
産
物
の
珍
ら
し
き
も
の
な
き
や
と

探
す
、
前
年
此
地
に
て
色
々
土
産
物

を
買
求
め
た
る
を
思
出
す
、

六
時
船
に
帰
り
泊
す
、

�

五
月
三
十
一
日
　
土
曜

【
欄
外
右
側
】

雨
【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

午
前
九
時
再
上
陸
平
塚
氏131

と
馬
車
に？

て？

博
物

館
に
趣
く
一
時
間
ほ
と
見
物
す
、

A 〔
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
〕

nuradhapra

132と
て
セ
イ
ロ
ン
島
（
コ
ロ
ン
ボ
よ
り
百
二
十

哩
）
の
紀
元
前
四
百
三
十
七
年
よ
り
紀
元
後
七
百
六
十
九
年

の
セ
イ
ロ
ン
島
の
最
も
古
く
最
も？

偉
大
な
り
し
旧
都

の
文
明
せ
る
遺
物
の
多
く
陳
列
さ
れ
た
る
を
見
る

ポ
ン
ペ
イ
の
如
く
全
く
ハ
イ
タ
イ
し
た
る
都
ら
し
く

紀
元
前
の
印
度
藝
術
の
発
達
せ
る
事
に
驚
く
ガ
ラ
ス
類

に
て
エ
シ
プ
ト
の
如
く
美
し
き
も
の
多
く
あ
り
、

其
他P 〔

ポ
ロ
ン
ナ
ル
ワ
〕

olonnaruw
a

133（769 -1319 a.D

）
の

佛
教
藝
術
品
な
と
の
遺
物
も
尠
か
ら
ず
、
午
後
三
時
迄
市

中
を
見
物
、

船
中
午
後
四
時
出
帆
の
予
定
な
る
も

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
同
盟
罷
業
の
た
め
此
地
に
て
水
炭
積
込
の
た

め
十
時
出
帆

�

六
月
一
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

昨
日
コ
ロ
ン
ボ

に
て

赤
茶
地
布
に

刺
繍
せ
る
幕

弐
枚
を
求
む

其
他
香
箱

な
と

【
本
文
欄
】

朝
来
ウ
ネ
リ
強
く
波
高
し
、

往
年
賀
茂
丸
乗
船
の
時
に
は
此

位
の
ウ
ネ
リ
は
さ
ほ
と
船
の
動
揺
を

催
せ
さ
り
し
と
思
し
に
此
の
船
は

船
の
丈
け
短
け
れ
は
に
や
前
後
へ
の

動
揺
な
か
〳
〵
に
烈
し
、

幸
に
天
晴
れ
て
風
割
合
に
涼
し

け
れ
は
船
暈
な
と
催
す
事

な
し
船
と
波
に
慣
れ
た
る
に
や

時
々
日
本
の
事
を
思
出
し
て

↖

131　

 

山
田
『
戦
後
の
欧
米
漫
遊
記
』（
前
掲
注
126
参

照
）
一
一
頁
の
記
述
、
お
よ
び
六
月
二
十
日
欄

に
「
平
塚
農
学
博
士
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
農

学
・
蚕
糸
学
者
の
平
塚
英
吉
（
ひ
ら
つ
か
・
え

い
き
ち
、
一
八
八
八

－

一
九
八
四
）
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

132　

 

ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
。
ス
リ
ラ
ン
カ
北
部
の
古
都
。

133　

 

ポ
ロ
ン
ナ
ル
ワ
。
ス
リ
ラ
ン
カ
中
部
の
古
都
で
、

十
一
〜
十
三
世
紀
は
首
都
で
あ
っ
た
。
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色
ゝ
の
事
を
考
ふ
、

�

六
月
二
日
　
月
曜
　
～
　
五
日
　
木
曜

【
六
月
二
日
欄
の
欄
外
右
側
】

シ
ヤ
ツ
一
、
縮
白
シ
ャ
ツ
一
、
靴
下
一
、
浴
衣
、
一
ネ
ル
ヅ

ホ
ン
一
、
ツ
メ
エ
リ
一
、
サ
ル
マ
タ
一

【
六
月
二
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

コ
ロ
ン
ボ
よ
り
ホ〔

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
〕

ー
ト
サ
イ
ド
迄
は
通
常
十
三
四
日
の
航

程
な
る
も
こ
の
強
き
向
風
と
荒
波
に
て
は
十
五
日

間
て
も
と
て
も
着
け
る
か
と
う
か
疑？

ら
し
く

風
位
左
舷
の
正
側
即
ち
斜
面
西
西
南
に
し
て

船
体
常
に
右
に
か
た
む
き
左
右
の
動
揺
な
き
も

前
後
の
揺
は
波
と
共
に
か
な
り
烈
し
く
時
に

下
甲
板
に
波
の
打
か
ふ
さ
る？

事
あ
り
ゴ
ル
フ
す

る
時
も
常
に
白
泡
よ
り
起
る
シ
ブ
キ
小
雨
の

如
く
降
り
来
り
て
衣
□
□
て
塩
気
に
て
じ

ト
〳
〵
と
し
て
気
持
あ
し

波
の
形
波
の
色
も
鮮
か
に
し
て
美
し
空
は

�

【
六
月
三
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

幸
に
毎
日
晴
れ
か
ち
に
て
雲
の
形
な
と
面

白
く
眺
め
ら
る
ゝ
も
の
珍
ら
し
か
ら
す
夜
は

空
の
星
光
鮮
明
に
て
若
月
の
光
さ
へ
美

し
く
静
か
に
荒
れ
狂
くマ

マ

波
を
輝
す
夕
も

あ
り
こ
の
大
洋
に
て
は
夕
陽
の
没
景
盛

烈
な
る
光
景
を
観
る
事
あ
る
も
毎
回
は

未
た
壮
な
る
夕
曛
を
見
る
入
夕
な
し

（
く
？
）、

思
は
ん
と
し
て
黙
す
も
遂
に
夢
に
入
る
事

あ
り
読
書
せ
ん
と
し
て
欧
書
な
と
出
せ
は

頭
重
く
な
り
来
り
て
不
快
を
感
せ
ら
れ
人
と

語
ら
む
と
す
も
相
手
少
な
く
殆
ん
と
ほ
ん
や
り
と

【
六
月
四
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

不
為
に
時
を
過
す
よ
り
外
な
し

時
に
過
去
向
後
の
上
に
就
き
考
へ
浮
ふ
事

も
尠
し
せ？

す

こ
れ
か
ら
自
分
の
仕
事
―
、
自
分
は
す
て
に
人
生
の

半
途
を
過
き
た
り
と
す
れ
ハ
今
残
る
半
途
の

路
は
愈
々
進
む
に
難
く
し
て
捉
へ
ん
と
す
る

對（
対
象
）照

は
高
く
や
ゝ
も
す
れ
ハ
精
力
感
情
の

衰
弱
を
来
す
事
な
き
や
と
愁
ふ
、

今
自
ら
の
歩
み
来
り
た
る
迄
の
余
は
比
較

易
々
た
る
も
の
な
り
し
或
は
誰
れ
に
て
も

出
来
得
べ
き
容
易
な
る
業
な
り
し
か？

【
六
月
五
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

こ
れ
よ
り
進
む
べ
く
否
進
ま
ね
は
な
るマ
マ

前
途
は

と
て
も
こ
れ
迄
の
自
分
の
全
体
て
は
及
も
つ
か

ぬ
ほ
と
遠
大
な
る
業
な
る
を
思
ふ
時
自
分
の

賎
弱
な
る
事
の
何
と
も
云
へ
ぬ
心
細
さ
を
起
す

の
み
、
偉
大
な
る
偉
大
な
ら
む
と
す
今
後

の
大
業
か
は
た
し
て
此
の
こ
れ
迄
の
不
肖
な
る

自
分
の
力
に
て
な
し
遂
け
得
ら
る
ゝ
て
あ
ら
ふ

か
自
分
は
自
分
の
價
値
を
考
へ
て
あ
ま
り
に

そ
れ
か
無
謀
な
望
み
て
ハ
な
い
か
と
躊
躇
すマ

マ

す
る
の
て
あ
る

↖
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�
六
月
六
日
　
金
曜
　（
記
入
な
し
）

�

六
月
七
日
　
土
曜

【
欄
外
上
側
】

昨
日
正
午
よ
り
本
正
午
迄
百
九
十
余
哩
航

【
予
記
・
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
〜
欄
外
下
側
〜
欄
外
右
側
】

コ
ロ
ン
ボ
を
出
て
よ
り
波
は
一
日
一
日
と

荒
く
風
は
暴
し
く
洋
水
茫
々
終
日
一
隻
の

す
れ
□
遇？

ふ
船
の
影
た
に
な
く
同
し
様
な
る
日
を
同？

し
様
な
る
事
を
し
て
其
日
〳
〵
を
暮
す
の
み
明
て
は

暮
れ
を
待
ち
暮
れ
て
ハ
明
を
待
の
み
の
楽
し

さ
、
昨
日
よ
り
も
今
日
の
風
は
朝
来
非
常
の
烈
し

さ
下
甲
板
に
時
々
打
揚
る
大
波
は
正
午
前
よ
り

上
甲
板
迄
に
も
越
揚
て
波
の
音
風
の
音
す
さ
ま
し

と
も
す
さ
ま
し
く
覆
布
の
大
ズ
ッ
ク134

の
太
綱
か

切
れ
る
や
ら
木
材
が
打
お
ら
れ
る
や
船
か
殆
と
右
舷

の
沈
む
様
に
か
た
む
く
や
ら
朝
食
昼
食
に
は
テ〔

テ
ー
ブ
ル
〕

ブ
ル

に
態
々
枠
を
用
ひ
る
迄
の
荒
方
な
り
正
午
過
ス
マ
ト
ラ
の
島

に
近
つ
き
て
風
漸
く
静
か
に
趣
き
し
も
夕
方
迄
に
は
又
其
勢

を盛
返
し
た
り
明
日
は
少
し
ハ
波
も

穏
か
に
な
る
頃
な
ら
む
と
船
員
の
か
た
る
を
聞
く

�

六
月
八
日
　
日
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

食
堂
に
枠
を
用
ひ
た
る
只
昨
日
の
み
な
り
し
も

今
日
も
波
浪
の
高
さ
な
か
〳
〵
に
衰
へ
来
ら
す

上
甲
板
に
打
越
す
回
数
尠
か
ら
す
、

船
に
弱
き
余
も
何
と
な
く
海
の
様
に
興
味

生
し
て
少
し
も
船
暈
を
催
す
事
な
く

終
日
デ
ッ
キ
に
在
り
少
し
は
読
書
さ
へ
試
る

事
あ
り
、

船
は
両
三
日
に
し
て
紅
海
に
入
る
べ
け
れ
は

洋
域
次
第
に
狭
り
来
た
れ
は
□
航
行
の
船

に
會
す
る
事
少
な
か
ら
ず
、

�

六
月
九
日
　
月
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

此
所
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
に
碇
泊
す
る
事
の
長
時

間
な
り
せ
ば
カ
イ
ロ
迄
陸
行
し
て
エ〔

エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト

遺
物
の
一
半
の
み
に
て
も
接
し
度
く
望
み
し
も

と
て
も
其
の
時
間
の
生
せ
さ
□

（
る
？
）事

船
員
の
語
ら
る

ゝ
に
余
は
明
□

（
後
？
）年

、
帰
朝
の
途
を
此
の
道
に
と
り

ポ〔
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
〕

ー
ト
サ
イ
ト
寄
港
し
て
一
月？

間？

位
此
地
に
遊
ふ

尚
印
度
に
上
陸
し
て
一
旬
或
は
半
月
を
彷

ひ
て
エ
シ
プ
ト
藝
術
と
印
度
藝
術
の
関
係

に
就
て
研
究
を
試
む？

に？

両
者
の
文
明
上
に
就
て

少
し
ハ
得
る
所
の
智
識
も
加
ら
む
□
と
思
起
し

ぬ
若
し
こ
れ
を
得
む
と
せ
ハ
幸
甚
な
る
と

亜
米
利
加
経
由
を
断
念
せ
さ
る
べ（

べ
か
ら
ず
）

か
す

↖

134　

 

帆
布
の
こ
と
。
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ア
デ
ン
は
イ
エ
メ
ン
南
部
の
港
湾
都
市
、
あ
る

い
は
ア
デ
ン
湾
の
こ
と
。
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バ
ブ
・
エ
ル
・
マ
ン
デ
ブ
海
峡
。
ア
デ
ン
湾
と

紅
海
と
を
分
け
る
海
峡
。
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六
月
十
四
日
分
の
日
記
は
、
六
月
十
四
日
欄
か

ら
六
月
十
三
日
欄
の
右
2/3
に
続
け
て
記
入
さ
れ

て
い
る
。

�

六
月
十
日
　
火
曜

【
欄
外
右
側
】

六
月
十
九
日
記

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

朝
来
少
は
波
浪
の
衰
へ
た
る
を
見
れ
と
尚
蒼
浪
の

高
き
を
見
る
、
正
午
に
近
く
過
き
船
は
ア
デ
ン135

の

沖
近
く
過
ぐ
夕
方
に
入
り
て
波
は
次
第
に
勢
失
し

来
る
、
夜
バ〔

バ
ブ
・
エ
ル
・
マ
ン
デ
ブ
〕

ベ
ル
マ
ン
デ
ブ
海
峡136

を
過
き
て
愈

紅
海
に
入
る
、

印
度
洋
は
今
貿
易
風
の
期
に
て
今
回
の
如
く

往
々
烈
ゲ
キ
浪
の
海
と
化
す
る
事
あ
る
も
多
く
は

普
通
只
風
に
向
て
進
む
の
み
に
て
却
て
暑
熱

烈
し
か
ら
す
こ
れ
に
反
し
て
紅
海
は
風
絶
へ
て
両
岸

沙
漠
の
熱
気
に
苦
し
ま
さ
れ
は
過
き
る
を
得
す
、

然
し
地
中
海
へ
入
る
迄
僅
か
数
日
な
る
の
み

�

六
月
十
一
日
　
水
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

暑
き
思
寒
き
思
は
旅
の
興
な
ら
む
波
の
荒
る
も

静
か
な
る
も
亦
旅
の
思
出
た
ら
む
の
み
、
此
回
の
印

度
の
ゲ
キ
浪
も
か
つ
て
な
き
荒
海
の
旅
の
味
を

覚
へ
て
思
出
深
か
ら
む
、

紅
海
の
暑
熱
は
覚
悟
の
程
な
り
し
も
印
度

洋
の
暴
風
の
□
影
響
を
受
け
て
か
紅
海

上
常
に
涼
々
た
る
向
風
に
會
し
て
ス〔

ス
エ
ズ
〕

エ
ス
通

過
迄
殆
と
毎
日
心
地
よ
き
ほ
と
の
涼
し
き

日
の
み
送
り
、
印
度
洋
の
浪
に
苦
し
め
ら
れ
し

不
快
な
る
心
地
も
紅
海
に
入
り
て
ハ
全
く
愉
快

な
る
船
旅
を
洋
上
に
楽
し
む
の
み
、

�

六
月
十
二
日
　
木
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

数
日
後
ポ〔

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
〕

ー
ト
サ
イ
ト
に
寄
港
す
れ
ハ
そ
れ
に
て
ロ
ン

ド
ン
迄
は
寄
港
の
港
も
な
く
最
終
の
物
珍
ら
し

き
上
陸
を
楽
し
む
事
尠
か
ら
す
、

少
し
は
エ
ジ
プ
□
ト
紀
念
の
珍
物
て
も
□
聞？

く
も
の

あ
り
や
な
と
考
ふ
事
時
ゝ
、

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
に
投
函
す
べ
く
書
信
を
数
通

か
く
暑
熱
あ
ま
り
に
烈
し
か
ら
さ
れ
は
気
分

も
引
し
ま
り
来
り
て
読
書
す
る
の
も
興
味

多
し
、

日
本
出
発
以
来
非
常
に
時
の
経
過
き
た
る
心
地

す
、

�

六
月
十
三
日
　
金
曜
　（
記
入
な
し
）

�

六
月
十
四
日
　
土
曜137

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
・
欄
外
右
側
】

午
前
早
起
す
て
に
遥
に
右
方
両
舷
に
当
り
て
遥
に
山
影
を
見

る
両
岸
次
第
に
近
つ
き
来
り
て

山
質
土
砂
□
粘
岩
に
し
て
一
つ
の
青
草
緑
樹
を
見
す
、

茫
々
連
々
た
る
山
脈
廣
く
つ
ゝ
き
て
てマ

マ

遠
き
□
所

空
に
連（

連
な
る
）

ら
る
を
思
ふ
、

↖
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昼
す
き
ス
エ
ズ
港
を
遠
望
す
る
を
得
港
外
に

投
錨？

す
れ
は
市
街
近
く
、
碇
泊
す
る
船
数
隻
、

土
人
の
土
産
物
な
と
持
込
て
客
を
求
む
る
あ
れ
と

大
低
買
求
む
る
ほ
と
の
も
の
な
し
、

午
後
四
時
出
帆
な
り
し
の
事
、
□
荷
揚
な
と
の

都
合
に
て
、
午
後
八
時
、
満
月
の
運
河
の
水
に

影
す
頃
途（

徐
々
）々

船
は
河
口
に
進
む

【
六
月
十
三
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
欄
・
予
記
・
本
文
欄
（
右
²⁄₃
）】

船
は
夕
食
後
前
除（

徐
々
）々

と
し
ス
エ
ズ
運
河
に
入
る
河
口
市

街
の
傍
に
多
く
の
天
幕
を
張
り
た
る
野（

野
営
）衛

の
軍

隊
を
見
る
、

運
河
は
十
五
夜
の
満
月
静
く
曻
り
て
茫
々
た
る

半
砂
の
漠
野
東
空
は
月
に
光
り
りマ

マ

て
西
空

は
尚
紅
に
染
み
残
り
て
高
く
清
光
の
星
は

輝
く
、

�

六
月
十
五
日
　
日
曜138

【
六
月
十
五
日
欄
の
欄
外
右
側
】

六
月
□
十
三
日
の
欄
に
記
入

【
六
月
十
五
日
欄
の
欄
外
上
側
】

□発
信
、

青
の
、

自
宅
、

大
原
、

柳
井
、

ハ
カ
キ

二
ダ
ー
ス

【
六
月
十
三
日
欄
の
予
記
・
本
文
欄
（
左
¹⁄₃
）
〜
欄
外
左
側
】

早
起
す
れ
は
両
岸
高
く
堤
只
一
つ
の
見
る
べ
き
物
象

な
し
、
船
は
進
み
て
□
左
舷
に
見
る
停
車
場
に
近
つ
く

頃
よ
り
両
岸
限
り
な
く
廣
く？

敷
れ
た
る
野
衛
の
兵

阽（
站
）を

見
る
こ
れ
欧
乱
の
残
影
に
し
て
尚
数
多
千
の
陣
影

は
当
時
の
ま
ゝ
□
□
備
を
守
る
、マ

マ
あ
り
、

八
時
過
ぎ
□
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
の
町
か
け
眼
界
に
入
る
、

【
六
月
十
五
日
欄
の
予
記
・
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

午
前
九
時
余
、
ポ〔

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
〕

ー
ト
セ
ツ
ド
に
着

投
錨
、
直
に
上
陸
、
此
地
は
別？

に
訪
観

す
べ
き
地
も
な
け
れ
は
同
船
の
諸
氏
と
共

に
廣
く
も
な
き
市
中
を
往
復
し
て

各
土
産
物
な
と
を
賣
る
商
店
に
立
寄
り
種
々
の
買

物
を
試
み
ん
と
す
る
も
先
年
余
の
訪
れ
た
る
期
に
比
し

て
物
價
の
非
常
に
高
價
な
る
□
一
驚
す
、
午
後
、

六
時
出
帆
の
事
な
れ
は
、
と
て
一
同
と
五
時
過
帰
船
す
、

エ〔
エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト
の
寶
玉
遺
物
な
と
の
発
掘
品
に
模
し
た
る
珍

ら
し
き
小
品
多
々
あ
り
、
布
及
金
箱
、
石
な
と
買
求

め
て
帰
る
、
カ
イ
ロ
辺
に
て
至
れ
は
何
か
面
白
き
品
も
見

出
し
得
る
な
ら
む
か

�

六
月
十
六
日
　
月
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
は
昨
夜
七
時
過
出
帆
海
上
小
波
を
見
る
の
み

の
静
か
さ
愈
々
船
は
地
中
海
に
入
り
ぬ
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六
月
十
五
日
分
の
日
記
は
、
六
月
十
三
日
欄
の

左
1/3
か
ら
六
月
十
五
日
欄
に
続
け
て
記
入
さ
れ

て
い
る
。
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四
方
茫
々
た
る
大
洋
な
れ
と
印
度
洋

な
と
に
比
し
き

（
て
？
）何

時
と
な
く
な
つ
か
し
き

心
地
し
て
海
の
色
も
空
の
色
も
夏
の
色
光
も

何
と
な
く
優
れ
て
観
ゆ
、

地
中
海
に
入
れ
は
行
□
手
遥
に
見
渡
す
事

も
得
さ
れ
と
も
、
神
話
期
の
名
残
の
所
多
く

限
り
な
き
空
の
彼
方
に
隠
れ
て
見
へ
め（

ぬ
）も

何
と

な
く
身
の
か
つ
て
黄
金
時
代
の
物
話（

語
）に

加？

り

た
る
心
地
す
、
気
温
は
昨
日
よ
り
も
一
層
下
降

暑
を
感
せ
ず

�

六
月
十
七
日
　
火
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

昨
日
は
ギ
リ
シ
ヤ
の
沖
を
航
行
す
此
船
の
マ
ル
セ

ー
ユ
に
寄
港
せ
さ
れ
は
亜〔

ア
フ
リ
カ
〕

非
利
加
の
方
岸
近
く
地
中

海
の
南
方
を
行
く
此
日
終
日
□
一
つ
の
島
か
け

一
隻
の
船
体
を
見
す　

只
坦
々
た
る
水
の
上
を
船
は

か
ろ
き
風
に
迎
へ
ら
れ
て
軽
く
行
く
の
み
、

外
気
、
冷
気
を
加
へ
来
れ
は
船
客
の
デ
ッ
キ
に

出
つ
る
人
次
第
に
少
な
く
な
り
て
殆
と
半
日
は
船

室
に
話
合
ふ
様
に
な
る

ロ
ン
ド
ン
上
陸
及
入
国
手
続
な
と
な
か
〳
〵
に
面
倒
ら
し

く
再
ひ
佛
国
へ
の
入
国
手
続
な
と
の
事
な
と
思
出
し

て
少
々
嫌
な
思
を
起
す
、

�

六
月
十
八
日
　
水
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

朝
来
冷
風
漂
々
と
し
て
起
る
も
そ
は
只
船
航
の
速
力
に
よ
り

て生
す
る
空
気
の
抵
抗
の
み
、
海
波
一
つ
の
起
る
な
く
見
渡
す

限
り
洋
々
た
る
緑
藍
の
水
面
の
み
昨
日
以
来
気
温
は

と
み
に
下
降
し
て
七
十
余
度
と
な
る
、
白
衣
の
装
を

更
へ
て
チ〔

チ
ョ
ッ
キ
〕

ヨ
キ
さ
へ
も
着
す
る
を
要
す
、
両
三
日
前

よ
り
少
し
喉
を
痛
め
て
気
分
悪
し
か
り
し
□
□
□
も

今
日
頃
全
く
快
□
□
に
帰
す
、
上
甲
板
の
籐
椅
子
に

よ
る？

は
已
に
寒
冷
を
感
し
る
位
に
し
て
殆
と

下
甲
板
に
て
ゴ
ル
フ
を
な
す
の
外
は
船
室
に
諸
氏
と
談

笑
す
る
の
み
、
最
早
や
ロ
ン
ド
ン
迄
は
旬
日
と
せ
ま

り
来
る
上
陸
の
事
な
と
思
出
て
ゝ
面
倒
な
□
□
事
と

想
像
す
、

�

六
月
十
九
日
　
木
曜
　
～
　
二
十
一
日
　
土
曜

【
六
月
十
九
日
欄
の
欄
外
右
側
】

二
十

【
六
月
十
九
日
欄
の
外
上
側
】

二
十
二
日
記

【
六
月
十
九
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

地
中
海
の
波
は
実
に
静
雅
に
し
て
毎
日
只
船
中

に
在
る
を
忘
れ
て
全
く
陸
上
の
生
活
に
在
る
か
如
し

印
度
洋
の
旅
を
思
出
し
て
ハ
実
に
快
味
限
り
な
し

朝
に
多？

く？

床
を
起
き
出
て
、
甲
板
に
登
る
も
涼
気

を
感
す
る
位
に
て
最
早
白
服
の
用
な
き
事
と

な
り
ぬ　

船
客
の
持
合
せ
の
書
籍
な
と
借
読

み
て
時
を
過
す
、

↖
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此
頃
は
一
日
中
比
較
的
多
く
の
時
間
船
室
に

在
り
て
同
室
の
人
と
□
語
合
ふ
事
あ
り
夜
な
と

他
室
の
人
々
も
加
り
て
毎
夜
を
深
ふ
す
る
事

例
と
な
り
ぬ
、
同
室
の
人
々
は
山
田
国
民
記
者
と

【
六
月
二
十
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

東
京
御
木
本
真（

真
珠
）球

の
加
藤
虎
之
助
氏
と
コ
ロ
ン

ボ
に
て
青
野
氏
と
入
更
り
て
乗
船
さ
れ
た
る

西
村
氏
（
江
商
々
會
重
役
と
か
）139

、

各
語
合
ふ
話
題
は
各
方
面
に
渡
り
た
る

も
の
な
れ
と
多
く
時
の
過
き
る
を
悦
ふ
様
の

談
合
の
み
、

他
室
よ
り
来
る
人
に
平
塚
農
学
博
士
と

□
小
笠
原
子
爵
あ
り
各
年
若
く

ロ
ン
ド
ン
留
学
の
士
な
り
、

其
他
海
軍
主
計
の
二
村
光
三
氏140

も
あ
り

山
田
氏
を
大
低（

抵
）中

心
と
し
て
話
し
は
湧
き
出
て
ゝ

【
六
月
二
十
一
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

時
に
生
欲
上
の
問
題
に
走
る
事
尠
か
ら
ず

山
田
氏
と
し
て
ハ
多
く
政
治
を
語
ら
る
も

余
と
し
て
ハ
多
く
の
興
味
を
持
す
不
能

其
他
西
村
氏
の
珍
話
を
語
る
事
あ
る

外
総
て
残
り
の
諸
氏
は
寡
言
な
り
、

あ
ま
り
に
海
の
静
穏
に
つ
ゝ
き
け
れ
は
旅
の
日
数
の

経
重
な
る
も
意
と
す
所？

な
く
尚
一
ヶ
月
は

こ
ん
な
旅
な
れ
は
続
け
て
興
あ
あ
き
来
る

様
の
事
な
か
ら
む
と
思
ふ
し
か
し

ビ
ス
ケ
ー
の
海
を
思
出
せ
ば
想
像
せ
は
ロ（

ロ
ンン

ドド
ン
）の

着
港
を
楽
し
む
も
の
な
ら
む
と
思
ふ

�

六
月
二
十
二
日
　
日
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

正
午
後
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
の
頭
南
島
形

を
右
舷
遥
に
望
む
全
山
要
塞
の
完

備
□
現
る
、
地
中
海
を
出
れ
は
潮
流
加
り
て

風
な
き
も
□
波
起
る
様
の
心
地
す

風
は
地
中
海
以
来
殆
と
同
し
追
手
な
り

タ
リ
フ
ァ141

の
辺
は
岸
に
近
く
航
行
せ
る
た
め

市
街
城
砦
の
様
接
見
す
る
を
得
、

午
後
船
は
次
第
に
少
し
つ
ゝ
の
動
揺
を

加
へ
来
り
め（

ぬ
）、

ト〔
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
〕

ラ
フ
ル
ガ
ー

142を
過
き
て
、
大
西

洋
の
波
に
揺
ら
れ
て
船
は
夕
空
照
の
空
を

追
ふ
て
西
北
に
走
る
、

【
欄
外
左
側
】

此
の
日
頃
一
日
三
百
哩
の
航
程
数
度
あ
り
、

�

六
月
二
十
三
日
　
月
曜
　
～
二
十
四
日
　
火
曜

【
六
月
二
十
三
日
欄
の
欄
外
上
側
】

七
月

十
一
日
追

記
【
六
月
二
十
三
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

船
は
愈
ビ
ス
ケ
ー
湾
の
航
路
に
入
る
風
浪
の
益
し
来
り

て
再
應
印
度
洋
の
荒
し
を
偲
は
し
め
来
ら
む
と

す
、
ビ
ス
ケ
ー
湾
に
入
り
て
よ
り
往
来
の
船
舶

139　

 

江
商
株
式
会
社
の
西
村
磯
右
衛
門
。
児
島
の
住

所
録
に
名
前
が
あ
り
、
山
田
『
戦
後
の
欧
米
漫

遊
記
』（
前
掲
注
126
参
照
）
五
一
頁
で
も
氏
名
が

確
認
で
き
る
。
同
書
に
は
、
江
商
の
中
尾
優
も

西
村
と
と
も
に
乗
船
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。

140　

 

山
田
『
戦
後
の
欧
米
漫
遊
記
』（
前
掲
注
126
参

照
）
に
は
「
二
村
海
軍
主
計
少
監
」
と
あ
る
。

141　

 

タ
リ
フ
ァ
。
イ
ベ
リ
ア
半
島
最
南
端
部
、
ジ
ブ

ラ
ル
タ
ル
海
峡
に
面
す
る
町
。

142　

 

ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
岬
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
西

端
の
岬
。
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143　

 

六
月
二
十
日
欄
参
照
。

に
會
遇
す
る
も
の
多
く
欧
州
近
き
旅
を
思
は

し
め
来
る

長
か
り
し
航
海
も
後
数
日
に
て
終
ら
む
と
す
日
本
出

発
の
時
数
多
用
意
せ
し
写
生
道
具
も
何
の

用
を
も
成
さ
す
全
く
呑
気
な
る
間
に
弐
ヶ
月
を
終

り
た
る
事
を
残
念
に
堪
へ
さ
る
も
せ
ん
方
な
し

幸
に
船
旅
の
平
安
な
り
し
事
を
思
へ
は
こ
の
二
ヶ
月

の
取
戻
し
は
着
欧
後
奮
闘
す
れ
は
□
差
引

【
六
月
二
十
四
日
欄
の
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

の
就
さ
る
事
も
あ
ら
さ
る
べ
し

明
後
日
は
或
は
ロ
ン
ド
ン
に
着
港
す
べ
き
や
も

不
計
と
の
事
な
り
し
も　

昨
日
よ
り
向
風
の

度
加
り
来
り
た
れ
は
先
日
中
三
百
哩
も
航

せ
し
も
の
か
や
つ
と
弐
百
五
十
哩
位
よ
り
進
む
事

不
能
と
の
□
な
れ
は
と
て
も
廿
六
日
に
着
港

は
不
可
能
な
ら
む
一
通
ト
ラ
ン
ク
な
と
整
理

す
る
必
要
も
あ
れ
は
室
の
荷
物
の
か
た
づ
け

及Bagage room
e

の
ト
ラ
ン
ク
を
引
出
し
て

荷
物
の
詰
更
を
な
す

�

六
月
二
十
五
日
　
水
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

昨
日
よ
り
波
は
如
何
程
か
静
ま
り
た
る
様
な
れ
と
も

風
も
尚
衰
へ
す
船
の
進
航
例
日
の
如
し
、

船
中
常
に
無
聊
に
苦
し
む
も
如
何
と
も
な
す
事

な
く
、
読
書
せ
ん
に
も
面
倒
な
る
書
籍
を
手
に

す
る
事
不
能
、
船
中
誰
彼
れ
の
読
さ
し
の

小
説
単
本
な
と
手
に
ま
か
せ
て
読
破
す
る
の
み

コ
ロ
ン
ボ
よ
り
乗
船
の
西
村
氏
河
原
賀
市
君

の
知
人
な
り
と
云
ふ143

夕
食
に
砕
ふ
て
な
か
〳
〵

滑
稽
を
演
せ
ら
る
ゝ
事
あ
り

明
日
の
昼
頃
迄
に
は
ビ
ス
ケ
ー
湾
も
通
過
す
べ
け

れ
は
船
の
味
も
覚
ゆ
る
事
は
今
日
明

（
明
日
）の

み
□
と
な
る

�

六
月
二
十
六
日
　
木
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

愈
明
日
中
に
は
英
国
に
上
陸
出
来
得
べ
し
何
と

な
く
重
荷
の
下
り
た
る
様
の
気
持
す
、

�

六
月
二
十
七
日
　
金
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

早
朝
よ
り
右
舷
に
遥
か
佛
国
の
陸
平

の
見
ゆ
、
こ
れ
或
は
ノ〔

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
〕

ル
マ
ン
デ
ー
の
辺
な
ら
む
か
、

正
午
頃
に
入
り
て
船
の
進
む
に
従
ひ
左
方
に

英
国
の
陸
を
眺
め
て
ド
ー
バ
ー
を
過
き
て
よ

り
船
は
進
て
ド
ー
バ
ー
テ
ー
ム
ズ
に
入
り
ぬ
、

午
後
六
時
頃
サ〔

サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
〕

ウ
ザ
ン
プ
ト
ン
の
岸
に
着
此
所

に
て
旅
券
の
検
査
及
、
荷
物
の
検
査
を
終

り
上
陸
、
八
時
ロ
ン
ド
ン
に
向
ふ
べ
き
特
別

列
車
あ
り
て
こ
れ
に
乗
し
て
一
時
間
余
に
し
て
ロ〔

ロ
ンン

トド
ン
〕ン

、
サ〔

セ

ン

ト

・

パ

ン

ク

ラ

ス

〕

ン
ト
パ
ン
□
□
ク
□
ラ
ス
停
車
場
に
着
一
行
と

と
き
わ
料
理
店
に
到
り
て
夕
食
を
な
し
夜
晩
く

イ〔
ユ
ー
ス
ト
ン
・
ロ
ー
ド
〕

ウ
ス
ト
ン
ロ
ー
ド
の
オ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル
に
投
宿
す
、

�

（B
a

g
g

a
g

e
 r

o
o

m

）
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六
月
二
十
八
日
　
土
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

木
村144

山
田
小（

小
笠
原
）笠の

両
三
氏
と
共
に
同
道
正
金145

に
至
る
、
日

本
よ
り
の
為
替
金
五
〇
〇
受
取
、
後
一
行
と

同
道
、
佛
国
領
事
館
に
旅
券
証
明
を

受
く
後
、
ロ
ー
ヤ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
を
観
る
、

前
回
の
時
か
つ
て
見
を
得
さ
り
し
か
想
像
通

り
殆
と
見
る
べ
き
も
の
な
し
サ
ン
ジ
ヤ
ン
か
描

き
し
戦
士
の
図
も
何
の
價
値
な
く
ブ
ラ
ン

キ
グ
イ
ン146

の
出
品
な
き
は
非
常
に
物
足
な
き

心
地
す
、
夜
は
早
々
宿
に
帰
り
て
床
に

就
く

此
日
午
後
四
時
過
ベ
ル
サ
イ
ユ
に
て
平
和
條
約
調
印
済
と

な
れ
り
と
の
号
外
出
づ

�

六
月
二
十
九
日
　
日
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

午
前
一
人
に
て
ナ〔

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〕

シ
ヨ
ナ
ル
ガ
ラ
リ
ー
に
参

観
す
、
午
後
、
セ〔

セ
ン
ト
・
パ
ン
ク
ラ
ス
〕

ン
ト
パ
ン
カ
ー
ル
停
車

場
に
来？

り
預
置
き
の
ト
ラ
ン
ク
を
宿
に
引

取
る
、

木
村
氏
と
明
日
佛
国
に
向
て
同
行
を
約
し

ウ〔
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
〕

オ
タ
ロ
ー
停
車
場
に
至
り
て
切
符
を
求

む
。
ド
ー
バ
カ
レ
ー
の
線
も
、
フ〔

フ
ォ
ー
ク
ス
ト
ー
ン
〕

オ
ク
ス
ト
ン
、
ブ〔

ブ
ー
ロ
ーロ

ンニ
ュ
〕ヌ
の
線
も
公
用
の
人
の
み
に
限
ら
れ
旅
行
し

得
る
も
一
般
は
サ〔

サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
〕

ブ
サ
ン
プ
ト
ン
、
ハ〔

ル
・
ア
ー
ヴ
ル
〕

ー
ブ
ル
の
線

を
過
る
よ
り
の
外
な
し
、

夕
食
を
と
き
わ
に
来
り
、
山
田
、
小
笠
原
、
西
村
中？

尾？
147

木
村
の
諸
氏
と
会
食
す
、

 

六
月
三
十
日
　
月
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

朝
ピ
カ
デ
リ
ー
に
近
き
骨
董
店
に
至
り

ガ
ラ
ス
瓶
と
ペ
ル
シ
ヤ
の
皿
の
破
片
を
求
む
、

午
後
ブ〔

ブ

リ

テ

ィ

ッ

シ

ュ
・
ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

〕

リ
テ
イ
シ
ユ
、
□
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
を
参

観
す
、

午
後
七
時
ウ〔

ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
〕

オ
タ
ロ
ー
停
車
場
発
サ〔

サ
ウ
サ

ブ
サ

ンン
プ
ト
ン
〕

プ
ト
ン
に
着
し
た
る
は
九
時
過
な
り
此
所

に
て
も
旅
券
の
検
非
常
に
面
倒
な
り

十
一
時
□
発
船
佛
地
に
向
ふ

 

七
月
一
日
　
火
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

早
起
す
れ
ば
已
に
船
は
陸
地
の
近
□
て
あ
り

こ
れ
ハ〔

ル
・
ア
ー
ヴ
ル
〕

ー
ブ
ル
の
港
外
な
り

七
時
着
港
又
旅
券
の
検
査
要
し
て

九
時
発
車
、
午
後
一
時
少
し
過
き
巴
里

着
、

ブ
ル
バ
ー
ル
ク
リ
シ
ー
の
諏
訪
と
云
ふ
日
本

人
の
経
営
せ
る
ホ
テ
ル148

に
今
夜
不
取
一
泊
す
る
事

と
な
す
、
木
村
氏
同
□
木
村
氏
は
ハ〔

ル
・
ア
ー
ヴ
ル
〕

ー
ブ
ル

に
て
一
泊
、「
昼
食
を
終
へ
て
直
に
グ
ラ
ン
パ
レ
ー

に
趣
く
に
尚
サ
ロ
ン
は
昨
日
迄
に
閉
場
せ
す
し

て
来
る
日
曜
日
迄
日
延
な
り
と
云
ふ
何
た
る
至
幸
！

〔
ド
ー
バ
ー
‐
カ
レ
ー
〕

〔B
oulevard de C

licy 
ク
リ
シ
ー
大
通
〕

144　

 

木
村
半
蔵
。
児
島
の
住
所
録
に
名
前
が
あ
り
、

山
田
『
戦
後
の
欧
米
漫
遊
記
』（
前
掲
注
126
参

照
）
一
五
頁
で
も
氏
名
が
確
認
で
き
る
。

145　

 

横
浜
正
金
銀
行
の
こ
と
。

146　

 

フ
ラ
ン
ク
・
ブ
ラ
ン
グィン
（Frank Brangw

yn, 

一
八
六
七

－

一
九
五
六
）。
イ
ギ
リ
ス
の
画
家
。

147　

 

江
商
株
式
会
社
の
中
尾
優
で
あ
ろ
う
。
前
掲
注

139
参
照
。

148　

 

諏
訪
ホ
テ
ル
の
こ
と
。
諏
訪
秀
三
郎
が
ク
リ
シ

ー
大
通
で
営
ん
で
い
た
ホ
テ
ル
。
着
仏
間
も
な

い
日
本
人
客
が
多
く
利
用
し
た
。
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149　

 

第
一
次
世
界
大
戦
中
よ
り
閉
室
さ
れ
た
ま
ま
で

あ
る
と
い
う
こ
と
。

150　

 

エ
ド
ガ
ー
・
ド
ガ
（Edgar D

egas, 

一
八
三
四

－

一
九
一
七
）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

151　

 

山
田
芳
三
郎
か
。
児
島
の
住
所
録
に
名
前
が
あ

り
、
ロ
ン
ド
ン
の
高
田
商
会
の
関
係
者
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
大
原
孫
三
郎
傳
刊
行
会
編

『
大
原
孫
三
郎
傳
』（
大
原
孫
三
郎
傳
刊
行
会
、

一
九
八
三
年
）
七
五
頁
に
も
同
じ
名
前
が
見
え
、

明
治
四
十
五
年
に
倉
敷
紡
績
に
入
社
し
た
と
さ

れ
て
い
る
。

152　

 

欄
外
上
側
に
鉛
筆
に
て
「
青
山
熊
治
」
と
の
書

き
込
み
が
あ
る
が
、
児
島
の
筆
跡
で
は
な
い
。

153　

 

セ
ー
ヴ
ル
陶
磁
器
美
術
館
か
。

154　

 

青
山
熊
治
（
あ
お
や
ま
・
く
ま
じ
、
一
八
八
六

－

一
九
三
二
）。
洋
画
家
。

夕
方
パ（

パ
ン
テ
オ
ン
）

ン
テ
オ
の
傍
に
宿
を
求
見
当
る

 

七
月
二
日
　
水
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

朝
ガ
ー
ル
サ
ナ
ザ
ル
の
荷
物
を
自
働
車
に
積

み
て Place Pantheon
のH

otel D
es Grands

H
om

m
es

に
運
ぶ
先
ず
一
ヶ
月
滞
在
の
約
を

終
ゆ
、

午
後
諏
訪
ホ
テ
ル
の
小
荷
物
を
運
ひ
て

愈
々
巴
里
の
客
と
な
り
た
る
気
持
す
、

午
二
時
過
大
使
館
に
趣
く
何
れ
へ
も
小
生
へ
の

通
信
来
り
居
ら
す
聊
か
悲
観
の
感
を
生
す
、

 

七
月
三
日
　
木
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

午
前
ル〔

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
〕

ー
ブ
ル
参
観
絵
画
の
室
は
殆
と

尚
閉
さ
れ
て149

見
る
も
の
な
し

午
後
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
美
術
館
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
こ
れ
も
同
前
只？

彫
刻
の
み
参
観
せ
ら
る
ゝ
の
み

ル〔
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
の
園
何
時
見
て
も
美
し

と
も
美
し

余
の
求
め
し
室
は
パ
ン
テ
オ
ン
の
右
側
に
し
て

三
階
の
前
室
な
れ
は
パ
ン
テ
オ
ン
と
前
の
廣

場
の
眺
望
よ
く
日
没
の
夕
照
堂
上
の

圓
柱
の
辨
に
輝
く
頃
日
本
て
見
ら
れ
ぬ
偉

大
な
る
感
じ
す

�

七
月
四
日
　
金
曜

【
天
気
・
寒
暖
・
予
記
・
本
文
欄
】

朝
ベ〔

ベ
ル
ネ
ー
ム
＝
ジ
ュ
ヌ
画
廊
〕

ル
ネ
ヘ
イ
ム
ジ
ヤ
ン
及
、
シ〔

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

ヨ
ウ
じ

ププ
テ
ィ
画
廊
〕

チ
に
趣
く　

ジ〔
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
プ
テ
ィ
画
廊
〕

ョ
ー
シ
プ
チ
に
て
ド
カ150

の

デ
ッ
サ
ン
の
入
札
あ
り
高
價
な
る
に
驚
く

�

七
月
五
日
　
土
曜

【
欄
外
右
側
】

発
信　

小
林
、
青
の
、
自
宅
、
山
田
芳151

�

七
月
六
日
　
日
曜152

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
・
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

午
前
十
時
朝
の
カ
ッ
フ
ェ
を
終
へ
て
セ
ー
ブ
ル
に

趣
く
べ
く
ポ
ン
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
迄
出
か
け
た
る
も

開
戦
後
渡
止
と
な
り
た
る
や
川
蒸
気
の
停
船
場
に
は

人
影
も
な
し
乗
合
船
は
向
岸
に
撃（

繋
）か

れ
て？

古
ひ
て
観

ゆ
電
車
に
て
正
午
前
セ
ー
ブ
ル
の
桟
橋
畔
の
カ
ッ
フ
ェ
に

て
昼
食
を
済
し
陶
磁
器
の
ミ
ュ
ー

ゼ153

に
趣
く
、
此
所
に
も
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ヤ
、
ロ〔

ロ
ー
マ
〕

ー
マ
ン

の古
代
の
陶
器
多
く
列
せ
ら
る
、
ペ
ル
シ
ヤ
の
も
の
に
も
見　

る
べ
き
も
の
あ
り
、
日
曜
日
な
り
し
た
め
工
場
は
休
業

一
度
ジ
ャ
ル
ダ
ン
プ
ラ
ン
ト
迄
帰
り
た
る
も
此
所
ミ
ュ
ー
ゼ

閉
館
再
び
セ〔

セ
ー
ヌ
〕ンの

岸
リ
ユ
ー
ド
テ
ヤ
ー
ト
ル
に
青
山
君154

の
宿

を

〔Gare Saint- Lazare 

サ
ン
＝
ラ
ザ
ー
ル
駅
〕

〔Place du Panthéon 

パ
ン
テ
オ
ン
広
場
〕

↖

〔Jardin des P
lantes 

植
物
園
〕

〔Rue du T
héâtre 

テ
ア
ト
ル
通
〕

↖
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訪
ふ
同
氏
不
在
夕
食
後
滞
室

�

七
月
七
日
　
月
曜

【
天
気
欄
】

　

晴
【
本
文
欄
】

昨
日
山
田
西
村
の
一
行
、
巴
里
着
夕
方

小
生
を
訪
問
さ
れ
し
も
小
生
不
在
な
り
し

た
め
名
刺
を
残
し
て
今
朝
早
く
是
非

案
内
に
来
て
呉
れ
と
の
事
ス〔

諏
訪
ホ
テ
ル
〕

ワ
ホ
テ
ル

に
趣
き
午
後
よ
り
、
オ〔

オ
ペ
ラ
座
〕

ペ
ラ
の
附
近
を

をマ
マ

う
ろ
つ
き
夜
リ
ッ
セ
の
日
本
飯
屋

に
す
き
焼
に
趣
く
、

夜
オ〔

オ
ラ
ン
ピ
ア
劇
場
〕

リ
ピ
ヤ
を
観
る

�

七
月
八
日
　
火
曜

【
天
気
】

　

小
雨

【
本
文
欄
】

朝
ル
ー
ブ
ル
及
ル〔

ル

ー

ヴ

ル

百

貨

店

〕

ー
ブ
ル
マ
カ
ザ
ン

に
よ
る
、
午
後
ル〔

ル

ー

ヴ

ル

美

術

館

〕

ー
ブ
ル
ミ
ュ
ー
ゼ

を
観
る
、
夜
日
本
飯
屋
に
ス
キ

焼
を
會
食
す

今
日
も
案
内
し
て
方
々
を
馳

廻
る
、

�

七
月
九
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

午
前
十
時
半
山
田
、
西
村
、
中
尾
氏
と

共
に
ベ
ル
サ
イ
ユ
に
行
く
午
前

中
庭
園
に
遊
び
午
後
大
小
の

ト〔
ト
リ
ア
ノ
ン
〕

リ
オ
ノ
を
見
、
後
宮
殿
の
各

室
を
観
る
、
平
和
調
印
の
さ
れ

た
る
鏡
の
室
を
見
る
、

夕
方
パ
リ
に
電
車
に
て
返
る
、

又
日
本
飯
屋
に
趣
く
、
今
夜
オ
ペ
ラ

に
趣
く
筈
な
り
し
も
一
行
の
労
れ

尠
な
か
ら
す
し
て
中
止
す
、

�

七
月
十
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

ラ
モ
レ
ル
に
趣
き
て
金
山
君
よ
り
依
頼

の
ト〔

画
布
〕

ワ
ル
の
件
を
傳
へ
る
、

午
後
久
し
振
り
に
て
湯
に
浴
し

夕
方
食
事
後
早
く
床
に

就
く

此
頃
日
脚
な
か
く
し
て
九
時
半
な
ら
て

は
點
燈
す
る
の
必
要
な
く
大
低（

抵
）毎？

夜
十
二
時
を
過
き
一
時
に
近
つ
く
頃

就
床
す
る
を
慣
と
す
、

朝
は
八
時
頃
起
床
朝
の
シ
ヨ
コ
ラ

大
低（

抵
）十

時
前
後
と
な
る

�
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155　

 

ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
モ
ロ
ー
（Gustave M

oreau, 

一
八
二
六

－

一
八
九
八
）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

156　

 

欄
外
右
側
に
「
リ
ユ
ー
ド
チ
ャ
ー
ト
ル
」、
欄
外

上
側
に
「
都
鳥
（
ト
ト
リ
）
英
喜　

広
瀬
勝
平
」

と
の
鉛
筆
で
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
児
島
の
筆

跡
で
は
な
い
。

157　

 

都
鳥
英
喜
（
と
と
り
・
え
い
き
、
一
八
七
三

－

一
九
四
三
）。
洋
画
家
。

158　

 

広
瀬
勝
平
（
ひ
ろ
せ
・
か
っ
ぺ
い
、
一
八
七
七

－

一
九
二
〇
）。
洋
画
家
。

159　

 

同
日
予
記
欄
の
「
青
野
」
と
引
出
線
で
つ
な
い

で
い
る
。

160　

 

カ
ロ
リ
ュ
ス
＝
デ
ュ
ラ
ン
（Carolus -D

uran, 

一
八
三
七

－

一
九
一
七
）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

七
月
十
一
日
　
金
曜

【
天
気
欄
】

　

晴
【
予
記
欄
】

来
信

青
の
、

妻
、

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

朝
ギ
ュ
ス
タ
ー
ブ
モ
ロ
ー

155

 

の
ミ
ュ
ゼ
に
趣

く
此
所
は
故
人
か
住
宅
の
後
に
し
て

レ
ッ
ド
シ
ョ
セ
の
両
三
室
と
二
階
三
階

の
画
室
に
使
用
せ
し
廣
き
両
室
に

全
く
空
間
な
く
直
に
多
く
の
遺
作

品
を
陳
列
し
た
り
完
製
の
も
の
も
尠

か
ら
さ
れ
と
未
完
の
も
の
多
あ
り
七
百

の
タ
ブ
ロ
ー
と
四
千
4000
近
き
デ
ッ
サ
ン

は
故
人
か
逝
き
し
時
の
侭
に
此
画
室
と

共
に
永
遠
に
保
存
さ
れ
ん
と
す
偉
と

云
ふ
べ
し

午
後
ミ
ユ
ゼ
、
ギ
ユ
メ
、
及
ミ〔

ガ
リ
エ
ラ
宮
殿
（
美
術
館
）
？
〕

ユ
ゼ
ガ
ラ
リ
レ
ア
を
観
る
、

�

七
月
十
二
日
　
土
曜156

【
予
記
欄
】

来
信

青
の
、

妻
【
本
文
欄
】

　

朝rue de T
heâtre

に
青
山
君
を
訪
問
す

昼
食
後
同
道
し
てBillancourt

都
鳥157

、
廣
瀬
氏158

を
訪
問
す
、

夜
十
時
過
迄
話
込
て
帰
宅
す
、

明
後
日
は14 Juillet

な
り
今
年

戦
捷
□
共
盛
大
な
る
事
な
ら
む
、

今
夜
あ
た
り
方
々
の
辻
々
に
て
奏

楽
し
て
し
よ
ぼ
〳
〵
雨
の
降
る
中
を

男
、
女
の
群
か
し
き
り
と
舞
愉
を

試
み
て
夜
を
深
し
て
居
る

�

七
月
十
三
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

発
信

青
の
、
自
宅
、

柳
井
、
斉
藤
、

ハ
ガ
キ

二
十
四
枚

【
欄
外
右
側
】

金
の
こ
と
を
申？

送
る
九
月
始
送
出
の
事159

【
本
文
欄
】

朝
シ
ヨ
コ
ラ
を
飲
み
に
一
寸
出
か
け

て
帰
て
正
午
迄
青
野
君
と
妻
と
に

手
紙
を
か
く
、

午
後
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
美
術
館
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
に
カ
ル
ゝ
ス
デ
ユ

ラ
ン

160

 

をマ
マ

展
覧
会
を
観
る
筆
に
於

て
壮
な
る
も
、
色
調
に
快
味
を
覚
へ
す

〔
ギ

ュ

ス

タ

ー

ヴ
・
モ

ロ

ー

美

術

館
〕

〔rez- de- chaussée 

一
階
〕

〔

ギ

メ

美

術

館

〕

〔
カ
ロ
リ
ュ
ス
＝
デ
ュ

ラ
ン
〕
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肖
像
の
表
情
何
れ
も
俗
悪
な
る
を

悲
し
む
、
午
後
ハ
ガ
キ
二
十
四
枚
手
紙

な
と
か
く
夕
方
迄
エ〔

エ
ト
ワ
ー
ル
〕

ト
ワ
ル
よ
り
コ
ン
コ
ル
ド

迄
明
日
の
支
度
を
大
観
す
る
た
め
散
歩

す

�

七
月
十
四
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

14 Juillet 

朝
九
時
過
コ
ン
コ
ル
ド
迄

出
か
け
た
シ
ヤ
ン
ゼ
リ
ゼ
の
凱？

セ
ン
式
は

人
群
の
遥
に
馬
上
の
兵
士
や
剣
の
先

の
旗
か
見
へ
る
位
て
あ
つ
た
人
出
は
沢
山

て
乗
物
な
と
殆
と
と〔

途
絶
え
〕絶、

夜
色
火

花
□
火
な
と
あ
つ
た

パ
ン
テ
オ
ン
の
側
て
も
五
臺
の
サ
ー

チ
ラ
イ
と（

ト
）を

発
動
さ
せ
て
パ
ン
テ

オ
ン
の
堂
上
に
にマ

マ

赤
き
色
火
を
燃
て

な
か
〳
〵
壮
観
て
あ
つ
た
十
二
時
頃
眠
に
つ

く
迄
外
は
尚
騒
然
た
る
も
の
で
あ
つ
た

�

七
月
十
五
日
　
火
曜

【
天
気
欄
】

　

曇
【
本
文
欄
】

午
前
近
所
を
散
歩
し
た
、

午
後
、
二
時
バ
ル
ト
ロ
メ
氏
を
訪

幸
在
宅
数
刻
話
し
て
帰
つ
た

極
親
切
そ
ふ
な
老
人
て
あ
る

日
本
か
ら
携
へ
来
た
竹
根
の
印

を
贈
た
非
常
に
悦
て
居
ら
れ

た
、
夕
方
迄
ふ
ラ
〳
〵
と
散
歩

し
た
ボ

〔
ボ
ン
・
マ
ル
シ
ェ
百
貨
店
〕

ン
マ
ル
セ
に
寄
て
ア
ラ

ブ
の
布
を
買
た
、

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
附
近
を
歩
廻
た

夜
今
日
買
た
布
の
手
入
を
し
た

�

七
月
十
六
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

朝
ラ
モ
レ
ル
に
行
絵
具
箱
の
小
さ
き
も
の

及
額〔

額
縁
〕椽

な
と
求
む
、

午
後
ブ
ル
ベ
ー
ト
イ
タ
リ
ア
ン
の
方

に
出
か
け
て
ベ〔

ベ
ル
ネ
ー
ム
＝
ジ
ュ
ヌ
画
廊
〕

ル
ン
ヘ
イ
ム
、
ジ〔

ジ
ョ
ル
ジ
ュ

ョ
ー
ジ

ププ
テ
ィ
画
廊
〕

チ
に
趣
た
る
も
何
の
展
覧
会

も
な
し
夕
方
宿
に
帰
る

�

七
月
十
七
日
　
木
曜

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

午
前
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
園
を
中
心
と
し
て

其
附
近
に
借
部
屋
な
き
や
と
尋
ね

廻
る
大
き
な
画
室
の
明

（
空
き
）た

る
も
の
あ
れ

と
な
か
〳
〵
立
派
す
き
る
ら？

し
、

午
後
も
三
時
頃
迄
歩
廻
た
、

朝
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
殿
？
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
の
日
光
に
輝
く

緑
葉
紅
花
の
清
香
心
地
よ
し

〔B
oulevard des Italiens 

イ
タ
リ
ア
大
通
〕
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161　

 

仏
語
のgrecque

ま
た
は
英
語
のGreek

で
あ

ろ
う
。

162　

 

鉛
筆
に
て
引
出
線
が
つ
け
ら
れ
、「
壜
」
と
書
き

加
え
ら
れ
て
い
る
。
児
島
の
筆
跡
で
は
な
い
。

163　

 

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
（V

ictor H
ugo, 

一
八

〇
二

－

一
八
八
五
）。
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
、
詩

人
、
劇
作
家
。

164　

 

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
邸
（
博
物
館
）

165　

 「
ア
カ
デ
ミ
ー
・
コ
ラ
ロ
ッ
シ
に
ク
ロ
ッ
キ
ー
に

赴
く
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
ア
カ
デ
ミ
ー
・
コ
ラ

ロ
ッ
シ
は
私
立
の
美
術
学
校
。

夕
方
一
時
間
ほ
と
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
の

公？

園
内
に
憩＊

ふ
夕
日
の
没
せ
ん

と
す
る
頃
噴
水
の
池
水
暗？

く
な
り
行

て
パ（

パ
ン
テ
オ
ン
）

ン
テ
オ
の
堂
殿
紅
に
窓
硝
子
の
黄
金

に
輝
く
頃
さ
て
も
美
し
き
所
な
り

�

七
月
十
八
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

朝
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
に
写
生
に

趣
く
殆
と
三
四
ヶ
月
振
り
に
て
油

絵
具
を
手
に
し
た

午
後
ル
ー
ブ
ル
に
エ
ジ
プ
ト
ロ
ー

マ
、
グ
リ
ー
キ

161
の
硝
子
壜162

の
写
生

に
出
か
け
、
ベ〔

ベ
ル
・
ジ
ャ
ル
デ
ィ
ニ
エ
ー
ル
百
貨
店
〕

ル
ジ
ヤ
ル
デ
ニ
ユ
に
寄
る

�

七
月
十
九
日
　
土
曜

【
天
気
欄
】

　

晴
【
予
記
欄
】

暑
気
を

感
す

来
信

加
藤

【
本
文
欄
〜
予
記
欄
右
端
〜
欄
外
左
側
】

朝
ミ〔

カ
ル
ナ
ヴ
ァ
レ
博
物
館
〕

ユ
ー
ゼ
カ
ル
バ
レ
を
観
ユ
ー
ゴ
ー163

の
住
宅164

を
訪
れ
た
、

カ〔
カ
ル
ナ
ヴ
ァ
レ
博
物
館
〕

ル
ナ
バ
レ
ミ
ュ
ー
セ
に
て
は
石
器
時
代

及
ロ
ー
マ
時
代
の
遺
品
最
も
趣
味

深
し
、
ユ
ー
ゴ
ー
の
生
活
を
偲
ひ

て
甚
た
廣
濶
な
る
趣
味
に
驚
く

然
し
て
其
家
具
を
自
分
に
て
調

製
せ
し
も
の
な
と
或
は
デ
ツ
サ
ン
写
生

な
と
に
独
特
な
る
描
法
の
ほ
と
こ
さ
れ

た
る
に
感
す
、

午
後
コ〔

コ
ラ
ロ
ッ
シ
〕

ル
ラ
ツ
セ
ニ（

に
）、

ク〔
ク
ロ
ッ
キ
ー
〕

ロ
キ
に
趣
く165

午
後
七
時
迄

夜
、
青
山
君
来
訪

�

七
月
二
十
日
　
日
曜

【
天
気
欄
】

　

曇
【
予
記
欄
】

冷
気
を
感
す

発
信

加
藤

自
宅

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

十
時
過
青
山
君
を
訪
問
昼
食

後
同
道
し
て
レ〔

ケ
・
ビ
ヤ
ン
ク
ー
ル
〕

ビ
ア
ン
ク
ー
ル
に

都
鳥
、
廣
瀬
氏
を
訪
問
し
同
道

し
て
セ〔

セ
ー
ヌ
川
〕

ン
川
の
中
洲
に
写
生
行
く？

夕
餐
を
共
に
し
十
時
帰
宅

セ〔
セ
ー
ヌ
川
〕

ン
川
岸
か
洪
水
に
て
土
く
づ
れ

〔grecque 

ギ
リ
シ
ア
の
〕
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た？

る
辺
ガ
ラ
ス
瓶
の
破
片
数
多
捨

ら
れ
て
各
片
表
面
に
風
化
し
た
る

美
し
き
輝
き
あ
り
何
時
頃
の
時
代
の

も
の
な
る
や
エ〔

エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト
、
ロ
ー
マ
朝
の
破
片
と

殆
と
同
時
代
の
も
ゝ
の
如
し

最
も
美
し
き
一
片
を
持
帰
る

【
欄
外
左
側
】

バ（
バ
ル
ト
ロ
メ
）

ル
ト
メ
氏166

留
守
中
に
来
訪
せ
ら
る

�

七
月
二
十
一
日
　
月
曜

【
欄
外
上
側
・
予
記
欄
】

発
信
二
十
二
日
書
留
、

大
原
、
金
山

大
原
へ
九
月
十
日
迄

の
送
金
の
事
を

申
送
る
、

金
山
カ〔

カ
ン
ヴ
ァ
ス
〕

ン
パ
ス
代
取
替

九
百
五
十
法
送
金
の

事
を
申
送
る

【
本
文
欄
】

朝
、
ベ〔

ベ
ル
ネ
ー
ム
＝
ジ
ュ
ヌ
画
廊
〕

ル
ネ
ハ
イ
ム
へ
ク
ー
ル
ベ167

の

展
覧
會168

を
観
る
、
マ〔

マ
ド
レ
ー
ヌ
寺
院
〕

ド
レ
ン
の
横

の
骨
董
店
に
支
那
の
物
を
陳
列

し
て
あ
つ
た
か
別
に
ほ
し
そ
ふ
な
も
の

な
し

正
午
前
コ
ン
ト
ワ
ー
ル
ナ
シ
ョ
ナ
レ
デ
ラ

マ
ン
ト
に
て
一
〇
〇
〇
の
分
の
為
替169

を
受
取

午
後
入
浴
ラ
モ
レ
ル
に
金
山
君
の
カ〔

カ
ンン

パヴ
ァ
ス
〕ス代

九
四
八
法
を
取
替
支
拂
、

夕
方
迄
ク
ロ
ッ
キ
ー

�

七
月
二
十
二
日
　
火
曜

【
予
記
】

来
信

山
田

青
の

【
本
文
欄
】

朝
少
し
か
た
つ
け
て
居
っ
た
ら
十
一
時

頃
に
な
つ
た
朝
の
カ
ツ
フ
エ
を
抜
に
し

て
昼
食
を
済
し
て
ベ〔

ベ
ル
・
シ
ャ
ル
デ
ィ
ニ
エ
ー
ル
百
貨
店
〕

ル
ジ
ヤ
ル
デ
ニ
エ

に
洋
服
の
着
合
せ
に
行
つ
た

午
後
、
ク〔

グ
ラ
ン
ド
・
シ
ョ
ー
ミ
エ
ー
ル
〕

ラ
ン
シ
ョ
ミ
ヘ

170に
ク〔

ク
ロ
ッ
キ
ー
〕

ロ
ッ
キ

に
行
く

夕
方
よ
り
雨
降
り
外
出
せ
す
手
紙
な
と

か
く

�

七
月
二
十
三
日
　
水
曜

【
欄
外
右
側
・
天
気
・
寒
暖
・
予
記
欄
】

来
信

青
の

166　

 

鉛
筆
に
て
「
バ
ル
ト
ロ
メ
？
」
と
書
き
添
え
ら

れ
て
い
る
。
児
島
の
筆
跡
で
は
な
い
。

167　

 

ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ク
ー
ル
ベ（Gustave Courbet, 

一
八
一
九

－

一
八
七
七
）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

168　

 

ベ
ル
ネ
ー
ム
＝
ジ
ュ
ヌ
画
廊
で
開
催
さ
れ
て
い

た
ク
ー
ル
ベ
の
個
展
を
観
覧
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　
　

 Exposition Courbet, Galerie Bernheim
-

Jeune, Paris, Jul. 18 -31, 1919

169　

 

鉛
筆
に
て
「
為
替
」
と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。

児
島
の
筆
跡
で
は
な
い
。

170　

 

ア
カ
デ
ミ
ー
・
ド
・
ラ
・
グ
ラ
ン
ド
・
シ
ョ
ー

ミ
エ
ー
ル
。
私
立
の
美
術
学
校
。
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171　

 

三
宅
専
一
か
。
大
原
孫
三
郎
傳
刊
行
会
編
『
大

原
孫
三
郎
傳
』（
前
掲
注
151
参
照
）
七
五
頁
に
、

明
治
四
十
年
倉
敷
紡
績
入
社
者
と
し
て
名
前
が

見
え
る
。

172　

 「
パ
リ
（
巴
里
）
に
帰
る
」
の
意
。

173　

 

印
刷
さ
れ
た
「
寒
暖
」
の
文
字
の
う
ち
「
暖
」

に
取
り
消
し
線
を
引
き
、「
し
」
を
書
き
足
す
こ

と
で
「
寒
し
」
と
し
て
い
る
。

174　

 

児
島
の
住
所
録
に
は
「
木
村
半
蔵　

H
ôtel 

M
irabeau, rue de la Paix, Paris

」
と
あ
る
。

前
掲
注
144
参
照
。

発
信
、

武
内
、
三
橋
、

三
宅
専171

、
原
田

都
志
、

来
信
矩
一
、

【
本
文
欄
】

昨
夜
半
床
に
就
て
よ
り
急
に
腹
痛
に？

て

醒
め
二
回
便
通
（
何？

の
原
因
た
る
と
不
知
）

朝
ト〔

ト
ロ
カ
デ
ロ
〕

ロ
カ
デ
ル
迄
出
か
け
た
れ
と
気

進
ま
す
し
て
帰
る
昼
め
し
を
抜

と
し
て
午
後
ク〔

ク
ロ
ッ
キ
ー
〕

ロ
ー
キ
に
行
く
、

夕
方
よ
り
少
し
心
□
よ
く
な
る
、

午
後
都
鳥
、
廣
瀬
氏
来
訪
さ
れ

し
も
小
生
不
在

�

七
月
二
十
四
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

発
信
、
矩
一

廣
瀬

今
日
も
午
前
中

よ
り
少
し
腹

の
痛
み
を
感？

し

昼
食
を
抜

き
に
す
、

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

午
前
十
一
時
四
十
五
分
の
列
車
に
て
シ〔

シ
ャ
ト
ー
＝

ヤ
ト
ー

チテ
ィ
エ
リ
〕

エ
リ
ー
に
向
ふ
最
急
行
に
て
一
時
間
に

て
達
す
マ〔

マ
ル
ヌ
川
〕

ル
ン
川
の
架
橋
の
切
断

さ
れ
た
る
と
ホ
テ
ル
ト
ビ
ル
の
廣
場
の
辺

な
と
最
も
無
斬
な
家
屋
の
破
壊
及
焼

燃
さ
れ
た
る
を
見
る
ア〔

ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
〕

マ
ン
ヂ
ヤ
ン
氏
幸

に
在
宅
氏
の
邸
宅
も
殆
と
総
て
の
窓
硝
子

の
な
き
迄
に
破
損
し
他
に
物
置
な
と
の
塀

の
壊
れ
た
る
所
多
し
此
所
へ
来
て
見
れ
ば

始
め
て
戦
後
の
悲
惨
を
目
前
に
す
る
事

を
得
独
逸
捕
虜
の
数
多
労
役
せ
る
を
見
る
、

午
後
四
五
時
発
の
列
車
に
て
帰
巴172

、

�

七
月
二
十
五
日
　
金
曜

【
寒
暖
欄
】

　

寒
し173

【
本
文
欄
】

朝
木
村
氏
を
ホ
テ
ル
ミ
ラ
ボ
ー
に
訪
ふ174

不
在

午
後
二
時
帰
宅
、

山
田
氏
来
訪
伊
太
利
よ
り
昨
日
巴
里
に

帰
ら
れ
た
る
由
午
前
中
に
来
訪

さ
る
、

三
時
訪
問
し
共
に
ボ

〔
ボ
ン
・
マ
ル
シ
ェ
百
貨
店
〕

ン
マ
ル
セ
に

同
道
す
、
夕
食
後
帰
宅

�

〔hôtel de ville 

市
庁
舎
〕
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七
月
二
十
六
日
　
土
曜

　
【
寒
暖
欄
】

□
【
予
記
欄
】

来
信

中
尾？

【
本
文
欄
】

朝
山
口
女
史
を
訪
問
し
ア
ト
リ
エ

の
明

（
空
き
）た

る
も
の
な
き
か
と
尋
ぬ

午
後
三
時
、
山
田
氏
を
訪
問
し

氏
の
ロ
ン
ド
ン
に
出
発
を
ガ
ル
サ
ナ

ザサ
ン
＝
ラ
ザ
ー
ル
駅
〕

ー
ル
に
送
る
、

ク〔
グ
ラ
ン
ド
・
シ
ョ
ー
ミ
エ
ー
ル
〕

ラ
ン
シ
ヨ
ー
ミ
エ
に
夕
方
趣
く
も

モ
デ
ル
面
白
か
ら
す
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル

ク
サ
ン
ブ
ー

ル公
園
〕の

写
生
を
な
す
、

�

七
月
二
十
七
日
　
日
曜

【
予
記
】

発
信

炭
谷

【
本
文
欄
】

午
前
十
一
時
ル〔

リ

ュ

ク

サ

ン

ブ

ー

ル

駅

〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
停
車
場
よ
り

Sceaux

に
向
ふ
四
十
分
に
し
て
達
す

都
の
生
活
か
ら
久
し
振
り
に
田
舎
の

空
気
に
接
し
て
矢
張
は
呑
気
な

閑
静
な
田
舎
に
限
る
何
を
苦
し

む
て
都
に
住
む
の
て
あ
ろ
う
か
と
思
ふ
た

附
近
を
大
分
散
歩
し
て
一
枚
ス
ケ
ツ
チ

を
試
み
て
午
後
四
時
帰
寓
し
た
、

昨
夜
少
し
□

（
熱
？
）か

あ
つ
た
か
よ
く
眠
ら
れ

な
か
つ
た
の
て
今
日
は
少
し
労
れ
て
居
る

様
て
あ
る
夕
方
一
寸
夕
食
に
出
て
帰
る
、

�

七
月
二
十
八
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

Janssen

発
信

来
信　

原

【
本
文
欄
】

朝
晩
く
出
か
け
て
ペ
ル
シ
ヤ
陶
器
の
破
片
と

コ〔
ゴ
ブ
ラ
ン
織
〕

ブ
ラ
ン
織
の
断
片
を
求
む

午
後
ク
ロ
ツ
キ
ー
に
趣
き
ラ
モ
レ

ル
に
て
画
室
の
明
き
た
る
も
の
あ
る

や
も
不
知
と
の
事
に
て
フ〔

フ
ァ
ル
ギ
エ
ー

ア
ギ
エ
ー

ルル
〕

の
方
面
を
散
歩
す
、
な
し

ガ
ー
ル
ノ
ー
ル
に
行
き
汽
車
の
時

間
表
を
求
む
ベ
ル
ギ
ー
行
の
た
め

夜
早
く
就
床
、

山
口
青
山
君
な
と
留
守
に

来
訪
さ
る
、

�

〔Gare Saint- Lazare

〔G
are du N

ord 

北
駅
〕
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175　

 

ル
ロ
ワ
夫
人
（M

adam
e A

rthur Leroy de 
B

orgard

）
は
児
島
が
第
一
次
渡
欧
時
に
滞
在

し
た
下
宿
の
主
人
。
ル
ロ
ア
家
の
下
宿
は
、
藤

島
武
二
は
じ
め
日
本
人
画
家
が
滞
在
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
。

七
月
二
十
九
日
　
火
曜

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

朝
画
室
の
事
に
つ
き
て
山
口
嬢
の

所
に
趣
く
大
低（

抵
）借

入
れ
得
る
事

な
れ
と
コ
ン
シ
エ
ー
ル
ジ
ユ
の
意
中

不
明
な
る
点
あ
れ
は
直
に
借
入
る
事

を
見
合
す
、

午
後
、
ル〔

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
〕

ー
ブ
ル
に
行
きV 〔

ガ
ラ
ス
〕

erre

の
ス
ケ
ッ
チ
を
な
す
、

夕
方
帰
宅
後
ス
ケ
ッ
チ
に
彩
色
な
と

し
て
ク
ロ
ッ
キ
ー
に
行
暇
な
く

日
暮
る

早
く
床
に
就
き
新
聞
を
読
む

風
邪
の
気
あ
り
、

�

七
月
三
十
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

朝
画
室
約
策（

束
）の

た
め

N
o18, rue Ernest Cresson

に
趣
く

十
月
よ
り
三
ヶ
月
分
三
百
法
支
拂
、

別
に
コ
ン
シ
エ
ー
ジ
ユ
百
法
世
話
料

を
呉
れ
と
の
事
こ
れ
は
先
方

よ
り
申
出
す
べ
き
も
の
な
ら
ざ
る
の
み

か
百
法
と
は
法
外
な
る
金
な
れ

と
先
づ
支
拂
置
く
事
と
な
す
、

午
後
、
久
し
振
に
浴
湯
に
行
く

ク〔
ク
ロ
ッ
キ
ー
〕

ロ
ー
キ
ー
□
へ
寄
り
、
夕
方

近
所
に
マ
ダ
ム
ル
ロ
ア175

を
訪
問
す
、

�

七
月
三
十
一
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

朝
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
停
車
場
に

写
生
に
出
か
け
た
、
何
か
構
図
の

材
料
に
も
と
鉛
筆
ス
ケ
ツ
チ
を
な
す
、

色
は
午
前
も
美
し
け
れ
と
パ
ン
テ
オ
ン

を
望
む
方
面
は
コ
ン
ト
ル
シ
ユ
ー
ル

に
て
装
飾
風
の
も
の
に
は
不
適
当

な
ら
む
か
、

午
後
ミ〔

ギ

メ

美

術

館

〕

ユ
ゼ
ギ
ユ
メ
に
行
く
ロ〔

ロ

ー

マ

〕

ー
マ
ン

の
古
き
布
模
様
の
模
写
を
な
す
、

夕
方
再
び
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
の
写
生

に
趣
く

�
八
月
一
日
　
金
曜

【
欄
外
右
側
】

送
金
を
催
促
す
る
事　

青
野
兄
へ

【
予
記
欄
】

来
信

木
村
、
山
田
、

発
信

山
田
、
加
藤
、

今
日
は
腹
痛
の
た
め

に
終
日
何
も
せ
す
に

〔c
o

n
c

ie
r

g
e

 
管

理

人
〕

〔c
o

n
c

ie
rg

e 

管
理
人
〕

〔c
o

n
t

r
e
-

j
o

u
r

 

逆

光
〕
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終
た

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

朝
□
故
コ
ラ
ン
先
生176

の
妹
さ
ん177

の
住
所
を
聞

く
た
めRue de Vaugiral

の
旧
宅
に
訪
ね

ん
と
し
て
出
か
け
た
出
か
け
か
ら
少
し
変
て

あ
つ
た
腹
部
か
非
常
に
痛
を
感
し

て
便
通
を
催
し
て
来
た
中
途
て
帰
宅
す
る

事
に
し
た
昼
食
を
見
合
し
て
一
時
間

ほ
と
眠
た
三
時
頃
西
村
中
尾
氏
来
訪

さ
れ
た
同
道
し
て
出
か
け
た
い
か
と
う
も
腹

か
安
か
て
な
い
の
て
失
敬
し
た

先
般
案
内
し
た
謝
礼
た
と
し
て
金
を
置
て

行
か
れ
た
其
の
金
て
夕
方
両
人
に
送
る
べ
き
ピ
ン

を
弐
本
買
た
、

�

八
月
二
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

来
信

Ja

□
□
□
□178

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

朝Vaugirale

の
旧
コ
ラ
ン
先
生
の
ア
ト
リ
エ

に
行
き
妹
さ
ん
の
事
を
コ
ン
シ
ユ
ー
ル
シ

ユ
に
聞
く
妹
さ
ん
は
長
い
間
リ
ユ
マ
チ

か
神
経
痛
に
て
就
床
の
処
、
昨
年

終
に
永
眠
一
ヶ
年
程
経
た
る
由
妹
さ

ん
か
ら
は
手
紙
を
頂
た
事
か
あ
る
実
に

人
生
不
常
―
、

コ
ラ
ン
先
生
の
東
洋
品
コ
レ
ク
シ
ヨ
ン
は
リ
ヨ
ン

の
ミ
ユ
ー
ゼ
にマ

マ

買
取
た
ら
し
く
遺
作
品
は

も
共
に
妹
さ
ん
の
存
命
中
そ
れ
〳
〵
賣

渡
し
て
始
末
つ
き
た
る
由
、

午
後
ミ〔

ギ

メ

美

術

館

〕

ュ
ー
ゼ
ギ
ユ
メ
に
布
の
模
写
に
行
き
夕
食
後
、

Pigal

に
西
村
氏
を
訪
れ
ピ
ン
を
渡
す

�

八
月
三
日
　
日
曜

【
天
気
欄
】

　

晴
【
寒
暖
欄
】

―？

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

朝
カ
バ
ン
の
か
た
つ
け
な
と
し
て
遅
く

な
つ
て
十
一
時
頃
よ
り
ガ
ー
ル
ド
ノ
ー
ル
に

行
き
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
行
き
の
切

符
を
求
め
十
二
時
五
分
発
ア
ン
フ
エ
ン

に
て
乗
換
総
て
三
十
分
間
に
し
て
モ
ン
モ
ラ
ン

シ
ー
に
着
町
は
丘
上
に
し
て
サ（

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・

ン
ジ
ヤ
ク

ルル
ソ
ー
）

ロ
ー

179の
住
地
た
り
と
て
其
の
住
宅
は

今
、
住
人
あ
り
て
参
観
さ
せ
す
町
役
場

に
ル〔

ル
ソ
ー
〕

ー
ソ
ー
の
遺
物
あ
れ
と
見
る
ほ
と

の
も
の
な
し
写
生
箱
を
持
行
た
る
も

写
生
す
る
所
な
し
日
曜
日
の
人
出
数
多
に
し

（
し
て
？
）

雑
騒
を
極
む
午
後
六
時
電
車
に
て
帰
巴

�

〔
ヴ
ォ
ー
ジ
ラ
ー
ル
通
〕

（V
augirard

）

（V
au

g
irard

）

〔c
o

n
c

ie
rg

e 

管
理
人
〕

（P
igalle

）

〔G
are d

u N
ord 

北
駅
〕

〔Enghien 

ア
ン
ギ
ャ
ン
？
〕

176　

 

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン
（Raphaël Collin, 

一

八
五
〇

－

一
九
一
六
）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

黒
田
清
輝
の
師
と
し
て
知
ら
れ
る
。

177　

 

ブ
ラ
ン
シ
ュ
・
コ
ラ
ン
（Blanche Collin

）

178　

 

七
月
二
十
八
日
の
予
記
欄
に
対
応
す
る
人
名
で

あ
ろ
う
。

179　

 

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー（Jean -Jacques 

Rousseau, 

一
七
一
二

－

一
七
七
八
）。
フ
ラ
ン

ス
の
哲
学
者
。
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180　

 

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
（A

uguste Rodin, 

一
八
四
〇

－

一
九
一
七
）。
フ
ラ
ン
ス
の
彫
刻
家
。

181　

 

ロ
ダ
ン
美
術
館
の
開
館
の
こ
と
。

182　

 

ロ
ダ
ン
美
術
館
の
こ
と
。

183　

 

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
ブ
オ
ナ
ロ
ー
テ
ィ

（M
ichelangelo Buonarroti, 

一
四
七
五

－

一

五
六
四
）。
イ
タ
リ
ア
の
彫
刻
家
、
画
家
。

八
月
四
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

朝
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
の
ス
ケ
ツ
チ

に
出
か
け
た

昼
食
の
頃
か
ら
又
腹
痛
か
起
て

便
通
を
催
し
た
昼
食
を
そ
こ
〳
〵

に
よ
し
て　

午
後
ロ（

ロ
ダ
ン
）

タ
ン

180の
遺
作
品

を
ホ〔

ビ

ロ

ン

館

〕

テ
ルBiron

に
集
め
た
も
の
か

今
日
開
館
式
か
あ
つ
て181

後
一
時

よ
り
公
衆
に
観
せ
る
と
の
事
行
く

筈
て
あ
つ
た
か
勇
気
な
□

（
し
？
）

夕
方
ク
ロ
ッ
キ
ー
に
趣
き
夕
食
後

續
の
散
歩
を
し
て
帰
る
、

�

八
月
五
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

今
朝
は
醒
た
の
か
九
時
半
て
あ
つ
た
、

出
か
け
た
の
か
十
一
時
て
朝
の
シ〔

シ
ョ
コ
ラ
〕

コ
ラ
抜
き

ク〔
ク
リ
ュ
ニ
ー
〕

リ
ニ
ー
の
傍
のPri

□ F

□
□x

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

二
法
半
の
食
事
を
し
て
電
車
に
て
ミ〔

ギ

メ
ユ
セ

ギ美
術
館
〕

ユ
メ
に
行
く
又
何
た
か
腹
か
変
て

あ
る
か
ら
よ
し
て
帰
ろ
う
か
と
考
へ
た
か
今

日
始
め
て
支
那
の
コ
レ
ク
シ
ヨ
ン
か
見
へ
る
か
ら
と

入
館
し
た
餘
り
感
心
す
品
な
し
、

遂
に
階
上
に
昇
り
古
布
の
模
写
を

な
す
、
夕
方
帰
寓
外
出
せ
す
、

パ
ン
テ
オ
ン
の
デ
ッ
サ
ン
を
試
む
、

�

八
月
六
日
　
水
曜

【
予
記
欄
】

発
信　

柳
井　

岩
村
、

来
信

中
尾
氏

D
ecœ

ule

の
壷
を
求
む

辰（
辰
砂
）沙 

【
本
文
欄
】

朝
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ル
ー
に
ス〔

ス
ケ
ッ
チ
〕

ケ
ツ
に
行
昼
頃
グ〔

グ

ララ
ン
・
ブ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
〕

ン
ブ
ル
バ
ー
ル
に
廻
た
ジ

〔
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
プ
テ
ィ
画
廊
〕

ョ
シ
プ
チ
は
開
館

ベ〔
ベ
ル
ネ
ー
ム
＝
ジ
ュ
ヌ
画
廊
〕

ル
ネ
ヘ
イ
ム
も
共
は
同
し
く
ク
ー
ル
ベ

午
後H

otel Biron

な
る
ロ
ダ
ン
の
遺

作
品
の
ミ
ユ
ゼ182

を
観
る
ロ
ダ
ン
の

殆
と
総
て
の
作
品
及
其
初
期
後
期

の
も
の
を
比
し
て
ロ（

ロ
ダ
ン
）

タ
ン
は
全
く
の
凡
匠

て
あ
つ
た
、
只
表
面
し
か
観
察
し
得
ぬ

し
か
も
総
て
は
至
て
優
弱
な
る
技
巧
家
て

あ
る
こ
と
を
知
た
と
て
も
ミ（

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
）

ケ
ラ
ン
シ
ロ

183の

如
き
巨
匠
と
共
に
語
る
べ
き
彫
刻
家
て

は
な
い　

夕
方
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ル
に
写
生
に
趣
く

�

〔
ビ

ロ

ン

館
〕

（H
ôtel

）
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八
月
七
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

発
信

矩
一
、
自
宅
、

来
信

コ
ン
シ
エ
ー
ル

ジ
〕ユ

【
本
文
欄
】

朝 Ernest Cresson

の
コ
ン
シ
エ
ー
ル

ジ
〕ユ

か
ら
画
室
の
事
か
出
て
呉
れ
と
の

手
紙
か
着
し
た
の
て
出
か
け
た
五
階
か

借（
貸
し
）せ

て
も
よ
い
と
の
事
な
れ
は
如
何

と
の
事
、
一
應
考
へ
る
か
ら
と
云
ふ
て

山
口
女
史
の
所
に
て
昼
過
迄
話
、

ミ〔
ク
リ
ュ
ニ
ー
美
術
館
〕

ユ
ゼ
ク
リ
ニ
を
観
る
、

中
尾
氏
よ
り
依
頼
さ
れ
た
る
地
図
を
探
し

に
オ
ペ
ラ
の
辺
迄
出
か
け
た
、
な
し
、

夕
方
一
寸
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ル
ー
に
写
生
に

出
か
け
た

�

八
月
八
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

発
信

黒
田
先
生

【
本
文
欄
】

朝
早
く
西
村
中
尾
両
氏
来
訪

地
図
と
戦
争
紀
念
写
眞
帖
買
求

め
度
き
由
に
て
昼
過
き
迄
方
々
案

内
に
同
伴
し
た

夕
方
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
に
ス〔

ス
ケ
ッ
チ
〕

ケ
ツ
チ
に

行
た

夕
方
後
ス〔

オ
テ
ル
・
ス
フ
ロ
？
〕

ッ
ロ
ー
ホ
テ
ル
の
隣
に

滋
野
男
爵184

を
訪
問
、

夜
シ〔

シ
ャ
ト
レ
劇
場
〕

ヤ
ト
レ
劇
場
に
八
十
日
間
世
界

一
週（

周
）を

観
る
、
十
年
前
に
此
の
劇

場
に
て
見
た
る
何
日
間
世
界
一
週（

周
）と

か
と

何
の
撰
ふ
所
な
く
何
の
新
味
も
な
し

�

八
月
九
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

発
信

加
藤

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

朝
画
室
の
事
に
つ
き
山
口
嬢
来
訪
、

五
階
の
画
室
の
借
主
か
画
室
に
在
る
家
具

を
買
て
呉
れ
ゝ
は
賣
渡
し
た
し
と
の
事

宿
の
主
人
に
一
通
り
價
格
を
見
積
て

貰
て
高
値
て
な
け
れ
ハ
引
取
る
事
と

せ
ん
と
主
人
同
道
、
道
具
は
さ
ほ
決
し

て
言
値
の
弐
千
法
に
て
ハ
高
か
ら
す
と
の

事
千
八
百
五
十
法
に
て
□
買
求
む
事

と
す
る
、
午
後
、
ル
ー
ブ
ル
に
趣
く
、

夕
方
帰
寓
、
硝
子
瓶？

の
写
生
に
色

彩
す
、
夜
、
原？

九
郎
氏
来
訪
夜
半

〔con
cierg

e 

管
理
人

〔con
cierg

e 
管
理
人

184　

 

滋
野
清
武
（
し
げ
の
・
き
よ
た
け
、
一
八
八
二

－

一
九
二
四
）
で
あ
ろ
う
。
男
爵
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
。
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185　

 

岡
田
毅
（
お
か
だ
・
み
の
る
）
か
。
洋
画
家
。

児
島
の
住
所
録
に
名
前
が
あ
り
、
住
所
はR

ue 
du Som

m
erard, Paris V

と
な
っ
て
い
る
。

過
迄
語
る
、

�

八
月
十
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

発
輸

加
藤
、
平
塚

【
本
文
欄
】

早
朝
、
同
宿
の
ル
ロ
ア
君
とCam

pigny

に
至

る
水
流
の
岸
緑
葉
繁
り

着
佛
後
始
め
て
欧
州
の
田
舎
に

在
る
事
を
思
ふ
、

夕
方
迄
同
君
の
友
人
な
と
と
會

談
し
夕
食
頃
巴
里
に
帰
る
、

夜
、
加
藤
君
よ
り
の
国
民
新
聞

を
読
む

�

八
月
十
一
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

発
輸

大
原
、
青
の

送
金
の
事

│
│
│
│
│
│

黒新
聞
と

雑
□

（
誌
？
）を

郵
送

【
本
文
欄
】

朝
散
髪
髪
す
久
し
振
り
な
り
、

一
昨
日
頃
よ
り
暑
気
急
に
増
し

て
夏
心
地
と
な
る
、

午
後
ク
ロ
ッ
キ
ー
に
行
き
夕
方
迄

写
生
、
帰
り
を
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル

公
園
に
佇
む
、

夜
暑
さ
の
た
め
か
睡
気
つ
き

た
気
の
労
れ
を
感
す
、
十
時
前

就
床
、

�

八
月
十
二
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

来
信
、

西
村
、

【
本
文
欄
】

朝
少
し
読
書
す
、

昨
日
よ
り
宿
の
カ
ツ
フ
エ
を
飲
む
事

に
し
た
れ
は
早
く
外
出
す
る
必
要

な
し
、

昼
前
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
モ〔

モ

ロ

ー

美

術

ー
ロ
ー
美
術

館館
〕

に
趣
く
一
日
よ
り
十
五
日
迄
閉
館

な
る
由
、

午
後
、
岡
田
氏185

の
所
を
訪
る
、
夕
方

久
し
振
り
に
入
浴
し
ふ
ら
〳
〵
散
歩

し
て
帰
る

三
四
日
前
よ
り
食
料
品
値
下
運
動
に
て
賑
そ
ふ

な
り
夕
方
路
上
に
て
菓（

果
）実

賣
と
弥
次
の
言
争

（cam
p

ag
n

e

？
）
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盛？

な
る
を
見
た
り
、

�

八
月
十
三
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

今
日
も
朝
か
ら
暑
そ
ふ
て
あ
る

絵
具
箱
を
携
へ
て
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ル

に
行
く
霧
が
包
ん？

て
な
か
〳
〵

美
し
い
腰
を
据
へ
て
考
へ
て

居
る
間
に
正
午
か
来
た
、

昼
食
後
あ
ま
り
暑
い
の
て
室

て
憩＊

て
五
時
か
ら
ク〔

ク
ロ
ッ
キ
ー
〕

ロ
ッ
キ
に
出

か
け
夕
方
帰
る
、

�

八
月
十
四
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】186

発
輸

太
田

【
本
文
欄
】

今
朝
青
山
君
来
訪
ル
ノ
ア
ー
ル187

の
所
へ
作
品
購
入
の
話
に
行
き
た
い

か
ら
同
行
し
て
呉
れ
と
の
事
、

早
速
出
か
け
る
、
ル
ノ
ア
ー
ル
先
生

在
宿
、
次
の
月
曜
日
来
れ
と
の
事

昼
前
長
谷
川
君188

の
宿
を
訪
ふ

午
後
宿
に
帰
る
、
青
山
君
と

夕
食
を
支
那
料
理
店
に
行

き
十
時
過
頃
帰
る
、

�

八
月
十
五
日
　
金
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
本
文
欄
】

今
日
は
何
の
た
め
か
日
曜
の
如
く
休
日
て
あ
る
、

金
曜
日
た
か
ら
何
か
宗
教
上
の
祝
日

か
知
ら
、189

午
前
中
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
に
て
ス
ケ
ッ
チ

を
な
す

午
後
オ〔

オ
デ
オ
ン
座
〕

デ
オ
ン
の
マ〔

昼
公
演
〕

チ
ネ
を
観
る
、

（Le Graillon du fayer

今
日
も
な
か
〳
〵
の
暑
て
あ
つ
た
、

今
晩
は
早
く
就
床
し
よ
う
と
思
ふ
て

居
る
所
に
岡
田
氏
来
訪
十
二
時
過
迄
會
談

す
�

八
月
十
六
日
　
土
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

発
輸

三
宅
、
加
藤
、

発
信
三
原

加
藤
君
よ
り

〔

炉

端

の

こ

お

ろ

ぎ

〕

 

（g
rillo

n

）      

（foyer

）

186　

 

予
記
欄
に
鉛
筆
に
て
「
長
谷
川
潔
（
創
作
版
画　

エ
ッ
チ
ン
グ
）」
と
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
児
島

の
筆
跡
で
は
な
い
。

187　

 

ピ
エ
ー
ル
＝
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ル
ノ
ワ
ー
ル

（Pierre -A
uguste Renoir, 

一
八
四
一

－

一

九
一
九
）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

188　

 

長
谷
川
潔
（
は
せ
が
わ
・
き
よ
し
、
一
八
九
一

－

一
九
八
〇
）。
版
画
家
。

189　

 

同
日
八
月
十
五
日
は
聖
母
被
昇
天
の
祝
日
。
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190　

 

赤
木
萬
二
郎
か
。
児
島
の
住
所
録
に
名
前
と
と

も
に
「
朝
鮮
平
壌
中
学
校
校
長
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
児
島
は
前
年
の
中
国
旅
行
の
際
、

赤
木
を
訪
ね
て
い
る
こ
と
が
日
記
（
一
九
一
八

年
六
月
十
二
日
〜
十
五
日
）
で
確
認
で
き
る
。

赤
木
は
児
島
と
同
郷
で
、
平
壌
中
学
校
校
長
、

平
城
師
範
学
校
初
代
校
長
を
務
め
た
人
物
。

発
送
さ
れ
し

藤
島
先
生

よ
り
の
托
品

来
着
す
、

【
本
文
欄
】

朝
少
し
読
書
し
て
昼
前
出
か
け
た

昼
食
後
ル
ー
ブ
ル
に
趣
く
午
後
一
時

の
開
館
に
三
十
分
ほ
と
待
ね
は
な
ら

ぬ
の
て
帰
宿
、
滋
野
氏
を
一
寸
訪
問

す
、

午
後
読
書
と
午
睡
を
な
す

夕
方
パ
ン
テ
オ
ン
の
写
生
を
試
む

夕
食
後Les Peintrees　

Im
pressionnistes

を
求
め

ル
ノ
ア
ー
ル
の
傳
を
通
読
す
、

夕
方
前
降
雨
あ
り
て
涼
気
を
覚
ゆ
、

�

八
月
十
七
日
　
日
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
本
文
欄
】

朝
セ〔

セ
ー
ヌ
河
岸
〕

ン
川
岸
に
て
ス
ケ
ツ
チ
を
し
た
、

午
後
読
書
し
て
居
る
内
今
日

も
又
睡
気
催
し
て
一
時
間
ほ
と

午
眠
し
た
、

夕
方
の
絵
と
夜
の
畫？

を
少
し
描

た

日
本
か
ら
一
向
発
信
か
来
ぬ
か
と

う
し
た
の
か
知
ら
、

�

八
月
十
八
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

発
信

小
林
、
金
山
、

今
関
、
伊
仙
、

疋
田
、
足
立
、

笹
川
、
赤
木
萬190

小
林
寿
、
自
宅

来
信

原
、

【
本
文
欄
】

朝
青
山
君
来
訪
先
日
約
せ
し

如
く
ル
ノ
ア
ー
ル
先
生
の
寓
を
訪

問
す
先
生
昨
日
曜
日
田
舎
に
趣
き

た
る
ま
ゝ
帰
ら
す
と
云
ふ

長
谷
川
氏
の
寓
に
立
寄
り

支
那
飯
を
食
し
て
帰
宿

青
山
君
夕
方
迄
在
宿
、

夕
方
パ
ン
テ
ン
オ
ン
の
写
生
を

な
す
、

�

（P
e

in
tr

e
s

）
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八
月
十
九
日
　
火
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

来
輸
吉
田
、

中
尾

発
輸　

吉
田

西
村
、

【
本
文
欄
】

今
朝
は
早
く
床
を
出
た
、
八
時
過
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン

ク
サ
ン

ブブ
ー
ル
公
園
〕

ル
グ
に
ス
ケ
ツ
チ
に
出
か
け
た
、

ラ
モ
レ
ル
に
寄
て
ス
ケ
ッ
チ
板
と
絵
具

を
買
ふ　

午
後
モ〔

モ
デ
ル
〕

テ
ル
か
来
る
と
云
ふ

の
て
待
て
居
た
か
来
な
か
つ
た

午
後
と
夕
方
と
夜
と
写
生
を
な
す

セ〔
セ
ザ
ン
ヌ
〕

サ
ン
ヌ

191の
傳
記
を
読
だ

彼
か
殆
と
死
る
迄
畫
筆
を
握
て
居

た
位
彼
は
絶
へ
さ
る
勉
励
家
て

あ
つ
た
、

�

八
月
二
十
日
　
水
曜

【
寒
暖
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

来
信
加
藤
、

山
田

D
r Le Goff

178 rue du
Faubg, Saint
H

onoré

【
本
文
欄
】

朝
窓
の
下
の
ル〔

ル
ソ
ー
〕

ー
ソ
ー
の
肖
銅
像
を
写
生

し
か
け
た
ら
二
時
間
近
く
過
き
た
、

昼
食
後
藤
島
先
生
よ
り
の
托
送

品
か
三
四
日
前
ロ
ン
ド
ン
の
加
藤
君
に

預
て
置
た
の
か
着
た
の
て
ゴ
ッ
プ
氏192

の
処
に
持
参
す
不
在
、

直
に
帰
宅
、
夕
方
頃
、
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
〕

ク
サ
ン
ブ
ロ
に

一
寸
出
か
け
た
、

パ
ン
テ
オ
ン
の
夕
照
の
写
生
を
つ
ゝ
け
る

僅
の
間
し
か
写
生
す
る
事
か
出
来
ぬ

�

八
月
二
十
一
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

発
輸
、
藤
島

満
谷
、

発
信

太
田
、
栗
川

加
藤
、
青
の

岡
崎
、
岡
本

関
、
須
藤

発
信

平
塚

〔Faubourg

〕

191　

 

ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
（Paul Cézanne, 

一
八

三
九

－

一
九
〇
六
）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

192　

 

同
日
予
記
欄
に
あ
る
「D

r. Le Goff

」
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
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【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

珍
ら
し
く
朝
来
降
雨
て
あ
る
し
ょ

ぼ
〳
〵
雨
の
間
を
絵
具
箱
を
携

へ
て
セ〔

セ
ー
ヌ
〕

ン
ヌ
の
川
岸
に
出
た
其
間

に
雨
は
霽
た
川
岸
に
土
砂

運
ふ
馬
車
と
労
働
車（

者
）の

ス
ケ
ッ

チ
を
試
た
る
帰
途
を
シ
ャ
ル
タ
ン

ド
プ
ラ
ン
ト
に
廻
り
□
石
の
標
本
室

を
観
る
化
石
の
面
白
き
も
の
多
く

あ
り
二
時
過
昼
食
午
後
窓
外
の

写
生
を
な
す
、「
少
し
頭
重
し
涼
気

の
勢
に
や

古
布
を
買
て
洗
濯
を
し
た
、

�

八
月
二
十
二
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

来
信　

Goff

中
尾

廣
瀬

発
輸

Goff

【
本
文
欄
】

朝
ギ〔

ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
モ
ロ
ー
美
術
館
〕

ュ
ス
タ
ー
ブ
モ
ロ
の
ミ
ユ
セ
を
見

に
出
か
け
昼
迄
、
午
後
読
書
、

夕
方
パ
ン
テ
オ
ン
の
写
生

ギ〔
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
モ
ロ
ー
〕

ユ
ス
タ
ー
ブ
モ
ロ
の
専
心
研
究

の
深
か
り
し
事
何
処
迄
も
自

分
の
藝
術
を
自
分
か
満
足
す
る

迄
遂
行
し
て
居
る
、
テ
ク
ニ
ッ
ク

も
如
何
な
る
事
て
も
試
み
て
居
る

モ〔
モ
ロ
ー
〕ロの

描
た
様
に
裸
体
を
取
扱

て
構
図
を
試
て
見
た
い
あ
ん
な
気

韻
の
あ
る
裸
体
は
同
感
て
あ
る
、

�

八
月
二
十
三
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

ブ〔

ブ

リ

ス

ト

ル

〕

リ
ス
ト
ー
ル

ホ
テ
ル
に
行
て

自
分
の
巴
里
着
以

前
に
来
て

居
た
、
青
野

兄
と
矩
一
か
ら

の
一
通
づ
ゝ

の
手
紙
を

受
取
た

【
本
文
欄
】

午
前
中
パ
ン
テ
オ
ン
の
夕
方
画
を

修
し
た
、

昼
食
後
岡
田
氏
の
宅
を
一
寸
訪

れ
てGoff

氏
の
所
か
今
日
は
午

後
来
て
呉
れ
な
い
か
と
の
事

に
て
出
か
け
た
、

夕
方
写
生
出
よ
う
と
思
ふ

た
か
今？

朝
か
ら
又
腹
の
加
減
か

〔J
a

r
d

in
 

d
e

s

P
lantes 

植
物
園
〕
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よ
く
な
い
の
て
加
藤
君
か
ら
来
た

新
聞
を
読
た
、

�

八
月
二
十
四
日
　
日
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

（
川
口
儀
平
氏
の
知
友
）

中
沢
彦
吉193

氏
等

【
本
文
欄
】

朝
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
に
写
生
に
出
る

今
日
日
曜
日
な
る
も
人
尠
な
し

四
五
の
画
人
池
の
周
り
に
写
生
を

な
す
、

昼
食
頃
よ
り
青
山
君
日
本
よ
り
の
来
遊

者
三
人194

連
に
て
今
余
の
宿
を
訪
ひ
た
る
所

な
り
と
云
ふ
、
路
上
に
て
出
會
す
、

午
後
ル
ー
ブ
ル
を
共
に
参
観
す
、

�

八
月
二
十
五
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

青
山
君
早
朝
来
訪
昨
日
中
沢
氏
ル

ノ
ア
ー
ル
の
作
品
一
枚
買
受
た
け

れ
は
と
の
事
三
人
同
伴
し
て

ル
ノ
ア
ー
ル
氏
を
訪
問
、
中
沢
氏

七
千
法
を
支
拂
、
一
ヶ
月
ル
ノ
ア
ー
ル

カ
ン
ヌ
ニ
ス
に
帰
宅
し
た
る
上
送
品
す
る

事
を
約
す195

、

午
後
再
び
額
縁
の
件
に
て
ル
ノ
ア

ー
ル
氏
を
訪
問　

正
金
に
て
調
製

の
事
を
依
頼
す

夜
半
氏マ

マ

中
沢
氏
の
ホ
テ
ル
に
て
語
る
、

�

八
月
二
十
六
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

午
前
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
に
趣
く
、

写
生

午
後
中
沢
氏
の
依
頼
に
よ
り
、

ル
ー
ブ
ル
、
セ
ー
ブ
ル
を
案
内
す
、

夕
方
巴
里
に
帰
り
、
古
董
屋

に
ペ
ル
シ
ヤ
の
陶
器
を
数
点

求
め
ら
る

青
山
君
に
案
内
な
と
頼
た
れ
は
、

同
君
の
作
品
を
譲
受
る
様

約
せ
ら
る
、

�

八
月
二
十
七
日
　
水
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

来
信

木
村
、

発
信

193　

 

中
沢
彦
吉
〔
二
代
目
〕。
実
業
家
、
銀
行
家
。

194　

 

同
日
予
記
欄
に
青
山
（
熊
治
）
が
連
れ
て
き
た

「
日
本
よ
り
の
来
遊
者
」
の
ひ
と
り
と
し
て
、
中

沢
彦
吉
の
名
を
記
し
て
い
る
。

195　

 

一
九
二
〇
年
、
再
興
第
七
回
日
本
美
術
院
展
覧

会
の
特
別
陳
列
と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
仏
国
近

代
絵
画
及
彫
塑
展
覧
会
」
に
中
沢
彦
吉
所
蔵
の

ル
ノ
ワ
ー
ル
《
西
班
牙
の
女
》
が
出
品
さ
れ
て

い
る
。
同
作
品
は
同
じ
く
中
沢
所
蔵
の
ロ
ダ
ン

《
考
え
る
人
》
と
と
も
に
関
東
大
震
災
で
焼
失
し

た
と
さ
れ
る
。（
下
山
肇
「
大
正
期
日
本
の
ロ
ダ

ン
蒐
集
家
群
像
：1912 -1927

」『
ロ
ダ
ン
と
日

本
』
展
図
録
、
静
岡
県
立
美
術
館
・
愛
知
県
美

術
館
、
二
〇
〇
一
年
、
一
六
八
頁
）　

児
島
は
青

山
熊
治
と
と
も
に
同
作
の
入
手
に
関
わ
っ
て
い

る
（
九
月
末
ま
で
）
こ
と
が
わ
か
る
。
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196　

 

イ
ン
ジョジ
ア
ン
骨
董
店（A

. &
 M

. Indjoudjian 
Frères

）
の
こ
と
か
。
同
店
の
住
所
は9, rue 

Le Peletier

。

青
山

【
本
文
欄
】

朝
中
沢
氏
よ
り
依
頼
さ
れ
た
る

ま
ゝ
早
く
パ〔

パ
レ
＝
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
〕

レ
ー
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
辺
の

古（
骨
）董

屋
に
趣
く
□
□
□
ペ
ル
シ
ア

ギ
リ
シ
ヤ
辺
も？

品
多
け
れ
と
エ
ジ

プ
ト
の
も
の
尠
しRue de la Paix

の
カ
ル
ビ
ジ
ユ
ア
ン
、
フ
レ
ー
ル
の
店
に

趣
く
中
沢
氏
数
点
を
求
む
、

午
後
、
久
し
振
に
浴
湯
に
行
く

夕
方
近
日
引
越
の
た
め
籠
を

購
ふ
夜
パ
ン
テ
オ
ン
の
写
生
を

試
む
、
夕
方
青
山
君
を
訪
問
す
、

�

八
月
二
十
八
日
　
木
曜

【
天
気
欄
】

曇
【
予
記
欄
】

来
信

木
村
、

【
本
文
欄
】

朝
、rue la Pelelier

の
古（

骨
）董

屋196

に

趣
き
ペ
ル
シ
ヤ
陶
皿
の
破
片
を
求
む
、

（
一
五
〇
法
来
月
の
支
出
に
□
す
）

午
後
青
山
君
来
訪
夜
迄
共

に
外
出
す
、

不
在
中
、
木
村
氏
来
訪
の
由
しマ

マ

�

八
月
二
十
九
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

発
信

自
宅
大
原

三
橋　

柿
原

武
内

【
本
文
欄
】

朝
ホ
テ
ル
ミ
ラ
ボ
ー
に
木
村
氏
を
訪
問

不
在
、
エ
ル
ネ
ス
ト
ク
レ
ソ
ン
に
廻

り
コ
ン
シ
エ
ー
ル
ジ
ユ
に
明
後
日
轉

宅
の
事
を
告
く

午
後
ミ〔

パ

リ

装

飾

美

術

館

〕

ュ
ー
ゼ
デ
コ
ラ
チ
ー
ブ

を
観
る
、

夕
方
帰
宅
、

�
八
月
三
十
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

来
信

妻
、

疋
田
、
柳
井

【
本
文
欄
】

朝
□
□
□
の
廣
瀬
氏
来
訪

明
日
轉
宅
□
予
定
な
れ
は
と
て

か
た
つ
け
を
な
す
、

昼
食
後
□
紐
を
買
求
め
に
行

く
夕
方
、
か
た
つ
け
を
な
す
、

〔K
alebdjian F

rères 

カ
レ
ブ
ジ
ア
ン
骨
董
店
〕

〔
ペ
ル
テ
ィ
エ
通
〕

（le p
eletier

）

〔c
o

n
c

ie
r

g
e

 

管

理

人
〕
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一
日
甚
た
短
き
思
し
て
暮
し
た
り

�

八
月
三
十
一
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

発
信

自
宅
、
疋
田

柳
井

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

朝
宿
の
主
人
と
同
道
し
て
エ
ル
ネ
ス
ト

ク
レ
ソ
ン
の
画
室
に
至
り
家
具
残
金

及
一
ヶ
月
半
の
借
室
料
共
に
弐
千
法

□
の
内
三
百
法
先
月
渡
し
置
き
た
る
残

千
七
百
法
を
渡
す

夕
方
引
越
す
べ
く
僅？

荷
物
の
取
か
た

つ
け
を
な
す
、

五
時
青
山
君
来
援
さ
れ
愈
々

此
夕
よ
り
エ
ル
ネ
ス
ト
ク
レ
ソ
ン
の
画

室
生
活
に
就
く

室
内
散
乱
し
て
取
か
た
つ
け
に
な
か
〳
〵
ら？

し

荷
物
は
幸
に
宿
カ〔

ギ
ャ
ル
ソ
ン
〕

ル
ソ
ン
自
ら
取
運
ひ
呉
る
、

�

九
月
一
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

殆
と
終
日
室
内
の
掃
除
に
費
す

午
後
三
時
頃
昼
食
を
済
せ
て

大
使
館
に
宿
所
変
更
の
報
知
を

な
し
白〔

ベ
ル
ギ
ー
〕

耳
義
行
の
旅
券
の

裏
書
を
乞
ひ
直
に
白
耳
義
公

使
館
に
にマ

マ

趣
き
手
続
を
終
る
、

夕
方
帰
宅
、

途
上
青
山
君
に
會
遇
、
君
は
今
午
後

轉
宅
し
た
り
と
余
の
近
所
に
し

て
賑
か
に
な
り
た
り？

、？

風
邪
の
氣
味
に？

て
頭
重
し
、

�

九
月
二
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

来
信

原
【
本
文
欄
】

終
日
外
出
せ
す
掃
除
に
暮
す

昼
前
青
山
君
来
訪
午
後

手
傳
呉
れ
ら
る

昼
食
夕
食
を
日
本
食
を
な
し

共
に
會
食
す
、

夜
十
一
時
頃
迄
青
山
君
と

藝
術
上
の
問
題
に
つ
き
て

語
る
、

�

九
月
三
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

朝
九
時
過
迄
就
床
朝
の
カ
ッ
フ
ェ
を

十
一
時
前
喰（

飲
）た　

ア〔
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
〕

マ
ン
シ
ア
ン
氏
の

所
へ
出
か
け
て
見
よ
う
か
と
考
へ
た
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黒
板
勝
美
著
『
西
遊
二
年
欧
米
文
明
記
』（
文
会

堂
書
店
、
一
九
一
一
年
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

か
少
し
時
間
の
間
に
會
ぬ
ら
し
い
の

と
雨
て
も
降
そ
ふ
て
あ
る
、

昼
食
後
ホ
テ
ル
ト
ビ
ユ
の
マ
ガ
ザ
ン
に

買
物
に
趣
く
降
雨
□
々
た
り

午
後
五
時
帰
宅
、

夕
方
食
事
に
出
づ
、

�

九
月
四
日
　
木
曜

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

午
前
少
し
読
書
し
た
、
十
時
半
シ〔

シ
ャ
ト
ー
＝

ヤ
ト

チテ
ィ
エ
リ
〕

エ
リ
に
趣
く
べ
く
ガ
ー
ル
エ
ス
ト
に
向
ふ

一
時
着
の
筈
の
列
車
は
や
つ
と
二
時

を
過
き
て
シ〔

シ
ャ
ト
ー
＝
テ
ィ
エ
リ
〕

ヤ
ト
チ
エ
ー
に
着
駅
前
の
レ
ス
ト

ラ
ン
に
て
昼
食
す
、

三
時
頃
ア〔

ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
〕

マ
ン
シ
ヤ
ン
氏
を
訪
ふ
在
宅
製

作
中
、
藤
島
先
生
よ
り
の
箱
を
送

る　

夕
食
を
共
に
す
べ
け
れ
は
と
の
事
、

来
合
せ
た
る
或
画
家
と
共
に
向
の
丘
に

登
り
写
生
を
な
す
、
こ
の
辺
の
一
村
は
全
く

戦
□
に
て
破
壊
し
終
□
た
り
、

午
後
八
時
半
の
列
車
に
て
十
一
時
巴
里
着
、

�

九
月
五
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

発
信

原
、

藤
島

来
信

石
井
、

【
本
文
欄
】

朝
青
山
君
来
訪
、
昼
食
を
共
に

し
夕
方
散
歩
を
共
に
し
て
八
時

過
帰
寓
す
、
青
山
君
再
来

十
一
時
迄
話
す

青
山
君
よ
り
借
り
た
る
黒
板
博

士
の
西
遊
弐
年197

の
エ〔

エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト
行

を
読
む
、

�

九
月
六
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

発
信　

石
井
、
木
村

都
鳥

2, chem
ises

1, chem
ise du nuit

3, cam
isoles

1, caleçon
1, fra

□
□
□l
□
□

3　

coles

□
□
□p

□r, draps V
W

【
本
文
欄
】

午
後
ア
カ
デ
ミ
ー
に
ク〔

ク
ロ
ッ
キ
ー
〕

ロ
ツ
キ
、

油
、
□
彩
、
ス
ケ
ッ
チ
板
な
と
を
買

求
め
帰
宅
、
夜
読
書

〔hôtel de ville 

市
庁
舎
〕

〔Gare de l'Est 

パ
リ
東
駅
〕

（cols

）
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�
九
月
七
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

来
信
、

原
、

Renoir

【
本
文
欄
】

昼
前
掃
除
の
女
来
る
、

外
出
、
長
谷
川
君
明
日
出
発

南
佛
の
地
に
病
後
を
療
養

せ
ん
と
さ
る
由
御
見
舞
に
行
く

午
後
ダ
リ
ヤ
の
花
を
買
求
め

帰
宅
、
一
時
間
ほ
と
写
生
を
な
す

�

九
月
八
日
　
月
曜

【
本
文
欄
】

朝
岡
田
氏
来
訪
昼
食
を
共
に
す
、

朝
と
午
後
昨
日
写
生
の
つ
ゝ
き
を

描
く
、

夕
方
セ〔

セ
ー
ヌ
〕

ン
ヌ
河
岸
を
散
歩
す

夜
壁
に
張
り
た
る
支
那
女
優
の

絵198

を
眺
め
て
修
作
の
辺
を
定
む

�

九
月
九
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

発
信
、

自
宅

青
の

【
本
文
欄
】

朝Cilé

へ
花
買
に
行
く

昼
前
よ
り
写
生
す
、

タ〔
ダ
リ
ヤ
〕

リ
ヤ
、
シ
オ
ン
の
類
数
多
の
花

を
水〔

水
注
〕

つ
き
に
抑（

挿
）し

て
洗
面
臺
の

上
に
置
き
て
周
囲
を
描
く199

夕
方
迄
、

青
山
君
昼
過
き
来
り
夕
方
迄

話
す
、

昨
日
も
今
日
も
自
炊
し
て
生
活

�

九
月
十
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

昨
日
か
ら
始
め
た
花
の
写
生
を
朝
か
ら

夕
方
迄
つ
ゝ
け
た

画
室
に
計

〔
ば
か
り
〕こ

も
つ
て
毎
日
描
て
居
れ
は

巴
里
に
来
て
居
る
心
地
か
せ
ぬ
、

然
し
何
か
一
つ
試
み
て
見
ね
は
な
る
ま
い

静
物
は
か
し
描
て
居
た
と
て
何
に
も

な
る
ま
い

加
藤
君
□
か
ら
送
て
呉
れ
ら
れ
る
日
本
の

新
聞
を
通
読
す
日
本
も
糧
食
問
題

と
社
界（

会
）問

題
て
か
な
り
騒
て
居
る
様？

て？

あ
る

�

（C
ité

？
）

198　

 《
小
放
牛
》（
大
原
芸
術
財
団
所
蔵
、
所
蔵
品
登

録N
o.4127

）
の
こ
と
。
前
年
一
九
一
八
年
に

中
国
に
て
取
材
、
そ
の
後
日
本
に
て
制
作
が
進

め
ら
れ
、
一
九
二
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
美

術
協
会
展
に
出
品
さ
れ
た
。
出
品
前
に
パ
リ
に

て
加
筆
修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以

下
、「
支
那
女
優
の
絵
」「
支
那
芝
居
の
絵
」
な

ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

199　

 

モ
チ
ー
フ
や
構
図
に
つ
い
て
の
記
述
内
容
が「
児

島
虎
次
郎
画
伯
遺
作
展
覧
会
」（
大
阪
中
之
島

朝
日
会
館
、
一
九
三
六
年
）
出
品
番
号N

o.38

《
静
物
》（
所
在
不
明
）
の
図
版
と
一
致
す
る
こ

と
か
ら
、
同
作
ま
た
は
そ
の
関
連
作
と
考
え
ら

れ
る
。
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九
月
十
一
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

発
信

加
藤

【
本
文
欄
】

午
前
中
描
き
つ
ゝ
け
の
花
の
写
生

午
後
昼
食
後
ル
ー
ブ
ル
に
出

か
く
、

街
上
暑
気
烈
し
く
し
て
外

に
在
に
不
堪
、
六
時
前
帰
宅
、

先
日
よ
り
描
き
し
花
は
如
何
に
し
て

も
意
を
不
得
夕
方
八
号
に
同
し

様
な
る
も
の
一
枚
を
描
く

�

九
月
十
二
日
　
金
曜

【
天
気
欄
】

晴　
【
寒
暖
欄
】

暑
【
本
文
欄
】

朝
ラ
モ
レ
ル
に
絵
具
買
に？

趣
く
昨

日
よ
り
暑
気
強
し

少
し
暑
さ
に
労
れ
た
る
心
地
す

午
後
よ
り
夕
方
迄
支
那
の
女
優
の
絵
を
修

作
す

�

九
月
十
三
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

朝
岡
田
氏
の
所
に
ア
ト
リ
エ
の
話

に
て
趣
く
、
夕
方
迄
岡
田
君
留

守

�

九
月
十
四
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

終
日
支
那
女
優
の
絵
を
修
作
す
、

朝
よ
り
夕
方
迄
、
青
山
君

来
訪
、

�

九
月
十
五
日
　
月
曜

【
天
気
欄
】

曇
【
予
記
欄
】

来
信

山
田
芳

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

早
朝
岡
田
君
ア
カ
デ
ミ
ー
に
同
伴

し
呉
れ
と
て
来
訪
ア〔

ア
カ
デ
ミ
ー
〕

カ
テ
ミ
ー
に

行
く
、
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園

を
一
人
に
て
散
歩
す
、

街
上
子
供
を
三
人
連
れ
た
る
中
年

の
貧
し
き
婦
人
か
残
年
の
歌
を

独
唱
し
て
銅
貨
を
乞
ふ
て
居
た

余
は
簡
単
な
る
ス
ケ
ッ
チ
を
な
す
、
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正
午
後
前
帰
居
、
廣
瀬
氏
来
訪

午
後
青
山
君
とM

r Rivier
氏200

の
所
に
ル
ノ
ア
ー
ル
の
絵
を
見
に
行
く

夕
方
、
他
の
廣
瀬
（
佛
文
）
氏201

原
君202

と
来
訪

�

九
月
十
六
日
　
火
曜

【
天
気
欄
】

曇
【
予
記
欄
】

発
信

ア〔
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
〕

マ
ン
ジ
ヤ
ン

【
本
文
欄
】

朝
ア〔

ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
〕

マ
ン
シ
ヤ
ン
氏
へ
手
紙
を
書
く

昼
食
後
支
那
女
優
の
修
作

を
夕
方
迄
つ
ゝ
け
た

今
朝
は
早
く
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
の
公
園

に
出
か
け
て
見
よ
う
と
考
へ
た
か

空
か
曇
り
て
薄
寒
い
の
て
中
止
し

た
、

今
朝
は
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
の
園
は
静

か
て
浄
い
よ
い
気
持
て
あ
る
、

今
月
も
早
や
半
月
過
き
た

日
本
か
ら
一
向
手
紙
か
来
ぬ

�

九
月
十
七
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

朝
窓
外
の
写
生
を
始
む
、
昼
食
後

ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
辺
の
散
歩
に
出
つ

壱
弐
時
間
古（

骨
）董

屋
に
過
す
、

辰
砂
の
壷
の
口
か
け
の
も
の
三
品

價
安
く
求
む

四
時
頃
帰
宅
し
て
食
事
、

夕
方
少
し
支
那
女
優
の
修
作

を
な
す
睡
気
催
し
て
力
な
し

�

九
月
十
八
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

来
信

長
谷
川

【
本
文
欄
】

午
前
中
在
宅
、

昼
前
岡
田
君
来
訪
共
に

昼
食
す

午
後
青
山
君
来
宅
の
筈

な
る
も
不
来

岡
田
君
と
中
川
氏203

の
寓
を

訪
問

夜
シ
ネ
マ
を
観
て
夜
半
帰

宅

�

九
月
十
九
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

発
信

長
谷
川

200　

 

ジ
ョ
ル
ジュ
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
（Georges Rivière, 

一
八
五
五

－

一
九
四
三
）
か
。
フ
ラ
ン
ス
の
作

家
、
美
術
評
論
家
。
一
九
一
九
年
九
月
十
二
日

消
印
の
児
島
宛
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
書
簡
が
現
存
し

て
お
り
、
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
の
住
所
と
作
品
受
け

取
り
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

201　

 

広
瀬
哲
士
（
ひ
ろ
せ
・
て
つ
し
、
一
八
八
三

－

一
九
五
二
）で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
、
岡

山
県
出
身
。
児
島
の
住
所
録
に
名
前
が
あ
り
、

住
所
はW

elcom
e H

otel

（
パ
リ
五
区
）
お
よ

び
東
京
市
外
中
野
と
な
っ
て
い
る
。

202　

 

原
勝
四
郎
（
は
ら
・
か
つ
し
ろ
う
、
一
八
八
六

－

一
九
六
四
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。

203　

 

中
川
紀
元
（
な
か
が
わ
・
き
げ
ん
、
一
八
九
二

－

一
九
七
二
）
か
。
洋
画
家
。
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204　

 

九
月
十
五
日
欄
参
照
。

【
本
文
欄
】

朝
ロ
ン
ド
ン
山
田
氏
よ
り
来
電
本
日

夕
方
巴
里
着
の
由

夕
方
迄
朝
よ
り
支
那
女

優
の
修
作

四
時
頃
青
山
君
とRiviér
氏

の
宅
に
て
ル
ノ
ア
ー
ル
氏
の
作
品

を
受
取
る204

ガ
ー
ル
ド
ノ
ー
ル
に
山
田
氏
久
保

氏
を
訪
問
出
迎
ふ
両
氏
三
井

の
人
と
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
就
く
、

ホ〔
フ
ォ
リ
ー
・
ベ
ル
ジ
ェ
ー
ル
〕

リ
ベ
ル
ゼ
ー
ル
を
案
内
し
て
夜
半
過
き
雨
に
降
れ

て
帰
宅
し
た
る
ハ
一
時
半

�

九
月
二
十
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

朝
リ
エ
ジ
リ
エ
ー
ジ
に
木
村

氏
を
訪
問
昼
食
を
氏
の
パ
ン
シ

ヨ宿
舎
〕ン

に
て
饗
せ
ら
れ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
置
手
紙
し
て
帰
る
、

夕
方
山
田
、
久
保
氏
来
訪
、

夕
食
を
共
に
す
、

夜
オ〔

オ
ラ
ン
ピ
ア
劇
場
〕

ラ
ン
ピ
ヤ
の
案
内
す

�

九
月
二
十
一
日
　
日
曜

【
天
気
欄
】

曇

【
予
記
欄
】

発
信

青
野

矩
一

Renoir

来
信

矩
一

【
本
文
欄
】

連
日
夜
晩
く
就
床
の
た
め
睡
眠

不
足
、
日
曜
な
れ
は
と
思
ひ
ゆ

つ
く
り
睡
り
、
醒
め
た
る
は
十
時
に

近
し
、
朝
ル
ノ
ア
ー
ル
氏
へ
手
紙
を

か
く
、

午
後
、
少
し
散
歩
に
出
づ
、
夕
方

支
那
女
優
の
修
作
、

夜
原
君
来
訪
、
支
那
飯
に

趣
く
、

�

九
月
二
十
二
日
　
月
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
本
文
欄
】

朝
原
君
来
訪
原
君
に
依
頼
さ
れ
て
同
道
し
て
エ
ト

ワ
ル
ト
ロ
カ
デ
ロ
の
附
近
に
趣
く

夕
方
青
山
君
の
所
に
同
道
す

午
後
エ
ト
ワ
ル
ト
ロ
カ
デ
ロ
よ
り
宿
迄
セ〔

セ
ー
ヌ
〕

イ
ン

の
河
岸
を
散
歩
す

〔G
are du N

ord 

パ
リ
北
駅
〕

〔rue de Liège 

リ
エ
ー
ジ
ュ
通
？
〕

〔pension
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�
九
月
二
十
三
日
　
火
曜

【
天
気
欄
】

曇
【
本
文
欄
】

朝
、
ク〔
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
〕

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
山
田
氏
へ
の

電
報
を
持
参
す
、

恰
も
見
物
に
出
か
け
の
折
に
て
夕

方
迄
自
働
車
に
て
引
廻
す
、

風
邪
の
氣
味
な
れ
は
早
く
就

床
す
、

�

九
月
二
十
四
日
　
水
曜

【
天
気
】

晴
【
予
記
欄
】

来
信

中
沢
、

山
田
氏
へ
の
電
報
来
る
、

【
本
文
欄
】

朝
九
時
離
床
よ
く
眠
り
た
る
た
め

に
か
頭
少
し
軽
く
な
る

瓦
斯
ス
ト
ー
ブ
を
焚
き
て
暖
房

す
、

昼
前
都
鳥
氏
来
訪
夕
方

迄
談
合
す
、

�

九
月
二
十
五
日
　
木
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

発
信

山
田
、

発
電

山
田

【
本
文
欄
】

夜
発
汗
し
た
れ
は
朝
少
し
心
地

よ
し
、
中
沢
氏
よ
り
巴
里
に
帰

着
の
由
は
か
き
受
け
た
れ
は
依
頼

さ
れ
居
る
額〔

額
縁
〕椽

屋
に
出
か
く
、

午
後
支
那
劇
の
修
作
を
な
す
、

�

九
月
二
十
六
日
　
金
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

来
信

自
宅
、
三
通

柳
井
、
岡
崎

来
電
山
田
氏
へ
の
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205　

 

松
永
津
志
馬
（
ま
つ
な
が
・
つ
し
ま
、
一
八
九

三

－

一
九
六
六
）
で
あ
ろ
う
。
洋
画
家
。

発
信

山
田
氏

自
宅
、
柳
井

成
羽
、
大
原
（
輸
）

太
田

【
本
文
欄
】

朝
中
沢
氏
ホ
テ
ル
に
帰
着
の
事
と

考
へ
向？

た
れ
と
尚
巴
里
に
帰

ら
れ
さ
る
様
子

諏〔
諏
訪
ホ
テ
ル
〕

訪
に
廻
り
古（

骨
）董

屋
に
寄
り

昼
支
那
飯
に
趣
く
、

風
邪
の
心
地
よ
し
、

夜
手
紙
を
か
く
、

�

九
月
二
十
七
日
　
土
曜

【
天
気
欄
】

雨
曇

【
予
記
欄
】

発
輸

自
宅
、
斉
藤

信柳
井
、
岡
崎

来
信

山
田
芳

「
山
田
氏
へ
の

手
紙
二
通

【
本
文
欄
】

朝
九
時
迄
睡
る
、
午
前
中
洋
服
の

r 〔
ア
イ
ロ
ン
が
け
〕

epassage

を
な
す
、

昼
食
を
山
口
氏
の
所
に
て
御
馳
走

に
な
る
、

午
後
青
山
君
、
松
永
君205

山
口
氏

の
所
に
て
来
語（

談
）す

夕
方
一
寸
外
出
す
冷
気
な
か
〳
〵

に
強
し
、

�

九
月
二
十
八
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

朝
中
沢
氏
よ
り
来
電
、
直
に
ホ
テ
ル

に
趣
く
、
別
に
何
の
用
事
も
な
く

日
曜
日
に
て
用
達
も
出
来
ず

昼
食
を
御
馳
走
に
な
り
て
夕
方

迄
遊
て
帰
る
、

�

九
月
二
十
九
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

来
信

D
uthe

、
妻

金
沢
、
岡
崎

【
本
文
欄
】

朝
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
に
写
生
に
行

（D
uthu

）
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くエ〔
エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト
の
板
画
一
五
〇206

を
購
む
、

ク〔
グ
ラ
ン
ド
・
シ
ョ
ー
ミ
エ
ー
ル
〕

ラ
ン
シ
ヨ
ー
ミ
エ
ー
と
ラ
モ
レ
ル
に

寄
る
、

午
後
中
沢
氏
来
訪
、

�

九
月
三
十
日
　
火
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

来
信

Goff

【
本
文
欄
】

朝
青
山
君
と
中
沢
氏
の
宿
に

趣
く
、
額〔

額
縁
〕椽

屋
に
て
ル
ノ
ア
ー
ル
の

作
品
に
對
す
る
木
彫
の
椽〔

縁
〕を

撰

ふ207午
後
同
道
し
てRue de la Paix

の

古（
骨
）董

屋
に
て
中
沢
氏
新
に
ギ
リ
シ

ヤ
の
品
数
点
を
求
め
ら
る
、

�

十
月
一
日
　
水
曜

【
天
気
欄
】

晴
夕
雨

【
予
記
欄
】

発
信

Goff

長
尾
建
吉

額〔
額
縁
〕椽

代
の

事
を
申
送
る

【
本
文
欄
】

朝
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
に
久
振
り
に

ス
ケ
ツ
チ
に
趣
く
池
の
側
に
て
子
供

の
噴
水
を
描
く

午
後
ガ
ー
ル
ド
リ
オ
ン
に
時
間
表

を
買
求
む
后
ル
ー
ブ
ル
に
エ〔

エ
ジシ

ププ
ト
〕ト

の
墓
標
を
観
る

�

十
月
二
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

来
信

小
笠
原
、

小
林
、

岡
本
、

発
信

自
宅
、

D
uthu

【
本
文
欄
】

先
般
中
か
ら
中
沢
氏
に
依
頼
さ
れ
た

用
事
て
殆
と
数
日
を
費
し
た
し
か
も
其
の

用
便
か
至
極
不
愉
快
千
萬
て
あ

つ
た
た
め
か
頭
か
な
ん
と
な
く
嫌
て
た
ま

ら
ぬ
、
何
所
か
田
舎
へ
飛
出
し

〔G
are de Lyon 

リ
ヨ
ン
駅
〕

206　

 「
一
五
〇
フ
ラ
ン
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

207　

 

八
月
十
四
日
、
二
十
五
日
、
九
月
十
五
日
、
十

九
日
欄
参
照
。
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208　

 

小
柴
錦
侍
（
こ
し
ば
・
き
ん
じ
、
一
八
八
九

－

一
九
六
一
）
か
。
洋
画
家
、
版
画
家
。

209　

 

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ベ
ル
ネ
ー
ム
画
廊
。

210　

 

ピ
エ
ー
ル
・
ピ
ュ
ヴ
ィ
ス
・
ド
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン

ヌ
（Pierre Puvis de Chavannes, 

一
八
二

四

－

一
八
九
八
）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

て
来
て
見
た
く
も
あ
る
し
今
日
モ
ン

チ
ニ
ー
辺
に
遊
て
見
よ
う
か
と
考
へ
た
ら

又
思
直
し
た
、
朝
大
使
館
に
手
紙
の

事
て
出
か
け
て
帰
途
を
都
鳥
氏
の
寓
に

寄
て
四
時
頃
迄
話
し
た
夕
方
小
柴
君208

の
所
を
訪
れ
て
帰
つ
た
、

�

十
月
三
日
　
金
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

来
信

ホ
テ
ル

Grand H
om

m
es

発
信

小
笠
原
、
加
藤
、

小
林
、

【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
〜
欄
外
下
側
】

十
時
五
十
五
分
ガ
ー
ル
ド
リ
オ
ン
よ
り
モ
ン
チ

ニ
ー
に
絵
具
箱
を
携
へ
て
十
年
振
り

に
ロ〔

ロ
ワ
ン
川
〕

ア
ン
の
清
流
に
見
ん
と
す
、

十
二
一
時
半
前
着
、
停
車
場
前
に
て
昼
食
川
岸

に
降
り
て
橋
上
よ
り
一
枚
写
生
す
降
雨
に

會
す
陶
器
屋
に
帰
り
て
壷
一
個
を
求
む
、

□
グ
レ
の
方
へ
の
道
を
ほ（

と
ぼ
？
）ど〳

〵
と
歩
た
雨
に
濡

れ
た
緑
葉
の
鮮
さ
と
て
も
都
に
て
は
見
ら
れ

ぬ
色
な
り
紅
と
燃
る
蔦
の
羨
し
き
ほ
と
の

美
し
さ
よ
、
町
は
づ
れ
に
て
一
枚
ス
ケ
ッ
チ
を
試
み

た
五
時
僅
か
過
き
七
時
迄
の
汽
車
を
待
つ
に
は
あ

ま
り
時
間
あ
れ
は
モ
レ
ー
迄
歩
行
き
見
む
林
道
を
急
行
し
た

恰？

た
三
四
キ
ロ
行
た
所
て
馬
車
か
馳
て
来
た
御
者
か
同
乗
を

す
ゝ
め
る

の
て
車
上
の
人
と
な
る
、
六
時
半
少
し
過
き
停
車
場
着
、
巴

里
へ
空
腹
の

ま
ゝ
十
時
帰
寓
飯
を
炊
て
食
事
し
た

�

十
月
四
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

朝
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
の
池
を
十
五
号
に
画

室
て
描
直
し
た

午
後
デ
ユ
ラ
ン
ル
エ
ル　

□
リ
ユ
ド

ボ
ヘ
ッ
チ
ー
のBernehaim

e

209な
と
に
タ
ブ

ロ
ー
を
見
る　

シ
ヤ
バ
ン
ヌ210

の
パ
ス
テ
ル

十
号
程
の
も
の
六
万
五
千
法　

か
な
り

よ
い
品
て
あ
つ
た

夕
方
迄
歩
み
通
し
て
労
れ
て
帰
寓

青
山
君
来
訪

�

十
月
五
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

来
信

矩
一
、
青
野
、

柿
原
、
金
沢

〔G
are de Lyon 

リ
ヨ
ン
駅
〕

↖↖

〔Rue La Boétie 

ボ
エ
シ
ー
通
り
〕

（B
e

r
n

h
e

i
m

）
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発
信

矩
一
青
野

柿
原
金
沢

【
本
文
欄
】

午
前
中
在
宅
昨
日
の
夜
画
を
少
し
つ
ゝ
け
る

午
後
、
外
出
ホ〔

オ
テ
ル
・
デ
・
グ
ラ
ン
・
ゾ
ム
〕

テ
ル
ク
ラ
ン
ト
ホ
ム
の

主
人
を
訪
ふ

夕
方
帰
宅
、
諸
氏
へ
の
手
紙
を

夜
迄
か
く

人
生
に
最
も
発
達
し
つ
ゝ
あ
る
も
の
ハ

虚
偽
を
以
て
第
一
と
す

�

十
月
六
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

来
信

山
本　

久
保
田

【
本
文
欄
】

朝
山
本
氏
ロ
ー
マ
よ
り
明
朝
帰
巴

す
べ
け
れ
は
ス〔

諏
訪
ホ
テ
ル
〕

ワ
ホ
テ
ル
に
宿
を
求

め
呉
れ
と
の
手
紙
を
受
取
る

昼
前
ス
ワ
に
趣
く　

午
後
少
し

朝
顔？

の
絵
を
修
作
す211

�

十
月
七
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

来
信？

中
沢
、

【
本
文
欄
】

朝
ガ
ー
ル
ド
リ
オ
ン
に
山
本
氏
を

迎
ふ　

午
後
同
導
し
て
山
本

氏
の
買
物
を
な
す
、

夜
カ〔

カ
ジ
ノ
・
ド
・
パ
リ
〕

ジ
ノ
ド
パ
リ
を
観
る
、

�

十
月
八
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

朝
ス〔

諏
訪
ホ
テ
ル
〕

ワ
ホ
テ
ル
に
趣
く
山
本
氏

正
午
の
汽
車
に
て
ロ
ン
ド
ン
に
出

発
さ
る
、

午
後

�
十
月
九
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

来
信

加
藤

【
本
文
欄
】

朝　

朝
顔
の
画
を
修
作
す
、

夕
方
ポ
ル
ト
オ
レ
ア
ン
の
城

外
を
散
歩
す

�

〔G
are de Lyon 

リ
ヨ
ン
駅
〕

〔Porte dʼO
rléans 

オ
ル
レ
ア
ン
門
〕

211　

 《
朝
顔
》（
大
原
芸
術
財
団
所
蔵
、
所
蔵
品
登
録

N
o.4050, 4111, 4112

）の
こ
と
。
三
点
が
日
本

で
制
作
さ
れ
、
う
ち
二
点
が
一
九
二
〇
年
の
国

民
美
術
協
会
展
に
出
品
さ
れ
た
。
出
品
前
に
パ

リ
に
て
加
筆
修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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212　

 

関
野
貞
（
せ
き
の
・
た
だ
し
、
一
八
六
八

－

一

九
三
五
）。
建
築
史
・
美
術
史
家
、
考
古
学
者
。

十
月
十
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

朝
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
に
写
生
に

出
か
け

グ
ラ
ン
パ
レ
に
オ
ー
ト
モ
ー
ビ
ル
の

の
エ
キ
ス
ポ
ジ
シ
ヨ
ン
を
観
る

夕
方
よ
り
室
内
の
写
生
を

始
め
た

�

十
月
十
一
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

来
信

平
塚

発
信

平
塚

岡
本

【
本
文
欄
】

午
前
中
在
宅
午
後
グ〔

グ
ラ
ン
・
ブ
ー
ル

ラ
ン
ブ
ル

ババ
ー
ル
〕ーに

趣
き
シ〔

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
プ
テ
ィ
画
廊
〕

ョ
ー
ジ
プ
チ
に
水

彩
画
展
覧
會
を
観
る

夕
方
帰
宅
、

大
使
館
に
寄
り
満
谷
氏
よ
り
の

手
紙
を
受
取
る

�

十
月
十
二
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

来
信

妻
、
吉
田

柳
井
青
の

小
林
上
田
、

中
尾

【
本
文
欄
】

午
前
中
在
宅
午
後
ミ〔

ク
リ
ュ
ニ
ー
美
術

ユ
セ
ク
リ

ニ館
〕

に
行
く
館
中
、
廣
瀬
、
関
野

博
士212

に
會
遇
す
、
夕
方
迄
両
氏

の
ホ
テ
ル
に
寄
る
博
士
よ
り
印
度

旅
行
の
物
語
及
数
多
の
写

真
に
を
示
さ
る
つ
き
教
示
を
得
、

夜
日
本
へ
の
数
多
の
返
信
を
認

む　

夜
半
過
就
床

�

十
月
十
三
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

発
輸

自
宅
、
妻

青
の
、
柳
井

上
田
、
小
林
、

吉
田
、

妻来
信
、

〔e
x

p
o

s
it

io
n

 

展

覧

会
〕
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小
野
、
木
村

妻
よ
り
写
真

来
る

【
本
文
欄
】

朝
渡
欧
の
時
同
船
し
た
る
小
野
氏213

来

巴
し
た
れ
は
遊
ひ
に
来
て
呉
れ
と
の
手
紙

を
受
け
午
後
ク
リ
シ
ー
の
ホ
テ
ル
に

訪
ひ
夕
方
迄
同
道
し
て
市
中

を
散
歩
す
、

午
前
室
内
の
デ
ツ
サ
ン
を
五
十
号

に
描
く
、

�

十
月
十
四
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

来
信

中
沢
、

青
の

妻
、

三
宅
、

【
本
文
欄
】

朝
ク〔

ク
リ
ュ
ニ
ー
美
術
館
〕

リ
ニ
ー
に
出
か
け
よ
う
か
ア〔

ア
マ
ン
＝

マ
ン

シジ
ャ
ン
〕

ヤ
ン
の
シ〔

シ
ャ
ト
ー
＝
テ
ィ
エ
リ
〕

ヤ
ト
ー
ウ
チ
エ
リ
ー

に
出
か
け
よ
う
か
と
色
々
考
へ
た
末

シ〔
シ
ャ
ト
ー
＝
テ
ィ
エ
リ
〕

ヤ
ト
ウ
チ
エ
リ
ー
行
は
日？

延？

と
し
た

午
後
ク〔

ク
リ
ュ
ニ
ー
美
術
館
〕

リ
ニ
ー
に
ペ
ル
シ
ヤ
の
テ
ツ

サ
ン
を
模
写
に
出
か
け
た

夕
方
暮（

暗
）く

な
つ
て
三
時
半
退

出
し
た

カ〔
カ
レ
ブ
ジ
ア
ン
骨
董
店
〕

ル
ブ
ジ
ア
ン
か
ら
ギ
リ
シ
ヤ
の
テ
ー
ル

キ
ュ
イ
の
少（

小
）な

の
を
二
個
届
け
て
よ
越

し
た
先
日？

の？

礼？

な
ら
む

�

十
月
十
五
日
　
水
曜

【
予
記
】

発
信

中
沢
、

三
宅
、

長
谷
川

【
本
文
欄
】

午
後
ミ〔

ク
リ
ュ
ニ
ー
美
術
館
〕

ユ
ゼ
ク
リ
ニ
に

R 〔
ロ
ー
ド
ス
〕

hodes

の
皿
を
模
写
に
趣
く

夕
方
帰
宅
、

白〔
ベ
ル
ギ
ー
〕

耳
義
に
行
て
来
た
い
の
と

ア〔
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
〕

マ
ン
ジ
ヤ
ン
氏
の
宅
を
訪
れ

た
い
の
と
モ
デ
ル
を
描
き
た
い

し
の
三
つ
の
問
題
か
毎
日
頭
の

中
を
支
配
し
て
然
し
かマ

マも
毎
日

三
つ
の
何
一
つ
も
出
来
な
い
の
て
あ
る

奮
起
を
要
す

�

十
月
十
六
日
　
木
曜

【
予
記
】

来
信

〔terre cuite

赤

陶

〕

213　

 

小
野
輝
男
か
。
児
島
の
住
所
録
に
名
前
が
あ

り
、
住
所
は
ロ
ン
ド
ン
と
な
っ
て
い
る
。
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214　

 

ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
（Paul Gauguin, 

一
八

四
八

－

一
九
〇
三
）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

215　

 

サ
ン
ト
ノ
レ
の
バ
ル
バ
ザ
ン
ジ
ュ
画
廊
で
開
催

さ
れ
て
い
た
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
個
展
を
観
覧
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

 Paul G
auguin: E

xposition dʼœ
uvres 

inconnues, Galerie Barbazanges, Paris, 
O

ct. 10 ‒30, 1919

久
保
田

山
田
、

【
本
文
欄
】

午
前
中
昨
日
ク〔

ク
リ
ュ
ニ
ー
美
術
館
〕

リ
ニ
ー
に
て
描
写
し
た
る

皿
の
絵
を
修
正
す
、

午
後St. H

onore

の
店
に

ゴ〔
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
〕

ガ
ン

214の
展
覧
会
を
見
る
、

夕
方
帰
宅
、　

ゴ〔
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
〕

ガ
ン
の
作
品

ブ〔
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
〕

ル
タ
ニ
ユ
に
て
描
た
も
の
ゝ
み
ら
し
く

二
十
枚
も
あ
つ
た
か
風
景
は
ゴ

〔
ゴ
ー

ガギ
ャ
ン
〕ンの

も
の
と
は
思
へ
ぬ
様
な
穏

雅
な
よ
い
も
の
か
あ
つ
た215

�

十
月
十
七
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

発
信

久
保
田

山
田
、

満
谷

【
本
文
欄
】

午
前
中
室
内
の
写
生
を
な
す
、

五
十
号
に
先
日
来
デ
ッ
サ
ン
を
描

き
置
し
も
室
内
に
子
供
の
モ〔

モ
デ
ル
〕

テ
ル
を
置

く
積
り
な
る
も
一
向
モ〔

モ
デ
ル
〕

テ
ル
来
ら
ず

昼
食
を
支
那
飯
に
行
く
途
中

岡
田
君
に
會
遇
す
食
後
共
に

ミ〔
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
美
術
館
〕

ユ
セ
ル
ク
サ
ン
ブ
ル
グ
を
観
る
、
岡
田
君

の
寓
に
帰
り
日
暮
過
迄
話
す

中
川
君
も
来
合
す
、

ア
ラ
ブ
製
？
の
大
幕
を
購
ふ
價
非

常
に
安
價

�

十
月
十
八
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

午
前
中
昨
日
の
続
き
に
室

内
を
描
く

午
後
□Rue Royale

に
展
覧

會
を
観
る

夕
方
、
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
近
く
の

古
道
具
屋
に
入
る
一
弐
時
間
を

費
す
、

朝
来
霧
深
く
し
て
町
余
と
辨

せ
ぬ
位
な
り
、

�

十
月
十
九
日
　
日
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

来
信

加
藤

【
本
文
欄
】

朝
九
時
迄
睡
眠
す　

此
頃
暁
頃
？

よ
く
醒
め
て
朝
起
の
際
頭
痛
む

〔
サ
ン
ト
ノ
レ
〕

（H
onoré

）

〔
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
通
り
〕
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寒
さ
加
り
た
る
た
め
？

午
後
ミ〔

ギ

メ

美

術

館

〕

ュ
ゼ
ギ
ユ
メ
に
趣
き
新
に

エ〔
エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト
の
室
と
印
度
の
室
を
観

る
ル
ー
ブ
ル
の
そ
れ
に
比
し
て
遜
色
な

き
の
み
か
模
写
な
と
す
る
の
は
非

常
に
都
合
よ
し
、

夕
方
帰
宅
、

今
日
は
□
春
先
の
如
く
暖
気
心
地
よ
し

大
陸
な
れ
は
支
那
の
如
く
三
寒
四
温

の
存
す
る
に？

や？

、

�

十
月
二
十
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

来
信

長
谷
川

【
欄
外
右
側
〜
本
文
欄
】

午
前
中
シ
ン
カ
□
ペ
ナ
ン
で
ス
ケ
ッ
チ
し
て
来
た

子
供
の
構
図
を
描
て
見
た
、216

午
後
支
那
飯
か
ら
セ
ン
ヌ
川
の

岸
の
方
に
散
歩
し
て

帰
途
、
□
エ
ジ
プ
ト
のSarcophage

の
破
片
を
買
求
め
て
来
た

美
術
学
校
に
て
羅〔

ロ
ー
マ
賞
〕

馬
賞

217の
彫
刻
□
コ
ン

ク
ー
ル
の
作
品
陳
列
を
観
る
、

�

十
月
二
十
一
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

昨
夜
よ
り
少
し
風
邪
の
気
味

な
り
し
か
今
朝
は
熱
も
か
な
り
あ
り

喉
も
痛
む
し
気
分
も
悪
し

終
日
一
寸
買
物
に
出
た
る
の
み
に
て

ス
ト
ー
ブ
の
側
に
て
セ
ザ
ン
ヌ
を

読
む
、

外
は
あ
ま
り
暖
か
そ
う
ふ
て
も
な
し

�

十
月
二
十
二
日
　
水
曜

【
予
記
欄
】

来
信

小
野
、

加
藤

都
鳥

【
本
文
欄
】

午
前
中
在
室

昨
夜
よ
り
風
邪
の
氣
味
な
り
し

た
め
発
汗
さ
せ
む
と
昨
夜
ブ（

ブ
ド
ー
酒
？
）

ー
酒

を
熱
し
て
飲
し
も
き（

き
ゝ
め
）めな

し
九
時
迄

就
床
、

昼
前
花
の
絵
を
描
始
む

昼
過
ラ
モ
レ
ル
迄
用
達
に
行
く

吉
田
君
へ
ブ〔

絵
具
の
シ
ル
バ
ー
ホ
ワ
イ
ト
〕

ラ
ン
ダ
ル
ジ
ャ
ン
を
九
本
発

送
を
依
頼
す

午
後
□
□
青
山
君
来
談
、

〔
サ
ル
コ
フ
ァ
ー
ジ
ュ
、石
棺
〕

（S
a

r
c

o
p

h
a

g
e

）

216　

 

五
月
二
十
四
日
欄
参
照
。

217　

 

ロ
ー
マ
賞
。
芸
術
分
野
の
学
生
を
対
象
と
し
た
、

フ
ラ
ン
ス
国
家
に
よ
る
奨
学
金
付
留
学
制
度
。
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夜
手
紙
を
か
き
読
書
（
セ〔

セ
ザ
ン
ヌ
〕

サ
ン
ヌ
）

�

十
月
二
十
三
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

発
信

大
原
、
加
藤

【
本
文
欄
】

午
前
中
鉢
花
を
描
く
矢
張
暁

寒
冷
を
感
し
て
熟
睡
不
能

風
邪
の
気
減
退
せ
す
、

午
後
ル〔

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
の
園
に

写
生
に
出
か
く

室
内
の
ス
ト
ー
ブ
の
傍
に
居
る
よ
り

外
出
し
て
日
光
に
少
し
て
も
浴
す

る
事
か
非
常
に
快
よ
い

夜
久
し
振
り
に
シ
ネ
マ
に
行
く

今
晩
は
よ
く
睡
ら
れ
て
明
日
は

す
つ
か
り
氣
分
の
直
る
事
を
祈
る

�

十
月
二
十
四
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

来
信

岡
本

【
本
文
欄
】

午
前
中
花
の
写
生
を
つ
ゝ
け
た
、

午
後
ル
ー
ブ
ル
に
埃

〔
エ
ジ
プ
ト
〕

及
の
壁
画
の

一
部
を
模
写
に
行
た

面
積
の
大
な
る
も
の
か
描
け
ぬ

た
め
三
部
に
劃
分
し
て
写
し

た
、

�

十
月
二
十
五
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

発
信
、

柿
原
、

岡
本

【
本
文
欄
】

午
前
中
花
の
写
生
を
な
す
、

午
後
ル
ー
ブ
ル
に
昨
日
の
模
写
の

つ
ゝ
き
を
な
す

夜
国
民
新
聞
を
読
む

柿
原
君
に
送
金
の
事
に
つ
い
て
問
合
す

�

十
月
二
十
六
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

午
前
青
山
君
来
訪

昨
日
、
ル
ー
ブ
ル
に
て
模

（
模
写
／
写
生
）

生
せ
し

エ〔
エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト
壁
画
の
破
片
を

の
絵
を
修
作
す

午
後
一
寸
ル
ー
ブ
ル
に
覗
く

夜
山
口
、
松
永
氏
と
支
那
飯

に
趣
く
、

�
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十
月
二
十
七
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

発
信

青
の

妻
【
本
文
欄
〜
欄
外
左
側
】

午
前
中
、
シ
ュ
ー
と
ト
マ
ト
を
机
の

上
に
置
て
写
生
昼
迄
に
描
き
終

へ
ら
れ
す

午
後
美
術
学
校
に
コ（

コ
ン
ク
ー
ル
）

ン
ク
ル
ー
の

成
績
を
見
物
に
行
く

夕
方
迄
方
々
散
歩
し
て
又

エ〔
エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト
のs 〔

サ
ル
コ
フ
ァ
ー
ジ
ュ
、石
棺
〕

arcophage

の
破

片
を
買
た

夜
松
永
氏
来
話
さ
る
、

来
月
の
分
へ
か
き
延
す218

�

十
月
二
十
八
日
　
火
曜

【
本
文
欄
】

午
前
中
静
物
を
描
く

午
後
美
術
学
校
に
絵
画
部

の
競
技
成
績
を
参
観

に
行
く
、

夕
方
帰
宅
、

�

十
月
二
十
九
日
　
水
曜

【
予
記
欄
】

来
信

小
野

【
本
文
欄
】

昼
前
外
出
、
午
後
ル
ー
ブ
ル

に
行
く
、

今
朝
モ
ン
チ
ニ
ー
に
写
生
に
出

か
け
る
積
に
て
写
生
の
支
度
な

と
し
て
居
る
間
に
、
と
て
も
十
時

五
十
分
の
汽
車
に
乗
る
間
に
會
ぬ

様
に
な
つ
た
の
て
断
念
し
た

今
モ
ン
チ
ニ
ー
に
は
都
鳥
氏
か

滞
在
中
秋
の
盛
な
る
由
報

せ
ら
る
、

 

〔chou 

キ
ャ
ベ
ツ
〕

218　

 「
エ
ジ
プ
ト
のSarcophage

〜
」
の
上
よ
り
引

出
線
を
つ
な
い
で
い
る
。
同
作
の
購
入
に
つ
い

て
は
、
出
納
帳
の
来
月
分
の
欄
へ
記
入
す
る
と

い
う
意
で
あ
ろ
う
。
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十
月
三
十
日
　
木
曜

【
本
文
欄
～
欄
外
下
】

午
後
小 （
少
女
）

女
の
モ 〔
モ
デ
ル
〕

テ
ル
来
る
筈
に
て

夕
方
迄
待
た
る
に
終
に
来
ら
ず

夕
方
□
□

Croquiに
行
く
、

m
ontignyに

行
た
き
も
天
気

毎
日
曇
り
勝
に
て
時
に
小
雨

な
と
あ
り
此
の
陽
気
に
て
は
田

舎
に
出
か
け
て
も
画
興
と
こ

ろ
か
腸
を
害
す
る
様
な
る
も
な

き
あ
る
見
合
勝
と
な
る
、

画
室
の
東
北
の
窓
に
窓
幕
を
懸
た
の

て
夜
中
暁
室
中
の
寒
冷
さ
ほ
と
強
□

□
□
な
る
、

�十
月
三
十
一
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

来
信
　
原

【
本
文
欄
】

午
後
ミ 〔
ギ
メ
美
術
館
〕

ュ
セ
ギ
ユ
メ
に
行
く

エ 〔
エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト

X 219IX
－

X
X

dinastie
の

T
〔

墓
〕

om
beauxの

内
よ
り
支
那
の

明
時
代
の
香
水
瓶
の
小
な
る
も
の

数
個
発
掘
さ
れ
た
る
も
の
陳
列

さ
る

夕
方
散
歩
し
て
帰
宅

今
日
は
天
長
節
な
り
大
使
よ
り

通
知
来
ら
ず

日
本
よ
り
送
金
に
接
せ
ず

�十
一
月
一
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

発
信
、
山
田
、

【
本
文
欄
】

朝
サ
ロ
ン

Salon dʼautom
ne 220

の
開
会
さ
れ
た
る
を
観
る
館
中
ス
チ
ー

ム
な
く
非
常
の
冷
気
に
て
腹
痛
を
催

一
廻
大
急
き
に
て
観
て
帰
る

1914よ
り
こ
の
方
久
振
り
に
て

221面
白
き
も
の
尠
か
ら
す
、

午
後
市
中
を
散
歩
し
て
夕
方
帰

宅
、

�十
一
月
二
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

朝
中
川
君
を
訪
れ
昨
日
都
鳥

氏
な
と
□
□
留
守
に
来
訪
さ
れ
た
る

時
同
導 （
道
）な
ら
さ
り
し
か
と
と マ
マ尋
ぬ

午
後

m
usée Clinyを

一
寸

□
く
　
夕
方
帰
宅
、

雪
細
く
降
る
樹
木
の
白
く
染

り
来
る
、

〔
ク
ロ
ッ
キ
ー
〕

（
croquis）

〔
モ
ン
チ
ニ
ー
〕

〔
王

朝
〕

（
dynasties）

〔
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
〕

〔
ク
リ
ュ
ニ
ー
美
術
館
〕

（
M

usée de C
luny）

219 
前
行
頭
か
ら
こ
こ
ま
で
は
縦
書
き
に
な
っ
て
い

る
。

220 
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
。
フ
ラ
ン
ス
芸
術
家
協

会
展
を
は
じ
め
と
す
る
既
成
公
募
展
の
保
守
性

に
反
発
し
て
、

1903年
に
創
設
さ
れ
た
公
募

展
。

221 
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
に
よ
り
、

1914年
以

降
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
が
展
覧
会
開
催
を
休

止
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
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昨
日
の
寒
さ
も
今
は
降
雪
の
た
め
な

る
か
気
さ
ほ
□
□
強
か
ら
す

一
時
間
ほ
と
□

Toussant
の
人
通
出
の
町
を
散
歩
す
、

�十
一
月
三
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

来
信

矩
一

中
尾
、

【
本
文
欄
】

朝
の
中

salon dʼA
utom

neを
参
観
す
、

午
後
、
松
永
氏
来
訪
夕
方
迄

夜
外
出
シ
ネ
マ
を
見
る

�十
一
月
四
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

来
信
、
書
留
、

（
大
阪
倉
紡
、
松
尾
）

三
宅
専
、

D
uthu
─
─
─
─
─
─
─
─

発
輸

大
原
、
柿
原
、
青
の

山
田
、
松
尾
、

発
信
山
田
小
林
、

都
鳥

【
本
文
欄
】

朝
、
書
留
来
る
、

九
月
二
十
二
日
の
投
函
な
れ
は

延
着
に
あ
ら
す
し
て
発
信
の
遅
れ

た
る
な
り
、
三
千
圓

 11,120fcs.
午
前
中
書
簡
を
認
む

午
後
、
カ
タ
ロ
グ

m
usee Guim

et
を
求
に
市
中
に
出
て
冬
の
□
ラ ？

ン
？

シ ？

を
買
求
め
て
帰
る
、

�十
一
月
五
日
　
水
曜

【
予
記
欄
】

来
信
矩
一

【
本
文
欄
】

朝
ル 〔
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ル
に
写
生
に
行
く

降
雨
に
て
雨
宿
し
て
描
く
行
人

稀
に
秋
色
清
□
た
り
、

午
後
よ
り
夕
方
迄
ア 〔
ア
カ
デ
ミ
ー
〕

カ
デ
ミ
に
て
雇
た

る
小 （
少
）女
を
室
内
の
画
中
に
加
へ

て
描
く

�

〔
万

聖
節
〕

（
T

ou
ssain

t）

〔
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
〕

〔
ギ

メ
美

術
館
〕

（
M

u
s

é
e

 G
u

im
e

t）
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十
一
月
六
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

来
信
笹
川

【
本
文
欄
】

朝
室
内
の
画
を
描
く
午
後
モ 〔
モ
デ
ル
〕

テ
ル

来
ら
す

夕
方
、
関
野
博
士
を
訪
問
し

松
永
氏
等
と
支
那
食
を
共
に
し
て

帰
宅
、

�十
一
月
七
日
　
金
曜

【
天
気
欄
】

曇
【
予
記
欄
】

来
信
　
林
、

柿
原
、
妻
、

石
井
、
小
村
、

都
鳥
、

【
本
文
欄
】

朝
よ
り
室
内
写
生
中
、
都
鳥
氏

中
原
氏

222来
訪
、

昼
食
を
共
に
自
炊
し
て

午
後
散
歩
し
て
夕
食
を
日
本
人

倶
楽
部
に
趣
き
十
時
頃
帰
宅
、

�

十
一
月
八
日
　
土
曜

【
天
気
欄
】

雨
【
予
記
欄
】

発
信
、
妻
、

石
井
熊
夫

223、
林

来
信
、

中
尾
、
岡
崎

【
本
文
欄
】

午
前
少
し
室
内
の
写
生
を
続
く

昼
前
松
永
氏
と
同
道
し
て

p 〔
パ
レ
・

alais
R ロ
ワ
イ
ヤ
ル
〕

oyalの
古 （
骨
）董
屋
に
行
き
後

M
usée Guim

éに
趣
く

夕
方
過
帰
宅
、

�十
一
月
九
日
　
日
曜

【
天
気
欄
】

快
晴

【
予
記
欄
】

発
信
、

三
宅
克
、
□
原
、

小
林
笹
川

矩
一
岡
崎
石
井
日
向

224

青
の

〔
ギ

メ
美

術
館
〕

（
Guim

et）

222 
中
原
實
（
な
か
は
ら
・
み
の
る
、

1893 ‒1990）。
洋
画
家
、
歯
科
医
師
。

223 
大
原
孫
三
郎
の
義
兄
。
倉
敷
紡
績
に
勤
め
た

ほ
か
、
倉
敷
商
工
会
議
所
会
頭
な
ど
を
務
め

た
。

224 「
日
向
（
宮
崎
）
の
石
井
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
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来
信
山
田
、

【
本
文
欄
】

午
前
中
室
内
写
生

午
後
よ
り
関
根 （
野
）博
士
の
印
度
旅

行
講
演
あ
る
た
め
先
生
の
宿
に

趣
く
集
ま
る
も
の
七
八
名

都
鳥
廣
瀬
諸
氏
と
夕
食
を
共
に
し

て
帰
宅
、
十
時
、

�十
一
月
十
日
　
月
曜

225

【
予
記
欄
】

来
信
中
尾
？

モ 〔
モ
デ
ル
〕

テ
ル

【
本
文
欄
】

十
一
月
十
日

午
前
室
内
を
描
く

午
後
外
出

�十
一
月
十
一
日
　
火
曜

226

【
天
気
欄
】

曇
【
予
記
欄
】

来
信
原

【
欄
外
上
側
】

十
一
月
十
一
日

【
本
文
欄
】

朝
室
内
の
絵
を
少
し
修
製
す

午
後

Salon dʼA
utom

neを
観
る
　
場
合 （
内
？
）都
鳥
氏
に
會
遇

此
頃
は
よ
く
支
那
料
理
に
行
く

今
日
昼
、
夕
、
共
に
支
那
料
理
て

済
し
た

�十
一
月
十
二
日
　
水
曜

227

【
天
気
欄
】

曇
【
予
記
欄
】

昨
夜
降
雪

僅
少
寒
氣
強
し

【
本
文
欄
】

午
前
中
自
画
像
を
描
く

N
o15 228

午
後
ル （
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
）

ク
サ
ン
ブ
ル
ー
を
ス
ケ
ッ

チ
ス （
す
）

夜
食
事
に
出
て
活
動
に
寄
る

久
し
振
り
に
バ
イ
オ
リ
ン
を
出
し
て

見
た
、
壁
の
傍
に
箱
を
置
て
あ
つ
た
の

て
　
濕
氣
の
た
め
に
一
部
糊
か

離
れ
て
板
か
割
れ
か
け
て
居
た

今
少
し
の
事
て
す
つ
か
り
駄
目
に

〔
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
〕

225 
11月

10日
の
日
記
は
、

11月
12日

欄
に
印
刷
さ

れ
た
日
付
を
訂
正
し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。

226 
11月

11日
の
日
記
は
、

11月
10日

欄
に
印
刷
さ

れ
た
日
付
を
訂
正
し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。

227 
11月

12日
の
日
記
は
、

11月
11日

欄
に
印
刷
さ

れ
た
日
付
を
訂
正
し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。

228 「
15号

カ
ン
ヴ
ァ
ス
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
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な
る
所
て
あ
つ
た

【
欄
外
下
側
】

十
一
月
十
二
日

�十
一
月
十
三
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

来
信

金
山
、
妻
、

直
平

229、
太
田

発
輸
、

太
田
、
妻
、
直
平

【
本
文
欄
】

午
前
中
自
画
像
を
描
く

午
後
食
事
を
兼
ね
て
外
出
し
て
紅
葉
し

た
る
樹
枝
を
買
め
て
帰
り
自
画
像

の
fontと

し
て
写
生
す

230、
夕
方

迄夜
　
花
の
静
物
を
夜
半
過
迄

描
く
、

�十
一
月
十
四
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

午
後
大
に
雪

降
る
、

【
本
文
欄
】

朝
洋
服
を
着
す
る
の
を
少
し
く
づ

～＊

し
た
ら
又
腹
工
合
か
変
に
な
つ
た
、

午
前
中
自
画
像
を
少
し
描
た

午
後
大
使
館
に
金
山
君
か
ら
の
為

替
か
着
し
て
は
居
ぬ
か
と
出
か
け
た
か

未
着
（
腹
工
合
悪
し
）

St. H
onnore　

に
C 〔
ク
ー
ル
ベ
〕

ourbetの
lʼatelier de peintre

を
観
た
大
作
の
み
な
ら
ず
自
画
像
に
加
ふ
る

自
分
の
知
己
親
友
と
他
に
自
分
の
會
遇
し
た
印
象

あ
る
人
物
（
貧
民
な
と
）
を
う
ま
く
構
図
し
て
あ
つ
た

231

ベ 〔
ベ
ル
ネ
ー
ム
＝
ジ
ュ
ヌ
画
廊
〕

ル
ネ
ー
ム
に

M 〔
モ
リ
ゾ
〕

orisotの 232展
画
を
も
見
る

233

見
る
ほ
と
の
も
の
な
し
夕
方
帰
宅

�十
一
月
十
五
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

発
信

D
elvin

Claus
来
信
金
山
柿
原
　
妻
、

三
原
、

【
本
文
欄
】

昨
夜
よ
り
の
降
雪
、
尺
に
近
し
、

朝
起
出
て
、
直
に
二
十
五
号
に
窓
外
の

写
生
を
な
す
、

午
後
二
時
過
に
て ？

や
つ
と
終
る

〔
背
景
〕

（
fond）

〔
サ
ン
ト
ノ
レ
〕

（
H

o
n

o
r

é
）

〔
《
画
家
の
ア
ト
リ
エ
》
〕

229 
児
島
直
平
。
児
島
虎
次
郎
の
甥
、
山
陽
新
聞

記
者
。
の
ち
に
、『
児
島
虎
次
郎
略
伝
』（
児
島

虎
次
郎
伝
記
編
纂
室
、

1967年
）
を
著
し
た
。

230 
紅
葉
し
た
樹
枝
が
背
景
に
あ
る
自
画
像
に
該
当

す
る
も
の
と
し
て
は
、《
自
画
像
》（
大
原
芸
術

財
団
所
蔵
、
所
蔵
品
登
録

N
o.4003）

が
あ
る
。

同
作
ま
た
は
そ
の
関
連
作
の
こ
と
と
考
え
ら
れ

る
。

231 
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ク
ー
ル
ベ
《
画
家
の
ア
ト
リ

エ
》
は
こ
の
当
時
サ
ン
ト
ノ
レ
の
バ
ル
バ
ザ
ン

ジ
ュ
画
廊
の
所
有
で
あ
っ
た
。
同
作
品
は
翌

1920年
に
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。

232 
ベ
ル
ト
・
モ
リ
ゾ
（

Berthe M
orisot, 1841 ‒ 

1895）。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。

233 
当
時
、
ベ
ル
ネ
ー
ム
＝
ジ
ュ
ヌ
画
廊
で
は
ベ
ル

ト
・
モ
リ
ゾ
の
個
展
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。 

C
ent O

euvres de B
erthe M

orisot 
(1841 ‒1895), Galerie Bernheim

-Jeune, 
Paris, N

ov. 7 -22, 1919
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昼
食
を
昨
夜
の
残
飯
を
食
す
、

夕
方
来
信
多
し
　
返
事
を
か
く

夜
十
一
時
迄

金
山
君
よ
り
カ 〔
カ
ン
ヴ
ァ
ス
〕

ン
パ
ス
代 ？

取
換
金

九
百
四
十
五
法
の
所

千
法
切
手
に
て
来
る
、 234

�十
一
月
十
六
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

発
信
妻

金
山
、
柿
原
、

吉
田
、
三
橋
、

三
原
、

橋
本
、
青
の
、

【
本
文
欄
】

昨
日
の
雪
は
少
し
も
消
へ
解
て
居
な
い

朝
日
か
美
し
く
白
雪
に
輝
て
居
る
、

昨
夜
少
し
腹
か
痛
て
よ
く
睡
ら
れ

な
か
つ
た
　
九
時
頃
起
き
て
か
ら

八
号
に
昨
日
と
同
じ
位
置
て
雪

の
町
を
写
生
し
た
　
昼
頃
終
る

昼
食
の
た
め
に
外
出
し
た
か
腹
工
合
は

矢
張
よ
く
な
い
運
動
不
足
と
、
消
化

不
良
な
ら
む
と
中 （
昼
）昼
を
見
合
し
て
川
岸
の

雪
景
を
眺
め
な
か
ら
散
歩
し
た
、

夕
方
一
寸
活 〔
映
画
〕

動
を
観
て
同
じ
く
工
合
あ
し
け
れ

は
帰
寓
、

�十
一
月
十
七
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

発
信
　
吉
田
、

A
m

an Jean、
Com

llar 235

来
信
　
吉
田
、

吉
田
君
よ
り

帝
展
入
選
の

報
来
る
、

【
本
文
欄
】

朝
ル 〔
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
〕

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
の

Fontain de

quatre m
ondesの

傍
に
残
雪

の
ス
ケ
ッ
チ
に
行
く

236

今
は
雪
の
後
て
さ
ほ
と
寒
さ
強

か
ら
す
、
午
後
松
永
氏
と
ベ
ル

Belle Jardinierに
買
物
に

行
く
、

夕
食
の
支
度
中
　
□
□
□
水
の
入

た
grand caseroleを

引
く
り
返
？

し
て
頭
か
痛
く
な
つ
た

�

（
C

om
llard？

）

〔
世
界
四
地
域
の

（
F

o
n

ta
in

e d
e

s

噴
水
（
天
文
台
噴
水
）〕

Q
uatre Parties du M

onde）

〔
ベ
ル
・
シ
ャ
ル
デ
ィ
ニ
エ
ー
ル
百
貨
店
〕

〔
大
鍋
（
キ
ャ
セ
ロ
ー
ル
）〕

（
g

ra
n

d
e c

a
sse

ro
l）

234 
予
記
欄
に
書
か
れ
た
「
金
山
」
か
ら
の
引
出
線

が
、
以
上

3行
の
頭
の
部
分
に
つ
な
げ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
以
上

3行
は
縦
書
き
と
な
っ
て

い
る
。

235 
児
島
の
ア
ド
レ
ス
帳
に
は
「

Com
llard」

と
い

う
名
前
が
み
え
、
住
所
は
「

Sam
oreau par 

Vulaines -sur -Seine」
と
な
っ
て
い
る
。

236 《
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
の
噴
水
》（
府
中
市
美

術
館
所
蔵
）
の
制
作
に
関
わ
る
ス
ケ
ッ
チ
と
考

え
ら
れ
る
。
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十
一
月
十
八
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

発
信
青
の

来
信
青
の

【
本
文
欄
】

朝
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
に
出
た
、
今
日
も
雪

の
写
生
に
出
か
け
る
筈
て
あ
つ
た
か

昨
日
か
ら
の
暖
気
て
今
朝
は
す
つ

か
り
雪
か
消
て
終
た
、

セ 〔
sénat 元

老
院
〕

ナ
の
前
て
鼈
甲
の
香
合
を
買
求
め
た

ラ
モ
レ
ル
に
廻
て
黒
田
先
生
へ
絵
具

を
送
付
す
る
事
を
依
頼
し
た
、

夕
ク
ロ
ツ
キ
ー
に
行
き
支
那
食
後 ？

、

o 〔
オ
デ
オ
ン
座
〕

deonで
Chapau de paile 

dʼItalieを
観
た
、

�十
一
月
十
九
日
　
水
曜

【
予
記
欄
】

発
信
青
の

【
本
文
欄
】

午
前
中
、
在
宅
何
を
す
る
と
も
な
く

過
し
た

午
後

M
usée Rodanを

観
る

弐
回
な
り

R （
R

o
d

in
）

odanの
作
品
よ
り
も

R （
R

o
d

in
）

odanの
c （

c
o

lle
c

tio
n
）

orectionし
た
エ
ジ
プ
ト
の
レ 〔
レ
リ
ー
フ
〕

リ
エ
フ

と
か
彫
像
な
と
に
面
白
い
も
の
か

あ
つ
て
矢 ？

張
R （

R
o

d
in
）

odanも
自
ら
の
作
品

を
作
る
事
よ
り
も
往 ？

古
の
作
品
に
接
す

る
の
慰
め
を
味
た
事
の
潔
か
り
し
事

を
思
ふ
　
夕
方
入
浴
し
て
帰
る
、

湯
に
浴
す
れ
は
気
持
よ
し
、

�十
一
月
二
十
日
　
木
曜

【
予
記
欄
】

来
信
、

C （
C

om
llard？

）

om
llar

加
藤
、
小
笠
原
、

【
本
文
欄
】

午
前
十
時
頃
迄
在
室
　
隣
の
女
の
所
に

又
早
く
か
ら
男
か
や
つ
て
来
□
た
、
騒

て
居
る
　
こ
ん
な
響
の
中
て
仕
事
の

手
に
つ
く
筈
は
あ
る
ま
い
、

金
山
君
か
ら
送 ？

つ
て
来
た
金
を
銀
行

に
取
に
趣
く
、

Societé Generale,
D 〔
デ
ュ
ラ
ン
＝
リ
ュ
エ
ル
画
廊
〕

urand -Ruelに
廻
て

A
lbert

A
ndré 237氏

の
作
品
を
観
る
南
欧
マ
ル

セ
ー
ユ
辺
の
小
品
面
白
き
も
の
尠
か
ら
す

Belle Jardinierに
洋
服
の
假
縫
に

寄
り
夕
方
迄
活 〔
映
画
〕

動
て

M
anon Escaut

を
観
た

�

〔『
イ
タ
リ
ア
の
麦
わ
ら

（
U

n ch
ap

eau d
e p

aille

帽
子
』
〕

d
ʼIta

lie）

〔
ロ
ダ
ン
美
術
館
〕

（
M

u
s

é
e

 
R

o
d

in
）

〔
ソ
シ
エ
テ
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
銀
行
〕

（
S

o
c

ié
té

 G
é

n
é

r
a

le
）

〔
ベ
ル
・
シ
ャ
ル
デ
ィ
ニ
エ
ー
ル
百
貨
店
〕

（
B

e
lle Ja

rd
in

ie
re）

〔『
マ
ノ
ン
・
レ
ス
コ
ー
』〕

（
M

a
n

o
n

 L
e

s
c

a
u

t）

237 
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ア
ン
ド
レ
（

A
lbert A

ndré, 
1869 ‒1954）。

フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。
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十
一
月
二
十
一
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

発
信
加
藤

小
笠
原

来
信

A
m

an -Jean
D

elvin
発
信

黒
田
先
生
、

【
本
文
欄
】

朝
の
内
く
づ

～＊

し
た

先
夜

O 〔
オ
デ
オ
ン
座
〕

deonて
観
た
□
舞
臺
面

238

を
小
な
も
の
に
描
て
見
た
、

午
後
ラ
モ
レ
ル
に
行
き
、

黒
田
先
生
へ
の
絵
具
及
送
料
を
支
拂

ふ
205frs

満
谷
氏
へ
送
る
べ
き
ト 〔
画
布
〕

ワ
ル
を
注
文
し

自
分
も
ト
ワ
ル
枠
な
と
を
買
求
む

夕
方

parc M
on□

□
□
□
迄
絵
具

箱
を
携
へ
て
出
か
け
た
夕
方
の
風
か
少

し
身
に
泌 （
沁
）む
写
生
を
せ
す
に
帰
寓
し
た

ア 〔
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
〕

マ
ン
シ
ヤ
ン
氏
□
□
来
信
　
一
週
間
程
前

よ
り
巴
里
に
在
り
と

�

十
一
月
二
十
二
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

矩
一
に

彫
刻
の

写
真
を
郵

送
す
、

【
本
文
欄
】

朝
よ
り
二
時
頃
迄
噴
水
の
雪
の
ス
ケ

ツ
チ
を
十
五
号
に
写
し
た

239

昼
飯
も
食 た
べす ず

に
つ
ゝ
け
た
ら
何
た
か

終
た
時
ぼ
ん
や
り
と
し
た
様
て

あ
つ
た
、

三
時
頃
一
寸
外
出
し
た
か
雨
か

ほ
し
よ

～＊

と
降
て
居
る
　
夕
方
迄
夕
食

に
外
出
す
る
迄
読
書
し
た
、

食
後

Sarah Bernarrdtに

La D
am

m
e aux Cam

elias
を
観
る
、

�十
一
月
二
十
三
日
　
日
曜

【
予
記
欄
】

発
信
矩
一

【
本
文
欄
】

朝
の
中
に
昨
夜
観
た

La D
am

e

aux Cam
eliasの

舞
臺
面
を

〔
モ

ン
ソ

ー
公

園
？
〕

（
P

a
r

c
 

M
o

n
c

e
a

u
？
）

〔
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
座
〕

（
S

a
r

a
h

 B
e

r
n

h
a

r
d

t）

〔
『

椿
姫

』
〕

（
L

a
 

D
a

m
e

 
a

u
x

 
C

a
m

é
l

i
a

s
）

〔
『

椿
（

L
a

 D
a

m
e

姫
』

〕
a

u
x

 
C

a
m

é
lia

s
）

238 
児
島
は
し
ば
し
ば
「
舞
臺
面
（
舞
台
面
）」
と

い
う
語
を
用
い
る
。
そ
れ
ら
の
使
用
例
か
ら
、

「
セ
ッ
ト
も
含
め
た
舞
台
の
（
一
）
場
面
」
と

い
う
意
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。

239 
前
掲
注

236参
照
。《
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
の

噴
水
》（
府
中
市
美
術
館
所
蔵
）
の
画
面
サ
イ

ズ
は

51.3×
62.8cm

、
15号

相
当
で
あ
る
。
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ス
ケ
ッ
チ
板
に
描
た

午
後
昼
食
に
門
の
所
迄
出
る
と

岡
田
君
に
會
遇
同
道
し
て
日
本
人

倶
楽
部
に
昼
食
に
趣
き
く
　
吉
江

孤
厂
氏

240に
會
す
、
夕
方
迄
話
す
　
岡
田
君
の

所
へ
□
夕
食
前
一
寸
寄
て
支
那

飯
に
同
道
し
て
帰
宅
、

�十
一
月
二
十
四
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

発
信
、

中
山
巍

【
本
文
欄
】

昨
夜
と
う
も
夜
半
に
度
々
醒
め
て

熟
睡
か
出
来
な
か
つ
た
発
汗
を
度

々
し
て
今
朝
は
身
体
の
骨
か
少

し
痛
む
様
た
午
前
中
何
も
せ
す
に

加
藤
君
か
ら
送
ら
れ
た
新
聞
を
読
む

午
後
ア 〔
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
〕

マ
ン
シ
ヤ
ン
氏
を
訪
問
す
、

錦
絵
の
板 （
版
）集
を
贈
る

日
本
か
ら
持
来
た
作
品
を
携
示
し
た

支
那
劇
の
絵
は
さ
ほ
と
の
出
来
て
な
い
か

他
の
作
品
は
皆
面
白
い
明
年
是
非

サ
ロ
ン
に
出
品
せ
よ
と
勧
告
さ
る
ゝ

241

�

十
一
月
二
十
五
日
　
火
曜

【
予
記
欄
】

来
信
青
の
小
林
、

重
成
、
妻
、
柳

井
、矩
一

【
本
文
欄
】

昨
日
身
体
の
痛
み
は
少
し
は
□
□
た
、

朝
M

usée Cernuschi
を
参
観
に
出
か
け
た
ら
来
年
の
春
迄
は

整
理
の
た
め
開
館
せ
す
と
の
事
昼
食

後
rue Boetheを

雨
に

濡
れ

～＊

歩
ん
だ
　
ル 〔
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
〕

ー
ブ
ー
ル
に

一
時
間
ほ
と
寄
て
夕
方

R 〔
ラ
ス
パ
イ
ユ
大
通
〕

aspail
の
古
道
具
店
に

1時
間
ほ
と
話
し
て

帰
つ
た

�十
一
月
二
十
六
日
　
水
曜

【
天
気
欄
】

曇
【
予
記
欄
】

発
信
、

妻
小
林

柳
井
矩
一

青
の
、
重
成

D
elvin、

〔
セ
ル
ヌ
ス
キ
美
術
館
〕

〔
ラ
・
ボ
エ
シ
ー
通
〕

（
R

ue la B
oétie）

240 
吉
江
孤
雁
〔
喬
松
〕（
よ
し
え
・
こ
が
ん
〔
た

か
ま
つ
〕、

1880 ‒1940）。
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
、

作
家
。

241 「
支
那
劇
の
絵
」
は
《
小
放
牛
》
の
こ
と
（
前

掲
注

198参
照
）。
翌

1920年
の
国
民
美
術
協

会
展
に
は
、《
小
放
牛
》《
秋
》
お
よ
び

2連
画

と
し
て
《
朝
顔
》
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。（
サ

ラ
・
デ
ュ
ル
ト
「
児
島
虎
次
郎
の
サ
ロ
ン
出
品

に
つ
い
て
」『
生
誕

130年
児
島
虎
次
郎
―
あ
な

た
を
知
り
た
い
』
展
図
録
、
大
原
美
術
館
、

2011年
、

160 ‒170頁
）
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【
本
文
欄
】

昼
一
寸
前

Salon dʼA
utom

neを
観
に
行
く

午
後

M
usée Clunyに

寄
る

夜
松
永
君
と
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の

小
芝
居
に
出
か
け
た
（

T
heâtre A

rlequin）

les Verges du N
il

ク 〔
ク
ロ
ッ
キ
ー
〕

ロ
ッ
キ
を
少
し
試
た

�十
一
月
二
十
七
日
　
木
曜

【
天
気
欄
】

小
雨

【
本
文
欄
】

朝
昨
夜
の
芝
居
を
板
に
描
た

午
後
、

M
usée Clynie Cluny

新
ら
し
き
室
か
今
日
か
ら
開
館

を
さ
□

2 m
e etageて

□
く
□
□
□
ル

や
布
の
も
の
か
多
い

A
ntinoie

の
布
も
少
し
あ
つ
た
、

�十
一
月
二
十
八
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

来
信

原
、

【
本
文
欄
】

朝
、
セ

〔
sénat 元

老
院
〕

ナ
の
前
の
古
道
具
屋
に
行

き
昨
日
買
た
エ 〔
エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト
の
首
飾

の
残
を
買
た

午
後
ル 〔
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
〕

ー
ブ
ル
を
一
寸
見
物
し
て

帰
つ
た

夜
O 〔
オ
デ
オ
ン
座
〕

deonに
M

ons
？

ieur

D （
d

ʼA
ssou

cy
？
）

assoucyの
dernièr repetition

generaleを
見
物
に
行
つ マ
マ

な
か

～＊

面
白
い
能
書
て
あ
る

舞
臺
面
も
か
な
り
美
し

�十
一
月
二
十
九
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

来
信
矩
一

岡
崎
発
信
原

【
本
文
欄
】

午
前
中
雪
の
絵
を
少
し
直
し
た

今
日
は
珍
ら
し
く
朝
来
の
晴
天 ？

て
雨
後
の
陽
光
輝
き
鮮
な
り

昼
食
後
箱
を
携
へ
て
郊
外

に
出
か
け
ん
と
思
た
か
都
合

よ
く
電
車
が
来
ぬ
の
と
、

少
し
寒
く
な
つ
た
の
で
ル
ク
サ
ン

ブ
ー
ル
に
行
て

ginyole
キ 〔
Guignol ギ

ニ
ョ
ー
ル
人
形
〕

ニ
ヨ
ル
の
芝
居
を
少
し
佇
て
観

〔
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
〕

〔
ク
リ
ュ
ニ
ー
美
術
館
〕

〔
ア
ル
ル
カ
ン
劇
場
？
〕

（
T

h
é

â
tr

e
 A

r
le

q
u

in
）

〔
『
ナ
イ
ル
の
川
岸
』
？
〕

（
L

e
s B

e
rg

e
s d

u
 N

il？
）

〔
ク

リ
ュ

ニ
ー

美
術

館
〕

〔
3

階
〕

〔
最

終
舞

台
（

d
e

r
n

iè
r

e
 r

é
p

é
titio

n

稽
古

〕
g

é
n

é
r

a
le）
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た
、
見
物
の
子
供
の
動
作
に
な
か

～＊

面
白
い
も
の
か
あ
る
、

�十
一
月
三
十
日
　
日
曜

【
本
文
欄
】

午
前
中
在
宅
、

□
正
午
都
鳥
氏
来
訪
、
夕
方
迄

食
迄
話
し
合
ひ
て
支
那

飯
に
趣
く
、

�十
二
月
一
日
　
月
曜

【
本
文
欄
～
欄
外
下
側
】

朝
、

Gare O
rleanに

西
班
牙

旅
行
検
べ
の
た
め
時
間
表
を
買
求

め
に
行
く

午
後
松
永
君
と
郊
外

F 〔
フ
ォ
ン
ト
ネ
ー
〕

ontenayに
写
生
に
行
く
、

夕
方
迄
一
枚
ス
ケ
ッ
チ
し
て

帰
る

夕
方
迄
丘
上
風
の
当
る
所
に
て

写
生
し
て
も
少
し
も
寒
さ
を
覚
へ

ぬ
位
て
あ
る
こ
れ
な
ら
冬
も
苦

く
な
し
然
し
陰 ？

鬱
は
少
し
も
明
ら
む

事
か
な
い

�

十
二
月
二
日
　
火
曜

【
予
記
】

発
信
岡
崎
、
矩
一

成
羽
、
柳
井

【
本
文
欄
】

昼
前
□
ラ
モ
レ
ル
に
行
く
、

午
後
松
永
氏
と

M
usée

M
oreauに

趣
く
、

モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
絵
具
屋
と

ベ 〔
ベ
ル
・
ジ
ャ
ル
デ
ィ
ニ
エ
ー
ル
百
貨
店
〕

ル
シ
ヤ
ル
テ
ニ
エ
の
洋
服
の

仕
立
合
せ
に
寄
り
夕
食
し
て
帰
る
、

�十
二
月
三
日
　
水
曜

【
予
記
欄
】

来
信
中
尾
、

西
村

【
本
文
欄
】

朝
サ （
サ
ン
・
ミ
シ
ェ
ル
）

ン
ミ
セ
ル
の
本
屋
に
注
文
の

LʼEspagne i （
illu

s
tr

é
）

llustresを
取
に

行
く
　
未
着

方
々
の
書
籍
店
を
探
し
廻
つ
た
か

何
れ
も
持
合
せ
な
し

午
後
ウ ？

ル ？

ー
ス ？

の
本
店
に
行
つ
て

求
め
た

夕
方
前
帰
宅
、
一
通
り
通
覧
し
た

〔
オ
ル
レ
ア
ン
鉄
道
の
こ
と
か
？
〕

〔
モ

ロ
ー

美
術
館
〕
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夜
□
旅
行
案
内
を
少
□
し
検

べ
た

�十
二
月
四
日
　
木
曜

【
天
気
欄
】

晴
【
予
記
欄
】

来
信
　
妻
、
藤
島

吉
田
、
足
立

武
内
、
三
橋

小
笠
原

青
の
、
岡
崎

松
尾
、

【
欄
外
左
側
】

発
信
西
村

【
本
文
欄
】

昨
日

lʼart D
ecorativsを

買
た
ら

Baertsm
e氏

242か
ジ
ョ
ー

ジ
プ
チ
て
展
覧
会
を
し
て
居
る

様
の
□
に
記
載
し
て
あ
つ
た

但
し
十
一
月
号

朝
同
所
へ
出
か
け
た
十
日
ほ マ
マ前

に
終
た
期
間
一
ヶ
月
な
り
と
バ 〔
バ
ー
ル

ル
ツ ト
ソ
ン
〕

ン
先
生
か
来
巴
し
て
居
た
事
な
と

聞
た
実
に
失
望
し
尽
し
た

午
後

Fontaneyに
ス
ケ
ッ
チ
に
行

く
【
欄
外
下
側
】

夜
西
村
の
用
事
て
諏
訪
ホ
テ
ル
に
趣
く

本
日
去
る
二
日
ル
ノ
ア
ー
ル
永
眠
の
報
新
聞
に
出
づ

�十
二
月
五
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

発
信
、

妻
、
松
尾

吉
田
足
立

岡
崎
　
武
内

【
本
文
欄
】

朝
、
銀
行
に
至
り
先
日
来
り
し
為
替
を

受
取
る
、

午
後
シ
ヤ
ツ
な
と
の
買
物
を
し
て
夕

方
帰
宅

日
本
へ
の
数
通
の
通 （
返
）事
を
か
く

本
日
の
新
聞
に
西
班
牙
貨
幣
の

佛
貨
に
弐
倍
余
價
す
る
事

を
掲
け
ら
れ
た
る
に
驚
く

伊
太
利
は
殆
と
同
價
格
な
り

夜
も
手
紙
を
か
く
に
深
す

�十
二
月
六
日
　
土
曜

【
予
記
欄
】

来
信
　
妻

（
L

ʼa
rt d

é
c

o
ra

tif？
）

〔
バ
ー
ル
ト
ソ
ン
〕

（
B

aertsoen）
〔
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

プ
テ
ィ
画
廊
〕

242 
ア
ル
ベ
ー
ル
・
バ
ー
ル
ト
ソ
ン
（

A
lbert 

Baertsoen, 1866 ‒1922）。
ベ
ル
ギ
ー
の
画

家
。
児
島
と
同
じ
く
ゲ
ン
ト
の
王
立
美
術
ア
カ

デ
ミ
ー
で
デ
ル
ヴ
ァ
ン
の
教
え
を
受
け
た
こ
と

か
ら
、
児
島
は
第
一
次
滞
欧
時
に
バ
ー
ル
ト
ソ

ン
の
ア
ト
リ
エ
を
何
度
か
訪
れ
て
い
る
。
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【
本
文
欄
】

昼
前
ア
カ
デ
ミ
ー
に
諸
君
を
訪
れ

昼
食
を
日
本
人
倶
楽
部
に
行
く
、
夕
方
迄

諸
氏
と
會
談
す
、

夜
松
永
氏
と

Chatl□
に

芝
居
を
観
る
、

�十
二
月
七
日
　
日
曜

【
天
気
～
寒
暖
欄
】

曇
風
雨

【
予
記
欄
】

来
信

太
田
、
上
田

【
本
文
欄
】

終
日
在
寓
、

西 〔
ス
ペ
イ
ン
〕

班
牙
の
案
内
を
検
へ
て
読

書
す
、

久
し
振
り
に
バ
イ
オ
リ
ン
を
出
し
て

松
永
君
と
合
奏
を
し
て
見
た

�十
二
月
八
日
　
月
曜

【
予
記
欄
～
欄
外
下
側
】

発
信
太
田

上
田
妻

来
信
青
の

【
本
文
欄
～
欄
外
下
側
】

昼
前
ラ
モ
レ
ル
に
絵
具
代
支
拂

に
趣
く
、

午
後
ア 〔
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
〕

マ
ン
シ
ヤ
ン
氏
を
訪
問
す
、

藤
島
先
生
と
余
と
に
パ
ス
テ
ル

画
十
号
の
も
の
　
し
か
も
額 〔
額
縁
〕

椽
の
付
き
た
る
も
の
を
恵
ま
る

243

余
は
藤
島
先
生
に
對
し
て
何
な
り

と
紀
念
の
た
め
御
送
り
下
さ
る
事
を
乞

ひ
余
に
對
し
て
も
何
の
受
く
る
所
な
き
事

を
以
て
辞
し
た
る
に
終
に
一
枚
恵
與

さ
る
事
と
な
り
た
り
先
生
の
眞
情
賛

美
に
絶
す
る
も
の
あ
り
、

�十
二
月
九
日
　
火
曜

【
予
記
】

発
信
大
原
　
書
留

ア 〔
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
〕

マ
ン
シ
ヤ
ン

作
品
購
入
の
事

申
送
る

青
の

【
本
文
欄
】

午
前
中
支
那
芝
居
の
幕
の
辺
を
少

し
直
し
た

午
後

Espagneの
Consulat

〔
シ
ャ
ト
レ
劇
場
〕

（
C

hâtelet？
）

〔
ス

ペ
イ

ン
領

事
館
〕

243 
児
島
旧
蔵
の
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
作
品
《
二
人
の

女
》
か
。
パ
ス
テ
ル
画
で
サ
イ
ズ
は

50×
33.9cm

、
10号

相
当
。
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の
所
に
旅
券
の
事
て
出
か
け
た
、

夜
晩
く
食
事
に
趣
く

�十
二
月
十
日
　
水
曜

【
予
記
欄
】

来
信
　
岡
崎

発
信
　
都
鳥

【
本
文
欄
】

午
前
中
旅
行
の
下
検
に
過
し
た

午
後
ラ
モ
レ
ル
に
絵
具
代
支
拂

及
藤
島
先
生
に
荷
物
発
送
の

事
に
つ
き
相
談
に
行
つ
た

夕
方
迄
旅
行
の
買
物
な
と
し

て
過
し
た

早
く
旅
行
を
終
へ
て
勉
強
に

か
ゝ
ら ？

ね
は
駄
目
て
あ
る

�十
二
月
十
一
日
　
木
曜

【
本
文
欄
】

朝
、

C 〔
ク
ッ
ク
旅
行
社
〕

ookに
244

行
て
西 〔
ス
ペ
イ
ン
〕

班
牙
行
の
汽

車
賃
を
聞
た
、
戦
前
百
八
十
法
□
□
□
□

の
も
の
か
六
百
九
十
幾
法
た
と
云
ふ
た
の

て
一
寸
考
へ
る
た
め
帰
つ
た

午
後
西 〔
ス
ペ
イ
ン
〕

班
牙
の
鉄
道
會
社
に
趣

た
か
西 〔
ス
ペ
イ
ン
〕

班
牙
国
内
の
も
の
し
か
賣

ら
ぬ
と
云
ふ

C 〔
ク
ッ
ク
旅
行
社
〕

ookの
よ
り
少
し
安

い
様
た
か
大
差
は
な
い

�十
二
月
十
二
日
　
金
曜

【
予
記
欄
】

発
信
、
藤
島

岡
崎

�十
二
月
十
三
日
　
土
曜
　（
記
入
な
し
）

�十
二
月
十
四
日
　
日
曜
　（
記
入
な
し
）

�十
二
月
十
五
日
　
月
曜

【
予
記
欄
】

発
信
自
宅
、
青
の

【
本
文
欄
】

午
前
ク 〔
ク
ッ
ク
旅
行
社
〕

ツ
ク
に
趣
き
西 〔
ス
ペ
イ
ン
〕

班
牙

廻
遊
切
符
を
注
文
す
、

午
後
四
時
旅
行
支
度
を
終
て

て マ
マク 〔
ク
ッ
ク
旅
行
社
〕

ツ
ク
に
趣
く
、

単
に
仏
蘭
西
の
切
符
の
み
渡
し
て

西 〔
ス
ペ
イ
ン
〕

班
牙
の
も
の
は
、
国
境
に
て

求
め
よ
と
て
不
親
切
千
萬
驚
く

に
堪
へ
た
り
、

午
後
五
時
、

Gar dʼO
rleans

Q
uai dʼO

rsayを
発
し
南
下

〔
オ
ル
レ
ア
ン
鉄
道
の
こ
と
か
？
〕

（
G

a
re d

ʼO
rlé

a
n

s）

〔
オ
ル
セ
ー
河
岸
駅
〕

244 
旅
行
会
社
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
サ

ン
（

T
hom

as Cook &
 Son）。
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の
旅
に
就
く

�十
二
月
十
六
日
　
火
曜

【
本
文
欄
～
欄
外
下
側
】

昨
夜
は
夕
食
後
直
に
睡
に
就
く

寝 ＊

臺
を
求
め
た
る
に
あ
ら
さ
れ
は
、

熟
睡
す
る
能
す
、

七
時
国
境
イ
ル
ン
に
下
□
に
下
車

荷
物
の マ
マ旅
券
の
検
べ
あ
り

再
ひ
暫
時
に
し
て
イ 〔
Irun イ

ル
ン
〕

ロ
ン
に
下
車

此
所
は
已
に
西 〔
ス
ペ
イ
ン
〕

国
に
し
て
切
符
を

や
つ
と
求
む
る
の
時
間
あ
り
た
り

終
日
□
明
空
の
下
に
起
伏
多
き

高
原
内
支
那
の
風
光
に
似
た
る

村
落
な
と
眺
め
つ
ゝ
同
室
の
客
の
話

な
と
聞
き
つ
ゝ
夜
七
時
半
過
　
セ
ゴ
ビ
ヤ

に
下
車
停
車
場
前
に
泊
す
、

�十
二
月
十
七
日
　
水
曜

【
欄
外
上
側
】

H
otel Biarritz V

ictoria de M
adrid

【
天
気
～
寒
暖
欄
】

　
快
晴

【
予
記
・
本
文
欄
】

早
朝
カ
ッ
フ
ェ
を
済
し
て
市
中
見
物
に
趣
く

町
の
中
央
迄
約
二
キ
ロ
程
あ
り
、
巾
廣
き
往
来

両
側
の
人
家
、
驢
馬
上
の
村
夫
婦
な
と
如

何
に
し
て
も
支
那
の
風
光
に
似
た
り
と
云
ふ

外
な
し
、
城
砦
に
近
に
従
て
右
側
遥
に

高
く
ロ
ー
マ
ン
水
道
の
橋
梁
を
仰
ふ
廣
大

大 マ
マな
□
驚
嘆
の
外
な
ら
ず
、

午
後
、
再
ひ
宿
よ
り
市
外
を
散
策
す
終
日

逍
遥
し
て
ス
ケ
ッ
チ
数
枚
を
描
く
少
し

尚
寒
さ
感
す
れ
と
も
写
生
欲
□
な
り
、
然
し

先
を
急
け
は
□
夕
夕
方
七 ？

時
半
の
急
行
に
て
マ 〔
マ
ド

ド
リ リ
ー
ド
〕 

ド
に
向
ふ
延 ？

着
十
時
過
に
着
く

�十
二
月
十
八
日
　
木
曜

【
天
気
欄
】

快
晴

【
本
文
・
予
記
欄
】

朝
早
く
須
田
氏

245の
寓
を
訪
た
幸
に
在

宅
、
初
対
面
な
る
に
関
せ
す
親
切
に
案
内
の
労
を

諾
せ
ら
る
　
午
前
先
つ
旅
券
の
た
め
日
本
公
使
館

に
趣
く
、
新
美
術
館
、
午
後
、
プ
ラ
ド
美
術
館

に
閉
館
迄
停
れ
と
殆
□
□
を
も
観
る
不

能
す
其
の
数
多
な
る
傑
作
に
驚
く

ベ
ラ
ス
ケ
ス

246と
ゴ
ヤ

247の
非
常
の
□
□
な
り

ル 〔
ル
ー
ベ
ン
ス
〕

ー
ベ
ン
ク
等 248ベ 〔

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
〕

ニ
ス
派
等
南
陽

世
界
有
数
の
美
術
館
と
し
て
推
賞
す
る
べ

し
夕
方
寄
席
に
西 〔
ス
ペ
イ
ン
〕

班
牙
の
タ 〔
ダ
ン
ス
〕

ン
ス
な
と
を
観
る
、

夜
案
内
書
を
検
す
、

�

245 
須
田
国
太
郎
（
す
だ
・
く
に
た
ろ
う
、

1891 ‒
1961）。

洋
画
家
。

246 
デ
ィ
エ
ゴ
・
ベ
ラ
ス
ケ
ス（

D
iego Velázquez, 

1599 ‒1660）。
ス
ペ
イ
ン
の
画
家
。

247 
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ゴ
ヤ
（

Francisco de 
Goya, 1746 ‒1828）。

ス
ペ
イ
ン
の
画
家
。

248 
ピ
ー
テ
ル
・
パ
ウ
ル
・
ル
ー
ベ
ン
ス
（

Peter 
Paul Rubens, 1577 ‒1640）。

フ
ラ
ン
ド
ル

の
画
家
。
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十
二
月
十
九
日
　
金
曜

【
天
気
～
寒
暖
欄
】

快
晴

【
本
文
・
予
記
欄
】

朝
須
田
氏
来
宿
同
道
し
て
佛
国

領
事
館
に
趣
き
旅
券
の
表
書
を ？

乞
ふ
べ
く
托
し
置
く
午
後
再
ひ

P 〔
プ
ラ
ド

rade
の 美

術
館
〕

 

M
usée残

部
を
観
る
、
各
派

の
初
期
の
作
品
に
な
か

～＊

観
る

べ
き
も
の
あ
り
、

夕
方
前
芝
居
に
同
道
せ
ら
る

午
前
中

M
usée A

rcheologiqueを
観
る

ゴ
ヤ
の
壁
画
あ

る
小
寺
院
を

町
端
れ
に

訪
ふ
至
極
小

な
る
も
の
な
れ
と
ゴ

ヤ
壁
画
は
壁
の
色

に
調
和
し
て
心
地
よ
き
作
た
り

夕
方
佛
国
領
事
館
に
出
か
け
旅

券
を
受
取
る
、

�十
二
月
二
十
日
　
土
曜

【
天
気
欄
】

快
晴

【
本
文
欄
～
予
記
欄
】

午
前
須
田
氏
を
訪
問
し
同
道
　
差
支
を
訪
問
同
道

し
て

M
usée A

rcheologique M
usée A

rcheologiqueを
観
る
羅 〔
ロ
ー
マ
〕

馬
朝
の
遺
品
な
か

～＊

多
く

エ 〔
エ
ジ
プ
ト
〕

シ
プ
ト
の
集
品
も
さ
ほ
と
貧
弱
な

ら
す
、
メ
キ
シ
コ
の
蒐
集
見
る
べ
き

も
の
多
し

午
前
中
再
ひ

Pradoを
観
る
、

各
室
を
通
観
す
、

ク 〔
エ
ル
・
グ
レ
コ
〕

レ
コ
の 249強
み
は
見
る
を
重
ね
て

愈
少
し
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
気
品
高

き
も
の
優
れ
て
餘
り
あ
り

夜Rubinstein
250

の
ピ
ア
ノ
独
奏

を
聞
く
傑
出
し
た
る

楽
家
な
り

�十
二
月
二
十
一
日
　
日
曜

【
寒
暖
欄
】

快
晴

【
本
文
欄
】

午
前
須
田
氏
差
支
あ
れ
は
と
の
事

に
て

P 〔
プ
ラ
ド
美
術
館
〕

radoの
終 （
最
後
？
）

後
の
通
観

を
な
す

午
後
市
中
を
散
歩
す
、

夕
方
六
時
発
の
列
車
に
て
須
田
氏 〔

考
古

学
博

物
館

〕
（

M
u

s
é

e
 

a
r

c
h

é
o

lo
g

iq
u

e
）

249 
エ
ル
・
グ
レ
コ（

El Greco, 1541 ‒1614）。
ク

レ
タ
島
出
身
、
イ
タ
リ
ア
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
で

活
動
し
た
画
家
。

250 
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン（

A
rthur 

Rubinstein, 1887 ‒1982）
か
。
ポ
ー
ラ
ン
ド

出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
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と
Escorialに

趣
く
八
時
頃

着
、
一
泊
す

�十
二
月
二
十
二
日
　
月
曜

【
天
気
欄
～
寒
暖
欄
】

快
晴

【
本
文
欄
～
予
記
欄
】

昨
夜
よ
り
の
風
愈
々
烈
し
く
殆

と
出
會
し
た
る
事
な
き
ほ
と
の
烈
風

な
り

午
前
、
午
後
に
て
こ
の
大
建
築
の
内
部

を
殆
と
通
観
す

Palaisの
各
室
は
感
興
深
き

も
の
あ
り
コ 〔
ゴ
ヤ
〕

ヤ
の
下
画
な
る
ゴ
ブ
ラ
ン

織
の
壁
懸
は
見
事
な
る
も
の
な
り

Panteon内
の
構
造
精
美
に
し
て
驚
く
べ
し

グ
レ
コ
の
各
作
品
は
総
て
霊
妙
な
る
も

の
な
り
、
夕
方
汽
車
に
投
し
七
時
マ 〔
マ
ド

ド
リ リ
ー
ド
〕

 

ッ
ド
に
着
す
、

夜
九
時
発
、

ト
レ
ド
の
汽
車
あ

り
と
思
ひ
停

車
場
迄
出
て

た
る
に
、
日
曜
日

の
み
の
列
車
に
て

翌
日
を
待
つ
べ
く

再
ひ
投
宿
す
、

�十
二
月
二
十
三
日
　
火
曜

【
寒
暖
欄
】

快
晴

【
予
記
欄
】

来
信
、

自
宅

両
三
日
前

よ
り
少
し
風
邪

の
気
味
あ
り

こ
の
日
も
少
し
頭

重
し

【
本
文
欄
】

午
前
七
時
宿
を
発
し
午
前
八
時
過

発
の
列
車
に
投
し
ト
レ
ド
に
向
ふ

車
中
二
時
間
、
十
時
過
ト
レ
ド
に
着

此
日
頃
日
の
如
く
快
晴
鮮

光
の
美
云
は
ん
方
な
し
、

此
辺
朝
霧
と
白
霜
に
て
車
中
よ
り
の

眺
め
は
全
く
煙
の
中
を
通
る

心
地
せ
り

昼
前
昼
後
、
案
内
書
に
よ
り
参
観
　
ク 〔
エ
ル
・

レ
コ
グ

レ
コ

美
術

館
〕

の
住
宅
後
の
ミ
ュ
ー
セ
は
最
も
感
深
し

外
砦
の
周
囲
を
観
散
歩
す
、

�

〔
El Escorial エ

ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
〕
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十
二
月
二
十
四
日
　
水
曜

【
寒
暖
欄
】

曇
【
欄
外
左
側
】

発
信
須
田
氏
松
永

【
予
記
欄
】

昨
夜
よ
く
眠

り
過
き
た
れ
は

殆
と
睡
眠
を

催
せ
ず

知
人
へ
二
十

枚
ほ
と ？

発
信

251

【
本
文
欄
～
欄
外
下
側
】

午
後
朝
室
内
眞
暗
な
れ
は
点
燈
し
て

時
計
を
観
る
に
十
二
時
に
て
止
ま
り
居

る
様
な
れ
は
今
何
時
な
る
を
知
す
、
然

し
氣
か
ゝ
り
の
ま
ゝ
窓
を
開
く
最
早
起
き

て
も
よ
さ
そ
ふ
の
時
な
り
着
衣
し
て
コ
ー
ヒ
ー

を
命
す
べ
く
食
堂
に
入
れ
は
一
時
半
な
り

驚
く
べ
し
余
の
止
ま
り
居
り
し
を
信
ぜ
し

時
計
は
正
午
な
り
し
な
り

霧
深
く
し
て
今
尚
一
日
止
り
て
写
生

に
て
も
試
む
べ
か
り
し
も
断
念
し
て

午
後
少
し
散
歩
し
夕
方
六
時
発
、

A 〔
ア
ル
ゴ
ド
ル
〕

lgodorに
て
二
時
間

B 〔
バ
ダ
ホ
ス
〕

adajoz行
の
汽
車

を
待
合
せ
て
車
中
の
客
と
な
る
、

�十
二
月
二
十
五
日
　
木
曜

【
寒
暖
欄
】

曇
【
本
文
欄
】

A 〔
ア
ル
ゴ
ド
ル
〕

rgodorよ
り
十
三
時
間
、

午
前
十
一
時
、

B 〔
バ
ダ
ホ
ス
〕

adajozに
着
く

H
otel de Palaisに

寄
る
、

昼
食
前
一
通
り
案
内
記
に
従

ひ
馳
廻
る
、

午
後
絵
具
の
用
意
を
し
て
砦
に

そ ？

ふ ？

た
る
辺
に
て
一
枚
ス
ケ
ッ
チ
を

な
す
、
五
時
に
な
り
て
已
に
暮
れ
に

近
し
宿
に
帰
る
、

明
日
は
空
の
晴
れ
輝
か
む
事
を

切
望
す
、

�十
二
月
二
十
六
日
　
金
曜

【
本
文
欄
】

朝
八
時
過

B 〔
バ
ダ
ホ
ス
〕

adajoz発
車
午
前
十

時
過

M
erida着

　
荷
物
を
宿
へ
置

き
て
早
速
羅 〔
ロ
ー
マ
〕

馬
朝
遺
跡
を
探
る
、

A （
A

lc
á

z
a

r
）

rcazarと 252長
橋
を
観
る
空
晴
れ

や
ら
す
寒
さ
強
し
劇
場
の
遺
跡
を

見
る
今
尚
発
掘
を
終
ら
さ
る
も
の
な
ら

む
？
発
掘
さ
れ
し
石
柱
石
像
所
狭 ？

（
H

ôte
l d

u P
a

la
is？

）

〔
メ
リ
ダ
〕

（
M

érida）

251 
以
上

2行
を
線
で
四
角
く
囲
っ
て
い
る
。

252 
A

lcazaba（
ア
ル
カ
サ
バ
、
要
塞
）
の
誤
り

か
。
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き
迄
に
地
上
に
列
せ
あ
り
　
こ
の
様
は
と
て

も
伊
太
利
に
て
も
見
る
事
不
能
さ
ら
む
？

幸
に
此
地
に
来
り
た
る
甲
斐
あ
り
た
る
と
喜
ぶ

夕
方
、
郊
外
水
道
梁
を
写
生
す
、

�十
二
月
二
十
七
日
　
土
曜

【
本
文
欄
】

朝
郊
外
の
水
道
梁
を
写
生
に
出
づ

十
一
時
発
車

S 〔
セ
ビ
リ
ア
〕

evillaに
向
ふ

午
後
八
時
着
の
も
の
壱
時
間
余
延
着

H
ôtel O

riente 253に
泊
す
、

夜
は
矢
張
り
宿
に
つ
き
て
昼
間
窓
外

の
風
光
を
眺
め
つ
ゝ
旅
す
る
に
限

る
、
な
る
ほ
と
時
間
と
費
用
は
少

し
か
ゝ
る
問
題
て
あ
る
、

�十
二
月
二
十
八
日
　
日
曜

【
欄
外
上
側
】

Sevilla
【
本
文
欄
】

例
の
如
く
案
内
記
に
よ
り
終
日
見

物
、
朝
、

M
uséeに

趣
く
ム 〔
ム
リ

ユ
ロ リ
ョ
〕

ー
の 254作
数
多
あ
れ
と
感
す
る
も
の

な
し
、

A
rcheologiqueの

コ
レ
ク
シ
ヨ

ン
面
白
き
も
の
あ
れ
と
貧
弱
た
る
を

ま
ぬ
か
れ
□
　

A （
A

lc
á

z
a

r）

lcazarの
建
築
完

美
と
云
ふ
べ
し
　
然
し
其
庭
園
の

快
感
を
感
し
た
る
は
限
な
し

午
後

C 〔
H

ospital de la Caridad　
慈
善
病
院
〕

a
r

l
i

d
a

d
の
ム 〔
ム
リ
リ
ョ
〕

ユ
ロ
ー
を
観
る

川
向
に
渡
り

T 〔
ト
リ
ア
ナ
〕

rianaを
散
歩

す
、

�十
二
月
二
十
九
日
　
月
曜

【
欄
外
上
側
】

Sevilla
【
予
記
欄
】

絵
は
か
き
、

二
十
余
枚
を

発
信
す
、

【
本
文
欄
】

午
前
七
時
半
発
車
、

C （
C

a
rm

o
n

n
a
）

arm
ona

に
趣
く
九
時
過
着
（
途
中
乗
換
）

N （
N

e
c

r
ó

p
o

lis

écropole R R
o

m
a

n
a
）

om
aine迄

は
僅
か
弐

十
分
（
土
地
の
中
流
の
人
懇 ？

々 ？

案
内
し
て
同
所
迄

導
か
る
）

George Ronsor氏
（
英
人
）

の
発
掘
に
か
ゝ
る
（
案
内
人
は

Ronsor氏
は
画

家
な
り
と
云
ふ
）
同
氏
は
□
発
掘
さ
れ

た
る
数
多
の
遺
跡
の
中
央
に
住
宅
兼
小

M
uséeを

建
て
、
数
多
の
遺
物
を
陳
列

さ
れ
て
居
る
見
る
べ
き
も
の
尠
か
ら
す
、

汽
車
遅
延
六
時
頃

Sevilla帰
着
、

�

253 
現
存
す
る
領
収
書
（

1919年
12月

31日
付
）
に

よ
れ
ば
、
ホ
テ
ル
名
は
「

Gran H
otel de 

O
riente」。

254 
バ
ル
ト
ロ
メ
・
エ
ス
テ
バ
ン
・
ム
リ
リ
ョ

（
B

artolom
é E

steban M
urillo, 1617 ‒

1682）
の
こ
と
。
ス
ペ
イ
ン
の
画
家
。
同
日
本

文
欄

9行
目
参
照
。



（160）160

十
二
月
三
十
日
　
火
曜

【
欄
外
上
側
】

Sevilla
【
本
文
欄
】

朝
A （

A
lc

á
z

a
r）

lcazarの
庭
に
写
生
に
趣
く

午
後
五
時
迄
油
絵
ス
ケ
ッ
チ
と
鉛

筆
の
デ
ッ
サ
ン
を
つ
ゝ
く

Sevillaは
気
持
の
よ
い
所
な
り

然
し
至
る
所
土
地
に
慣
れ
宿
に
親

し
み
か
け
れ
は
直
に
他
に
轉
す

る
事
の （
に
）な
る
の
て
あ
る
、

明
日
は
引
揚
て
南
の
方
に
趣
く
べ

き
か
或
は
尚
留
り
て
何
か
一
枚

描
て
見
る
か
、
さ
て
も
心
急
し
き
旅

な
り

�十
二
月
三
十
一
日
　
水
曜

【
本
文
欄
】

午
前
十
時

Sevilla発
、

M （
M

á
la

g
a
）

alaga
に
向
ふ
例
の
如
く
二
時
間
余
汽
車

延
着
、
五
時
半
の
も
の
八
時
頃
着
、

H
otel S （

S
im

ó
n
）

im
onに

泊
す

Sevillaよ
り
は
路
沿 ？

道
カ
ン
ラ
ン

 シ 〔
サ
ボ
テ
ン
〕

ヤ
ボ
テ
ン
等
赤
土
の
畑

を
飾
る
事
美
し
、
密 （
蜜
）柑
レ
モ
ン

の
尚
色
つ
か
ぬ
も
の
あ
り
　
□
葉
の

尚
散
残
り
た
る
も
の
あ
り
バ
ラ
咲

く
園
ジ 〔
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
〕

エ
ラ
ユ
ー
ム
咲
く
停
車
場
の

庭
な
と
南
国
の
□
美
し
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日
記

に
記

さ
れ

た
名

氏
名

等
日

記
の

日
付

参
照

先

青
木
君

不
明
（
外
務
省
関
係
者
）

4/4
青
野
青
野
君

青
野
俊
一
郎

1/16, 3/5, 3/14, 3/20, 5/4, 7/13
注

8
青
野
兄

　
〃

4/30, 5/2, 5/3, 5/5, 8/1, 8/23
青
野

　
〃

1/5, 9/21, 10/5
青
の

　
〃

3/20, 3/21, 3/22, 3/26, 3/29, 4/7, 
5/11, 5/22, 5/24, 6/15, 7/5, 7/11, 
7/12, 7/13, 7/22, 7/23, 8/11, 8/21, 
9/9, 10/12, 10/13, 10/14, 10/27, 11/4, 
11/9, 11/16, 11/18, 11/19, 11/25, 
11/26, 12/4, 12/8, 12/9, 12/15

青
野
兄
の
室

青
野
俊
一
郎
夫
人

5/1
青
野
氏

不
明
（
静
岡
丸
乗
船
者
）

6/19 -21
青
山
青
山
君

青
山
熊
治

7/6, 7/12, 7/19, 7/20, 7/28, 8/14, 
8/18, 8/24, 8/25, 8/26, 8/27, 8/28, 
8/31, 9/1, 9/2, 9/5, 9/9, 9/14, 9/15, 
9/18, 9/19, 9/22, 9/27, 9/30, 10/4, 
10/22, 10/26

注
154

青
山

　
〃

8/27
赤
木
萬

赤
木
萬
二
郎

8/18
注

190
足
立

8/18, 12/4, 12/5
阿
藤
君

阿
藤
秀
一
郎
？

1/30
注

30
跡
見
（
君
）

跡
見
泰
？

3/20
注

65
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン

　
－

→
A

m
an -Jean, Edm

ond -François
ア
マ
ン
シ
ア
ン
氏
／
ア
マ
ン
ジ
ヤ
ン
氏
／
ア
マ
ン
シ
ヤ
ン
／

ア
マ
ン
シ
ヤ
ン
氏
／
ア
マ
ン
ジ
ヤ
ン
／
ア
マ
ン
ヂ
ヤ
ン

日
記

に
記

さ
れ

た
名

氏
名

等
日

記
の

日
付

参
照

先

有
島
有
島
君
・
有
島
（
君
）

有
島
生
馬

3/30
注

84
有
島

　
〃

4/4, 4/21
石
井
石
井
日
向

石
井
家（
石
井
十
次
遺
族
）

11/9
石
井
熊
夫

石
井
熊
夫

11/8
注

223
石
井

1/27, 2/23, 9/5, 9/6, 11/7
伊
仙
　

　
－

→
伊
藤

磯
谷

磯
谷
商
店

2/18, 3/18, 3/21, 3/30, 4/3, 4/5, 4/9, 
4/10

注
33, 

46
伊
藤
伊
藤
仙
君

伊
藤
仙
三
郎

3/6
注

57
伊
仙

　
〃

8/18
伊
藤

　
〃

5/6
伊
藤
夫
婦

伊
藤
仙
三
郎
夫
妻

5/5
伊
藤
（
氏
）

5/11
伊
藤

5/10
井
上
井
上
額
縁
店
？
の
主
人

不
明

4/14
井
上

4/28, 4/29
今
関
今
関
氏

今
関
天
彭
？

3/25
注

77
今
関

　
〃

8/18
岩
村

人
名
索
引

・
本
表
は
、
児
島
虎
次
郎
日
記
（
1919年

）
に
登
場
す
る
人
名
と
日
付
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

・
一
部
、
特
定
個
人
と
関
わ
る
商
店
名
を
加
え
て
い
る
。

・「
氏
」「
君
」
な
ど
の
敬
称
は
人
物
の
特
定
に
役
立
つ
場
合
が
あ
る
た
め
、
日
記
中
で
敬
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
は
敬
称
も
あ
わ
せ
て
示
し
た
。

・
日
記
の
前
後
や
関
係
資
料
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
人
物
の
特
定
・
推
定
を
試
み
、「
氏
名
等
」
欄
に
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
更
な
る
精
査
を
要
す
る
段
階
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
頂
き
た
い
。

・「
氏
名
等
」
欄
は
、
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
人
物
が
複
数
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
特
定
を
避
け
て
空
欄
と
し
た
。
ひ
と
り
の
人
物
で
あ
る
が
氏
名
が
わ
か
ら
な
い
も
の
は
「
不
明
」、
空
見
出
し
の
場
合
は
「
－
」
と
し
た
。

・
日
記
に
記
さ
れ
た
名
前
を
五
十
音
順
に
示
し
、
続
い
て
、
欧
米
人
の
み
姓
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
示
し
た
。
た
だ
し
、
名
前
の
漢
字
の
読
み
が
誤
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
頂
き
た
い
。
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日
記

に
記

さ
れ

た
名

氏
名

等
日

記
の

日
付

参
照

先

岩
村
氏

岩
村
悦
郎

2/17
注

45
岩
村

　
〃

2/25
岩
村
愛
子

岩
村
愛
子

2/24
岩
村
悦
郎
夫
人

　
〃

2/19
岩
村

8/6
上
田
上
田
尚

不
明

4/23
上
田

不
明

1/27, 5/9, 5/24, 10/12, 10/13, 12/7, 
12/8

エ
ル
・
グ
レ
コ

　
－

→
El Greco

ク
レ
コ
／
グ
レ
コ

遠
藤

不
明

4/28
王
統
一
氏

王
統
一

5/11
欧
文
堂

　
－

→
林
欧
文
堂

太
田
太
田
君

太
田
喜
二
郎

3/15
注

48
太
田

　
〃

2/22, 2/25, 4/23, 5/6, 8/14, 8/21, 
9/26, 11/13, 12/7, 12/8

大
庭
大
庭
氏

大
庭
猛

4/8
注

93
大
庭
夫
人

大
庭
猛
夫
人

4/8
大
原
大
原
氏

大
原
孫
三
郎

1/16, 1/26, 2/22, 3/17, 4/23, 5/4
注

17
大
原

　
〃

1/17, 5/10, 5/11, 5/22, 5/24, 6/15, 
7/21, 8/11, 8/29, 9/26, 10/23, 11/4, 
12/9

大
原

大
原
家
（
大
原
孫
三
郎
）

3/5, 3/7
大
原
（
宅
）

　
〃

3/12
大
原
氏
先
代

大
原
孝
四
郎

4/20
大
原
夫
人

大
原
壽
惠
子

3/26
注

78
岡
崎
岡
崎
君

不
明

4/6
岡
崎

不
明

8/21, 9/26, 9/27, 9/29, 11/8, 11/9, 
11/29, 12/2, 12/4, 12/5, 12/10, 12/12

日
記

に
記

さ
れ

た
名

氏
名

等
日

記
の

日
付

参
照

先

小
笠
原小
笠
原
子
爵

小
笠
原
長
丕

6/19 -21
注

127
小
笠
原

　
〃

5/22, 6/28, 6/29, 10/2, 10/3, 11/20, 
11/21, 12/4

岡
田
岡
田
先
生

岡
田
三
郎
助

3/17
注

43
岡
田
（
先
生
）

　
〃

2/17
岡
田
君

岡
田
毅

9/13, 9/15, 9/18, 10/17, 11/23
注

185
岡
田
氏

　
〃

8/12, 8/15, 8/23, 9/8, 9/13
岡
野
（
氏
）

岡
野
栄
？

3/23
注

72
岡
本

不
明

8/21, 10/2, 10/11, 10/24, 10/25
奥
原

不
明

2/22, 2/25
乙
骨

乙
骨
安
昌
？

5/6
注

115
小
野
小
野
氏

小
野
輝
男

10/13
注

213
小
野

　
〃

10/13
小
野

4/1, 10/22, 10/29
小
野
田

小
野
田
鉄
弥
？

5/6
注

117
柿
原
柿
原
得
君

柿
原
得
一

2/24
注

39
柿
原
得

　
〃

2/16
柿
原
君

　
〃

2/16, 10/25
柿
原
政
君

柿
原
政
一
郞

2/24
注

42
柿
原
政

　
〃

2/17
柿
原
氏

柿
原
得
二
ま
た
は
政
一
郞

3/14
注

39, 
42

柿
原

　
〃

2/23, 8/29, 10/5, 10/25, 11/4, 11/7, 
11/15, 11/16

筧
博
士

筧
繁

5/1
注

113
片
岡

不
明

4/1
加
藤
加
藤
虎
之
助
氏

加
藤
虎
之
助

6/19 -21
注

128
加
藤
君

　
〃

8/10, 8/16, 8/20, 8/23, 9/10, 11/24
加
藤

　
〃

5/22, 9/11
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日
記

に
記

さ
れ

た
名

氏
名

等
日

記
の

日
付

参
照

先

加
藤

加
藤
虎
之
助
？

7/19, 7/20, 8/1, 8/9, 8/10, 8/16, 8/20, 
8/21, 10/3, 10/9, 10/19, 10/22, 10/23, 
11/20, 11/21

加
藤

不
明

1/18
金
沢
金
沢
氏

金
沢
巌

2/16, 3/20, 4/7, 4/17
注

36
金
沢

　
〃

2/14, 2/15, 4/1, 9/29, 10/5
金
山
金
山
君

金
山
平
三

1/24, 7/10, 7/21, 11/14, 11/15, 11/20
注

26
金
山
（
氏
）

　
〃

3/27
金
山

　
〃

5/5, 5/6, 7/21, 8/18, 11/13, 11/15, 
11/16

カ
ロ
リ
ュ
ス
・
デ
ュ
ラ
ン

　
－

→
Carolus -D

uran
カ
ル
ル
ス
デ
ユ
ラ
ン

川
合
玉
堂
川
合
玉
堂
氏

川
合
玉
堂

2/16
注

41
玉
堂

　
〃

2/24
川
口
儀
平
氏

川
口
儀
平

8/24
河
原
河
原
賀
市
君

河
原
賀
市

6/25
注

50
河
原
氏

　
〃

3/15
河
原

　
〃

2/23
関
雪

　
－

→
橋
本
関
雪

木
村
木
村
氏

木
村
半
蔵

6/29, 7/1, 7/25, 8/28, 8/29, 9/20
注

144
木
村

　
〃

6/28, 6/29, 8/1, 8/27, 8/28, 9/6, 10/13
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
モ
ロ
ー

　
－

→
M

oreau, Gustave
ギ
ュ
ス
タ
ー
ブ
モ
ロ
ー
／
ギ
ュ
ス
タ
ー
ブ
モ
ロ

松
旭
斎
天
勝
？

天
勝

松
旭
斎
天
勝
？

1/7
注

12
玉
堂

　
－

→
川
合
玉
堂

矩
一

　
－

→
児
島
矩
一

ク
ー
ル
ベ

　
－

→
Courbet, Gustave

楠
木
正
行

日
記

に
記

さ
れ

た
名

氏
名

等
日

記
の

日
付

参
照

先

正
行

楠
木
正
行

2/20
久
保
氏

不
明

9/19, 9/20
久
保
田

不
明

10/6, 10/16, 10/17
栗
川

不
明

8/21
黒
板
博
士

黒
板
勝
美

9/5
注

197
黒
田
黒
田
先
生

黒
田
清
輝

1/16, 2/15, 3/23, 3/25, 4/6, 8/8, 
11/18, 11/21

注
18

黒
田
（
先
生
）

　
〃

2/17
黒
田

　
〃

4/21
虓
一
郎

　
－

→
児
島

虓
一
郎

ゴ
ー
ギ
ャ
ン

　
－

→
Gauguin, Paul

ゴ
ガ
ン

小
柴
君

小
柴
錦
侍
？

10/2
注

208
ゴ
ッ
プ
氏

　
－

→
Le Goff

児
島
矩
一

児
島
矩
一

1/18, 3/18, 3/29, 4/1, 5/11, 5/22, 
7/23, 7/24, 8/7, 8/23, 9/21, 10/5, 
11/3, 11/5, 11/9, 11/22, 11/23, 11/25, 
11/26, 11/29, 12/2

注
19

虓
一
郎

児
島

虓
一
郎

5/19
注

124
妻

児
島
友

3/26, 7/11, 7/13, 8/30, 9/29, 10/12, 
10/13, 10/14, 10/27, 11/7, 11/8, 
11/13, 11/15, 11/16, 11/25, 11/26, 
12/4, 12/5, 12/6, 12/8

注
79

直
平

児
島
直
平

11/13
注

229
成
羽

児
島
家
（
児
島
徳
太
郎
）

9/26, 12/2
小
林
小
林
寿

小
林
寿
美
太

8/18
注

10
小
林
君

　
〃

1/7, 1/23, 2/11, 2/13, 2/21, 3/14, 
3/15, 4/9, 4/21, 4/23, 5/5, 5/6

小
林
（
君
）

　
〃

4/22
小
林
兄

　
〃

5/2
小
林

　
〃

1/5, 1/6, 3/21, 3/22, 3/25, 3/26, 3/29, 
4/14, 4/15, 4/17, 5/6, 5/7, 7/5, 10/12, 
10/13, 11/25, 11/26
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日
記

に
記

さ
れ

た
名

氏
名

等
日

記
の

日
付

参
照

先

小
林

8/18, 10/2, 10/3, 10/12, 11/4, 11/9
小
林
氏

小
林
寿
美
太
ま
た
は

寿
美
太
の
義
父
？

4/9

小
林
萬
吾
氏

小
林
萬
吾

3/24
注

75
小
村

不
明

11/7
ゴ
ヤ

　
－

→
Goya, Francisco de

ゴ
ヤ
／
コ
ヤ

小
山
健
三
（
氏
）

小
山
健
三

4/16
注

102
コ
ラ
ンコ
ラ
ン
先
生

　
－

→
Collin, Raphaël

コ
ラ
ン
先
生
の
妹
さ
ん

　
－

→
Collin, Blanche

斉
藤
斉
藤
豊

斉
藤
豊
作

4/21
注

37
斉
藤
君

　
〃

2/15
斉
藤

　
〃

4/4, 7/13, 9/27
斉
藤
渓
舟

斉
藤
徳
太
郎
（
渓
舟
）

3/21
注

35
斉
藤
氏

　
〃

3/14, 3/22, 4/9
斉
藤

　
〃

2/12, 4/21
斉
藤

斉
藤
豊
作
ま
た
は

斉
藤
徳
太
郎

1/18, 3/20, 3/29
注

35, 
37

坂
田
坂
田
（
氏
）

坂
田
一
男
？

3/27
注

81
坂
田

　
〃

4/1
笹
川

不
明

8/18, 11/6, 11/9
皿
井
皿
井
氏

皿
井
立
三
郎

1/23
注

24
皿
井

　
〃

3/15
重
成

不
明

11/25, 11/26
滋
野
滋
野
男
爵

滋
野
清
武

8/8
注

184
滋
野
氏

　
〃

8/16
ピ
ュ
ヴ
ィ
ス
・
ド
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

→
Puvis de Chavannes, Pierre

シ
ャ
バ
ン
ヌ

日
記

に
記

さ
れ

た
名

氏
名

等
日

記
の

日
付

参
照

先

庄
不
明

4/28
甚
三
郎

不
明

5/10
須
田
氏

須
田
国
太
郎

12/18, 12/19, 12/20, 12/21, 12/24
注

245
須
藤
須
藤
氏

須
藤
祐
七
（
ま
た
は
五
百

三
、
新
六
）

5/10
注

34, 
121

須
藤
（
氏
）

　
〃

5/11
須
藤
君

須
藤
祐
七
ま
た
は
新
六

5/10
須
藤

須
藤
新
六
ま
た
は
祐
七

2/11, 4/15, 5/6, 8/21
須
藤
兄
弟

須
藤
祐
七
、
新
六
、
ま
た

は
五
百
三

5/10

砂
田
砂
田
君

砂
田
正
二
？

3/27
注

80
砂
田

　
〃

3/29
炭
谷

炭
谷
小
梅
？

5/6, 7/27
注

116
諏
訪

諏
訪
秀
三
郎

7/1
注

148
関

不
明

2/23, 5/24, 8/21
関
野
博
士

関
野
貞

10/12, 11/6, 11/9
注

212
セ
ザ
ン
ヌ

　
－

→
Cézanne, Paul

セ
サ
ン
ヌ

妹
尾

不
明

5/6, 5/10, 5/11, 5/24
武
内
武
内
君

武
内
潔
眞

1/2
注

6
武
内

　
〃

7/23, 8/29, 12/4, 12/5
田
中
田
中
印
刷
所

田
中
印
刷
所

3/16, 3/20
田
中

　
〃

3/21
田
中
の
主
人

田
中
印
刷
所
の
主
人

3/19
田
中
氏

不
明
（『
黄
薇
之
友
』
関
係

者
）

3/26

田
辺
至
氏

田
辺
至

3/23
注

73
佃

佃
佃
武
昭
ま
た
は
佃
政
道

3/29, 4/1
注

82
佃
兄
弟

佃
武
昭
、
政
道

3/28
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日
記

に
記

さ
れ

た
名

氏
名

等
日

記
の

日
付

参
照

先

辻
氏

辻
永
？

3/22
注

71
都
志
都
志
氏

都
志
太
郎

4/27
注

110
都
志

　
〃

7/23
筒
井
筒
井
氏

不
明

4/4
筒
井

不
明

4/5
妻

　
－

→
児
島
友

デ
ュ
ト
ゥ

　
－

→
D

uthu, Jean Baptiste Laurent
デ
ュ
ス
先
生

天
勝

　
－

→
松
旭
斎
天
勝
？

天
主
教
の
先
生

→
D

uthu, Jean Baptiste Laurent
ド
ガ

→
D

egas, Edgar
都
鳥
都
鳥
氏

都
鳥
英
喜

9/24, 10/2, 10/29, 11/2, 11/7, 11/11, 
11/30

注
157

都
鳥
（
氏
）

　
〃

7/12, 7/20, 7/23
都
鳥

　
〃

9/6, 10/22, 11/2, 11/4, 11/7, 11/9, 
12/10

富
永
富
永
君

富
永
勝
重
？

4/7
注

67
富
永
（
氏
）

　
〃

3/27
富
永

　
〃

3/21, 4/4, 5/24
内
藤
博
士

内
藤
湖
南

4/16
注

101
直
平

　
－

→
児
島
直
平

中
尾
中
尾
氏

中
尾
優

8/1, 8/6, 8/7
注

147
中
尾
（
氏
）

　
〃

8/8
中
尾

　
〃

6/29, 7/9, 7/26, 8/19, 8/22, 10/12, 
11/3, 11/8, 11/10, 12/3

長
尾
長
尾
建
吉

長
尾
建
吉

10/1
注

33
長
尾
氏

長
尾
建
吉
（
ま
た
は
一
平
）

4/12, 4/13, 4/14, 4/17, 4/18
長
尾
（
氏
）

　
〃

4/18

日
記

に
記

さ
れ

た
名

氏
名

等
日

記
の

日
付

参
照

先

長
尾

　
〃

2/10, 2/25
中
川
中
川
君

中
川
紀
元
？

10/17, 11/2
注

203
中
川
氏

　
〃

9/18
中
沢
中
沢
彦
吉
氏

中
沢
彦
吉

8/24
注

193
中
沢
氏

　
〃

8/25, 8/26, 8/27, 9/25, 9/26, 9/28, 
9/29, 9/30, 10/2

中
沢

　
〃

9/24, 10/7, 10/14, 10/15
中
村
中
村
先
生

中
村
勝
治
郎

2/17
注

44
中
村

不
明

4/29
中
原
氏

中
原
實

11/7
注

222
中
山
中
山
巍

中
山
巍

11/24
注

27
中
山
君

　
〃

1/25
中
山

　
〃

4/1
成
羽

　
－

→
児
島
家
（
児
島
徳
太
郎
）

西
村
西
村
氏

西
村
磯
右
エ
門

6/19 -21, 6/25, 8/2
注

139
西
村
（
氏
）

　
〃

7/9, 8/1
西
村

　
〃

6/29, 7/7, 8/8, 8/12, 8/19, 12/3, 12/4
橋
本
関
雪

橋
本
関
雪

2/24
注

52
橋
本

不
明
（
三
越
関
係
者
）

4/10
橋
本

不
明

11/16
長
谷
川長
谷
川
君

長
谷
川
潔

8/14, 8/18, 9/7
注

188
長
谷
川

　
〃

9/18, 9/19, 10/15, 10/20
林

林
源

林
源
十
郎
〔
甫
三
〕

5/22
注

3
林
氏

　
〃

1/1
林
氏
（
の
）
母
堂

林
清

1/1, 1/4, 1/16
注

4



（166）166

日
記

に
記

さ
れ

た
名

氏
名

等
日

記
の

日
付

参
照

先

林
夫
人

林
浦

1/1
注

5
林
杉
造

林
杉
造

3/9
注

58
林
杉

　
〃

4/21, 5/24
林
欧
文
堂

林
欧
文
堂

4/9
注

58, 95
林
君

2/12, 3/14, 4/13, 4/15
林

4/15, 5/6, 11/7, 11/8
林
弟

4/15
正
行

－
→
楠
木
正
行

原
原
氏

原
富
太
郎
（
三
渓
）

4/8
原
君

原
勝
四
郎

9/15, 9/21, 9/22
注

202
原

原
澄
治

3/22
注

69
原

原
勝
四
郎
ま
た
は
原
澄
治

7/28, 8/18, 9/2, 9/5, 9/7, 11/11, 
11/28, 11/29

注
69, 

202
原
九
郎
？

原
九
郎
？

8/9
原
田
原
田
善
吉
氏

原
田
善
吉

2/24, 2/28
原
田
氏

　
〃

2/23
原
田

原
田
善
吉
？

7/23
原
田
瓊
生
氏

原
田
瓊
生

5/11
注

122
原
田
氏

　
〃

5/11
バ
ー
ル
ト
ソ
ン

　
－

→
Baertsoen, A

lbert
バ
ル
ツ
ン
先
生

バ
ル
ト
ロ
メ

　
－

→
Bartholom

é, Paul -A
lbert

バ
ル
ト
ロ
メ
氏

疋
田

疋
田
直
太
郎
ま
た
は

疋
田
家

2/23, 5/7, 8/18, 8/30, 8/31
注

49

平
井
君

不
明
（
光
風
会
関
係
者
）

3/20
平
塚
平
塚
氏

平
塚
英
吉

5/31
注

131
平
塚
農
学
博
士

　
〃

6/19 -21
平
塚

8/10, 8/21, 10/11
廣
瀬

日
記

に
記

さ
れ

た
名

氏
名

等
日

記
の

日
付

参
照

先

廣
瀬
氏

広
瀬
勝
平

7/12, 7/20, 7/23, 8/30, 9/15
注

158
廣
瀬

　
〃

7/24, 8/22, 10/12, 11/9
廣
瀬
（
仏
文
）
氏

広
瀬
哲
士

9/15
注

201
藤

藤
彦
衛
？

4/1
注

88
藤
島
藤
島
先
生

藤
島
武
二

2/15, 2/17, 2/19, 3/17, 3/24, 3/28, 
3/29, 3/30, 4/4, 4/7, 8/16, 8/20, 9/4, 
12/8, 12/10

注
38

藤
島
（
先
生
）

　
〃

2/17
藤
島

　
〃

8/21, 9/5, 12/4, 12/12
二
村
光
三
氏

二
村
光
三

6/19 -21
佛
先
生

　
－

→
D

uthu, Jean Baptiste Laurent？
ブ
ラ
ン
グ
イ
ン

　
－

→
Brangw

yn, Frank
ベ
ラ
ス
ケ
ス

　
－

→
Velázquez, D

iego
正
木
正
木
校
長

正
木
直
彦

3/18, 4/6
注

60
正
木

　
〃

4/21
正
行

　
－

→
楠
木
正
行

マ
ダ
ム
ル
ロ
ア

　
－

→
Leroy (M

adam
e A

rthur Leroy de 
Borgard)

松
尾
松
尾
氏

松
尾
哲
太
郎
？

3/5
注

56
松
尾

11/4, 12/4, 12/5
松
方
松
方
幸
太
郎

松
方
幸
次
郎
？

4/16
注

103
松
方
氏

　
〃

4/16
松
永
松
永
君

松
永
津
志
馬

9/27, 11/26, 12/1, 12/7
注

205
松
永
氏

　
〃

10/26, 10/27, 11/3, 11/6, 11/8, 11/17, 
12/2, 12/6

松
永

　
〃

12/24
松
原
松
原
氏

不
明（
美
術
旬
報
関
係
者
）

3/22
松
原
氏

松
原
三
五
郎

4/9
注

96



（167）167

日
記

に
記

さ
れ

た
名

氏
名

等
日

記
の

日
付

参
照

先

松
原
□

　
〃

4/15
松
原

松
原
三
五
郎
？

4/21
三
木
令
嬢

3/4
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

　
－

→
Buonarroti, M

ichelangelo 
満
谷
満
谷
氏

満
谷
国
四
郎

2/16, 2/18, 3/6, 3/8, 3/9, 3/10, 3/11, 
3/12, 10/11, 11/21

注
40

満
谷
（
氏
）

　
〃

3/5
満
谷

　
〃

8/21, 10/17
三
橋
三
橋
兄

三
橋
玉
見

5/1, 5/3
注

2
三
橋
氏

　
〃

1/1, 1/27, 3/6
三
橋

　
〃

1/17, 7/23, 8/29, 11/16, 12/4
三
原
三
原
（
氏
）

不
明

4/18
三
原

不
明

4/14, 4/15, 8/16, 11/15, 11/16
三
宅
三
宅
克

三
宅
克
己

11/9
注

70
三
宅
（
氏
）

　
〃

3/22
三
宅
専

不
明

7/23, 11/4
注

171
三
宅

8/16, 10/14, 10/15
村
田
村
田
君

不
明

（
中
国
民
報
関
係
者
？
）

3/20

村
田
氏

　
〃

3/16, 3/22, 3/23, 3/24, 3/25, 3/26, 
3/28, 4/4, 4/5, 4/6

村
田

　
〃

2/23, 4/1
ム
リ
リ
ョ

　
－

→
M

urillo, Bartolom
é Esteban

ム
ユ
ロ
ー

桃
田
氏

不
明

1/27
モ
ロ
ー

　
－

→
M

oreau, Gustave
モ
ロ

屋
代
（
矢
代
？
）

矢
代
幸
雄
？

4/4, 4/21
注

90
柳
井

日
記

に
記

さ
れ

た
名

氏
名

等
日

記
の

日
付

参
照

先

柳
井
君

柳
井
新
太
郎

1/5, 1/6, 1/7, 1/8, 4/12, 4/13, 4/29, 
5/5, 5/6

注
9

柳
井
（
君
）

　
〃

5/5
柳
井
氏

　
〃

4/18
柳
井

　
〃

1/18, 1/28, 2/25, 4/15, 4/17, 4/28, 
4/29, 5/6, 5/7, 5/11, 6/15, 7/13, 8/6, 
8/30, 8/31, 9/26, 9/27, 10/12, 10/13, 
11/26, 12/2

山
内
山
内
愚
僊

山
内
愚
僊

1/23
注

25
山
内

　
〃

4/21
山
口
山
口
嬢

不
明

7/29, 8/9
山
口
女
史

　
〃

7/26, 8/7
山
口
氏

不
明

9/27
山
口
（
氏
）

　
〃

10/26
山
口

不
明

7/28
山
下
山
下
君

山
下
新
太
郎

3/30
注

85
山
下

　
〃

4/4, 4/21
山
田
山
田
国
民
記
者

山
田
毅
一

6/19 -21
注

126
山
田
氏

　
〃

5/21, 6/19 -21, 7/25, 7/26
山
田
（
氏
）

　
〃

7/9
山
田

　
〃

6/28, 6/29, 7/7, 8/1, 8/20
山
田

山
田
毅
一
？

7/22
山
田
芳

山
田
芳
三
郎（
高
田
商
会
）

7/5, 9/15, 9/27
注

151
山
田
氏

　
〃

9/19, 9/23, 9/24, 9/26, 9/27
山
田
（
氏
）

　
〃

9/20
山
田

9/25, 10/16, 10/17, 11/1, 11/4, 11/9
山
谷
氏

不
明

3/28
山
本
山
本
（
君
）

山
本
森
之
助

3/20
注

64
山
本
氏

　
〃

3/27



（168）168

氏
名

等
日

記
に

記
さ

れ
た

名
等

日
記

の
日

付
参

照
先

A
m

an -Jean, Edm
ond -François（

エ
ド
モ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
）

注
14

A
m

an -Jean
1/12, 11/21

A
m

an Jean
11/17

ア
マ
ン
シ
ア
ン
氏

9/3, 9/4
ア
マ
ン
ジ
ヤ
ン
氏

10/15
ア
マ
ン
ジ
ヤ
ン

9/16
ア
マ
ン
シ
ヤ
ン
氏

9/16, 11/21, 11/24, 12/8
ア
マ
ン
シ
ヤ
ン

10/14, 12/9
ア
マ
ン
ヂ
ヤ
ン

7/24
A

ndré, A
lbert（

ア
ル
ベ
ー
ル
・
ア
ン
ド
レ
）

注
237

A
lbert A

ndré氏
11/20

Bartholom
é, Paul -A

lbert（
ポ
ー
ル
・
ア
ル
ベ
ー
ル
・
バ
ル
ト
ロ
メ
）

注
16

Barthorom
é

1/12
バ
ル
ト
ロ
メ
氏

7/15
バ
ル
ト
メ
氏

7/20
Baertsoen, A

lbert（
ア
ル
ベ
ー
ル
・
バ
ー
ル
ト
ソ
ン
）

注
242

Beartsm
e氏

12/4
バ
ル
ツ
ン
先
生

12/4
Brangw

yn, Frank（
フ
ラ
ン
ク
・
ブ
ラ
ン
グ
ィ
ン
）

注
146

ブ
ラ
ン
グ
イ
ン

6/28
Buonarroti, M

ichelangelo （
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
ブ
オ
ナ
ロ
ー
テ
ィ
）

注
183

ミ
ケ
ラ
ン
シ
ロ

8/6
Carolus -D

uran（
カ
ロ
リ
ュ
ス
＝
デ
ュ
ラ
ン
）

注
160

カ
ル
ゝ
ス
デ
ユ
ラ
ン

7/13
Cézanne, Paul（

ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
）

注
191

セ
サ
ン
ヌ

8/19, 10/22
Claus, Em

ile（
エ
ミ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
）

注
20

Claus
1/18, 11/15

Collin, Blanche（
ブ
ラ
ン
シ
ュ
・
コ
ラ
ン
）

注
177

コ
ラ
ン
先
生
の
妹
さ
ん

8/1
Collin, Raphaël（

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン
）

注
176

コ
ラ
ン
先
生

8/1
Com

llard？
注

235
Com

llar
11/17, 11/20

日
記

に
記

さ
れ

た
名

氏
名

等
日

記
の

日
付

参
照

先

山
本
君

山
本
森
之
助
？

3/17
山
本
氏

10/6, 10/7, 10/8
山
本

10/6
山
本
□

4/23
結
城
氏

不
明

3/17
ユ
ゴ
ー

　
－

→
H

ugo, V
ictor

ユ
ー
ゴ
ー

柚
木
柚
木
君

柚
木
久
太

5/5
注

83
柚
木

　
〃

3/29, 5/6
横
見

不
明

4/15
吉
江
孤
厂
氏

吉
江
孤
雁

11/23
注

240
吉
田
吉
田
君

吉
田
苞

1/3, 1/5, 1/6, 1/26, 2/22, 3/2, 3/3, 
3/7, 3/17, 3/18, 3/19, 3/24, 3/29, 
4/15, 4/24, 5/4, 10/22, 11/17

注
7

吉
田
（
君
）

　
〃

4/21
吉
田

　
〃

4/21, 5/22, 8/19, 10/12, 10/13, 11/16, 
11/17, 12/4, 12/5

吉
田
君
夫
妻

吉
田
苞
夫
妻

3/4
ル
ー
ベ
ン
ス

　
－

→
Rubens, Peter Paul

ル
ソ
ー

　
－

→
Rousseau, Jean -Jacques

ル
ソ
ー
／
サ
ン
ジ
ヤ
ク
ル
ロ
ー

ル
ノ
ワ
ー
ル

　
－

→
Renoir, Pierre -A

uguste
ル
ノ
ア
ー
ル
／
ル
ノ
ア
ー
ル
氏
／
ル
ノ
ア
ー
ル
先
生

ル
ロ
ア
君

　
－

→
Leroy？

ロ
ダ
ン

　
－

→
Rodin, A

uguste
ロ
ダ
ン
／
ロ
タ
ン



（169）169

氏
名

等
日

記
に

記
さ

れ
た

名
等

日
記

の
日

付
参

照
先

Courbet, Gustave（
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ク
ー
ル
ベ
）

注
167

Courbet
11/14

ク
ー
ル
ベ

7/21, 8/6
D

egas, Edgar（
エ
ド
ガ
ー
・
ド
ガ
）

注
150

ド
カ

7/4
D

uthu, Jean Baptiste Laurent（
ジ
ャ
ン
・
バ
テ
ィ
ス
ト
・
ロ
ー
ラ
ン
・
デ
ュ
ト
ゥ
）

注
13

D
uthu

10/2, 11/4
D

uthe
9/29

デ
ュ
ス
先
生

5/4
天
主
教
の
先
生

1/10
佛
先
生

2/28
El Greco（

エ
ル
・
グ
レ
コ
）

注
249

グ
レ
コ

12/22
ク
レ
コ

12/20, 12/23
Gauguin, Paul（

ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
）

注
214

ゴ
ガ
ン

10/16
Goya, Francisco de（

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ゴ
ヤ
）

注
247

ゴ
ヤ

12/18, 12/19
コ
ヤ

12/22
H

ugo, V
ictor（

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー

 ）
注

163
ユ
ー
ゴ
ー

7/19
Janssen？

Janssen？
7/28

Le Goff（
ル
・
ゴ
フ
）

D
r Le Goff

8/20
Goff氏

8/23
Goff

8/22, 9/30, 10/1
ゴ
ッ
プ
氏

8/20
Leroy (M

adam
e A

rthur Leroy de Borgard)（
ル
ロ
ア
夫
人
）

注
175

マ
ダ
ム
ル
ロ
ア

7/30
Leroy？

ル
ロ
ア
君

8/10
M

oreau, Gustave （
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
モ
ロ
ー
）

注
155

氏
名

等
日

記
に

記
さ

れ
た

名
等

日
記

の
日

付
参

照
先

ギ
ュ
ス
タ
ー
ブ
モ
ロ
ー

7/11
ギ
ュ
ス
タ
ー
ブ
モ
ロ

8/22
モ
ロ

8/22
M

orisot, Berthe（
ベ
ル
ト
・
モ
リ
ゾ
）

注
232

M
orisot

11/14
M

urillo, Bartolom
é Esteban（

バ
ル
ト
ロ
メ
・
エ
ス
テ
バ
ン
・
ム
リ
リ
ョ
）

注
254

ム
ユ
ロ
ー

12/28
Puvis de Chavannes, Pierre（

ピ
エ
ー
ル
・
ピ
ュ
ヴ
ィ
ス
・
ド
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
）

注
210

シ
ャ
バ
ン
ヌ

10/4
Renoir, Pierre -A

uguste（
ピ
エ
ー
ル
＝
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
）

注
187

Renoir
9/7, 9/21

ル
ノ
ア
ー
ル
氏

8/25, 9/19, 9/21
ル
ノ
ア
ー
ル
先
生

8/14
ル
ノ
ア
ー
ル

8/14, 8/16, 8/18, 8/25, 9/15, 9/30, 
12/4

Rivière, Georges（
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
） ?

注
200

Riviér氏
9/19

M
r Rivier氏

9/15
Rodin, A

uguste（
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
）

注
180

Rodan
11/19

ロ
ダ
ン

8/4, 8/6
ロ
タ
ン

8/4, 8/6
Ronsor, George？George Ronsor氏

（
英
人
）

12/29
Ronsor氏

12/29
Rousseau, Jean -Jacques（

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
）

注
179

ル
ー
ソ
ー

8/3, 8/20
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編集・投稿規定

公益財団法人大原芸術財団は、『大原芸術研究所紀要』（以下、『紀要』）を、原則として一年
度に一回刊行する。『紀要』は、当財団ならびに大原芸術研究所における調査研究の成果を発
表することにより、当財団の所管する分野の専門的研究の深化、事業活動への反映のみならず、
国内外の芸術研究活動の普及に資することを目的とするものである。

1. 投稿資格
（1）当財団職員
（2）当財団職員との共同研究者
（3）当財団が執筆者として認めた者

2. 投稿原稿
（1）未発表の論文
（2）未発表の研究ノート
（3）未発表の資料紹介
（4）未発表の調査報告
（5）未発表の書評、展覧会評
（6）その他（当財団におけるシンポジウムおよび講演会での発表の報告等）

•	論文は本文・註を含めて一偏20,000字以内、挿図は10枚以内を基準とし、600～800字程度
の日本語と英語の要約を付ける。また、掲載内容によっては、字数や図版の制限は公益財
団法人大原芸術財団の判断で変更される可能性がある。

•	（1）、（2）、（3）、（5）については、投稿原稿の内容に鑑み、専門知識を有する研究者に査読を
依頼し、採択された原稿のみを掲載する。

•	採択された原稿を紀要に掲載する権利は公益財団法人大原芸術財団が有する。このほか、
投稿者は、著作権法上の複製権及び公衆送信権の利用を同財団に対し認めるものとする。

•	この規定に記されていない事項については、公益財団法人大原芸術財団が判断する。

執筆者（五十音順）
阿部善也（東京電機大学工学部応用化学科助教）
大下浩司（吉備国際大学外国語学部外国学科教授）
小林俊介（山形大学地域教育文化学部地域教育文化学科教授）
孝岡睦子（公益財団法人大原芸術財団研究部部長）
塚本貴之（公益財団法人大原芸術財団研究部研究員・学芸員）
伴祐子（公益財団法人大原芸術財団研究部研究員・学芸員）
水島博（公益財団法人有隣会研究員）
柳沢秀行（公益財団法人大原芸術財団シニアアドバイザー）
𠮷川あゆみ（公益財団法人大原芸術財団特命上席研究員）

査読委員（五十音順）
大原秀行（絵画修復家〔吉備国際大学名誉教授〕）
児島塊太郎（倉敷芸術科学大学加計美術館館長）
柳沢秀行
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